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ご あい さ つ 


この た び は 「Frw TOWNS 386 1ASM TOOL KIT V1.1」 を お 買い 上 げ い た だ き 、 ま 
こと に あり が と う ご ざ いま す 。 

本 和書 で は 、 rMTOWNS 上 で アセ モン プラ を 使用 し て アプ リケーション プロ グラ ム を 開発 す 
る ユー ザ の た め に 、 以 下 の ソ フト ウェ ア の 使用 方 法 を 詳細 に 説明 し て いま す 。 


・ ア セン プラ (386 | ASM) 

・ リ ンカ (386 | LINK) 

・ シ ン ボ リック デバ ッ ガ (386 | DEBUG) 
・ ラ イプ ブラ リア ン (386 | LIB) 


CK か kk 1 に チー た アー うー た 


: 本 マニ ュ ア ル に は 、 ・ 外 国 為 替 及 び 外国 質 易 管理 法 " に 基づく 特定 技術 が 含ま れ て い : 
: ます 。 し た が っ て 、 本 マニ ュ ア ル ま た は その 一 部 を 輸出 する 場合 に は 、 同 法 に 基づく 
: 許可 が 必要 と され ます 。 


1989 年 10 月 


話 開 発 キ ッ ト の マニ ュ ア ル 構 成 と 
本 書 の 位置 づけ 


rxTOWNS 上 で 、C 言 語 や アセ ンプ ラ で の ソフ トウ ェ ア 開 発 を 可能 に する た め 、 富 士 通 で 
は 「ruTOWNS 3861ASM TOOL KIT V1.1」 と 「rTOWNS High CV Compiler V1.4」 の 2 つの 
関連 し た 開発 キッ ト を 用 意 し て お り ま す 。 

以下 に 示す の は これ ら 2 つの 開発 キッ ト に 添付 され て いる マニ ュ ア ル で す 。 各 マニ ュ ア 
ル の 関連 性 を 考え 、 本 書 を お 読み くだ さい 。 








アプ リ ケ ー ショ ン 開 発 キ ッ ト ミ ーー 一 告 開発 キッ ト で 提供 され る ソフ トウ ェ ア や マ 
ユー ザー ズ ガ イド ニュ アル の 概要 、ruTOWNS で アプ リ ケ ー シ ョ 
Prmaemmarmmearrsaprrrnnaaassdssreesseaasas ン を 開発 する 環境 や 手順 に つい て の 概要 な ど 
全体 を 見 渡せ る 情報 が 記載 され て いま す 。 


EBEST 


FeeSfetofan が iR 

上 386 1 DOS-Extender'“" 上 386 1D0S-Extender"" の も と で 80386 ネ ィ 

ュー ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル ティ プ モ ー ド の プロ グラ ム を 実行 する 方 法 に 

| MD つい て 説明 し 、 さ ら に 80386 ネ イ テ ィ プ モ ー 
ド 環境 に つい て も 詳細 に 解説 し て いま す 。 





閉 HVR 















386IASMTOOLKT 。 上 一覧 rwTOWs 上 で アセ ンプ ラ を 使用 し て アプ ブリ 
ユー ザー ズ マ ニュ アル ケー ショ ンプ ログ ラム を 開発 する ユー ザ の た 
TTY め に 、 開 発 の 過程 で 必要 な 各 ソ フト ウェ ア の 
上 使用 方 法 を 詳細 に 解説 し て いま す 。 
沼 次 の 4 つの 部 で 構成 され て いま す 。 
沼 第 1 部 アセ ンプ ラ 386IASM 江 
当 第 2 部 リン カ 386 | LINK 
区 第 8 部 シン ボリ ッ ク デ バッ ガ 386 1DEBUG 
党 第 4 部 ライ ブラ リア ン 386 1LIB 





注 ) 網 掛け で 示さ れ た マニ ュ ア ル が 本 書 で す 。 
































ほ TownsBI0S 1 朱 ruTOWNS の 持つ B10S 機 能 に つい て 、 リ ファ 


朋 旧 








リフ ァ レ ンス 誠 レ ンス 形式 で 詳細 に 解説 し て いま す 。 
昌和 葵 BIOS の 機能 に より 、 次 の 6 つの 章 に 分 類 さ 


れ て いま す 。 
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1 グラ フィ ッ ク BI0S 4 フォ ント BIO0S 
2 マウ ス BI10S 5 CD-ROM BIOS 
3 スプ ライ ト BIO0S 6 サウ ンド BI0S 


COCCOCCOOCCYOOOCCSOO ペ OO 








品名 称 euTOWNS High C'" Compiler V1.4 ] 


YY NT 
ruTOWNS で High CT“ Compiler を 使用 し て ア 
リケーション プロ グラ ム を 開発 する ユー ザ の 
に め に 、 プ ログ ラム 開発 過程 、High C の 文法 、 
igh C の 標準 ライ プラ リ に つい て 解説 し て いま 
す 。 
次 の 3 部 で 構成 され て いま す 。 








High C"" Compiler 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 





第 1 部 プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 2 部 ラン ゲー ジリ ファ レン ス 
第 3 部 標準 ライ ブラ リ 


C ラ イブ ラリ 
リフ ァ レ ンス 








式 で 詳細 に 解説 し て いま す 。 
ライ プラ リ 関 数 の 機能 に より 、 次 の 8 つの 章 
こ 分 類 さ れ で て いま す 。 





1 グラ フィ ッ ク 5 CD-ROM 

2 マウ ス 6 サウ ンド 

3 スプ ライ ト 7 EUPHONY ドラ イ バ 
4 フォ ント 8 キー ボー ド 


OCS 


386|1ASM TOOL KIT 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 

















第 1 部 宮 屋 ダメ アラ 人 86ONMO > 1 


386 | ASM は イン テル 80386 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 用 アセ ンプ ラ で す 。 
第 1 部 で は 386 | ASM で アセ ンプ ラ ソ ー ス コー ド を アセ ンプ ブル する 方 法 
を 解説 し ます 。 


第 2 部 リン カ (3861LINKOD oo 229 


386 | LINK は イン テル 80386 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 用 の リン カ で す 。 
第 2 部 で は 、386 | LINK を 使っ て アセ ンプ ラ ま た は コン パイ ラ で 作成 し 
た 別々 の オプ ジェ クト モジ ュー ル を 、 単 一 の 80386 アプ リケーション に 
組み 合わ せる 方 法 を 解説 し ます 。 さ ら に 各種 コ セ ン ドス イッ チ を リフ ァ 
レン ス 形 式 で 解 記 し ます 。 


第 3 都 シン ボリ ッ ク デ バッ ガ (3861DEBUG) ーー 273 


386 | DEBUG は イン テル 80386 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 用 の シン ボリ ッ ク 
デバ ッ ガ で す 。 第 3 部 で は 、386 | DEBUG を 使っ て プロ グラ ム を デバ ッ 
グ す る 方 法 を 解説 し ます 。 さ ら に デバ ッ ガ コマ ンド を リフ ァ レ ンス 形式 
で 解説 し ます 。 


第 4 部 ライ ブラ リア ン (3861LB) ーー 333 


386 | LIB は 、386 | LINK で 生成 され た オプ ジェ クト ファ イル か ら ラ イ 
プラ リフ ァイル を 作成 する た め の ラ イプ ラリ アン プロ グラ ム で す 。 第 4 
部 で は 、386 | LIB の 使い 方 と 各種 コマ ンド ライ ンス イッ チ を 解説 し ます 。 
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386 | ASM は イン テル 80386 マイ クロ プロ セッ サ 用 アセ ンプ ラ で す 。 これ は Phar Lap $ 
oftware. Inc. の 80386 ソフ トウ ェ ア デ ベロ ッ プ メン トシ リー ズ の 一 つ で す 。 386 |ASM 
は 、 1 つま た は 複数 の アセ ンプ リ 言 語 ソ ー ス コー ド フ ァイル を 1 つの オプ ジェ クト モジ ュ 
ー ル に アセ ンプ ブル する た め に 使わ れ ま す 。386 | ASM は また 8086、8088、80186、80188 お よ 
び 80286 マイ クロ プロ セッ サ 用 の プロ グラ ム を も アセ ンプ ブル し ます 。 こ の マニ ュ ア ル で は 、 
386 | ASM の 使用 方 法 を 説明 し ます 。 

386 | ASM は 8086、8088、80186、80188 ま た は 80286 用 に コー ド を アセ ンプ ブル し 、 イ ン 
テル 8086 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ルフ ォ ー マ ッ ト (OMF-86) と 合致 する オプ ジェ クト モジ ュ 
ー ル を 生成 し ます 。80386 用 に コー ド が アセ ンプ ブル され る と 、 簡 易 OMF-386 と 呼ば れる OM 
F-86 の 単純 拡張 が オプ ジェ クト ファ イル フォ ー マ ッ ト と し て 使用 され ます 。 簡易 0MF-386 
オプ ジェ クト ファ イル フォ ー マ ッ ト を 付録 K で 説明 し ます 。 


この マニ ュ ア ル に 使用 する 符号 は 以下 の と お り で す 。 
時 中 括弧 で 囲ま れ た 項目 は オプ ショ ン で す 。 オ プシ ョ ン 項 目 が 省 か れ て いて 
も 文 は 有効 で す 。 
前 述 の 項目 が 任意 の 回 数 繰り 返さ れる こと を 示し 、 項 目 間 は コン マ で 区 切 
られ ます 。 
| 縦 線 で 区 切ら れ た いずれ か 1 つの 項目 だ けが 使え ます 。 
英 小文字 特定 の 文 に 適し た シン ボル に 置き 換え な けれ ば な り ま せん 。 一 般 に 、 使 用 
で きる シン ボル の クラ ス を あら わす 記述 名 で す 。 
例え ば 10 バ イト の テン ポラ リ 実 定数 を 作る た め の 文 の 記述 は 、 次 の 待 号 で 示さ れ ま す 。 
DT digits. digits) 人 【 寺 | 一 } digits} 


この 1 つの 実数 は 、 整 数 部 分 (必須 ) と 、 小 数 点 (必須 ) と 小数 部 分 (オプ ショ ン ) 
お よび 指数 (オプ ショ ン ) (必須 文字 E、 オ プシ ョ ン の 十 ま た は - 符 号 、 お よび 必須 の 指 
数 数 字 か ら な る ) で 構成 され る こと を 示し て いま す 。DT 文 は 、 コ ンマ で 区 切っ て 任意 の 数 
の 実 定 数 を 作成 する こと が で きま す 。 次 の 文 は いずれ も 有効 で す : 


1 1 


DT 
DT 
DT 
DT 
DT 
DT 
DT 
DT 
DT 


1. 

1.0.1.1.1.2 

1.0E2 

1.0E12 

1.0E-2 

1.E2 

0. 

0.E0 

314. 159E-2. 0.31459E1 


この マニ ュ ア ル 中 の 例 で は 、 ア セン プラ ディ レク ティ プ ブ と て 式 算 子 を 示す 場合 に は 大 文 
字 で 記述 し ます 。 ア セン プラ 予約 語 と 、 ユ ー ザ 定義 レン ボル は 小文字 を 使っ て いま す 。 
これ は 、 本 書 を 読み 易く する た め に し た も の で 、 す べ て の アセ ンプ ラ 予 約 語 と ユー ザ 定 義 
シン ボル に は 、 大 文字 と 小文字 が 使用 で きま す 。 


1 2 
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コマ ンド ライ ン の 形式 





アセ ンプ ラ を 実行 する た め の コ マン ドラ イン は 、 ア セン プル タス クイ メー ジ の 名 前 (xa 
386) と 、 そ の あと の 、 フ ァイル 名 と スイ ッ チ か ら 構 成 さ れ ま す 。 ス イッ チ は 、 ア セン プ 
ラ の デフ ォ ル ト の 操作 を 変更 する の に 使わ れ ま す 。 デ フォ ルト で は 、3861ASM は 、1 つ 
また は 提 数 の 入力 (ソー スコ ー ド ) ファ イル を アセ ンプ ル し て 、 出 力 オ プ ジ ェ クト ファ イ 
ル と 出力 リス ティ ング ファ イル を 作成 し ます 。 ア セン プル 中 に エラ ー が 発生 する と 、 エ ラ 
ー メ ッ セ ー ジ が 画面 に 表示 され 、 リ ステ ィング ファ イル に 書き 込ま れ ま す 。 ス イッ チ を 使 
用 する と 、 画 面 に 表示 され て いる エラ ー メ ッ セ ー ジ を エラ ー リ スト ファ イル に 転送 する こ 
と が で きま す 。 


ファ イル 名 に は 、 コ マン ドラ イン て で 拡張 子 付 フ ァイル 名 (完全 な ファ イル 名 ) と 、 拡 張 
子 無し ファ イル 名 を 使用 する こと が で きま す 。 拡 張子 の 指定 が な い 場 合 に は 、386 | ASM 
が 、 デ フォ ルト の ファ イル 拡張 子 を 与え を ます 。 こ の 時 与え られ る ファ イル 名 拡張 子 は 以下 
の と お り で す 。 


MS-008 で の 

ファ イル タイ プ デフ ォ ル ト の 拡張 子 
入力 ソー ス フ ァ イル .ASM 

出力 オプ ジェ クト ファ イル .0BJ 

出 カ カリ ステ ィング ファ イル .LST 

出力 エラー リス ト フ ァイル .ERR 


さら に ファ イル 名 を 指定 する 際 は 、 パ ス を 指定 する こと が で きま す 。 パ ス の 指定 が な い 
場合 、 カ レン ト デ バ イス と ディ レク トリ が 指定 され た も の と し ます 。 


スイ ッ チ は マイ ナス 記号 "-" で 始ま り 、 こ の 記号 の 後に スイ ッ チ 名 を 続け ます 。"-" と 
スイ ッ チ 名 の 間 に は スペ ー ス を 入れ て は いけ ませ ん 。 ス イッ チ の 引数 は 、 ス イッ チ の すぐ 
あと に 置き 、 ス ペー ス で 区 切り ます 。 入力 ファ イル 名 間 は 、 ス ペー ス ま た は コン マ 、 ま た 
は その 両方 で 区 切り ます 。 ス イッ チ 間 、 ま た は 、 ス イッ チ と 入力 ファ イル 名 の 問 は 、 ス ペ 





ー ス で 区 切ら な く て は な り ま せん 。 入力 ファ イル 名 と スイ ッ チ は 、 コ マン ドラ イン に 任意 
の 順序 で 配置 する こと が で きま す 。386 1ASM が ファ イル 名 と スイ ッ チ を 区 別 す る た め に 、 
入力 ファ イル 名 は "-" で 始め る こと が で きま せん 。 有 効 な コマ ンド ライ ン の 例 を 次 に 示し 
ます 。 さらに 多く の 例 を 付録 M に 示し ます 。 


例 : 入力 ファ イル TESTI.ASM2 TEST2.A5M を アセ ンプ ル し て 、 オ プ ジ ェ クト フ 
ァイル TESTI.0B」 リ ステ ィング ファ イル TEST1.LST、 お よび エラ ー リ スト ファ 
イル TEST1. ERR を 生成 し ます 。 


386asm testl test2 -errorlist testl 
386asm testl,test2 -el test1 
386asm -el test1 testl test2 


カレ ント ディ レク トリ 中 の TEST1.ASM と 、 カ レン トディ レク トリ の サ プ デ ィ レ クト リ ($ 
0BD) 中 の test2.A を 入力 ファ イル に し て アセ ンプ ブル し ます 。 カ レン トディ スク の 、 ト ッ プ 
レベ ルディ レク トリ LISTD へ リス ティ ング ファ イル を 出力 し 、0BJD 内 に オプ ジェ クト ファ 
イル を 出力 し ます 。 


386asm testl.subdNtest.a -list へ ヽ listdNtestl -o へ objdNtest1 
2.2 コマ ンド ライ ンス イッ チ 


コマ ンド ライ ンス イッ チ は 、386 | ASM の デフ ォ ル ト の 操作 を 変更 する の に 使わ れ ま 
す 。 デ フォ ルト で は 、386 | ASM は 次 の 作業 を し ます 。 


・ 最 初 の 入力 ファ イル と 同一 名 を 持ち 2.1 節 に 示さ れ た デフ ォ ル ト フ ァイル 拡張 子 
を 持っ た オプ ジェ クト ファ イル を 作成 する 。 

・ 最 初 の 入力 ファ イル と 同一 名 を 持ち 2.1 節 に 示さ れ た デフ ォ ル ト フ ァイル 拡張 子 
と 同じ 名 前 を 持つ リス ティ ング ファ イル を 作成 する 。 

・80386 を ター ゲッ ト プ ロ セッ サ と 仮定 する 。 

・8087 ま た は 80287 浮動 小数 点 コ プロ セッ サ の 命令 を アセ ンプ ブル し な い 。 

・ ケ ー ス イン セン ティ プア セン プリ を 行う (シン ボル の 大 小文字 は 、 同 じ に 扱わ れ 
る ) 。 


コマ ンド ライ ンス イッ チ は “一 ~ (マイ ナス 符号 ) 文字 で 始ま り 、 次 に スイ ッ チ 名 が 続き 
ます 。 スイ ッ チ 名 に は 長短 の 2 形式 が あり ます 。 ス イッ チ に 対す る 引数 は スイ ッ チ 名 の 直 
後に 軸 き ます 。 そ の 間 に 区 切り 記号 と し て スペ ー ス を お か な けれ ば な り ま せん 。 矛盾 する 
スイ ッ チ が コマ ンド ライ ン 上 に 示さ れ た 場合 は 、 後 の (右側 の ) スイ ッ チ が 優先 し ます 。 
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2.2.1 オブ ジェ クト ファ イル スイ ッ チ 
-0BJECT ス イッ チ は 、(1) アセ ンプ ラ に より 指定 され た デフ ォ ル ト 名 以外 の 名 前 を オプ 
ジェ クト ファ イル に 与え ます 。 あ る い は (2) オプ ジェ クト ファ イル を カレ ント ディ レク ト 
リ 以 外 の ディ レク トリ に 格納 し ます 。 
形式 : -0BJECT filename 
短縮 形 : -0 filename 
例 : 386asm test -o test.0 
386asm test -object t.obj 
386asm test -o \objdir\test 
386asm test -o \objdir\test.o 
ーN00BJECT ス イッ チ は 、386 | ASM に オプ ジェ クト ファ ィ ル を 生成 し な いよ う 指 示し ます 。 
形式 : -NO0BJECT 
短縮 形 : -N00 
例 : 386asm test -noobject 


386asm test -noo 


ーNODELETE ス イッ チ は 、386 | ASM に 、 ア セン プル 中 に 重大 な エラ ー が あっ て も 0BJ フ 
ァイル を 削除 し な いよ う 指 示し ます 。 デ フォ ルト で は 、 重 大 な エラ ー が 起こ る と 、0BJ フ 
ァイル は 削除 され ます 。 


形式 : -NODELETE 


短縮 形 : -NOD 


例 : 386asm test -noobject 
386asm test -nod 


2.2.2 リス ティ ング ファ イル スイ ッ チ 
ーLIST ス イッ チ は 、(1) ア セン プラ に より 指定 され た デフ ォ ル ト 名 以外 の 名 前 を リス テ 
ィング ファ イル に 与え ます 。 あ る い は (2) リ ステ ィング ファ イル を カレ ント ディ レク トリ 
以外 の ディ レク トリ に 格納 し ます 。 
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形式 : 


短縮 形 : 


例 : 


-LIST filename 
-L filename 


386asm test -list test.1 
386asm test -1 着 istdir\test 


-NOLIST ス イッ チ は 386 | ASM に リス ティ ング ファ イル を 生成 し な いよ うに 指示 し ま 


す 。 


形式 : 


短縮 形 : 


例 : 


-NOLIST 


-NOL 


386asm test -nolist 
386asm test -nol 


-N0SYM ス イッ チ は 386 | ASM に ソー ス フ ァ イル リス ティ ング の 終了 時 に 、 シ ン ボ ル テ 
ー プ ブル の サマ リー を 生成 し な いよ う 指 示し ます 。 


形式 : 


短縮 形 : 


例 : 


-NOSYM 


-NOS 


386asm teSt -n0Sym 
386asm test -nOS 


2.2.3 エラ ー リ スト ファ イル スイ ッ チ 
-ERRORLIST ス イッ チ は 、 エ ラー メッ セー ジ を 格納 する ファ イル を 指定 し ます 。 デ フォ 


ルト で は 、 エ ラー メッ セー ジ は 、 タ ー ミ ナル に 表示 され ます 。 エ ラー メッ セー ジ は 、 エ 
ラー リス ト フ ァイル が 生成 され て も 、 リ ステ ィング ファ イル (生成 され れ ば ) 中 に 必ず 


格納 され ます 。 


形式 : 


例 : 


-ERRORLIST filename 


: -EL filename 


386asm test -errorlist test 
386asm test -el test.e 
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2.2.4 イン クル ー ド サー チ デ ィ レ クト リス イッ チ 

-INCLUDE ス イッ チ は 、 1 つま た は 複数 の ディ レク トリ を 指定 し て INCLUDEP デ ィ レ クティ 
プ (3.5 節 参 照 ) で イン クル ー ド され る ファ イル を 探索 する の に 使わ れ ま す 。 デ フォ ルト 
で は 、 カ レン トディ レク トリ だ けが 探索 され ます 。 1 つま た は 複数 の イン クル ー ド サー チ 
ディ レク トリ が コマ ンド ライ ン 上 で 指定 され た 場合 、386 | ASM は 、 カ レン トディ レク ト 
リ よ り 先 に 、 コ マン ドラ イン で 与え られ た 順 ( 左 か ら 右 ) に 指定 され た ディ レク ト り から 
イン クル ー ド ファ イル を 探索 し ます 。 

コマ ンド ライ ン に 複数 の -INCLUDE ス イッ チ を 指定 する か 、 単 一 の -INCLUDE ス イッ チ に 複 
数 の 引数 を 与え る る こと に よっ て 、 複 数 の イン クル ー ド サー チ デ ィ レ クト り リ を 指定 で きま す 。 
単 一 の -INCLUDE ス イッ チ で 多数 の サー チ デ ィ レ クト リ を 指定 し た 場合 、 サ ー チ ディ レク ト 
リ 間 は コン マ で 区 切り 、 ス ペー ス を お いて は いけ ませ ん 。 

アセ ンプ ラ は 、 ソ ー ス ファ イル 中 の INCLUDE 文 で の ファ イル 名 を 、-INCLUDEP ス イッ チ で 
指定 され た ディ レク トリ に 加え 、 フ ァイル を 見 つけ よう と し ます 。 し た が っ て 、 イ ンク ル 
ー ド ディ レク トリ は 、 ホ スト シス テム 上 の ファ イル パス の 指定 方 法 と 同じ 方 法 で 指定 し な 
けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 カ レン トディ レク トリ か ら の 相対 パス も 使用 され ます 。 


形式 : -INCLUDE dirname {dirname...、} 


短縮 形 : -! dirname {dirname... } 


例 : 386asm test -include\includes\ 
386asm test -j\includes\ isubdir\ 
386asm test -i ..\includes\ 


参照 : INCLUDE(3.5 節 ) 


2.2.5 イン スト ラク ショ ン セ ッ ト ス イッ チ 
イン スト ラク ショ ン セ ッ ト ス イッ チ は 、 特 定 プ ロ セ ッ サ (8086、8088、80186、80188、 
80286、80386) お よび 特定 の 演算 コ プ ロ セッ サ (な し 、8087、80287、80387) 用 の 命令 の ア 
セン プル を 可能 に し ます 。 デ フォ ルト で は 、80386 プロ セッ サ 用 の 命 令 ア セン プル が 可能 
で す が 演 算 コ プロ セッ サ の 命令 の アセ ンプ ル は で きま せん (し た が っ て 、 こ れ ら の オプ シ 
ョ ン を 指定 する スイ ッ チ は 冗長 で す が 、 一 貫 性 の た め に 提供 され ます ) 。 


特定 の 命令 セッ ト は 命 合 セ ッ ト デ ィ レ クティ ブ (8.2 節 ) を 使う こと に よっ て も 有効 に 
な り ま す 。 デ ィ レ クティ プ は 、 コ マン ドラ イン スイ ッ チ に 優先 し ます 。80286 と 80386 の 
命令 セッ ト は 、 両 方 と も 、 そ の プロ セッ サ に よっ て だ け 特 権 レ ベル 0 で 実行 され る 保護 命 
令 を 含む こと に 注目 し て くだ さい 。 そ の た め 、80286 と 80386 の 命令 セッ ト は 、 非 保護 命 
令 また は フル 命令 セッ ト (保護 命令 も 含む ) で 使用 で きま す 。 
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-8086 スイ ッ チ は 、8086 お よび 8088 の 命令 の アセ ンプ ブル を 可能 に し ます 。 


形式 : 8086 
短縮 形 : 86 


例 : 386asm test -8086 
386asm test -86 


-80186 ス イッ チ は 、80186、80188、8086、8088 の 各 命令 の アセ ンプ ル を 可能 に し 
ます 。 


形式 : -80186 
短縮 形 : -186 
例 : 386asm test -80186 


386asm test -186 


-80286 ス イッ チ は 、80286 非 保護 命令 と 80186、80188、8086、8088 命令 の アセ ン 
プル を 可能 に し ます 。 


形式 : -80286 
短縮 形 : -286 
例 : 386asm test -80286 


386asm test -286 


-80286P ス イッ チ は 、80286、80186、80188、8086、8088 すべ て の 各 命 令 (保護 命 
令 を 含む ) の アセ ンプ ブル を 可能 に し ます 。 


形式 : -80286P 
短縮 形 : -286P 


例 : 386asm test -80286P 
386asm test -286P 
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-80386 ス イッ チ は 、80386、80286 の 非 保護 命令 、 お よび 80186、80188、8086、 お よび 8088 
の 各 命 令 の アセ ンプ ブル を 可能 に し ます 。 こ の モー ド は アセ ンプ ラ の デフ ォ ル トモ ー ド で す 。 


形式 : -80386 
短 給 形 : -386 
例 : 386asm test -80386 


386asm test -386 


-80386P ス イッ チ は 、 す べ て の 80386 命令 ( 非 保護 命令 を 含む ) の アセ ンプ ル を 可能 に 
し ます 。 


形式 : -80386P 


短縮 形 : -386P 


例 : 386asm test -80386P 
386asm test -386P 


-8087 スイ ッ チ は 、8087 演 算 コ プロ セッ サ 用 の 命令 の アセ ンプ ル を 可能 に し ます 。 


形式 : -8087 
短縮 形 : -87 
例 : 386asm test -8087 


386asm test -87 


-80287 ス イッ チ は 、80287 と 8087 の 演算 コ プ ロ セッ サ 用 の 命令 の アセ ンプ ブル を 可能 に し 
ます 。 


形式 : -80287 
短縮 形 : -287 
例 : 386asm test -80287 


386asm test -287 


19 





-80387 ス イッ チ は 、80387、80287 お よび 8087 算 コ プ ロ セッ サ 用 の 命令 の アセ ンプ ル を 
可能 に し ます 。 


形式 : -80387 
短縮 形 : -387 


例 : 386asm test -80387 
386asm test -387 


-NO087 スイ ッ チ は 、 演 算 コ プロ セッ サ 用 の 命令 の アセ ンプ ル を 不可 に し ます 。 この モー 
ド は アセ ンプ ラ の デフ ォ ル トモ ー ド で す 。 


形式 : NO87 
短縮 形 : N087 
例 : 386asm test -no87 


386asm test -no87 
参照 : イン スト ラク ショ ン セ ッ ト デ ィ レ クティ ブ (8.2 節 ) 


2.2.6 ケー ス セ ン シ テ ィ ビ ティ スイ ッ チ 

386 | ASM は 、 デ フォ ルト で は 、 ユ ー ザ 定義 シン ボル の 大 小文字 を 区 別 し ま せん 。 た 
と えば 、386 1ASM は my-sym. my-SYM. MY_-SYM を すべ て 同じ と みな し ます 。386 | ASM に 、 
大 小文字 を 区 別して アセ ンプ ブル させ る た め に 、 コ マン ドラ イン スイ ッ チ が 使わ れ ま す 。 こ 
の オプ ショ ン を 使用 する と 上 の 例 に お ける 3 つの シン ボル は 、 す べ て 異な る シン ボル に な 
り ま す 。 大 小文字 区 別 が 有効 無効 に か か わら ず ア セン プラ 内 の 予約 語 で の 大 小文字 の 区 別 
は し ませ ん 。 

-TWOCASE ス イッ チ は 、 入 力 ファ イル の 、 大 小文字 を 区 別 す る アセ ンプ ル を 可能 に し ます 。 
この スイ ッ チ を 使う と 、 同 じ シ ン ボ ル で も 大 文字 と 小文字 で は 、 異 な る シン ボル に な り ま 


す 。 


形式 : -TWOCASE 
短縮 形 : -TWOC 
例 : 386asm test -twocase 


386asm test -twoc 
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-ONECASEB ス イッ チ は 、 入 力 ファ イル の 、 大 小文字 を 区 別 し た アセ ンプ ル を 不可 能 に し ま 
す 。 こ の モー ド は デフ ォ ル トモ ー ド で す 。 こ の スイ ッ チ は 冗長 で す が 、 ス イッ チ の 一 貫 性 
を 保つ た め に 設け て あり ます 。 


形式 : -ONECASE 
短縮 形 : -ONEC 


例 : 386asm test -onecase 
386asm test -onec 


2.2.7 シン ボル 定義 スイ ッ チ 

-DEFINE スイ ッ チ は 、 ア セン プル 時 に ソー スコ ー ド 中 で 参照 で きる テキ スト シン ボル を 
定義 し ます 。 こ の 機能 は 、 1 組 の コー ド を 条件 付き アセ ンプ ブル する た め に 役に立ち ます 。 
シン ボル の 有無 は IFDEF お よび IFNDEF の ディ レク ティ ブ で テス ト で きま す (8.4.3 項 と 8. 
4.4 項 を 参照 ) 。 ま た シン ボル の 値 は IFIDN と IFDIF の ディ レク ティ ブ を 使っ て テス ト で 
きま す 。 (8.4.7 項 と 8.4.8 項 参 照 ) 。 テ キス トシ ン ボ ル も また EQU ディ レク ティ ブ を 使 
っ て ソー スコ ー ド 中 に 生成 で きる こと に 注意 し て くだ さい 。 シン ボル の 定義 時 に 文字 列 の 
指定 が な い 場 合 は 、null 文 字 列 と 等 価 の 値 を 割り 当て ます 。 


形式 : -DEFINE symbol (=string 
短縮 形 : -D symbol (=string } 


例 : 386asm test -define CrOSS-mode 
386asm test -d 0DSVS=XeniX 


参照 : IFDEF(8.4.3 項 )、IFNDEF(8.4.4 項 )、IFIDN(8.4.7 項 )、IFDIF(8.4.8 項 ) 、 
EQU(4.2.2 項 ) 


2.2.8 エク スト ラ エ ラー チェ ッ キ ング スイ ッ チ 
-FULLWARN スイ ッ チ は 、3861ASM に エク スト ラ エ ラー チェ ッ キ ング を させ ます 。 エ クス 
トラ エラ ー チ ェ ッ キン グ 有 り の 時 、 特 定 の セグ メン トレ ジス タ を 使用 する 命令 は ある が 、 
し か し セグ メン ト に その セグ メン トレ ジス タ を 割り 当て る ASSUMEB デ ィ レ クティ プ が な いと 、 
386 | ASM は 、 警 告 し ます 。 こ の 警告 は 、 プ ログ ラマ に セグ メン ト に 対す る 適正 な セグ メン 
トレ ジス タ ポ イン ト を 確認 させ る た めで す 。 


シン ボル の 前 方 参照 に より NOP 命令 が 生成 され る 時 、 警 告 さ れる こと が あり ます 。 そ の 
理由 は 、 ア セン プラ は パス 2 上 で 実際 に 必要 と する 以上 に パス 1 上 で より 多く の 領域 を り 
ザー プ す る か ら で す 。 通常 、PTR 演算 子 で 前 方 参照 の シン ボル に つい て 多く の 情報 を 386 | 
ASM に 与え れ ば 、NOP 命令 を 排除 する こと が で きま す (9.3.7 項 参 照 ) 。 
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2.3 リス ティ ング ファ イル の 説明 


386 1 ASM に よっ て 生成 され る リス ティ ング ファ イル は 、(1) 入力 ファ イル か ら の ソー 
スコ ー ド 行 、(2) ソー スラ イン ご と の オプ ジェ クト コー ド 、 お よび (3) すべ て の ユー ザ 定 
義 シ ン ボ ル 一 覧 表 で す 。 リ ステ ィング ファ イル は ペー ジ に わけ 、 読 みや すく し て いま す 。 
各 ペ ー ジ の 頭 に ペー ジ 見 出し を 印刷 し ます 。 


リス ティ ング ファ イル の 各行 は 次 の よう に な り ま す 。 
offset object source 


この 場合 offset と は 、 セ グ メ ント の 先頭 か ら 生成 され た オプ ジェ クト コー ド ま で の 16 進 
数 の オフ セッ ト で す 。 ま た 、object は 、16 進 数 の オプ ジェ クト コー ド を 示し 、source は 入 
カフ ァイル 中 の ソー スコ ー ド 行 で す 。 た と えば : 


00000000 CS6g SEGMENT word public 
00000000 B8 00000001 mOV eaX, 1 
00000005 CS6&8 ENDS 


ソー スコ ー ド 行 が エラ ー に な る と 、 エ ラー メッ セー ジ を リス ティ ング ファ イル の エラ ー 
が 発生 し た 行 の 直後 に プリ ント し ます 。 エ ラー メッ セー ジ は その ソー スコ ー ド ファ イル と 
エラ ー 原 因 と な っ た ソー ス フ ァ イル 中 の ソー スコ ー ド 行 の 番号 と を 示し ます 。 ま た エラ ー 
番号 と エラ ー メ ッ セ ー ジ も 出力 し ます 。 エ ラー 番号 の 詳細 を 、 付 録 B に 記述 し で いま す 。 


リス ティ ング ファ イル の 最後 に 、 プ ログ ラム 中 の ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル を 示す いく つか の 
シン ボル テー プ ブル を 出力 し ます 。 以 下 で リス ティ ング ファ イル に 現われ る 順序 に この シン 
ボル 表 の 説明 を し ます 。 特定 の カテ ゴリ ー 中 に シン ボル が な い 場 合 、 そ の カテ ゴリ ー の シ 
ン ボ ル 表 は 出力 され ませ ん 。 


2.3.1 ペー ジ 見 出し 
386 | ASM は 、 リ ステ ィング ファ イル の 各 ペ ー ジ の 頭 に 5 行 の ペー ジ 見 出し を プリ ント 


アウ ト し ます 。 第 1 行 目 に は アセ ンプ ラ の バー ジョ ン 、 ア セン プル の 日 時 を 表示 し ます 。 
第 2 行 目 は 空白 で す 。 第 3 行 目 は 、 タ イト ルディ レク ティ プ で タイ トル の 指定 が ある 時 は 、 
その タイ トル と 、 項 目 番 号 お よび ペー ジ 番 号 を 表示 し ます 。 項 目 番号 は 、 1 か ら ス ター ト 
し 、PAGE デ ィ レ クティ ブ の 制御 下 で 順に 増え ます 。 ペ ー ジ 番号 は 、 各 項目 の 始め で 1 に セ 
ッ ト さ れ 、 改 ペー ジ す る ご と に 増え ます 。 ペ ー ジ 見 出し の 第 4 行 目 は SUBTTL ディ レク テ 
ィ プ で サ プ タ イト ル の 指定 が あれ ば それ を 表示 し ます 。 第 5 行 目 は 空白 で す 。 
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Phar Lap Marco Assembler Version 1.1 Mon Nov 03 09:21:15 1986 


Initialization Code Page 1-5 
setup-gdt - init global descriptor table 


00000000 setup-gdt PROC near 
00000000 55 push ebp 
00000001 BB EC mOV ebp, eSD 


参照 : TITLE (8.3.1 項 )、SUBTTL (8.3.2 項 )、PAGE (8.3.3 項 ) 


2.3.2 ソー スコ ー ド 文 
ソー スコ ー ド 文 は 、 リ ステ ィング ファ イル の 1 行 に 次 の 形式 で 出力 され ます : 


offset object source 


offset と は 、 そ の セグ メン ト 中 の オプ ジェ クト コー ド の 位置 を 16 進 法 で 示す オフ セッ ト 
を いい ます 。 


object は 、 ソ ー ス コー ドス テー トメ ント 用 に 生成 され た オプ ジェ クト コー ド を 示し ます 。 
オプ ジェ クト コー ド が 生成 され な い 場 合 は 、 こ の フィ ー ル ド は 空白 で す 。 普通 、 オ プ ジ ェ 
クト コー ド は 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル に 出力 され た の と 同一 の 順序 に 16 進 数 の 文字 列 ( 各 
バイ ト 間 は スペ ー ス で 区 切っ て ) と し て 出力 され ます 。 し か し 、 定 数 また は セグ メン ト 内 
オフ セッ ト の よう な ワー ド や ダ プ ル ワ ー ド 値 は 、 読 みや すく する た め に 最上 位 バ イト を 先 
頭 に 出力 され ます 。 最 上 位 バ イト を 先頭 に し た これ ら の ワー ド と ダ プ ル ワ ー ド 値 の バイ ト 
間 に は スペ ー ス を お きま せん 。 リ ステ ィング ファ イル 中 の オプ ジェ クト コー ド フ ィ ー ル ド 
で は 、 い くつ か の 特殊 文字 が 使わ れ ま す 。 そ れ ぞ れ の 特殊 文字 と その 用 法 と を 表 2-1 に 示 
し ます 。 


リス ティ ング ファ イル 中 の ソー ス フ ィ ー ル ド に は 、 ソ ー ス コー ド 文 が 、 ソ ー ス コー ド フ 
ァイル 内 に ある の と まっ た く 同 じ 形 で 含ま れ て いま す 。 ソ ー ス コー ド フ ィ ー ル ド の すぐ 左 
側 に は 、 特 殊 文 字 の 1 つ を 出力 で きま す 。 ソ ー ス コー ド フ ィ ー ル ド で 使用 する 特殊 文字 と 
その 意味 と を 表 2-2 に 示し ます 。 
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value R 


Value 


Value 


mnemOnic 


count [value ] 





value は 、 リ ロケ ー タ ブル で ある 。 そ の 最終 値 は プロ グラ 
ム の リン ク 時 また は ロー ド 時 に 決ま る 。 


value は 、 ア セン プル され て いる モジ ュー ル に 対し 外部 的 
に 定義 され る 。 そ の 値 は プロ グラ ム の リン ク 時 に 決ま る 。 


セグ メン ト 選 択 値 。 こ の 値 は 、 プ ログ ラム が 実行 の た め に 
ロー ド さ れ た 時 に 決ま る 。 


16 進 数 値 value を 持つ 定数 シン ポル が 生成 され た 。 


アセ ンプ ラ 予 約 語 mnemonic に 対す る 別名 シン ボル が 生成 さ 
れ た 。 


EQU ディ レク ティ ブ で 生成 され た テキ スト 置換 シン ボル 


16 進 数 値 xx を も つ セ グ メ ント オー バー ライ ド プ レフ ィ ク ス 
バイ ト を 出力 ん し 。 


16 進 数 値 xx を も つ REP また は LOCK【 の プレ フィ クス バイ ト を 
出力 し た 。 


オペ ラン ドサ イズ オー バー ライ ド プ レフ ィ ク スバ イト を 出 
力 し た 。 


アド レス サイ ズ オ ー バ ー ラ イド プレ フィ クス バイ ト を 出力 
し た 。 


16 進 数 値 value が DUP 演算 子 に よっ て count 回 数 複写 され 
た 。 


? オ ペラ ンド で 、 1 バイ ト 以 上 の 未 初期 化 メ モリ を 確保 し 
た 。 確保 し た 領域 の 各 バ イト に 対し て 7? が 表示 され る 
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表 2-2 ソー スコ ー ド 欄 に お ける 特殊 文字 


INCLUDE ディ レク ティ プ で イン クル ー ド され た ファ イル か ら ソ ー ス 文 


を 読ん だ 。 
マク ロ と リピ ー ト プロ ッ ク の 展開 の 深 さ (1-9) 
マク ロ と リピ ー ト プ ブロッ ク の 展開 の 深 さ が 9 より 大 きい 。 





例 : 
.LALL 
INCLUDE macr0S. aSm 
| ml MACRO 
I REPT 2 
I DB 0 
I ENDM 
I ENDM 
ASSUME CS:CSe8 
00000000 CS68 SEGMENT word public use32 
EXTRN cval:abs 
= 0000000A cva1l2 EQU 10 
= 0000000B cva1l3 = 11 
= EBP stk_-frm EQU ebp 
= COPY EQU "Copy' 
00000000 0000000A 61 62 bvar DB 10 dup('aD') 
00000014 43 6F 70 79 DB CODY 
00000021 9929 DW ? 
ml 
1 REPT 2 
1 DB 
1 ENDM 
00000023 00 2 DB 0 
00000024 00 2 DB 0 
00000025 55 push stk-frm 
00000026 8B EC mOV stk-frm esp 
00000028 661B8 000A mOV aX, CVal2 
0000002C B8 00000000E mOV eaX, CVal 
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00000031 8D 05 00000000 R lea 
00000037 2E: AO 00000000 R mOV 
0000003D 661B8 ---- R mOV 
00000041 F3/ A4 reD mOVSb 
00000043 CS6g ENDS 


2.3.3 グル ー プ と セグ メン ト の シン ボル テー ブル 


eax,b 


Var 


al.bvar 


8X, CS 


eg 


この テー プル は ソー スコ ー ド ファ イル 中 で 定義 し た すべ て の グル ー プ お よび セグ メン ト 
を 表示 し ます 。 同 一 ゲ グループ 内 の セグ メン ト は 、 字 下げ し て 表示 し ます 。 ど の グル ー プ に 
も 含ま れ な い セ グ メ ント は 全 グ ルー プ の あと で リス ト さ れ ま す 。 セ グ メ ント に つい て の テ 
ー プ ブル の 各 欄 は 、 セ グ メ ント に つい て の 使用 属性 、 ア ライ ン 型 、 組 合せ 型 、 お よび クラ ス 


文字 列 を 示し ます 。 
例 : GROUPS AND SEGMENTS 
Name Size Use Align 
DGROUP. . . Group 
CONST. . 0000000A USE32 DWORD 
DATA . . 00000258 USE32 DWORD 
CSEG . . . 00001560 USE32 WORD 
STACK . . . 00001000 USE32 DWORD 


参照 : SEGMENT(3.7 節 )、GROUP(3.9 節 ) 


2.3.4 構造 体 シ ン ボ ル テ ー ブ ル 


Combine 


PUBLIC 
PUBLIC 
PUBLIC 
STACK 


Class 


DATA 
DATA 
CODE 
STACK 


構造 体 レ シンボル テー プル は 、 ソ ー ス コー ド フ ァイル で 定義 し た すべ て の 構造 体 定義 と 構 
造 体 フィ ー ル ド を 示し ます (構造 体 変数 は 変数 シン ボル テー プル に 示さ れ て いる ) 。 同 一 
構造 体内 の 各 フ ィ ー ル ド は 、 字 下げ し て 表示 し ます 。 各 構造 体 の サイ ズ (単位 は バイ ト ) 
が 示さ れ 、 各 構造 体 フ ィ ー ル ド の バイ ト サ イ ズ 、 構 造 体 先 頭 か ら の オフ セッ ト (単位 は バ 


イト ) お よび デー タタ イプ が 、 示 され ます 。 


例 : RUCTURES 


Name Size Offset 
PTR386 . . . . 00000006 

SOFFS ... 00000004 00000000 
SELECTOR . 00000002 00000004 


参照 : 構造 体 定義 (6.6 節 ) 
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Type 


DWORD 


WO 


RD 


2.3.5 レコ ー ド シン ボル テー ブル 
レコ ー ド シン ボル テー プル は 、 ソ ー ス コー ド フ ァイル で 定義 し た 全 レ コー ド 定 義 と 
全 レ コー ド フ ィ ー ル ド を 示し ます (レコ ー ド 変数 は 、 変 到 シ ン ボ ル テ ー プ ブル に 示さ れ 
て いま す ) 。 同一 レコ ー ド 内 の 各 フ ィ ー ル ド は 字 下 げ し て 表示 し ます 。 レ コー ド お よ 
び レ コー ド フ ィ ー ル ド の サイ ズ (単位 は バイ ト ) 、 マ スク 値 お よび 初期 値 を 示し ます 。 
各 フ ィ ー ル ド に つい て は レコ ー ド 内 の フィ ー ル ド の オフ セッ ト が (単位 は ビッ ト ) 表 


示さ れ ま す 。 
例 : RECORDS 
Name Size Offset Mask Initial Value 
RI.。。。、 16 000003FF 0000000A 
1 旨 語 0 2 8 00000300 00000000 
2 。 ぁ る 8 0 000000FF 0000000A 


参照 : RECORD(6.9 節 ) 


2.3.6 マク ロ シ ン ボル テー ブル 
マク ロ シ ン ボル テー プル に は ソー スコ ー ド ファ イル で 定義 され た 全 マ クロ を 表示 し 
ます 。 各 表示 項目 は 、 マ クロ 中 の 形式 パラ メー タ 数 と ソー スコ ー ド 行 数 で す 。 


例 : MACROS 
Name #Params 過 ines 
db1-add... 2 2 
dbI_-mult.. 2 8 


当 照 : マク ロ 定 義 (10.2 節 ) 


2.3.7 プロ シ ジ ャ シン ボル テー ブル 

プロ シ ジ ャ シン ボル テー プル は 、 ソ ー ス コー ド フ ァイル 中 で 定義 され た 全 プ ロ シ ジ ャ を 
表示 し ます 。 各 プロ シ ジ ャ 中 で 定義 し た すべ て の ロー カル 変数 、 ロ ー カ ル ラ ベル お よび ロ 
ー カ ル 定 数 も 示し ます 。 各 プロ シ ジ ャ の デー タタ イプ (NEAR また は FAR)、 セ グ メ ント 内 の 
プロ シ ジ ャ の オフ セッ ト 、 プ ロ シ ジ ャ の 有効 範囲 (PUBLIC デ ィ レ クティ プ で 他 の モジ ュー 
ル で 使用 で きる よう に な っ て いれ ば "Public" 、 そ れ 以 外 は "Private') お よび プロ シ ジ ャ の 
属す る セグ メン ト 名 を 示し ます 。 ローカル 変 、 ロ ー カ ル ラ ベル また は ロー カル 定数 に 対 
する 各 拉 は 、 1 つの 例外 を 除い て は 、 変 数 と 、 ラ ベル の シン ボル テー プル 、 定 数 シン ボル 
テー プル に 記述 され た 情報 と 同じ で す 。 例 外 は 有効 範囲 の 欄 で あり 、 常 に 、"Local" と 指 
定 さ れ ま す 。 この "Local” は 、 定 義 さ れ た プロ シ ジ ャ 内 だ け か ら 参 照 で きる ロー カル シン 
ボル を 意味 し ます 。 
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例 : PROCEDURES 
Name Type Offset 
init-gdt . . . N PROC 0000000A 
init-idt . . . N PROC 00001A10 
init-ldt . . . N PROC 00000420 
jnit-paget . . N PROC 00001038 
LOCAL VARIABLES AND LABELS 
1 N LABEL 00001060 
リナ 間 生 N LABEL 00001074 
#ecOde . . WORD 000018F0 
LOCAL CONSTANTS 
#arg1 ee Integer 00000008 
#arg2 Integer 0000000C 
gdt clr . .. N PROC 00001F08 
参照 : 


Scope 


Public 
Public 
Public 
Public 


Local 


Local 
Local 


Prvate 


Segment 


CSeg 
CSe8 
CS6g 
CSeg 


CS6g 


CS6g 
CS6g 


CSeg 


プロ シ ジ ャ シン ボル (5.3 節 )、G グ ロー バル シン ボル 定義 (第 7 章 ) 


2.3.8 変数 と ラベ ル の シン ボル テー ブル 
変数 と ラベ ル の シン ボル テー プル は 、 ソ ー ス コー ド フ ァイル 中 で 定義 され た すべ て の 変 
数 と ラベ ル を 表示 し ます 。 た だ し 、 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク に と っ て ロー カル な 変数 と ラベ ル 

は 除き ます 。 各 揃 に は ラベ ル ま た は 変数 の デー タタ イプ 、 定 義 さ れ て いる セグ メン ト 中 の 
オフ セッ ト 、 有 効 連 囲 CEXTRN ディ レク ティ プ ブ で 宣言 され た な ら “Extern"、PUBLIC デ ィ レ 
クティ プ ブ で 他 の モジ ュー ル に 使用 で きる よう に され た な ら “Public"、 グ ロー バル シン ボル 


で な けれ ば "Prvate")、 お よび 配置 され て いる セグ メン ト 名 が 示さ れ ま す 。 


例 : VARIABLES AND LABELS 
Name Type Offset 
ecode .. . DWORD 0000000A 
err-eXit . N LABEL 00000256 
flagl . . . Record 0000000C 
gdt . . . - Struc 00000010 


Scope 


Prvate 
Extern 
Prvate 
Public 


Segment 


dseg 
CSe& 
dseg 
dseg 


参照 : 変 米 と デー タ 定 義 (第 6 章 ) 、 グ ロー バル シン ボル 定義 (第 7 章 ) 
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2.3.9 定数 シン ボル テー ブル 


定数 シン ボル テー プル は 、 ソ ー ス コー ド フ ァイル 中 で 定義 され た (EQU お よび = ディ レ 
クティ プ ブ で ) すべ て の 定数 シン ボル を 表示 し ます 。 た だ し プロ シ ジ ャ プロ ッ ク に ロー カル 
な 定義 シン ボル は 除き ます 。 各 定数 の タイ プ は 、 整 定数 に 対し て は “Integer' アセ ンプ ラ 
予約 語 に 対す る 別名 に は "Alias”" 、 テ キス ト 置 換 シ ン ボ ル に た いし て は "Text" に な り ま す 。 
各 定 数 の 値 も 示さ れ ま す 。 整定 数 の 場合 は 、 値 は 、16 進 数 で 出力 され 、 シ ン ボ ル が EXTRN 
ディ レク ティ プ ブ で 定義 され た 場合 に は 、“Extern" と いう 語 が 出力 され ます 。 さ ら に その 値 
が PUBLIC デ ィ レ クティ プ で 他 の モジ ュー ル に も 使用 で きる よう に な っ て いる 場合 に は 、"P 
ublic' と な り ま す 。 別名 定数 の 場合 は 、 シ ン ボ ル は 、 命令 ニー モニ ッ ク 、 ア セン プラ ディ 
レク ティ プ 、 レ ジス タ 名 、 式 演算 子 、 ま た は アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド の 各々 の 別名 と し て 表 
示さ れ ま す 。 シンボル が 表す アセ ンプ ラ 予 約 語 も また 出力 され ます 。 テ キス ト 置 換 シ ン ボ 
ル の 場合 は 、 シ ン ボ ル に 変え られ た テキ スト 文字 列 が 示さ れ ま す 。 


例 : CONSTANTS 
Name 


cast 
flg-msk 
gdt-Size 
stk_-frame 


肉 照 : 定義 定数 (第 4 章 ) 、 


Type 


Text 
Integer 
Integer 
Alias 


Value 


(pword PTR gdtlim) 
0000003C 

Public 00000050 
Register:EBP 


-DEFINE(2.2.7 項 )、 グ ロー バル シン ボル 定義 (第 7 章 ) 
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Le 
草 プロ グラ ム 構 和 





3.1 


3.2 


は じ め に 


この 章 で は 386 1 ASM で アセ ンプ ル さ れる プロ グラ ム の 基本 構造 を 定義 し ます 。3.2 節 
で は ソー ス フ ァ イル の 形式 を 説明 し ます 。3.3 節 以 降 で モジ ュー ルネ ー ミ ング 、 エ ント リ 
ポイ ント の 仕様 、 イ ンク ルー ド フ ァイル 、 プ ログ ラム セグ メン テー ショ ン お よび ロケ ー シ 
ョ ンカ ウン タ 制 御 を 取扱 う 各 ディ レク ティ ブ に つい て 説明 し ます 。 


プロ グラ ム セ グ メン テー ショ ン を 説明 する 節 で は 、 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン デ ィ レ クティ プ ブ 
の 使い 方 に つい て 触れ ます 。 こ れ は 、80386 の セグ メン ト ア ー キ テク チャ を 説明 し よう と 
する も の で は あり ませ ん 。 ま た プロ グラ ム の 構築 の た め に いか に セグ メン ト を 使用 する か 
に つい て は 説明 し て いま せん 。80386 の 概要 と その セグ メン ト ア ー キ テク チャ に つい て は 、 
第 11 章 を 参照 し て くだ さい 。 


386 | ASM ソー ス フ ァ イル 形式 


アセ ンプ ブル 中 、 386 1ASM は 、 1 つ 以 上 の ソー ス フ ァ イル か ら 文 を 読み 取り 、 出 力 を オ 
プ ジ ェ クト ファ イル と り リス ティ ング ファ イル に 書き 込み ます 。 オ プ ジ ェ クト ファ イル に は 、 
ソー ス フ ァ イル 中 の ステ ー ト メン ト を 2 進 表示 し 、 386 1 LINK が 処理 で きる 形式 で 格納 し 
ます 。 リ ステ ィング ファ イル は 、 ア セン プル され た 全 ソ ー ス 文 を 、 そ の ソー ス 文 の オプ ジ 
ェクト コー ド 付 で 示し ます 。 

ソー ス フ ァ イル は 、ASCII テキ スト ファ イル で す 。 こ の ファ イル に は 、 内 部 文字 列 定数 
また は テキ スト の 行 を 区 切る コー ド を 除い て 、 コ ント ロー ルコ ー ド は 許さ れ ま せん 。 有 効 
な 文字 セッ ト の 詳細 を 付録 C と に 示し ます 。 


386 1ASM に より アセ ンプ ブル され る ソー ス フ ァ イル に は 、0 個 以上 の ソー ス 文 が あり 、 
その ソー ス 文 の あと に END ディ レク ティ ブ プ の ある ソー ス 文 が 続き ます 。 
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END ディ レク ティ ブ が な い 場 合 、 ア セン プラ は 、 最 後に 処理 し た 入力 ファ イル の 最終 行 
の 、 そ の あと に END ディ レク ティ ブ を 入れ ます 。 386 1ASM で は 、 セ グ メ ント と 呼ば れる 
名 前 付き の 領域 に すべ て の 命令 バイ ト と デー タバ イト を 置か な けれ ば な り ま せん 。 通常 
の ソー ス フ ァ イル は 、 そ の END 文 の 前 に 1 つ 以 上 の セグ メン ト 定 義 を 持ち ます 。 


参照 : 形式 エレ メン ト (付録 C) 


3.2.1 文 形式 
ソー スコ ー ド 文 は 、 ソ ー ス ファ イル に 、 1 行 で 書き ます 。 文 の 長 さ は 132 文字 以下 で す 。 
ソー ス 文 の 形式 は : 


tidentifier) mnemonic {operand,.…}) 人 commenU 


Identifier は ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル (オプ ショ ン ) で す 。Mnemonic は 命令 ニー モニ ッ ク ま 
た は ディ レク ティ ブ 名 で す 。 こ の あと に その 命令 また は ディ レク ティ プ ブ に 対す る オペ ラン 
ド の リス ト が 来 ま す 。 リ スト は オプ ショ ン で あり 、 オ ペラ ンド を コン マ で 区 切り ます 。 コ 
メン ト 欄 は オプ ショ ン で あり 、 セ ミコ ロン で 始ま り ま す 。 


例 : PAGE 
DW 0.0 : Allocate two Zero WordS 
WVar DW 1 : Define a word Variable 


3.2.2 シン ボル 形式 
ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル は 、 次 の 文字 を 使っ た 文字 列 で す 。 


A-27 
a-2 
0-9 
- 795 @ 


ユー ザ 定 義 レ シン ボル の 先頭 は 、 数 字 で あっ て は いけ ませ ん 。 シン ボル 名 の 最初 か ら 31 文 
字 だ けが 有効 で 、 そ の 先 は すべ て 無視 され ます 。 -TWOCASE コマ ンド ライ ンス イッ チ で 大 
小文字 の 識別 を 有効 に し な いか ぎり 、 シ ン ボ ル の 大 文字 と 小文字 は 同一 に 取扱 われ ます 。 


例 : symO DB 2 
-Sym?1 DW ? 
@sym-2 SEGMENT word public use32 
$1: 
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3.2.3 


386 1 ASM は 、 プ ロ シ ジ ャ 内 の ロー カル シン ボル も サポ ー ト し ます 。 ロ ー カ ル シ ン ボル 
を 定義 する に は 、"# 文字 を シン ボル 名 の 先頭 に 置き ます 。 シンボル 名 中 の 残り の 文字 は 、 
通常 の シン ボル 形式 の 規則 に 従い ます 。"#" 文字 は 、 シ ン ボ ル 名 の 先頭 以外 の 位置 で 使っ 
て は いけ ませ ん 。 ロ ー カ ル シ ン ボル は 、 そ れ が 定義 され た プロ シ ジ ャ の 男 囲 内 だ け で 有効 
と な り ま す 。 し た が っ て 、 ロ ー カ ル シ ン ボル 名 は 、 異 な る プロ シ ジ ャ プロ ッ ク の 中 で は ニニ 
重定 義 シ ン ボ ル エ ラー に な る こと な く 再 使用 で きま す 。 


例 : add-db1 PROC near : add two doublewords 
#arg1 EQU 8 j 1s{t argument 
#arg2 EQU 12 : 2nd argument 
push ebp j Set UD 
mOV ebp, esp j stack frame 
mov eax.#argl[ebp ] j add two 
add eax, #arg2 [ebp ] ) arguments 
jo #error j set error if overflow 
#exit: 
pop ebp j restore original EBP 
ret 
#error call 0Vf_err j Call error routine 
jmp #exit 
add-db1 ENDP 


参照 : -TWOCASE(2.2.6 項 ) 、 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク (5.3 節 ) 


定数 

386 | ASM は 、8086/8088/80186/80188/80286/80386 お よび 8087/80287 コ プロ セッ サ に 
より サポ ー ト され る すべ て の デー タタ イプ と 形式 を サポ ー ト し ます 。 整数 は 、 2 の 補 数 で 
表 さ れ 、 そ の 長 さ は 、 1 、 2 、 4 、8 、 ま た は 10 バ イト で す 。 実 数 は 、80287 浮動 小数 点 
形式 で 表 さ れ 、 そ の 長 さ は 4 、 8 また は 10 バ イト で す 。 パック 10 進 数 は 、80287 パッ ク 10 
進 形 式 で 表 さ れ 、 そ の 長 さ は 常に 10 バ イト で す 。 各 デー タタ イプ に よっ て 表 さ れる 数 値 の 
範囲 を 付録 G に ホ し ます 。 す べ て の 数 字 は 最 下 位 バ イト を 先頭 に し て メモ リ に 記 境 され ま 
す 。80386 デー タ 形 式 の 詳し い 説 明 に つい て は 、 リ ファ レン ス 6 を 参照 し て くだ さい 。 ま 
た 、8087/80287 デ ー タ 形式 に つい て は 、 リ ファ レン ス 8 を 参照 し て くだ さい 。 


参照 : デー タ 宣 言 デ ィ テ クティ ブ (6.2 節 )、 デ ー タ タイ プ (付録 G) 
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(1) 整定 数 
形式 : digits (radix-specifierl 


整数 は 、 1 つ 以 上 の digits の 列 で 、 あ と に オプ ショ ン で 1 文字 の 基数 指定 子 が 続き ます 。 
Digits は 0-9 、16 進 数 の 場合 は A-F 、 ま た は a-{ 文字 も 使え ます 。radix-specifier が な 
い 場 合 、 そ の 数 字 の 基数 は 、 カ レン ト の デフ ォ ル ト 基 数 で ある と みな し ます (基数 2 から 
基数 16 ま で の 任意 の 基 救 ) 。 デ フォ ルト の 基 数 は 、 初 期 状態 で は 10 で す 。 し か し 、RADIX 
ディ レク ティ ブ を 使っ て 変更 で きる 。 基 数 指定 子 を 表 3-1 に 示し ます 。 


表 3-1 基数 指定 子 


2 進 (基数 2) 
8 進 (基数 8 ) 


8 進 (基数 8) 
10 進 (基数 10) 
16 進 (基数 16) 





すべ て の 整数 は 、 基 数 に 関係 な く 10 進 の 数 字 (0-9) で 始め ます 。 英 字 で 始め る と 数 字 で 
は な くす べ て シン ボル と し て 扱わ れ ま す 。 必 要 が あれ ば 0 で 始ま る 文字 列 が 使用 で きま す 。 
下記 の 例 は すべ て 10 進 の 12 を それ ぞ れ 異な っ た 基数 で 指定 し て いま す 。 


例 : DW 12 : 10 進 
DW OCh : 16 進 
.RADIX 16 : 省略 時 を 16 進 に セッ ト 
DB OC : 16 進 12 
DD 140 : 8 進 
DQ 1100B j 2 進 
DT 12d : 10 進 
.RADIX 11 : 省略 時 を 基数 11 に セッ ト 
DW 11 j 基数 11 
DW 12D : 10 進 


整数 は 普通 、 2 の 補 数 形式 で 記憶 され ます 。 こ の 整数 は 80386 また は 80287 コ プ ロ セッ 
サ に よっ て 処理 で きま す 。DT デ ィ レ クティ プ ブ は 、8087/80287 パ ッ ク 10 進 形式 で 記 境 され る 
パッ ク 10 進 数 を 生成 する の に 使用 され ます 。DT デ ィ レ クティ プ は デフ ォ ル ト の 基数 が 10 進 
で 、 数 字 の 最後 に 基数 指定 子 が な い 時 は 、 パ ッ ク 10 進 数 を 生成 し ます 。 そ れ 以 外 は 、 普 』 
の 2 の 補 数 整数 が 生成 され ます 。 パ ッ ク 10 進 数 の 最大 桁 は 、18 桁 で す 。 
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例 : -RADIX 10 


DT 12345 : パッ ク 10 進 数 
DT 12345D : 2 の 補 数 整数 
DT 123450 : 2 の 補 数 整数 
DT 0ABCDH : 2 の 補 数 整数 


参照 : .RADIX(8.6.2 項 ) 


(2) 実 定 数 
形式 : digits. digits) fB 人 せ |-| digits) 


実数 は 、 整 数 部 分 (必須 ) 、 小 数 点 (必須 ) 、 小 数 部 分 (オプ ショ ン ) お よび 指数 ( オ 
プシ ョ ン ) で 示さ れ ま す 。 指 数 は 省略 され な い 時 は 、 文 字 “E" で 始ま り 、 次 に 十 ま た は 
ー 符 号 (オプ ショ ン ) と 数 字 (必須 ) が あり ます 。 す べ て の digits は 10 進 数 (0-9) で な け 
れ ば な り ま せん 。 実数 は 常に DD、DQ お よび DT の デー タ 定 言 デ ィ レ クティ プ ブ と 共に 使わ れ 
ます 。 実 数 は 、8087/80287 浮 動 小 数 点 形 式 で 記憶 され ます 。 


例 : DD 1.0 
DO 1.0E20 
DT 1 
DD 0.002E-10 
DD 1.0B+20 


(3) コー ド 化 され た 実数 


形式 : digitsR 


実数 は コー ド 形 式 で も 入力 で きま す 。 プ ログ ラマ は 、8087/80287 演 算 コ プロ セッ サ ( ま 
た は 他 の 演算 コ プ ロ セッ サ ま た は ソフ トウ ェ ア 浮 動 小数 点 パ ッ ケ ー ジ ) の 使用 する 浮動 小 
数 点 形 式 に 実数 を コー ド 化 し ます 。 コ ー ド 化 さ れ た 実数 は 、16 進 数 digits の 文字 列 で 示さ 
れ 、 そ の あと に 実数 指定 子 R が 続き ます 。 コ ー ド 化 さ れ た 実数 は 、 常 に DD、DQ、DT の ディ 
レク ティ ブ と 共に 使用 され 、 桁 数 は デー タタ イプ の サイ ズ と まっ た く 同 じ に し ます 。 数 字 
の 先頭 が 0 で ある 場合 は 、 桁 数 は 1 つ だ け 増 し て も よい が 、 そ うし な く て も か まい ませ ん 。 
この よう に DD ディ レク ティ プ ブ で 8 桁 、DQ デ ィ レ クティ ブ で は 16 桁 、DT デ ィ レ クティ プ ブ で は 
20 桁 (また は 先頭 が 0 で ある 場合 は 、 そ れ ぞ れ 9.17.21 ディ ジッ ト ) を 使用 する こと が で 


きま す 。 
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例 : DD 1.0E1 


DD 41200000R 

DD -0.000123 

DD 0B900F98FR 

DQ 1.0E38 

DQ 47D2CED32A16A1B1r 

DT 1.0E1 

DT 4002A000000000000000R 


(4) 文字 列 定 数 


形式 : "string" 
"string' 


文字 列 定数 は 、 ダ プル 引用 符 ) ま た は シン グル 引用 符 (' ) で 囲ま れ た 1 文字 以上 の 文 
字 列 で す 。string の 文字 は 、 プ リン ト 可 能 な ASCII 文字 、NULL(0) を 除く プリ ント 不可 能 
な ASCII 文字 、 ま た は 非 ASCII 文字 (最上 位 ビ ッ ト を 持つ 文字 O の セット) の うち な ら ど れ 
で も か まい ませ ん 。 こ れ に より 、 グ ラフ ィ ッ ク 文 字 は 、 コ ー ド 化し て 直接 文字 列 の 中 に 置 
く こ と が で きま す 。 


文字 列 を 囲む 引用 符 を 、 そ の 文字 列 の 中 の 一 文字 と し て コー ド 化 する に は 、 引 用 符 文 字 
を 2 回 タイ プ し ます 。 

文字 列 を メモ リ に 入れ る た め に は 、 文 字 列 定数 を 、DB デ ィ レ クティ プ と いっ し ょ に 使用 
し ます 。 8 文字 まで の 文字 列 な ら 、 指 定 の デー タタ イプ か ら オ ー バ ー フ ロー し な いか ぎり 、 
整数 値 と し て 使用 で きま す 。 文字 列 中 の 各 文 字 の ASCII 値 は 1 バイ ト の 整数 と し て 右側 の 
文字 列 が 下位 の バイ ト に な る よう に 格納 され ます 。 


例 : DB "this is a string' 
DB "don' 
DB "don"T 
DB 1000 DUP ("STACK") 


string encoded integers 


DW "ab' 

DD "abcd' 

DQ DQ "abcdefgh' 
DW DW "ab' DUP(?) 
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3.3 NAME ディ レク ティ ブ 
形式 : NAME modname 


アセ ンプ ラ に よっ て 出力 され た オプ ジェ クト ファ イル に は 、 ア セン プル され た モジ ュー 
ル 名 を も つ 見 出し レコ ー ド が あり ます 。386 | LINK は 、 モ ジュ ー ル の 参照 が 必要 な 時 に 、 
この 名 前 を 使い ます 。 


この NAME デ ィ レ クティ ブ プ は 、 こ の モジ ュー ル 名 を オプ ジェ クト 出力 ファ イル に 設定 する 
の に 使わ れ ま す 。 modname パラ メー タ は 、 任意 の 長 さ の 文字 列 で 、 頭 の 132 文字 だ けが 有 
効 で す 。 ア セン プル 中 の 1 モジ ュー ル に つき 1 個 の NAMEP デ ィ レ クティ ブ だ けが 使用 で きま 
す 。 モ ジュ ー ル に 複数 の NAME デ ィ レ クティ プ ブ が ある 場合 、 名 前 を 変え よう と する た びに エ 
ラー と な り 、 最 初 の NAME デ ィ レ クティ プ ブ に よっ て 指定 され た 名 前 が 使わ れ ま す 。 


アセ ンプ ブル 中 の モジ ュー ル 名 の 指定 が な い 場 合 は 、 ア セン プラ は 、 次 の 規則 で デフ ォ ル 

ト 名 を 定め ます : 

1) リス ティ ング ファ イル ペー ジ の タイ トル を TITLE ディ レク ティ プ ブ て 指定 し て いる 場 
合 、 タ イト ル 文 字 列 の 頭 の 6 文字 (文字 列 が 6 文字 より 短い 場合 は 、 6 文字 未満) 
が モジ ュー ル 名 に な り ま す 。 

2) モジ ュー ル に 名 前 が な く タ イト ル の 指定 も な い 場 合 、 ア セン プラ は 、 ソ ー ス コー ド 
ファ イル 名 を モジ ュー ル 名 に 指定 し ます 。 


例 : 次 の 例 が 、 モ ジュ ー ル 名 mod1 の 生成 例 で す 。 
TITLE This js the first module of the system 
NAME mod1 
END 


名 前 の 指定 が な い 場 合 、 タ イト ル の 頭 の 5 文字 を 使い ます 。 モ ジュ ー ル 名 MTH3 


86 の 生成 例 を 次 に 示し ます 。 
TITLE MTH386 - An 80386 long arithmetic library 
END 


参照 : TITLE(8.3.1 項 ) 
3.4 END デ ィ レ クティ ブ 
形式 : END {entry-ptl 
END ディ レク ティ ブ プ は 、 カ レン トモ ジュ ー ル の アセ ンプ ブル を 終了 させ 、 そ の プロ グラ ム 


の オプ ショ ン の エン トリ ポイ ント を 指定 し ます 。 ア セン プラ は END ディ レク ティ ブ に 出 会 
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3.5 


うと 、 入 力 フ ァイル の 終り で ある と みな し ます 。 そ の ディ レク ティ プ に 続く テキ スト は 無 
視 さ れ 、 リ ステ ィング ファ イル に コピ ー さ れ ま せん 。 ア セン プラ が INCLUDE ディ レク ティ 
プ で イン クル ー ド され た ファ イル の 処理 中 に END 文 に 出会っ た 場合 も 、 結 果 は 同じ で す 。 
すべ て の 入力 ファ イル は クロ ー ズ され 、 ア セン プル は 終了 し ます 。 


エン トリ ポイ ント 指定 子 entry-pt (オプ ショ ン ) は 、 実行 開始 時 に 80386 イン スト ラク 

ショ ン ポ イン タ に ロー ド す る 数 値 を 指定 し ます 。 こ の エン トリ ポイ ント は 、 モ ジュ ー ル 中 
の アド レス を 求め る 任意 の 式 で す 。 プ ログ ラム 中 の 1 個 の モジ ュー ル だ けが エン トリ ポイ 
ント を 指定 で きま す 。 そ れ 以 外 は 、 プ ログ ラム の リン ク 時 に エラ ー に な り ま す 。 


例 : 次 に 示す END ディ レク ティ ブ プ は 、 モ ジュ ー ル の アセ ンプ ル を 終了 させ 、 プ ログ 
ラム の エン トリ ポイ ント と し て の プロ シ ジ ャ start を 確立 し ます 。 
TITLE Example of entry point specification with END 


Code SEGMENT word public 


start PROC far 


moVv eax,1 : This will be the first instruction 
start ENDP 
code ENDS 
END start 


INCLUDE デ ィ レ クティ ブ 


形式 : INCLUDE filename 


INCLUDE ディ レク ティ ブ は , 別 フ ァイル に 格納 し て ある テキ スト を アセ ンプ ル 中 の ファ 
イル に 挿入 し ます 。 イ ンク ルー ド フ ァイル に は 、 通 常 、 シ ステ ム の デー タ 構 造 、 ゲ ロー バ 
ル 変 数 お よび パプ リッ ク プ ロ シ ジ ャ の 定義 が 含ま れ て いま す 。 イ ンク ルー ド フ ァイル は 、 
任意 の 深 さ に ネス ト で きま す 。 


filename 引 数 は 、 ア セン ブル 中 に イン クル ー ド され る ファ イル 名 を 指定 し ます 。 ア セン 

プラ は まず 、 コ マン ドラ イン 上 で 指定 され た イン クル ー ド ライ プラ リ デ ィ レ クト リ 名 に fi 
1ename を 加え て ファ イル を オー プン し ます 。 こ れ に 失敗 する と 、 ア セン プラ は 指定 され た 
ファ イル 名 で ファ イル を オー プン し ます 。 
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EL 


次 の プロ グラ ム 例 は 、 ヘ ツ ダ ファ イル か ら デ ー タ 構造 定義 と 外部 関数 定義 を イ 
ンク ルー ド し ます 。 


例 : 


TITLE Example of using INCLUDE 
INCLUDE dstruct.h 
INCLUDE extern.h 


code SEGMENT word public 
start PROC far 


mov ax.fieldl [ebx] :fieldl is defined in 


idstruct.h 
call print-field iprint-field is defined in 
jextern.h 
ret 
start ENDP 
code ENDS 


END 


参照 : LISTI(8.3.6 項 )、XLISTI(8.3.7 項 )、-INCLUDE(2.2.4 項 ) 
3.6 COMMENT デ ィ レ クティ ブ 


形式 : COMMENT delim text delim 


COMMENT ディ レク ティ ブ を 使う と 、 ア セン プラ は 区 切り 文字 delim 間 の text を コメ ント 
と し て 扱い ます 。 コ メン ト は 、 リ ステ ィング ファ イル に コピ ー さ れる が 、 ア セン プラ に よ 
っ て 処理 は され ませ ん 。COMMENT ディ レク ティ ブ プ の あと の 最初 の 非 余白 文字 は 、 コ メン ト 
の 区 切り 文字 で す 。 う し ろ の 区 切り 文字 は 、COMMENT ディ レク ティ プ と 同じ 行 に お く 必 要 
は あり ませ ん 。 こ れ に よっ て 複数 行 の コメ ント が 可能 に な り ま す 。 後 の 区 切り 文字 と 同一 
行 に ある 残り の テキ スト も 、 コ メン ト と し て 扱わ れ ま す 。 


例 : 複数 行 コ メン ト の 例 を 以下 に 示し ます 。 


TITLE An example of a multi-1ine comment 
COMMENT * 
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The text contained on these Iines will be treated 
as a comment because the second occurrence of the 
delimiter does not occur until below 


* End of COMMENT 
END 


3.7 SEGMENT デ ィ レ クティ ブ 


形式 : segname SEGMENT lalign} {combine) useatr} {accessl 

class'} 

SEGMERNT ディ レク ティ プ は 、 ア セン プル 中 の モジ ュー ル の 論理 部 分 の 始め を マー ク し ま 
す 。 ア セン プラ に よっ て 生成 され た すべ て の 命令 お よび デー タバ イト は 、ENDS デ ィ レ ク テ 
ィ プ が その セグ メン ト 用 に 処理 され る まで segname と いう 名 の セグ メン ト 中 に 置か れ ま す 。 
プロ グラ ム モ ジュ ー ル が リン カ に よっ て リン ク さ れる と 、 同 一 名 の すべ て の セグ メン ト は 、 
連結 され リロ ケー ト さ れ ま す 。 


segname パラ メー タ は 、 オ ー プ ン 中 の セグ メン ト 名 を 指定 し ます 。 デ ィ レ クティ プ の あ 
と に オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 置く と 、 セ グ メ ント の 使用 法 に 関す る 情報 を リン カ と ロー ダ 
に 与え ます 。 こ れ ら オプ ショ ン パ ラメ ー タ は 、 ど ん な 順序 で も 指定 で きま す 。 ア セン プラ 
は 各 パ ラメ ー タ が どの タイ プ で ある か を その 値 に 基づい て 決め ます 。 パ ラメ ー タ の 指定 が 
な い 場 合 は 、386 | ASM に よっ て デフ ォ ル ト 値 が 選択 され ます 。 デ フォ ルト 値 を 選択 する 
規則 は 、 パ ラメ ー タ に より 異な り 、 各 パラ メー タ を 記述 する 部 分 で 指定 され ます 。 


386 1ASM は 、 ア セン プル 時 に セグ メン ト を 複数 回 オー プン し た り ク ロー ズ し た りす る 
こと が で きま す 。 ま た 、 同 一 名 の すべ て の セグ メン ト を 単 一 セグ メン ト と し て 扱い ます 。 
セグ メン ト の 再 オ ー プ ン 時 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ は 、 そ の セグ メン ト を 最後 に クロ ー ズ 
し た 時 の 値 で スタ ー ト し ます 。 し か し 、 再 オー プン 中 の セグ メン ト 用 の セグ メン ト 必 性 指 
定子 (オプ ショ ン ) は 、 そ の セグ メン ト を 最初 に オー プン し た 時 に 指定 し た 指定 子 と 合致 
し て いな けれ ば な り ま せん 。 


セグ メン ト 定 義 は ネス ト で きま す 。 あ る セグ メン ト sal を 別 の セグ メン ト sa0 内 で オー 
プン する と 、 セ グ メ ント sa0 へ の アセ ンプ ル は 、 一 時 的 に 中 止 さ れ ま す 。 ネ スト され た セ 
グ メ ント sal 内 の 文 に よっ て 発生 する すべ て の デー タ は 、 そ の セグ メン ト の 中 に 置か れ 、 
セグ メン ト sa0 用 の ロケ ーション カウ ンタ は 、 変 更 さ れ ま せん 。ENDS デ ィ レ クティ プ が 、 
ネス ト さ れ た セグ メン ト sal で 処理 され る と 、 ア セン プリ は セグ メン ト saO へ 移り ます 。 
セグ メン ト 定 義 の ネス ト は 可能 で す が 、 こ れ ら の 定義 は オー バー ラッ プ で きま せん 。 ネス 
ト さ れ た セグ メン ト sal の ENDS デ ィ レ クティ ブ プ は 、 セ グ メ ント sa0 の ENDS デ ィ レ クティ プ 
に 先行 し ます 。 先行 し て いな いと 、386|ASM は エラ ー を 通知 し ます 。 
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各 セグ メン ト 必 性 指 定子 (オプ ショ ン ) 、 そ れ ら が と る 値 お よび その 値 の 意味 を 以下 の 
項 で 説明 し ます 。 


参照 : ENDS(3.8 節 )、GROUP(3.9 節 )、ASSUME(3.10 節 ) 


3.7.1 アラ イン 型 指定 子 
セグ メン ト の アラ イン 型 は 、 セ グ メ ント の ベー ス ア ドレ ス と し て どの 値 を 使用 で きる か 
を リン カ に 伝え ます 。386 1 LINK が オプ ジェ クト モジ ュー ル を 結合 し て 実行 可能 な イメ ー 
ジ を 生成 する 時 、 必 要 な ら セ グ メ ント 間 の スペ ー ス を null バイ ト で 埋め 込み 、 セ グ メ ント 
の 各部 分 が 、 そ の アラ イメ ント 型 と コン パチ ブル な ベー ス ア ドレ ス を も つこ と が 保証 され 
ます 。 ア ライ ン 型 指定 子 は 、 次 の 値 の いずれ か を と り ま す : 


セグ メン ト は 、 任 意 の アド レス に 置く こと が で きる 。 


セグ メン ト は ワー ド 境 界 に な けれ ば な ら な い 
(ベー ス ア ドレス は 偶数 で ある ) 。 


セグ メン ト は ダ プ ブル ワー ド 境 界 に な けれ ば な ら な い 
(ベー ス ア ドレス は 4 の 倍数 で ある ) 。 


セグ メン ト は パラ グラ フ 境 界 に な けれ ば な ら な い 
(ベー ス ア ドレ ス は 16 の 倍数 で ある ) 。 


セグ メン ト は ペー ジ 境 界 に な けれ ば な ら な い 
(ベー ス ア ドレ ス は 256 の 倍数 で ある ) 。 


PAGE4K セグ メン ト は 4 キロ バイ トペ ー ジ 境界 に な けれ ば な ら な い 
(ベー ス ア ドレス は 4096 の 倍数 で ある ) 。 





セグ メン ト に 対す る アラ イン 型 の 指定 が な い 場 合 は 、 デ フォ ルト 値 と し て PARA が 使わ れ 
ます 。 


3.7.2 組合 せ 型 指定 子 


セグ メン ト の 組合 せ 型 は 、 同 一 名 の セグ メン ト 同 士 を 組み 合わ せる 方 法 を リン カ に 伝え 
ます 。 組 合せ 型 指定 子 は 、 以 下 の い ずれ か の 値 を 持ち ます 。 
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PUBLIC PUBLIC 組 合せ 型 を 持つ 同一 名 の セグ メン ト は 、 リ ンカ に よっ て 連結 され 
て 1 つの セグ メン ト を 作り ます 。 セ グ メ ント の 各部 分 は 、 結 合 時 に 新 し 
い セ グ メ ント ベー ス 相 対 で リロ ケー ト さ れ ま す 。 
STACK STACK 組合 せ 型 を 持つ 同一 名 の セグ メン ト は 、PUBLIC 組合 せ 型 を 持っ 
て いる か の よう に 、 リ ンカ に よっ て 連結 され ます 。 唯一 の 相違 点 は 、 
SS:ESP の 初期 化 を サポ ー ト する 実行 可能 タス クイ メー ジ 形 式 に 対し て 、 
リン カ は 、SS お よび ESP の レジ スタ の 初期 値 を セグ メン ト の 終り を 指す 
よう に セッ ト す る こと で す 。 
COMMON COMMON 組 合せ 型 を 持つ 同一 名 の セグ メン ト は 、 オ ー バ ー レ イ さ れ ま す 。 
それ ぞ れ の 構成 セグ メン ト は 、 同 一 アド レス つま り 、 複 合 セ グ メ ント の 
ベー ス に リロ ケー ト さ れ ま す 。 複合 セグ メン ト の 長 さ は 、 最 も 長い 構成 
セグ メン ト の 長 さ で す 。 COMMON セ グ メ ント は 、 初 期 化 され た デー タ を 持 
つこ と が で きま す が 、COMMON セ グ メ ント 中 の 同一 領域 を 別々 の モジ ュー 
ル の 別々 の 値 に 初期 化し な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 
MEMORY MEMORY 組 合せ 型 は 、PUBLIC 組 合せ 型 と 同義 語 で す 。 こ の 型 は 、 イ ン テ ル 
互換 性 を 備え て いま す 。 
AT address | AT 指定 子 は 、 プ ログ ラム の 実行 時 、 セ グ メ ント が パラ グラ フ ベ ー ス の 
address を 持つ と いう こと を アセ ンプ ラ と リ り リンカ に 知ら せま す 。 addres 
パラ メー タ に は 、 絶 対 ア ドレ ス を 表す 任意 の 式 が 許さ れ ま す 。 AT セグ メ 
ント は 、PROM に 焼き 付け る プロ グラ ム で 使用 し ます 。 こ れ ら の プロ グラ 
ム は 、 通 常 イ ン テ ル の 16 進 形式 な どの 絶対 形式 で リン ク さ れ ま す 。 リロ 
ケー タブ ル な タス クイ メー ジ (た と えば は WS-D0S. EXE 形 式 ) で リン ク さ れ 
る プロ グラ ム に つい て は 、AT セ グ メ ント に 初期 化 デ ー タ を 含め る こと は 
で きず 、 既 に メモ リ 中 に ある デー タ の テン プレ ー ト と し て だ け 役 立ち ま 


セグ メン ト に 対し て AT 組合 せ 型 を 指定 する 場合 、 ラ イン 上 の 最後 の セ 
グ メ ント 属性 指定 子 で 指定 し ます 。 ま た 、 AT 組合 せ 型 は PARA ア ライ ン 
型 を 意味 する こと に も 注意 し て くだ さい 。 こ の た め 、AT 組 合せ 型 で 定 
義 さ れ た セグ メ ント に つい て は 、 ア ライ ン 型 を 指定 で きま せん 。 











セグ メン ト の 定義 時 に 、 組 合せ 型 の 指定 が な い 場 合 は 、 デ フォ ルト の プ 
ライ ベー ト 組 合せ 型 と な り そ の セグ メン ト は 他 の セグ メン ト と は 組み 合 
わ さ れ ませ ん 。 
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3.7.3 使用 属性 指定 子 
セグ メン ト の 使用 属性 指定 子 は 、 セ グ メ ント の ディ スク リプ タテ ー プ ル (リフ ァ レ ンス 
6 参照 ) に ある D ビ ッ ト の 実行 中 の 期待 値 を アセ ンプ ラ に 伝え ます 。80386 CPU は 386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド に お いて 、 デ フォ ルト の オペ ラン ド お よび アド レス モー ド の サイ ズ が 16 ビ 
ッ ト か 32 ビ ピッ ト か を 決め る の に D ビ ッ ト を 使い ます 。 


アセ ンプ ラ は 、 ア ドレ ス サ イ ズ と オペ ラン ドサ イズ の オー バー ライ ドバイ ト を 正しく 邊 
成す る た め に 、 プ ログ ラム 実行 時 に D ビ ッ ト が どの 値 に な る か を 知る 必要 が あり ます 。 使 
用 属性 指定 子 は 、 次 の 2 値 の うち 1 つ を 持ち ます 。 


生成 中 の セグ メン ト の デフ ォ ル ト の オペ ラン ドサ イズ お よび アド 
レス サイ ズ は 16 ビ ッ ト で す 。 命令 お よび デー タ を 参照 する た め の 
すべ て の オフ セッ ト は デフ ォ ル ト 16 ビ ッ ト に な り ま す 。 命令 オペ 
ラン ド の デフ ォ ル ト サ イ ズ は 16 ビ ッ ト で す 。 生成 中 の セグ メン ト 


の 最大 サイ ズ は 、64K バ イト に 制限 され ます 。 





生成 中 の セグ メン ト の デフ ォ ル ト の オペ ラン ドサ イズ お よび アド 
レス サイ ズ は 32 ビ ッ ト で す 。 命令 お よび デー タ を 参照 する た め の 
すべ て の オフ セッ ト は デフ ォ ル ト で 32 ビ ッ ト に な り ま す 。 命令 オ 
ペラ ンド の デフ ォ ル ト サ イ ズ は 32 ビ ッ ト で す 。 





セグ メン ト 使 用 属性 の 指定 が な い 場 合 は 、 そ の セグ メン ト を ネス ト し て いる セグ メン ト 
の 使用 属性 と アセ ンプ ル の ター ゲッ ト CPU と に 基づい て 、 デ フォ ルト の 値 が 割り 当て られ 
ます 。 セ グ メ ント が 別 セ グ メ ント 内 に ネス ト さ れる 場合 、 そ の セグ メン ト を ネス ト す る セ 
グ メ ント の 使用 属性 が 与え られ ます 。 ネ スト され て いな い 場 合 は 、 タ ー ゲ ッ ト CPU が 8038 
6 で あれ ば デフ ォ ル ト 値 と し て USE32 を 割り 当て られ ます 。 そ れ 以 外 は 、USE16 が 割り 当 
て られ ます 。 


8086/8088/80186/80188/80286 プロ セッ サ ま た は 、80386 の リア ルモード で 実行 する プ 
ログ ラム は 、USE16 セグ メン ト だ け を 持つ こと が で きま す 。80386 の 386 ネイ ティ プ モ ー 
ド で 実行 する プロ グラ ム は 、USE16 また は USE32 の いずれ か を も つこ と が で きま す 。 


参照 : 第 11 章 、 付 録 J 
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3.7.4 アク セス 型 指定 子 
アク セス 型 指定 子 は 、 プ ログ ラム 実行 時 に セグ メン ト に アク セス する 方 法 を 定義 し ます 。 
この 指定 子 は 次 の いずれ か の 値 を 持ち ます 。 





意 味 















セグ メン ト は 、 読 取り 専用 ひ の デ ー タ セグ メン ト で ある 。 
セグ メン ト は 、 実 行 専用 の コー ド セ グ メン ト で ある 。 
セグ メン ト は 、 読 取り 可能 な コー ド セ グ メン ト で ある 。 


セグ メン ト は 、 書 込み 可能 な デー タ セ グ メ ント で ある 。 





セグ メン ト に 対し て 、 ア クセ ス 型 の 指定 が な い 場 合 、 デ フォ ルト 値 と し て ER が 割当 て られ 
ます 。 ターゲット CPU が 80286 また は 80386 の 場合 に 限り アク セス 型 を 指定 し ます 。8086、 
8088、80186、80188 の CPU は セグ メン ト プ ロ テク ショ ン を サポ ー ト し ませ ん 。 


3.7.5 クラ ス 指 定子 
セグ メン ト の クラ ス 指 定子 は 、 そ の セグ メン ト が メン バ と な っ て いる クラ ス 名 を 定義 し 
ます 。 ク ラス 名 は 、 シ ング ル 引 用 符 で 囲ま れ 、 そ の 長 さ は 任意 で す 。 セ グ メ ント に クラ ス 
指定 子 が 指定 され て いな い 場 合 は 、 デ フォ ルト 値 と し て null ク ラス 名 が 割り 当て られ ます 。 


386 | LINK は 、 メ モリ 中 の セグ メン ト の 配置 決定 の アル ゴリ ズム の 一 部 と し て セグ メン 
ト の クラ ス 名 を 使い ます 。 同 一 クラ ス 名 の セグ メン ト は 隊 接し た メモ リ に 配置 され ます 。 
セグ メン ト が null ク ラス の メン バ で ある 場合 に は 、 や は り nul1 ク ラス メン バ に 属す る 他 の 
セグ メン ト と 職 接 し て 配置 され ます 。 


3.8 ENDS ディ レク ティ ブ 
形式 : segname ENDS 


ENDS デ ィ レ クティ プ ブ は 、segname の 現 定義 を 終了 させ ます 。 そ し て その セグ メン ト を ネ 
スト し て いる セグ メン ト が ある と き は 、 そ の セグ メン ト に アセ ンプ ブル を 移し ます 。 そ の セ 
グ メ ント 用 の カレ ント ロケ ーション カウ ンタ ー 値 は 保存 され 、 セ グ メ ント の 再 オ ー プ ン 時 
に は アセ ンプ ブル を そこ か ら 再 び 続 行 し ます 。 


segname パラ メー タ は 、 最 後に オー プン し た セグ メン ト 名 で な けれ ば な り ま せん 。 異な 


る セグ メン ト 名 で ある と 、 プ ロッ ク ネ ス ティ ング エラ ー と な り 、 セ グ メ ント は クロ ー ズ さ 
れ ま せん 。 
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ENDS デ ィ レ クティ ブ は 構造 体 定義 を 終了 させ る た め に も 使い ます (6.6.2 項 参照 ) 。 ア 
セン プラ は 、segname パラ メー タ を 使っ て ENDS を どの よう に 使用 する の か を 決め ます 。 


例 : 8086 タ ー ゲ ッ ト CPU 用 に アセ ンプ ル さ れ て いる モジ ュー ル の た め に 生成 し た コ 
ー ド 、 デ ー タ お よび スタ ッ ク セ グ メ ント の 例 を 以下 に 示し ます 。 


dseg SEGMENT wordpublic 'data 
dseg ENDS 
CS6g SEGMENT word public "code' 
CS6g ENDS 
SS68 SEGMENT word stack 'stack' 
SSeg ENDS 


正しく ネス ト さ れ た セグ メン ト の 例 を 次 に 示し ます 


CSe8 SEGMENT 
dseg SN 
dseg 間 
CSe8 義人 


CGA 表示 の スク リー ン メ モリ に オー バー レイ で きる セグ メン ト を 以下 に 示し ま 
す 。 


SCrSeg SEGMENT at 0B800h 


・ :Template for screen memory 80eS here. 
SCrSeg ENDS 
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最後 に 16 ビ ッ ト お よび 32 ビ ッ ト の 80386 セグ メン ト の 例 を 以下 に 示し ます 。 


dseg SEGMENT dword public use32 'data 


dseg ENDS 
cseg816 SEGMENT word public use16 "code16 


cseg16 END 
cse816 SEGMENT dword public use32 'code32 


CSeg32 ENDS 
参照 : SEGMENT(3.7 節 )、ENDS(6.6.2 項 ) 


3.9 GROUP デ ィ レ クティ ブ 
形式 : groupname GROUP segname,.. 


GROUOP ディ レク ティ プ は 、 1 つ 以 上 の セグ メン ト の グル ー プ を 定義 する の に 使わ れ ま す 。 
これ に より 、 グ ルー プ 中 の すべ て の セグ メン ト は その グル ー プ の 最初 の セグ メン ト の 持つ 
ベー ス ア ドレ ス に 相対 で リロ ケー ト さ れ ま す 。 groupname パラ メー タ は 、 グ ルー プ 名 を 定 
義 し ます 。 ま た 、group パラ メー タ は 一 意 で な けれ ば な り ま せん 。 segname パラ メー タ は 、 
モジ ュー ル 中 で 定義 され た セグ メン ト 名 で な けれ ば な り ま せん 。 


グル ー プ 定義 は 、 メ モリ 中 の セグ メン ト の 配置 に は 影響 し な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 
配置 は 、 各 セグ メン ト の クラ ス 指 定子 で 行わ れ ま す 。 グ ルー プ デ ィ レ クティ ブ プ は 、 い くつ 
か の セグ メン ト を 1 つの セグ メン トレ ジス タ で アク セス し 、 同 じ セ グ メ ント ベー ス に 相対 
で リロ ケー ト す る と いう た め に だ け 使 いま す 。 グ ルー プ に 属さ な い セ グ メ ント を グル ー プ 
に 属す る セグ メン ト の 間 に 配 置 さ せる こと は 可能 で す 。 た だ し 、 グ ルー プ 内 の 最後 の セグ 
メン ト の 終り が 、 最 初 の セグ メン ト の 始ま りか ら 4 ギガ バイ ト 〈80386 リン ク の 場合 ) ま 
た は 64K バ イト (その 他 の ター ゲッ ト CPU で リン ク し た 場合 ) を 超え て は な ら な いと いう 
制約 が あり ます 。 こ れ は 、80386 リン ク で は 決し て 発生 し な い が 、8086 リ ンク で は フィ ク 
ス ア ッ プ オー バー フロ ー エ ラー と し て 通知 され ます 。 
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例 : C プ ログ ラム の ほとん ど は 、 1 グル ー プ に 組み 合 さ れ て いる デー タ 用 セグ メン 
ト を いく つか 持ち ます 。 定 数 デー タ 用 、 変 数 用 、 ス タッ ク 用 の セグ メン ト が あ 
り ま す 。 し か し 、 実行 時 、 こ の 3 つの セグ メン ト の アク セス は すべ て DS セグ メ 
ント レジ スタ か ら 行 な いま す 。 次 の コー ド は 386 | ASM に この プロ グラ ム 構 造 
を 知ら せる の に 使わ れ ま す 。 こ れ に より 、 リ ンカ に 対す る 正しい リロ ケー ト の 
情報 が 生成 で きま す 。 


coOnSst SEGMENT word public "CONST 


const ENDS 
data SEGMENT word public "DATA 
data ENDS 


stack SEGMENT word stack "STACK 


stack ENDS 


dgroup GROUP const, data, stack 
ASSUME ds:dgroup 


参照 : SBGMENT(3.7 節 )、ASSUME(3. 10 節 )、 第 11 章 
3.10 ASSUME デ ィ レ クティ ブ 


形式 : ASSUME regname:segname regname:NOTHING,. . 
ASSUME NOTHING 


ASSUME デ ィ レ クティ ブ プ は 、 プ ログ ラム 実行 時 に セグ メン トレ ジス タ が と る 値 を アセ ンプ 
ラ に 知ら せま す 。regname パラ メー タ は 、 セ グ メ ント レジ スタ : CS、DS、ES、FS、GS、SS 
の うち の いずれ か の 名 前 で な けれ ば な り ま せん (アセ ンプ ル の ター ゲッ ト が 80386 で ある 
場合 に だ け FS と GS を 使用 で きる ) 。segname は 、 ア セン プル 中 の モジ ュー ル で 定義 し た セ 
グ メ ント また は グル ー プ の 名 前 で な けれ ば な り ま せん 。NOTHINC と いう キー ワー ド は 、 そ 
の レジ スタ が プロ グラ ム 中 の いか な る セグ メン ト を も ポイ ント し な いこ と を 示す た め に 、 
segname パラ メー タ の 代わ り に 使わ れ ま す 。 ま た この キー ワー ド は 、 す べ て の セグ メン ト 
レジ スタ が 、 未 定義 値 を 持つ こと を 簡単 に 示す た め に regname パラ メー タ の 代わ り に も 使 
われ ます 。 1 つの ASSUME デ ィ レ クティ プ ブ の 中 に 同一 レジ スタ 名 を 2 回 以上 使用 し た 場合 、 
エラ ー は 週 知 さ れず 、 最 後 の (右端 の ) も の が 使わ れ ま す 。 
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アセ ンプ ラ は 、 セ グ メ ント レジ スタ の 想定 を 使っ て デー タ お よび 命令 の 参照 の アド レス 

可能 性 を 確立 し 、 必 要 な 所 に セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド バイ ト を 生成 し ます 。 セ グ メ ント 
レジ スタ の 値 の 変更 の た びに 、 そ の 値 を で きる だ け 正 確 に アセ ンプ ラ に 知ら せる こと は プ 
ログ ラム に と っ て も 利益 に な り ま す 。 


例 : : 。 Assume CS points at the program s code and DS points 
: at nothing 
ASSUME cs:code, ds:nothing 
: 。 No assumptions are Valid. 
ASSUME nothing 


Assume CS points at the program s code and all other 
: registers point at the data group 


ASSUME cs:code, dS:dgrouD, eS:dgrouD。 SS:dgr0UuD 
ASSUME fs:dgroup, gs:dgroup 


参照 : SEGMENT(3.7 節 )、GROUP(3.9 節 )、 第 11 章 


3.11 ロケ ーション カウ ンタ 制御 ディ レク ティ ブ 


アセ ンプ ラ は 、 モ ジュ ー ル 中 で 定義 8 され た セグ メン ト ご と の ロケ ーション カウ ンタ を 維 
持 し ます 。 ロ ケー ショ ンカ ウン タ は 次 の 命令 また は デー タバ イト が セグ メン ト に アセ ンプ 
ル さ れる オフ セッ ト で す 。386 | ASM は 必要 で あれ ば 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 現在 値 変 
更 胃 の ディ レク ティ プ を いく つか 提供 し ます 。 


3.11.1 0RG ディ レク ティ ブ 
形式 : ORG expression 
ORC ディ レク ティ プ は ロケ ーション カウ ンタ の 現在 値 を 設定 し ます 。 expression パ ラメ 
ー タ は 絶対 アド レス また は カレ ント セグ メン ト の オフ セッ ト を 求め る 式 で す 。0ORG ディ レ 
クティ プ ブ は 、 現 オー プン セグ メン ト の ロケ ーション カウ ンタ に だ け 影 響 し ます 。 そ の 他 の 


セグ メン ト (その セグ メン ト を ネス ト す る セグ メン ト を 含む ) の ロケ ーション カウ ンタ は 、 
影響 され ませ ん 。 


ORG ディ レク ティ ブ の 処理 後 は 、 カ レン ト セ グ メ ント の 中 の すべ て の 命令 また は デー タ 
バイ ト は 、expression で 指定 し た 位置 に 置か れ ま す 。 
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例 : : set the loc. ctr. tobe offset 100h into the segment 


ORG 100h. 
: Create an array which can be accessed two different ways. 
depending on which name 1S USed 
barray DB 100 dup(?) 
ORG barray 


warray DW 50 dup(?) 


Origin 【he locanion counter 10 bytes into barray 
ORG barrayr10 


参照 : EVEN(3.11.2 項 )、ALIGN(3.11.3 項 ) 
3.11.2 EVEN ディ レク ティ ブ 
形式 : EVEN 


EVEN ディ レク ティ ブ は 、 次 に 生成 され る 命令 また は デー タバ イト を ワー ド 境 界 に 強制 的 
に 位置 合わ せ し ま す 。 ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 現在 値 が 奇数 で ある 場合 、NOP 命令 を 挿入 
する こと に よっ て その 位置 合わ せ を 行い ます 。 偶数 で あれ ば 、 こ の ディ レク ティ ブ は 何 も 
し ませ ん 。 

EVERN デ ィ レ クティ プ は 、BYTE ア ライ ン 型 を も つ セ グ メ ント に は 使用 で きま せん 。 そ の 理 
由 は 、386 | LINK が 他 の セグ メン ト と それ を 組み 合わ せる 時 に 、 そ の セグ メン ト の 持つ ベ 
ー ス アド レス が 偶数 か 奇数 か が アセ ンプ ラ に は 分 か ら な いか ら で す 。 


例 : 100 ワー ド の 配列 を ワー ド 境 界 に 置く 例 を 次 に 示し ます 。 
EVEN 
warray DW 100 dup(?) 


MOV 命令 前 に NOP バイ ト を 強制 的 に 生成 する 例 を 次 に 示し ます 。 
CSeg SEGMENT use 16 
ORG 100h 
sub ax, 1000h 
EVEN 
moV bx, ax 
CS6g ENDS 


参照 : 0RG(3.11.1 項 )、ALIGN(3.11.3 項 ) 
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3.11.3 ALIGN ディ レク ティ ブ 
形式 : ALIGN expression 


ALIGN ディ レク ティ ブ は 、 現 オー プン セグ メン ト の ロケ ーション カウ ンタ を expressi 
on で 指定 し た アラ イン メン ト 境 界 に 設定 し ます 。expression は 、 2 の 累乗 で す 。 そ う で 
な いと エラ ー に な り ま す 。 


386 | ASM は 、 指 定 さ れ た アラ イン メン ト 値 が セグ メン ト の アラ イン メン ト 型 に と っ て 
意味 が ある か どう か を 確認 し ませ ん 。 セ グ メ ント の ロケ ーション カウ ンタ を セグ メン ト 
の アラ イン 型 の 細分 性 より 大 きい 値 に 合わ せる こと は 意味 が あり ませ ん 。 そ の 理由 は 、 
セグ メン ト が どの よう に し て 386 1LINK に よっ て 他 の セグ メン ト と 組み 合わ され る か を 
アセ ンプ ラ は 知ら な いか ら で す 。 

ロケ ーション カウ ンタ を 指定 され た 境界 に 設定 する の に 必要 な バイ ト 数 が 4 バイ ト 未 
満 の 場合 、 386 | ASM は NOP バイ ト を 使っ て スペ ー ス を 埋め ます 。 4 バイ ト 以 上 な ら 、 
386 | ASM は 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ を 調整 する だ け で す 。 こ れ に よっ て 386 | LINK は ス 
ペー ス を 、 ゼ ロバ イト で 埋め ます 。 こ の 機能 は 、 コ ー ド セグ メン ト 中 の 命令 を ワー ド 境 
界 ま た は ダ プ ル ワ ー ド 境界 に 置く の に 役立ち ます 。 


例 : 1 
ij: Align 【he location counter on a double word boundary 


ALIGN 4 
j Align the location counter on a paragraph boundary 
ALIGN 16 
j Align the location counter on a Dage boundary 
ALIGN 256 


参照 : ORG(3.11.1 項 )、EVEN(3.11.2 項 ) 
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E0OU お よび = 


< ディ レク ティ ブ を 
還 - 使っ た 定数 の 定義 





4.1 は じ め に 
アセ ンプ ブル に 使わ れる 定数 値 は 、 シ ン ボ ル 名 に 置き 換え る 方 が 望ま し い 。 シンボル 定数 
は 、 プ ログ ラム を 読み や すく し た り 、 サ ポー ト し や すく し ます 。 386 1ASM は 、 3 種類 の 
シン ボル 定数 (整数 値 、 ア セン プラ キー ワー ド の 別名 お よび 任意 テキ スト の 文字 列 ) を サ 
ポー ト し ます 。 


シン ボル 定数 は 、EQOU ディ レク ティ ブ と 等 号 (一 ) ディ レク ティ ブ を 使っ て 定義 し ます 。 
これ ら の ディ レク ティ プ ブ は 、 変 数 と ラベ ル の 定義 に も 使用 で きま す (詳し く は 5.2.3 項 と 
6.5.3 項 を 参照 ) 。 


4.2 EQU デ ィ レ クティ ブ 
形式 : name EQU expression 
EOU ディ レク ティ ブ は 、 3 種類 の 定数 (整数 値 、 別 名 お よび テキ スト 文字 列 ) すべ て を 
定義 し ます 。name パ ラメ ー ク は 、 シ ン ボ ル 名 を 指定 し ます 。 シンボル 名 は 一 意 で な けれ ば 
な り ま せん 。 ア セン プラ は 、name が 出現 する ご と に 、 そ の name が 整数 で も 別名 で も テキ ス 
ト 文字 列 で も 、 そ の 定 政 値 に 置換 えら れ ま す 。 
EQOU ディ レク ティ ブ で 定義 し た シン ボル は 再 定義 で きま せん 。 


4.2.1 EQU を 使用 し た 絶対 定数 の 作成 


形式 : name EQU expression 
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アセ ンプ ラ は 、 ま ず EQU ディ レク ティ ブ の 後 の expression を 整数 式 と し て 値 を 求め ます 。 
それ が 絶対 定数 で ある 場合 、name は 、 絶 対 定数 シン ボル と し て 、 ユ ー ザ 定義 シン ボル テー 
プル に 登録 され ます 。 絶対 定 数 は 、 リ ロケ ー ト 不能 で あり 、 デ ー タ タイ プ も 持ち ませ ん 。 
そし て 、 ど ん な 未定 義 シ ン ボ ル も 後 で 定義 され る シン ボル も 参照 し ませ ん 。 そ の 式 が アド 
レス 式 (リロ ケー タプ ブル ) の 場合 、nane は 、 ラ ベル か 変数 と し て 、 ユ ー ザ 定義 シン ボル テ 
ー プ ル に 登録 され ます 。 詳細 は 、5.2.3 項 、6.5.3 項 を 参照 し て くだ さい 。 

絶対 定数 シン ボル は 、 整 数 が 有効 な 場合 な ら ど こ で も 、 式 の 中 で 使用 で きま す 。 そ の 値 
は 、PUBLIC( デ ィ レ クティ ブ を 使え ば プロ グラ ム 中 の 他 の モジ ュー ル で も 有効 に する こと が 
で きま す 。 


.2 テキ スト 置換 シン ボル の 作成 
形式 : name EQU arbitrary text 


EQU ディ レク ティ プ の あと に 続く 残り 行 を うま く 整 定数 と 認め る こと が で き な い 場合 、 
アセ ンプ ラ は 代わ り に それ を テキ スト 文字 列 と し て セー プ し ます 。name が 出現 する た びに 、 
name は EQC の 後 の arbitrary text に 置換 され ます 。 こ れ は パラ メー タ な し の マク ロ を 作成 
する 簡単 な 方 法 で す 。 


テキ スト 定数 は 、 拡 張 の た びに アセ ンプ ラ に よっ て 計算 され る こと に 注意 し て くだ さい 。 
し た が っ て 、 そ の 定数 値 は 、 文 字 列 中 の 1 つの シン ボル 値 に 変更 が あれ ば 、 使 用 時 ご と に 
変わ り ま す 。 一 定 の 値 が 必要 な 場合 、 テ キス ト 文 字 列 の 定義 時 、 使 用 時 は 注意 が 必要 で す 。 


.-3 アセ ン ブ ラ キー ワー ド の 別名 作成 
形式 : name EQU keyword 


アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド の 別名 は 、 実 は テキ スト を 置換 する 際 の 特別 な ケー ス で す 。EQU 
ディ レク ティ プ の あと に 指定 する テキ スト が 単 一 の アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド の 場合 、name は 
テキ スト 文字 列 で は な くそ の keyword の リフ ァ レ ンス と し て ユー ザ 定 義 レ シン ボル テー プル 
に 登録 され ます 。 こ の 置換 形式 は 、 シ ン ボ ル テ ー プ ブル の スペ ー ス が 少な くす み 、 そ の テー 
プル の 拡張 も 早く で きま す 。 


4.2.4 EQU の 使用 例 


例 : 
: define some constants with EQU 
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j absolute constant = 16 


cl EQU 10h 
c2 EQU cl10 j absolute constant = 26 
| EOU word ptr j 【1 js a text string 
argl EQU 8 [ebp ] jargl is a text string 
12 EQOU c315 j 【2 is text because of 

j forward reference 
c3 EQOU 10h#10h j absolute constant = 256 
stk-frm EQUebp j alias for keyword EBP 


j Use constants defined with EQU in instructions 


j load 16 into BAX 


mOV eaX, C1 H 
mOV ebx, c2 j) load 26 into EBX 

mOV ecX, arg1 j load 8 [ebp ] into ECX 
mOV edx. {2 j) load 261 into EDX 

mOV eSi.c3 j load 256 into ESI 

push stk_-frm j Set uD 

mOV stk-frm esp : stack frame 


参照 : =(4.3 節 )、EQU(5.2.3 項 ) 、EQU(6.5.3 項 )、PUBLIC(7.2 節 )、-DEFINE(2. 2.7 項 ) 


4.3 三 (等 号 ) デ ィ レ クティ ブ 


形式 : nameexpression 


等 号 ア ディレク ティ プ は 、EQU ディ レク ティ プ と ほとん ど 同 じ 方 法 で 定数 を 作成 し ます 。 
し か し 、 制 約 が あり 、 テ キス ト の 置換 や 別名 シン ボル は 作成 で きま せん 。 


等 号 ア ディ レク ティ プ ブ で 定義 し た 絶対 定数 は 、 整 数 が 有効 な 場所 な ら ど こ で も 、 式 の 中 で 
使用 する こと が で きま す 。 ま た 、 こ れ ら の 値 は PUBLIC デ ィ レ クティ プ ブ を 使っ て 、 他 の モジ 
ュー ル に も 有効 に する こと が で きま す 。 


定数 を EQOU ディ レク ティ プ で 定義 し た 場合 と 等 号 デ ィ レ クティ プ ブ で 定義 し た 場合 と の 違 
い は 、 後 者 で 定義 し た 定数 の 再 定義 が 、 別 の 等 号 ア ィ レ クティ プ で その 定数 を 使う こと に 
よっ て いつ で も で きる こと で す 。 ア セン プラ は 、 参 照 時 に 、name が 出現 する た びに name を 


その 時 の 最新 の 値 に 置換 し ます 。 


5 2 


例 : cl = 10h j absolute constant = 16 


moOV aX, C1 j load 16 into AX 
cl = 20h j absolute constant = 32 
mOV bx, c1 j) load 32 into BX 


参照 : EQU(4.2 節 )、=(5.2.3 項 )、=(6.5.3 項 )、PUBLIC(7.2 節 ) 
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は じ め に 


80386 命令 セッ ト 中 の 制御 トラ ンス ファ 命令 の 多く は 、 オ ペラ ンド と し て 命令 ラベ ル が 
必要 で す 。 命令 ラベ ル は 、 ア ドレ ス と デー タタ イプ を も つ ユ ー ザ 定義 シン ボル で す 。 そ の 
アド レス は 、 セ グ メ ント と オフ セッ ト の 2 つの 属性 を 持ち ます 。 セ グ メ ント 属性 は 、 ラ ベ 
ル の 常駐 する セグ メン ト で あり 、 オ フ セ ッ ト 必 人 性 は 、 そ の ラベ ル が セグ メン ト 中 に 置か れ 
て いる 位置 で す 。 ラ ベル の デー タタ イプ は 、NBAR か FAR の いずれ か で す 。 こ の デー タタ イ 
プ は アセ ンプ ラ が 制御 を その ラベ ル に 移す 方 法 を 指定 し ます 。 ア セン プラ は 、 こ の 情報 を 
使っ て ラベ ル へ の CALL ま た は JMP の た め の 正 し い 命令 コ ー ド 、 プ ロ シ ジ ャ 間 の RET の た め の 
正しい 命令 コー ド を 生成 し ます 。NEAR ラ ベル に は 、 セ グ メ ント 内 トラ ンス ファ で 到達 し ま 
す 。 一 方 FAR ラベ ル に は 、 セ グ メ ント 間 ト ラン ス フ ァ で 到達 し ます 。 制御 トラ ンス ファッ 命 
令 の 中 に は 、 セ グ メ ント 内 トラ ンス ファ だ け を サポ ー ト する も の が あり ます 。 それぞれ の 
命令 に 有効 な アド レス モー ド に つい て は 、 付 録 D を 参照 し て くだ さい 。8086 プ ロ セ ッ サ フ 
ミリ の セグ メン ト ア ー キ テク チャ が 定め る NEAR 制 御 ト ラン ス フ ァ お よび FAR 制御 トラ ン 


アミ 


ス フ ァ を よく 知ら な い 場 合 は 、 第 11 章 を 読ん で か ら 本 章 を 読む こと を すす め ま す 。 


合 ラ ベル と プロ シ ジ ャ 名 に は 、PUBLIC デ ィ レ クティ プ ブ と EXTRN ディ レク ティ プ ブ を 使っ 
て 、 グ ロー バル に アク セス で きま す 。 


命令 ラベ ル 


ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル テ ー プ ブル 中 に 命 令 ラベ ル を 作成 する 方 法 に は いく つか あり ます 。 そ 
れ ぞ れ の 方 法 に つい て 以下 に 詳し く 説 明 し ます 。 


5.2.1  : (コロ ン ) を 使っ た ラベ ル の 生成 方 法 


形式 : labelname: 
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最も 簡単 な 命令 ラベ ル 作 成 方 法 は 、 ラ ベル 名 の あと に コロ ン ( : ) を 続け る こと で す 。 

これ で 、labelnane と いう ラベ ル が 生成 され ます 。 こ の ラベ ル の デー タタ イプ は NEAR で 、 
セグ メン ト 属 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で す 。 そ し て 、 オ フ セ ッ ト 必 性 は ロケ ーション カ 
ウン タ の カレ ント 値 と 等 し く な り ま す 。 ラ ベル 名 は 、 ソ ー ス ライ ン 上 に 最初 に 現れ 、 そ し 
て 一 意 で な けれ ば な り ま せん 。 


: (コロ ン ) を 使っ て デー タタ イプ FAR を も つ ラ ベル を 作成 する 方 法 は あり ませ ん 。 


例 : 次 の 例 は 、 ア キュ ムレ ー タ に 数 値 4 が ある か どう か に よっ て 、 制 御 を 2 つの 中 
の 一 方 の NEAR ラ ベル に 移す 方 法 を ホ し ます 。 


CmD eaX, 4 
Je equal4 
jmp nequal4 
equal4: 

nequal4: 


参照 : PUBLIC(7.2 節 ) 
5.2.2 LABEL デ ィ レ クティ ブ を 使っ た ラベ ル の 作成 
形式 : labelname LABEL type 


LABEL ディ レク ティ ブ プ は 、 ユ ー ザ 定義 シン ボル テー プル 中 に labelname と いう 名 の ラベ 
ル を 作成 し ます 。 type パ ラメ ー タ は 、 ラ ベル の デー タタ イプ を 指定 し ます 。NEAR か FAR の 
どちら か で す 。 : (コロ ン ) で 作成 し た ラベ ル の よう に 、LABEL ディ レク ティ プ ブ で 作成 し 
た ラベ ル の セグ メン ト 属 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で あり 、 オ フ セ ッ ト 属 性 は ロケ ー シ ョ 
ンカ ウン タ の カレ ント 値 に 等 し く な り ま す 。 


例 : 2 つの エン トリ ポイ ント を 同一 ルー チン に 定義 する 方 法 を 次 に 示し ます 。 エ ン 
トリ ポイ ント は それ ぞ れ デー タタ イプ NEAR と FAR を 持っ て いま す 。 


nearentry LABEL near : Near entry point 
farentry LABEL far j Far entry point 
moOV eaX, 5 : Subroutine begins here 
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参照 : LABEL(6.5.2 項 )、PUBLIC(7.2 節 ) 


5.2.3 E0U リ ディレク ティブ と 等 号 ディ レク ティ ブ を 使っ た ラベ ル の 作成 


形式 : labelname POU address exDreSsion 
labelname = address exDTeSSion 

EQU ディ レク ティ ブ ま た は 等 号 ア デア ィ レク ティ プ に の あと に 続く 式 が 、 デ ー タ タイ プ NEAR 
か FAR を 持つ リロ ケー タプ ブル な 数 に な る な ら 、 386|ASM は 、 そ の シン ボル を 定数 で は な 
く ラ ベル と し て シン ボル テー ブル に 入力 し ます 。 こ の 方 法 を 使っ て 、 任 意 の セグ メン ト 属 
件 と 任意 の オフ セッ ト 属 性 を 持つ ラベ ル を 作成 で きま す 。address espression は 、 デ ー タ 
タイ プ NEAR ま た は FAR を も つ リ ロケ ー タ プ ブル な 数 に な る 式 で す 。 新しい ラベ ル は 、 式 と 同 
じ セ グ メ ント 属性 と 式 の 値 と 同じ オフ セッ ト 属 性 を 持ち ます 。 


例 : EQOU ディ レク ティ ブ を 使っ て 命令 ラベ ル を 作成 する 例 を 以下 に 示し ます 。 
CS68 SEGMENT word public 'code' 
11 LABEL far 


CSe&1 ENDS 


cse82 SEGMENT wordpublic "code' 


lab1 EQU $ : $ has a data 【ype of NEAR 
lab2 EQU $15 ji 5bytes past the loc. ctr. 
lab3: 


j Afar label at the same address as lab3 

lab4 EQU far ptr lab3 

:A far label 7 bytes past lab4 

lab5 EQU lab4+7 

j: Anear label at the current loc.ctr 

lab6 EQU THIS near 

:A far label in segment csegl 4 bytes past 11 
lab7 EQU 1114 

CSe82 ENDS 
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5.2. 


参照 : BQU(4.2 節 )、EQU(6.5.3 項 )、=(4.3 節 )、=(6.5.3 項 )、PUBLIC(7.2 節 )、 
$(9.2.2 項 )、THIS(9.3.13) 


EQU ディ レク ティ ブ と 等 号 ア ディ レク ティ プ は 、 変 数 を 作成 する こと も で きま す 。 デ ィ レ 
クティ プ の あと に 続く アド レス 式 が 変 政 の デー タタ イプ を 持つ 場合 、 変 数 が 作成 され ます 。 
詳細 は 6.5.3 項 を 参照 し て くだ さい 。 


4 アド レス 式 へ の 制御 トラ ンス ファ 

制御 トラ ンス ファ 命令 は 通常 、 そ の オペ ラン ド と し て 命令 ラベ ル を 必要 と し ます 。 し か 
し 、 デ ー タ タイ プ NEAR ま た は FAR を も つ ア ドレ ス 式 を 使う こと は で きま す NEAR だけ を 使 
用 で きる 命令 も ある ) 。 し た が っ て 、 宛 先 に 置く ラベ ル を 作成 する こと な く 、 任 意 の アド 
レス 式 で 指定 し た 位置 に 、 制 御 を トラ ンス ファ する こと が で きま す 。 


これ が スタ イル の 理由 で うま く 行 か な いり 場合 は 、 次 式 を 使っ た ほう が よい こと も あり ま 
す 。 


例 : CSe8 SEGMENT word public 'coder 
lab1 EQU $ 
j 8 VeTV Simple address exDression 


jmp lab1 
: 5bytes past labl 

jmp lab1+5 
jafar jump to a near label 

jmp far ptr nearlab 
CSeg1 ENDS 


CSe82 SEGMENT word public "code' 
nearlab LABEL near 
CSeg2 ENDS 


.5 間接 形 を 使っ た 制御 トラ ンス ファ 


CALL 命 令 お よび JMP 命令 も 変 表 を オペ ラン ド と し て 使用 で きま す 。 ア セン プラ は オペ ラ 
ンド と し て 変数 を も つ CALL ま た は JMP 命令 を 見 た 場合 、 そ の 命令 の 間接 形 を 生成 し ます 。 
命令 の 実行 後 、 制 御 は 、 変 数 の 指し て いる 位置 に トラ ンス ファ され ます 。 生成 さ れ た トラ 
ンス ファ の デー タタ イプ 〈NEAR ま た は FAR) は 、 変 数 の デー タタ イプ と 、 現 オー プン セグ メ 
ント の 使用 属性 に よっ て 異な り ま す 。 た いて い 、 現 オー プン セグ メン ト の 使用 属性 と 同じ 
サイ ズ の 変数 が 、NEAR ト ラン ス フ ァ を 生成 し 、2 バイ ト 大 きい 変数 が FAR トラ ンス ファ を 
生成 し ます 。 こ の ルー ル は 曖昧 な た め 、 例 外 が あり ます 。 詳 しく は 、 付 録 J を 参照 し て く 
だ さい 。 
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5.3 


8086 タ ー ゲ ッ ト の 命令 を アア セン プル し て いる と 仮定 し た 場合 、 次 の 命令 は 、 間 
接 制 御 ト ラン ス フ ァ を 生成 し ます : 


例 : 


label1 LABEL near 


nptr DOW labell 
fptr DD labell 
call nptr : Near transfer (16-bit ptr) 
call bx : Near transfer (16-bit reg) 
call fptr : Far transfer (32-bit ptr) 


同様 に 、USE32 セグ メン ト 内 で 、80386 ター ゲッ ト の 命令 を アセ ンプ ル し て ぃ い 


る な ら 、 


labe12 LABEL near 


nptr DD labe12 
fptr DF labe12 
call nDtr : Near transfer (32-Dit ptr) 
call ebx : Near transfer (32-bit reg) 
call fptr : Far transfer (48-bit ptr) 


プロ シ ジ ャ ブロ ッ ク 


プロ シ ジ ャ プロ ッ ク は 、 一 つの プロ グラ ム を 複数 の 論理 的 部 分 に 分 割 す る の に 使わ れ ま 
す 。 普通 、 プ ログ ラム 中 の 各 サ プル ー チ ン に は 、 そ れ ぞ れ の プロ シ ジ ャ プロ ッ ク が 与え ら 
れ ま す 。 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク に は サ プ ル ー チ ン 名 が 与え られ ます 。 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク 名 
は ラベ ル と 同じ よう に 複数 の 属性 を も ち 、 命令 ラベ ル を 使用 で きる 場所 な ら ど こ で も 、 式 
中 で 使用 で きま す 。 


プロ シ ジ ャ プロ ッ ク の 定義 は 、PROC デ ィ レ クティ プ ブ で 開始 し 、ENDP デ ィ レ クティ ブ で 終 
了 し ます 。 一般 に 、 プ ロ シ ジ ャ は 、 制 御 を 呼出 し 元 に 戻す た め に 、 少 な く と も RET 命令 を 
1 つ 持 ち ま す 。 ア セン プラ は 、 プ ロ シ ジ ャ の デー タタ イプ に 対応 し た 形式 (NEAR ま た は FRA 


R) の RET 命令 を 生成 し ます 。 


プロ シ ジ ャ プロ ッ ク は また 、 任意 数 の ロー カル 定義 シン ボル を 持つ こと が で きま す 。 ロ 
ー カ ル 定 義 シ ン ボ ル は 、 定義 され た プロ シ ジ ャ プ ブロック 中 だ け で 参照 され ます 。 こ の た め ぬ 
別 の プロ シ ジ ャ プロ ッ ク に お いて 、 同 じ 名 前 を も つ ロ ー カ ル シ ン ボル が 存在 し て も か まい 


ませ ん 。 
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5.3.1 PROC ディ レク ティ ブ 

形式 : procname PROC {typel 

PROC デ ィ レ クティ ブ プ は 、 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク の 始ま り を マー ク し ます 。 procname パ ラメ 
ー タ は 、 プ ロ シ ジ ャ 名 を 指定 し ます 。 こ の 名 前 は 一 意 で な けれ ば な り ま せん 。【ype パ ラメ 
ー タ (オプ ショ ン ) は 、 プ ロ シ ジ ャ タイ プ を 指定 し ます 。 こ の タイ プ は 、NEAR か FAR で な 
けれ ば な り ま せん 。 プ ロ シ ジ ャ タイ プ が 指定 され て いな い 場 合 、 デ フォ ルト の タイ プ NEAR 
が 使わ れ ま す 。 プ ロ シ ジ ャ の アド レス は PUBLIC デ ィ レ クティ プ ブ を 使っ て 他 の モジ ュー ル に 
も 有効 に する こと が で きま す 。 


プロ シ ジ ャ 定義 の ネス ト は で きま す が 、 ネ スト は 上 厳 富 に プロ ックス トラ クチ ャ ド で な け 
れ ば な り ま せん 。 つ まり 、 定 義 の オー バー ラッ プ は で きま せん 。 


例 : AX レジ スタ に 数 字 5 を ロー ド し 、 呼 出し 元 に 戻る プロ シ ジ ャ の 例 を 次 に 説明 し 
ます 。 


1oad5 PROC near 


moV ax,5 
ret 


1oad5 ENDP 


別 プ ロ シ ジ ャ に 正しく ネス ト さ れ た プロ シ ジ ャ の 例 を 以下 に 示し ます 。 


outer PROC near : Start of outer Drocedure 
inner PROC near : Start of nested Drocedure 
inner ENDP j) End of nested procedure 
outer ENDP : Bnd of outer procedure 


最後 に 、 間 違っ て ネス ト さ れ た プロ シ ジ ャ の 例 を 示し ます 。 


outer PROC near ij Start of outer procedure 
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inner PROC near : Start of nested procedure 


outer ENDP : ERROR - outer ends before 


inner ENDP , ERROR 


参照 : ENDP(5.3.2 項 )、PUBLIC(7.2 節 ) 


5.3.2 ENDP ディ レク ティ ブ 


形式 : procname ENDP 


ENDP デ ィ レ クティ ブ プ は 、 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク の 定義 を 終了 させ ます 。 procname パ ラメ ー 
タ は 、 ク ロー ズ し た い プ ロ シ ジ ャ 名 を 指定 し ます 。 こ の 名 前 は 、 最 も 近 時 に オー プン し た 
プロ シ ジ ャ 名 で な けれ ば な り ま せん 。procname が 最も 近 時 に オー プン し た プロ シ ジ ャ の 名 
前 で な い 場合 、 エ ラー が 通知 され 、 そ の の ち 最 も 近 時 に オー プン し た プロ シ ジ ャ は クロ ー 
ズ さ れ ま す 。 

セグ メン ト の クロ ー ズ を 現 オ ー プ ンプ ロ シ ジ ャ を クロ ー ズ する こと な く 行 うこ と は で き 
ます 。 し か し 、 そ の 場合 、 ソ ー ス ファ イル の 終了 より 前 に セグ メン ト の 再 オ ー プ ン と プロ 
シ ジ ャ プロ ッ ク の クロ ー ズ が 必要 で す 。 オ ー プ ン し た の と は 異な る セグ メン ト で プロ シ ジ 
ャ を クロ ー ズ する こと は 、 誤 り で す 。 


参照 : PROC(5.3.1 項 ) 


5.3.3 プロ シ ジ ャ ブロ ッ ク 内 の ロー カル シン ボル 定義 


プロ シ ジ ャ プロ ッ ク 内 で シン ボル 名 の 先頭 文字 に # を 使う すべ て の 変数 、 ラ ベル お よび 
定数 の 定義 は 、 ロ ー カ ル シ ン ボル 定義 と し て 処理 され ます 。 ロー カルシ ン ボ ル 定 義 は 、 定 
義 さ れ た プロ シ ジ ャ 中 だ け で 有効 で す 。 た だ し 、 シ ン ボ ル 名 は 、 そ の プロ シ ジ ャ に と っ て 
一 意 で な けれ ば な り ま せん 。 そ の プロ シ ジ ャ を ネス ト し て いる プロ シ ジ ャ の 中 で は 無効 で 
あり 、 ま た 、 定 義 さ れ た プロ ジェ クト 内 で ネス ト さ れ た プロ シン ジャ に お いて も 無効 で す 。 

ロー カル シン ボル 定義 の 形式 は 、 通 常 の シン ボル 定義 の 形式 と ほぼ 同じ で す 。 異な る 点 は 、、 
定義 され た シン ボル 名 の 先頭 は 、# 文 字 で な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 


ロー カル シン ボル は 、 そ れ ぞ れ に 一 意 の 名 を 付け ず に 一 時 ラベ ル と 一 時 変数 を 生成 で き 
る 便利 な 方 法 で す 。 こ の シン ボル は 、 条 件 付き ジャ ンプ 用 、 テ ン ポ ラリ 変数 用 、 お よび 実 
行 時 スタ ッ ク 中 の 関数 パラ メタ の オフ セッ ト 用 の 各 ラ ベル と し て 使用 する と 便利 で す 。 

ロー カル シン ボル は 、 シ ン ボ ル テ ー プ ル 中 に 、 通 常 の シン ボル と 同じ 量 の スペ ー ス を と 
る こと に 注意 し て くだ さい 。。 そ の 定義 は 、 ネ スト し た プロ シ ジ ャ の 終了 後 も 、 シ ン ボ ル 
テー ブル 中 に 残っ て いる が 、 有 効 で な い だ け で す 。 
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ロー カル シン ボル を 、 外 部 シン ボル に する こと は で きま せん 。 ま た 、PUBLIC デ ィ レ ク テ 
ィ プ で その 値 を 他 の モジ ュー ル に 有効 に する こと も で きま せん 。 


例 : プロ シ ジ ャ プロ ッ ク 内 の ロー カル シン ボル の 使用 例 を 以下 に 示し ます 。 こ の 例 
は 、 ロ ー カ ル 定 数 、 ラ ベル 、 お よび 変数 を 作成 し 、 使 用 し ます 。 


procl PROC near 

#argl = 6 
mov eax.#argl1 [esp] 
0r eaX, eaX 
jnZ #11 

#11: 
mmOV CS:#temDl, eax 
ret 

#temp1 DD 0 


Droc1 ENDP 


参照 : ラベ ル (5.2 節 )、 変 数 (6.5 節 )、 定 数 (第 4 章 )、 シ ン ボ ル 形 式 (3.2.2 項 ) 
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6.1 


6.2 


は じ め に 


デー タ 官 言 ディ レク ティ ブ は 、 セ グ メ ント 中 に メモ リプ ロッ ク を 作成 し 、 初 期 化 し ます 
(初期 化 は オプ ショ ン ) 。386 1ASM は 、 ア セン プラ 定 義 の デー タタ イプ を 初期 化す る デ 
ィ レ クティ ブ を 提供 する ほか に 、 プ ログ ラマ に よる 任意 の デー タ 構 造 の 定義 と 初期 化 を 許 
し て いま す 。 ア セン プラ 定義 デー タタ イプ は 、DB、DW、DD、DF、DP、DQ、DT の 各 デ ィ レ ケ 
ティ ブ を 使っ て 初期 化 さ れ 、 ユ ー ザ 定義 デー タタ イプ は STRUC ディ レク ティ ブ こ RECORD デ 
ィ レ クティ ブ を 使っ て 生成 され ます 。PUBLIC デ ィ レ クティ ブ お よび EXTRN ディ レク ティ プ 
を 使用 する と 、 グ ロー バル に アク セス する こと が で きま す 。 


デー タ 宣 言 デ ィ レ クティ ブ は 、 変 数 も 作成 し ます 。 変 数 は 、 命 令 ラ ベル と 同様 、 ア ドレ 
ス と デー タタ イプ を も つ ユ ー ザ 定義 シンボル で す 。 そ の アド レス は 、 セ グ メ ント 属性 と オ 
フ セ ッ ト の 2 つか ら 構 成 さ れ て いま す 。 セ グ メ ント 属性 は 、 変 数 が 存在 し て いる セグ メン 
ト で あり 、 オ フ セ ッ ト 届 性 は 、 そ の セグ メン ト 中 の 変数 の 位置 で す 。 変 表 の デー タタ イプ ア 
は 、 ア セン プラ 定義 デー タタ イプ か 、 ユ ー ザ 定義 の 構造 体 名 また は レコ ー ド 名 の いずれ か 


で す 。 


アセ ンプ ラ は は 通常 、 命 令 の 正しい 形 を 選択 する た め に 命令 オペ ラン ド の デー タタ イプ を 
知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 オ ペラ ンド の 式 に 変数 が 使わ れ て いる 場合 、 そ の オペ ラン 
ド に は その 変 表 の デー タタ イプ が 与え られ ます 。 必要 な ら ば デフ ォ ル ト の タイ プ は PTR 交 
算 子 を 使え ば 変更 で きま す 。 


アセ ンプ ラ 定 義 デ ー タ タイ プ 用 の デー タ 宣 言 デ ィ レ クティ ブ を 以下 の 項目 で 詳し く 説 明 
し ます 。 デ ー タ 宣言 ディ レク ティ ブ の 種類 に 関係 な く 、 す べ て 同じ 形式 を 使い ます が 、 各 
ディ レク ティ プ ブ は 、 そ の 初期 化 リ スト 内 の 値 が 少し 異な っ て いま す 。 
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6.2.1 DB ディ レク ティ ブ 


形式 : {name) DB value,... 


DB ディ レク ティ プ は 、 ラ イン 上 の ディ レク ティ プ の あと に 続く 値 の リス ト で 、 現 オー プ 
ン セ グ メ ント 中 の 1 つ 以 上 の バイ ト を 初期 化し ます 。name (オプ ショ ン ) の 指定 が ある 場 
合 、BYTE タ イプ の 変数 を ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル テ ー プ ブル 中 に 作成 し ます 。 こ の 変数 の セグ メ 
ント 属性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で あり 、 オ フ セ ッ ト は ロケ ーション カウ ンタ の カレ ント 
値 に 等 し く な り ま す 。 


value パラ メー タ は 、 整 数 、 文 字 列 定数 、 ま た は 未定 義 主 記 境 オ ペラ ンド (?) に な る 式 
で す 。 そ の 値 が 整数 の 場合 、1 バイ ト を 割当 て 、 式 の 値 に 初期 化し ます 。 値 が 未定 義 主 記 
憶 オ ペラ ンド の 場合 1 バイ ト を 割り 当て る が 、 初 期 値 は 与え られ ませ ん 。 値 が 文字 列 定 数 
の 場合 に は 、 文 字 列 中 の 文字 ご と に 、 1 バイ ト の 割当 て と 初期 化 を 行い ます 。 リ ロケ ー タ 
プル な 値 は DB ディ レク ティ プ ブ で 使用 で きま す が 、 386 | LINK が リロ ケー タプ ル な リフ ァ レ 
ンス を 分 解 し 、 そ れ を 1 バイ ト に お さめ よう と する と 、 フ ィ ク ス ア ッ プ オー バー フロ ー が 
発生 する こと が あり ます 。 


ライ ン 上 に ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 が 複数 ある 場合 、 そ れ ら の 値 を コン マ で 区 切 
り ま す 。 す る と 386 | ASM は 、 そ の 値 を 処理 する た め 必 要 数 の バイ ト の 割当 て と 初期 化 を 
行い ます 。 


例 : factor DB 10h 
astring DB "This is an ASCIl string' 
DB "ANULL terminated string',0 
intexpr DB 12 十 4#4 
listval DB 1.2.3.4.5 
unknown DB ? 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (9?)(6.4 節 )、PUBLIC(7.2 節 ) 、 文 字 列 定 
数 (3.2 節 、3.4 節 ) 
6.2.2 DW ディ レク ティ ブ 
形式 : fname) DW value,.… 
DW デ ィ レ クティ プ は 、 ラ イン 上 の ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 の リス ト で 、 現 オー プ 


ン セ グ メ ント の 中 の ワー ド を 1 つつ 以上 (1 ワー ド は 2 バイ ト ) 初期 化し ます 。name (オプ 
ショ ン ) の 指定 が ある と 、WORD タ イプ の 変数 を ユー ザ 定 義 シ レシ ン ボ ル テ ー ブ ル に 作成 し ます 。 
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この 変数 の セグ メン ト 届 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で あり 、 オ フ セ ッ ト は ロケ ーション カ 
ウン タ の カレ ント 値 に 等 し く な り ま す 。 


value パラ メー タ は 、 整 数 、 1 文字 また は 2 文字 の 文字 列 定数 、 も し く は 未定 義 主 記憶 
オペ ラン ド (?) に な る 式 で す 。 そ の 値 が 整数 か 1 文字 の 文字 列 定数 で ある 場合 、1 ワー ド 
を 割当 て 、 式 の 値 に 初期 化し ます 。 示 定義 主 記憶 オペ ラン ド の 場合 、1 ワー ド は 割当 て る 
が 、 初 期 値 は 与え られ ませ ん 。DW デ ィ レ クティ プ で リロ ケー タプ ル な 数 は 使用 で きま す が 、 
386 1 LINK が リロ ケー タプ ル な リフ ァ レ ンス を 分 解 し よう と する と 、 フ ィ ク ス ア ッ プ オー 
バー フロ ー が 発生 する こと が あり ます 。 


ライ ン 上 に ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 が 複数 ある 場合 、 そ れ ら の 値 を コン マ で 区 切 
り ま す 。 そ れ ぞ れ の 値 は 、 そ れ ぞ れ の メモ リワード の 割当 て と 初期 化 を 行い ます 。 


例 : factor DW 1000h 
charl DW 'A 
char2 DW AB 
DW 1214#4 
listval DW1.2.3.4.5 
relval DW OFFSET factor 
unknown DW? 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (?) (6.4 節 )、PUBLIC(7.2 節 ) 
6.2.3 DD ディ レク ティ ブ 


形式 : fname) DD value..…. 


DD ディ レク ティ プ は 、 ラ イン 上 の ディ レク ティ プ の あと に 続く 値 の リス ト で 、 現 オー プ 
ン セ グ メ ント 中 の ダ プ ル ワ ー ド 1 つつ 以 上 (1 ダ プ ブル ワー ド は 4 バイト ) を 初期 化し ます 。 
name (オプ ショ ン ) の 指定 が ある 場合 、DWORD タイ プ の 変数 を ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル テ ー プ 
ル に 作成 し ます 。 こ の 変数 の セグ メン ト 属 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で あり 、 オ フ セ ッ ト 
は ロケ ーション カウ ンタ の カレ ント 値 に 等 し く て なり ま す 。 


value パラ メー タ は 、 整 数 、 1 文字 長 か ら 4 文字 長 の 文字 列 定数 、 4 バイ ト の 実数 、4 
バイ ト の コー ド 化 され た 実数 また は 未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (?) に な る 式 で す 。 その 値 が 
整数 か 1 文字 の 文字 列 定数 の 場合 、 ダ プル ワー ド 1 つ を 割当 て 、 式 の 値 に 初期 化し ます 。 
未定 義 主 記憶 オペ ラン ド の 場合 、1 ダ プ ブル ワー ド を 割当 て る ます が 、 初 期 値 は 与え られ ま 
せん 。 実数 の 場合 に は 、 4 バイ ト を 割当 て 、 そ の 数 値 は 80287 形式 の 短 実数 と し て 記憶 さ 
れ ま す 。 
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6.2. 


リロ ケー タプ ブル な value の 場合 、386 | ASM は 、 ア セン プル の ター ゲッ ト CPU の 種類 に 
よっ て 、 別 々 の オプ ジェ クト コー ド を 出力 し ます 。80386 な ら 、 リ ロケ ー タ プ ブル な 式 は 、 
リン カ に よっ て 解析 され る 32 ビ ッ ト の オフ セッ ト と し て 出力 され ます 。8086、80186 ま た は 
80286 の 場合 に は 、 リ ロケ ー タ ブル な 値 は 、16 ビ ッ ト セ グ メ ント セレ クタ を 持つ 16 ビ ッ ト 
オフ セッ ト と し て 出力 され ます 。 これら の 値 は 、 リ ンカ に よっ て 解析 され 、 オ フ セ ッ ト と 
セグ メン ト 部 分 に な り ま す 。 


ライ ン 上 に DD ディ レク ティ プ の あと に 続く 値 が 複数 ある 場合 、 そ れ ら の 値 を コン マ で 区 
切り ます 。 そ れ ぞ れ の 値 は 、 そ れ ぞ れ の ダ プ ル ワ ー ド の メモ リ の 割当 て と 初期 化 を 行い ま 
す 。 


例 : factor DD 10000h 
char1 DD 'A 
char2 DD "ABCD 

DD 10000h#*10h+07Fh 

encreal DD 3F800000r :1.0 
realval DD 1.0E-10 
listval DD 1.2.3.14159, 4. 5 
relocl DD factor 
reloc2 DD OFFSET factor 
unknown DD? 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (9)(6.4 節 )、PUBLIC(7.2 節 ) 


4 DF ディ レク ティ ブ と DP ディ レク ティ ブ 


例 : {namel DF value,... 
tname} DP value,... 


これ ら の ディ レク ティ ブ プ (同義 で あり 、 置 換え 可能 ) は 、 ラ イン 上 の ディ レク ティ プ ブ の 
あと に 続く 値 の リス ト で 、 現 オー プン セグ メン ト 中 の 48 ビ ッ ト の ポイ ンタ ワー ド を 1 つ 以 
上 初期 化し ます 。name (オプ ショ ン の ) 指定 が ある と 、PWORD タイ プ の 変数 が ユー ザ 定 義 
シン ボル テー ブル に 作成 され ます 。 こ の 変数 の セグ メン ト 属 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で 
あり 、 オ フ セ ッ ト は ロケ ーション カウ ンタ の カレ ント 値 に 等 し く な り ま す 。 


value パラ メー タ は 、 6 バイ ト の 整数 、 1 文字 長 か ら 6 文字 長 の 文字 列 定数 、 リ ロケ ー 
タプ ブル な 数 また は 未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (?) と な り ま す 。 そ の 値 が 6 バイ ト の 整数 また 
は 文字 列 定 数 の 場合 、6 バイ ト を 割当 て 、 そ の 指定 数 値 に 初期 化し ます 。 未 定義 主 記憶 オ 
ペラ ンド の 場合 、 6 バ イト を 割当 て ます が 初期 化 は し ませ ん 。 
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その 値 が リロ ケー タプ ブル な 数 の 場合 に は 、32 ビ ッ ト オ フ セ ッ ト と し て 出力 され 、 う し ろ 
に 16 ビ ッ ト セ グ メ ント セレ クタ が 続き ます 。 こ れ ら 値 は 、386 | LINK に よっ て 解析 され 、 再 
配置 可能 な 式 の オフ セッ ト 部 分 と 、 そ の あと に 続く セグ メン ト 部 分 に な り ま す 。 


ライ ン 上 に この ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 が 複数 ある 場合 、 そ れ ぞ れ の 数 値 を コン 
マ で 区 切り ます 。 そ れ ぞ れ の 数 値 は 、 そ れ ぞ れ の 6 バイ トメ モリ の 割当 て と 初期 化 を 行い 


ます 。 


DF ディ レク ティ ブ お よび DP ディ レク ティ プ は 、 ア セン プル の ター ゲッ ト CPU が 80386 で 
ある 場合 に だ け 使 用 で きま す 。 


例 : sixbyte DP 123456789ABCh 
charl DP 'A 
DP 'ABCDEF' 
relocl DF sixbyte 
listval DF 1.2,char1. 4, 5, sixexDr 
unknown DF? 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (9?)(6.4 節 )、PUBLIC(7.2 節 ) 
6.2.5 DO ディ レク ティ ブ 


形式 : {name} DQ value,... 


DQ デ ィ レ クティ ブ プ は 、 ラ イン 上 の ディ レク ティ ブ の あと に 続く 値 の リス ト で 、 現 オー プ 
ン セ グ メ ント 中 の クワ ッ ド ワー ド を (1 クワ ッ ド ワー ド は 8 バイ ト ) 1 つ 以 上 初期 化し ま 
す 。name (オプ ショ ン ) の 指定 が ある 場合 、QWORD タイ プ の 変数 が ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル テ 
ー プ ブル に 作成 され ます 。 こ の 変数 の セグ メン ト 必 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で あり 、 オ フ 
セッ ト は ロケ ーション カウ ンタ の カレ ント 値 と 等 し い 。 


value パラ メタ は 、 8 バイト の 整数 、 1 文字 長 か ら 8 文字 長 の 文字 列 定数 、 8 バイ ト の 
実数 、8 バイ ト の コー ド 化 され た 実数 、 ま た は 未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (?) と な る 。 そ の 
値 が 整数 また は 文字 列 定 数 で ある 場合 、 ク ワッ ド ワ ー ド を 割当 て 、 指 定 の 値 に 初期 化し ま 
す 。 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド の 場合 、 ク ワッ ド ワ ー ド を 割当 る が 初期 値 は 与え られ ませ ん 。 
実数 の 場合 に は 、 8 バイ ト が 割当 て られ その 数 値 は 、80287 形式 の ロン グ 実 数 と し て 記憶 
され ます 。 


ライ ン 上 に ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 が 複数 ある 場合 、 そ れ ぞ れ の 値 を コン マ で 区 
切り ます 。 それぞれ の 値 は 、 そ れ ぞ れ の クワ ッ ド ワー ド メ モ リ の 割当 て と 初期 化 を 行い ま 


す 。 
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例 : quadint  DQ 123456789ABCDEFOh 
char1 DQ ん A 
char2 DQ "ABCDEFGH 
realval DQ 1.0E200 
encreal  DQ 3FF0000000000000r :1.0 
DQ 1.2.3.14159.4.5 
unknown DQ ? 


参照 : DUP(6.3 節 ), 未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (9)(6.4 節 ), PUBLIC(7.2 節 ) 


6.2.6 DT ディ レク ティ ブ 


形式 : tname) DT value,.…. 


DT デ ィ レ クティ プ は 、 ラ イン 上 の ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 の リス ト で 、 現 オー プ 
ン セ グ メ ント 中 の 10 バ イト 単位 の メモ リ を 1 つ 以 上 初期 化し ます 。name (オプ ショ ン ) の 
旨 定 が ある 場合 、TBYTE タイ プ の 変数 を ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル テ ー プ ブル に 作成 し ます 。 こ の 
変数 の セグ メン ト 属 性 は 現 オ ー プ ン セ グ メ ント で あり 、 オ フ セ ッ ト は ロケ ーション カウ ン 
タ の カレ ント 値 に 等 し く な り ま す 。 


value パラ メー タ は 、10 バ イト の 整数 、 1 文字 長 か ら 4 文字 長 の 文字 列 定数 、10 バ イト 
の 実 政 、10 バ イト の コー ド 化 され た 実数 、10 バ イト の パッ ク 10 進 数 、 あ る い は 未定 義 な 主 
記 境 オペ ラン ド (?) と な り ま す 。 そ の 値 が 整数 か 文字 列 定数 の 場合 、10 バ イト を 割当 て 、 
指定 の 数 値 に 初期 化し ます 。 未 定義 主 記憶 演算 子 の 場合 、10 バ イト を 割当 て ます が 初期 化 
は し ませ ん 。 実数 の 場合 、10 バ イト が 割当 て られ その 数 値 は 、80287 形式 の 一 時 実数 と し 
て 記 境 され ます 。 最 後に 、 カ レン ト デ フ ォ ル ト 基 到 が 10 で あり 、 か つ そ の 数 値 の 終り に 基 
数 指定 子 の な い 場 合 、 そ の 数 値 は 10 バ イト の 80287 パッ ク 10 進 数 と し て 記 境 され ます 。 
ライ ン 上 に ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 が 複数 ある 場合 、 それぞれ の 値 は コン マ で 区 
切り ます 。 そ れ ぞ れ の 値 は 、 そ れ ぞ れ 10 バ イト 単位 の メモ リ の 割当 て と 初期 化 を 行い ます 。 


DT デ ィ レ クティ ブ プ は デフ ォ ル ト 基 数 が 10 の 時 、 全 体 が 10 進 数 字 構 成 の 定数 を 、 パ ッ ク 10 
進数 で ある と みな すこ と に 注意 し て くだ さい 。DT デ ィ レ クティ ブ を 使っ て 、10 バ イト の 整 
数 値 を 定義 し た い 場 合 は 、10 進 数 字 構 成 の 整数 で ちる こと を 示す た め に 、 そ の 数 字 の あと 
に 基数 指定 子 "D" を つけ ます 。 
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6.3 


6.4 


例 : tbyteint DT 123456789ABCDEFO1234h 
char1 DT'/ 
DT 'ABCD" 


realval  DT 1.0B1000 
encreal  DT 3FFF8000000000000000r :1.0 


packdec  DT 12345678901234567890 
jistval DT 1.2.3.14159, 4,5 
unknowmn DT? 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (?)(6.4 節 )、PUBLIC(7.2 節 ) 


DUP 演算 子 


形式 : count DUP(value,.……. ) 


DUP 演算 子 は 、 与 えら れ た 初期 値 ま た は 値 の リス ト を 複数 作成 する 特殊 な 目的 の 演算 子 
で す 。count パラ メー タ は 、 値 リス ト の 複製 回 数 を 指定 し ます 。 こ の パラ メー タ は 、 総 対 
整数 値 に な る 式 で あれ ば か まい ませ ん 。 シ ン ボ ル へ の フォ ワー ドリ ファ レン ス は 、 こ の 式 


の 中 で は 誤り で す 。 

value パラ メー タ (また は パラ メタ リス ト ) は 、 括 弧 で くく り ま す 。 こ の パラ メー タ は 
任意 の 有効 な 式 か 、 別 の DUP 演算 子 に する こと も で きま す 。 数 値 を 複数 指定 し た 場合 、 リ 
スト 中 の 各 エ レ メ ン ト は 、 コ ンマ で 区 切り ます 。DUP 当 算 子 の ネス トレ ベル は 17 ま で 許さ 


れ ま す 。 


例 : 複数 個 コ ピー され た 値 を 初期 化す る た め に デー タ 定 言 デ ィ レ クティ プ ブ を 使っ た 
DUP 演算 子 の 使用 方 法 を 次 に 示し ます 。 
DB 500 DUP(?) 
length equ 1000h 
Warray DW length DUP(O) 
stack DB 1024 DUP( STCK') 
alist DD 100 DUP(1,.2, 3.4) 
nestl1 DT 10 DUP(5 DUP(1.0)) 
nest2 DB 5 DUP(1.2 DUP(?)) 


参照 : 未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (?)(6.4 節 ) 
未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (?) 

未定 義 主 記憶 オペ ラン ド (?) は 、 あ る 場所 が アセ ンプ ブル 時 に も つ 値 が 問題 な いこ と を ア 
セン プラ に 示し ます 。 そ の た め 、 初 期 値 は 指定 され ませ ん 。 こ の オペ ラン ド は 、 デ ー タ 宣 


言 デ ィ レ クティ ブ の 値 に 使用 で きる が 、 式 中 で 他 の 値 と の 組合 せ は で きま せん 。 
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6.5 


初期 化し な いで 大 量 の メモ リ の 割当 て を 行う た め に 未定 義 主 記憶 オペ ラン ド を DUP 演 算 
子 と 一 緒 に 使う こと が よく あり ます 。 


例 : DB ? j an undefined byte value 
DD 1.2.9.4.5 : an undefined double word in an array 
DW 500 DUP(9?) : an array Of 500 uninitialized words. 


参照 : DUP(6.3 節 ) 
変数 の 作成 


変数 は 、 ア ドレ ス 必 性 と デー タタ イプ を 持つ ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル で す 。 変数 に は スペ ー 
ス を と る 必要 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 2 個 の 変数 が 同じ メモ リプ ロッ ク を 参照 で きま 
す 。 本節 で は 、 ア セン プラ 定義 デー タタ イプ を 持つ 変数 の 作成 方 法 を 説明 し ます 。 ユ ー ザ 
定義 デー タタ イプ を 持つ 変数 を 作成 する 方 法 は 、6.6 - 6.11 節 で 説明 し ます 。 ま た これ ら 
の 節 で は スト ラク チャ 宣言 と レコ ー ド 宣言 に つい て も 説明 し ます 。 


6.5.1 デー タ 宣 言 ディ レク ティ ブ を 使っ た 変数 の 作成 


デー タ 宣 言 デ ィ レ クティ プ は 、 デ ィ レ クティ ブ の 前 に 変数 名 を 指定 する こと に よっ て 変 
数 を 作成 で きま す 。 こ の 方 法 で 、 ス ペー ス の 割当 て を 必要 と する 変数 を 簡単 に 作成 で きま 
す 。 デー タ 宣 言 デ ア ィ レク ティ プ ブ で 作成 し た 変数 の セグ メン ト 属 性 は 、 現 オー プン セグ メン 
ト で あり 、 オ フ セ ッ ト 必 性 は その ディ レク ティ プ が 処理 され た 時 の ロケ ーション カウ ンタ 
の 数 値 に 等 し く な り ま す 。 


例 : デー タ 富 言 デ ィ レ クティ ブ を 使っ た 変数 作成 方 法 を 以下 に 示し ます 。 こ の 例 は 、 
ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く 値 リ スト の 単純 値 を 使い ます 。 使用 可能 な 値 の 詳 
し い 説 明 は 、 そ れ ぞ れ の ディ レク ティ プ ブ の 項 で 行い ます 。 


bytevar DB? : An undefined byte value. 
wordvar  DW 14+15 : A word with value 29. 
dwordvar DD 1.4 j: Adword variable with a 


j short real value. 
tbytelst DT1.2.3.4.5 :Alist of 5 tbyte Values. 
bytearr DB 1024 DUP(?) : A 1024 byte arraV. 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (9)(6@.4 節 )、PUBLIC(7.2 節 ) 
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6.5.2 LABEL デ ィ レ クティ ブ を 使っ た 変数 の 作成 


形式 : name LABEL type 


LABEL ディ レク ティ ブ も 、 上 述 し た 形式 を 使っ て 変 雪 を 作成 し ます 。name パ ラメ ー タ は 、 
作成 する 変数 名 で あり 、Iype パ ラメ ー タ は 、 ア セン プラ 定義 デー タタ イプ の いずれ か で す 。 
LABEL ディ レク ティ ブ で 作成 し た 変数 の セグ メン ト 局 性 は 、 現 オー プン セグ メン ト で あり 、 
オフ セッ ト 必 性 は その ディ レク ティ ブ が 処理 され た 時 の 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 数 値 に 


等 し く な り ま す 。 


LABEL ディ レク ティ ブ の 処理 時 、 ロ ケー ショ ンカ ウン タ は 変わ ら な い の で 、 こ の ディ レ 
クティ プ ブ で 定義 し た 変数 は 、 ス ペー ス を と り ま せん 。 LABEL デ ィ レ クティ プ ブ は 、 異 な る 方 
法 で 同じ メモ リプ ロッ ク を アド レス する 2 つの 変数 を 作成 する 便利 な 方 法 で す 。 


例 : Varl LABEL word : A word Variable 
Var2 LABEL dword : A double word variable 


: An array which can be accessed as a byte or word 
: array depending On which name 1S USed. 


barray LABEL byte 
warray  DW 512 DUP(?) 


参照 : LABEL(5.2.2 項 )、PUBLIC(7.2 節 ) 


6.5.3 EQU デ ィ レ クティ ブ と 等 号 ( 三 ) ディ レク ティ ブ を 使っ た 変数 の 作成 


形式 : name EQU address expression 
name = addreSS eXDTeSSion 


EQU ディ レク ティ ブ ま た は 等 号 ( 三 ) ディ レク ティ ブ プ の あと に 続く 式 が 、 ア セン プラ 定 
義 デ ー タ タイ プ の 1 つ を 持つ リロ ケー タプ ブル な 数 に な る 場合 、 386 1 ASM は 、 シ ン ボ ル テ 
ー プ ブル に シン ボル を 定数 で は な く 変 数 と し て 入れ ます 。 こ の 方 法 を 使う と 、 任 意 の セグ メ 
ント 必 性 と オフ セッ ト 属 性 を 持つ 変 政 を 作成 で きま す 。name パ ラメ ー タ は 変数 の 持つ 名 前 
で あり 、 一 意 で な けれ ば な り ま せん 。address expression は 、 リ ロケ ー タ ブル な 数 に な り 、 
アセ ンプ ラ 定 義 デ ー タ タイ プ を 持つ 任意 の 式 に な り ま す 。 こ の 変数 は 、 そ の 式 と 同じ セグ 
メン ト 属 性 を 持ち ます 。 


例 : EQU ディ レク ティ プ と = ディ レク ティ ブ を 使っ た 変数 作成 方 法 の 例 を 、 次 に 示 
し ます 。 
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6.6 


Varl 
Var2 


. foo 
Var3 
Var4 


word ptr $ : Aword at the loc. ctr. 
byte ptr varl : Abyte at 【he same 
: address aS Varl. 


5 
foof5 :Abyte5past foo 
THIS dword j: Adword at the loc.ctr. 


参照 : EQU(4.2 節 )、EQU(5.2.3 項 )、=(4.3 節 )、PUBLIC(7.2 節 )、$(9.2.2 項 ) 、 
THIS(9.3.13 項 ) 


EQU ディ レク ティ プ と 等 号 ( ニ ) ディ レク ティ ブ は また 、 命 令 ラ ベル を 作成 し ます 。 デ 
ィ レ クティ ブ の あと に 続く アド レス 式 が 、 デ ー タ タイ プ NEAR ま た は FAR を 持つ 場合 、 命 令 
ラベ ル が 作成 され ます 。 詳細 は 5.2.3 項 を 参照 し て くだ さい 。 


6.5.4 変数 の 参照 


変数 デー タタ イプ は 、 ア セン プラ が 命令 オペ ラン ドサ イズ (バイ ト 数 ) の 決定 と 、 互 換 
性 の な い デ ー タ タイ プ 参 照 の 検出 を 行う の に 使用 され ます 。 


例 : WVvar 
dvar 


LABEL 
DD 
mOV 
mOV 
pop 
movV 
mOVv 
mov 


参照 : PTR(9.3.7 項 ) 


構造 体 定義 


WOrd 

0 

WVar, 1 : mOVe a WOrTd Value 
word PTR dvar,1 :) mOVe 8 WOrd Value 
dvar : pop a double word 
WVar, aX ij Valid statement 


dword PTR wvar,eax : Valid 


WVaT, eaX erTTOYT 


386 | ASM で は プロ グラ マ は 任意 の デー タ 構 造 の 定義 と それ ら 定 義 に 対す る 名 前 の 割当 
て を 行う こと が で きま す 。 任意 の デー タ 構 造 は 1 つ 以 上 の フィ ー ル ド の 集合 で も あり 、 そ れ 
ぞ れ は アセ ンプ ラ 定 義 デ ジー タタ イプ を 持ち ます 。 変 数 の 作成 時 と デー タ の 初期 化 時 、 ア セ 
ンプ ラ デ ー タ 宣言 ディ レク ティ ブ の 代わ り に 、 構 造 体 名 を 使用 する こと が で きま す 。 こ の 
よう に し て 、 任 意 の 構造 体 の 変数 の 作成 と 初期 化 を 行う こと が で きま す 。 構 造 体 フィ ー ル 
ド は また それ に 関連 し た デフ ォ ル ト 値 を 持つ こと が で きま す 。 こ の 値 は 、 構 造 体 の 官 言 時 
に 使用 され る の で 、 宣 言 時 に は 他 の 値 は 与え られ ませ ん 。 
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任意 の 構造 体 定義 の 作成 プリ ロ シ ジ ャ の 説明 を 以降 の 項 で 行い ます 。 構造 体 定義 は それ 自 
体 何 の メモ リ も 割当 て な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 こ の 定義 は 構造 体 に 対す る テン プレ 
ー ト の 作成 と 、 フ ィ ー ル ド の デフ ォ ル ト 値 の セー プ を 行う だ け で す 。 メ モリ を 構造 体 に 割 
当て る に は 、 構 造 体 宣 言 を 使い ます 。 構造 体 宣言 は 、6.7 節 で 説明 し ます 。 


6.6.1 STRUC デ ィ レ クティ ブ 


形式 : name STRUC 


STRUC ディ レク ティ ブ は 、 構 造 体 定義 の 始ま り を マー ク し ます 。name パ ラメ ー タ は 作成 
する 構造 体 名 を 指定 し ます 。 こ れ は 一 意 で な けれ ば な り ま せん 。 構 造 体 定義 は ENDS デ ィ レ 
クティ ブ で 終了 し 、STRUC ディ レク ティ ブ と ENDS デ ィ レ クティ ブ 間 に ある すべ て の 行 は 、 
構造 体 定義 の 一 部 と し て 処理 され ます 。 構造 体 定義 は 、 メ モリ を 割当 て な い の で 、 セ グ メ 
ント プロ ッ ク の 外側 に 置く こと も で きま す 。 


6.6.2 ENDS ディ レク ティ ブ 


形式 : name ENDS 


ENDS デ ィ レ クティ ブ は 、 現 構造 体 定義 を 終了 させ ます 。name パ ラメ ー タ は 、 構 造 体 定義 
を 開始 させ る の に 使わ れ た 名 前 と 同じ で な けれ ば な り ま せん 。ENDS デ ィ レ クティ プ に より 、 
アセ ンプ ラ は 現 ス トラ クチ ャ 定義 を 終了 させ て か ら 、 通 常 の 文 処 理 モ ー ド に 戻り ます 。 

ENDS デ ィ レ クティ ブ (3.8 節 参 照 ) は また オー プン セグ メン ト を クロ ー ズ する こと に 注 
意 し て くだ さい 。 ア セン プラ は 、 構 造 体 が 現在 定義 され て いる か どう か を 基 に 、 ど の 形式 
の ENDS を 指定 する か を 決め ます 。 


参照 : ENDS(3.8 節 ) 
6.6.3 構造 体内 で の フィ ー ル ド 定 義 


形式 : (fieldnamel DB value,.. 
fieldname} DW value,... 
人 fieldname} DD value.... 
ffieldname) DP value,... 
ffieldname} DF Value,... 
ffieldname) DQ value,... 
ffieldname) DT Value,... 
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6.7 


いっ た ん 構造 体 定義 を 開始 する と 、ENDS デ ィ レ クティ プ ブ の 前 に ある すべ て の 文 は コメ ン 
ト か デー タ 官 言 デ ア ィ レク ティ プ で な けれ ば な り ま せん 。 構造 体 内 の デー タ 宣 言 デ ィ レ ク テ 
ィ ブ は 構造 体 フィ ー ル ド (オプ ショ ン ) を 定義 し ます 。 構 造 体 フィ ー ル ド は 、 そ の ディ レ 
クティ プ の デー タタ イプ を 持ち 、 サ イズ は ディ レク ティ ブ の 割当 て る メモ リ 量 に 等 し く な 
り ま す 。 デ ィ レ クティ プ ブ の あと に 続く 値 リ スト は 、 構 造 体 の 宣言 時 、 そ の フィ ー ル ド の デ 
フォ ルト 値 と し て セー プ さ れ ま す 。 


一 般 的 な 構造 体 定義 を 次 に 示し ます 。 


name STRUC 
# definitions for the structure fields go here. 
Iame ENDS 


例 : 平衡 2 進 木 中 の ノー ド に な る 構造 体 : 


node STRUC 

key DD 31 DUP(9?) : The key for the node 

balance DB? : The node's balance factor 
lchild DD ? : Apointer to the left child 
rchild DD ? j:Apointer to the right child 
node ENDS 


無名 フィ ー ル ド と 初期 値 を も つ 構 造 体 : 


Di STRUC 
Sname DB 'PI'.0 j Structure's ID 
DB 0 : Pad byte for alignment 
value DQ 3.1415926 j) Initial Value 
pi ENDS 
構造 体 宣言 


上 述 し た よう に 、 構 造 体 定義 は 、 デ ー タ 用 テン プレ ー ト だ け を 作成 し ます 。 構 造 体 に メ 
モリ を 割当 て 初期 化す る に は 、 構 造 体 宣 言 を 使い ます 。 こ の 節 は 、 1 つま た は 複数 の 構造 
体 の 割当 て と 初期 化 の 方 法 、 お よび 、 構 造 体 変 数 の 作成 方 法 を 説明 し ます 。 
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6.7.1 携 造 体 名 を 使っ た メモ リ の 割当 て 


6.7. 


6.7. 


形式 : fname) structurename < [value,.… } > 


いっ た ん 構造 体 を 定義 する と 、 そ の 構 造 体 名 は 、 ア セン プラ 定義 デー タタ イプ 用 デー タ 
官 言 デ ィ レ クティ ブ と 同じ 方 法 で 使用 で きま す 。 こ の 方 法 で 構造 体 名 を 使用 する と 、 アセ 
ンプ ラ は 、 現 オー プン セグ メン ト 中 の 構造 体 に スペ ー ス を 割当 て る こと が で きま す 。 


name パ ラメ ー タ は 、 オ プシ ョ ン で あり 、 あ れ ば 変数 を 生成 し ます 。 こ の 変数 は 構造 体 の 
シン ボル タイ プ を 持ち 、 ア ドレ ス 属 性 は ロケ ーション カウ ンタ の カレ ント 値 で す 。struc& 
urename パラ メー タ は 、STRUC ディ レク ティ ブ を 使っ て 以前 に 定義 され た 構造 体 名 で す 。 
この structurename パラ メー タ の あと に カギ 括弧 く < > を お か な けれ ば な り ま せん 。 こ の 括 
弧 に は 構造 体 の デフ ォ ル ト の フィ ー ル ド 値 また は イニ シャ ライ ザ の 代わ り を する 値 の リス 
ト (オプ ショ ン ) を 入れ ます 。 初期 化 中 の 構造 体内 で は 1 フィ ー ル ド に つき 1 つの 値 が 誕 
可 さ れ ま す 。 値 が 複数 の 場合 、 コ ンマ で 区 切り ます 。 フ ィ ー ル ド の イニ シャ ライ ザ を 省略 
し た 場合 、 デ フォ ルト の フィ ー ル ド 値 が 使わ れ ま す 。 


2 イニ シャ ライ ザ 

386 1 ASM は 、 初 期 化 で きる 構造 体 フ ィ ー ル ド の タイ プ を 制限 し ます 。 単 一 の 値 また は 
定数 文字 列 で ある 構造 体 フ ィ ー ル ド だ けが 、 イ ニシ ャ ライ ザ に その デフ ォ ル ト 値 を 変更 さ 
せる こと が で きま す 。 値 の り ス ト か DUP で 割当 て た 複数 値 を 持つ フィ ー ル ド は 、 構 造 体 の 
割当 て 時 、 初 期 化 する こと は で きま せん 。 定数 文字 列 の 値 は 、 そ の 文字 列 長 範囲 内 な ら 何 
バイ ト で も 置換 える こと が で きま す 。 イ ニシ ャ ライ ザ が 、 置 換え て いる 文字 列 よ り 小 さい 
場合 フィ ー ル ド の 後 の バ イト は 、 ス ペー ス (20h) で 埋め られ ます 。 


3 DUP 演算 子 を 使っ た 多重 構造 体 の 作成 
形式 : (name) structurename count DUP (< value,.. } >) 
DUP 当 算 子 を 使う と 、 同 一 の 初期 値 セッ ト を 使用 し た 複数 の 構造 体 の 作成 が で きま す 。 
その 宣言 形式 は 、 デ ー タ 宣言 ディ レク ティ プ ブ の 場合 に 使用 し た の と 類似 し て いま す 。 
count パラ メー タ は 、 い くつ の 構造 体 を 作成 する か を 386 1ASM に 知ら せま す 。 イ ニシ 
ャ ライ ザ リ ス ト (オプ ショ ン ) が 、DUP 演算 子 の あと に 続く 括弧 内 に 現われ ます 。 イ ニシ 
ャ ライ ザ リ ス ト に 使用 で きる 値 は 、DUP 演算 子 の 使用 が され て いな い 場 合 と 同じ で す 。 
例 : 構造 体 の 定義 と 宣言 の 例 を いく つか 示し ます 。 


node STRUC 


key DB 31 DUP(?) : Cannot be initialized 
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balance DBO j: Can be initialized 


1child DD ? , Can be jinitialized 
rchild DD ? j, Can be initialized 
node ENDS 


j: create a node using the structure s default values 
nodel node<> 


jcreate anodeand set the balance factor to 0 
node2 node<, 0> 

jcreate anodeand set the balance factor to 0 and 
j: the child pointers to two other nodes 

node3 node<, 0, nodel, node2> 


j create 20 nodes with a balance factor of 0 and 
j NULL child pointers 
nodearray node 20 DUP(<, 0.0, 0>) 


pi STRUC 
name DB 'PISTRUCT' : Can be initialized 

DB 0 : Can be initialized 
value DOQ 3.1415926 : Can be initialized 

DB 1.2,3,.4 , Cannot be initialized 
pi ENDS 


j: Create an instance uSing the default field values. 
: Do not create a Variable. 
Di <> 


, Create an instance and override the structure's name 
j and value fields. 
newDi pi ぐ NEWPI',,3.1748> 


j Create an array of 10 instances of the structure 
: With no name and all fields zero except 【he last one 
: which uses the default. 


piarray pi 10 DUP( ぐ 「',0.0.0>) 


参照 : DUP(6.3 節 )、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (?)(6.4 人 節 )、STRUC(6.6.1 項 ) 
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6.8 構造 体 の 参照 


構造 体 変 米 は 、 ア ドレ ス (セグ メン ト と オフ セッ ト ) 属性 を 持つ が 、 デ ー タ タイ ブ を 持 
ち ま せ ん 。 構造 体 中 の 個々 の フィ ー ル ド は 、 構 造 体 フィ ー ル ド 演 算 子 を (9.3.9 項 参 照 ) 
使う と きわ め て 簡単 に 参照 で きま す 。 式 の デー タタ イプ は フィ ー ル ド の デー タタ イプ か ら 
得 ら れ ま す 。 構造 体 フィ ー ル ド 演 算 子 は 、 構 造 体 中 の フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト を その 構造 体 
アド レス に 加え 、 構 造 体 フィ ー ル ド の 正しい アド レス を 得 ます 。 


例 : farp STRUC 


offs DD ? , Offset in segment 
segsel DW 9 j Se8ment selector 
farp ENDS 

dseg SEGMENT word public 

ptrarray farp 10 DUP (< 0.dseg>) 

dseg ENDS 


CSe& SEGMENT word public 


mOV ax,Dtrarray.Segsel : load lst ptr 
mOV 6S, 8X jin array into 
mOV edi.ptrarray.Offs : BS:EDI 

mOV ebx, OFFSET ptrarray : load ptr to 2nd 
add ebx. SIZE farp j) StruC in array 
mOV ax, [ebx] .segsel : load 2nd ptr 
mOV fs, ax ij in array into 
mOV esi, [ebx] .offs j FS:ESI 

CSe8 ENDS 


参照 : SIZE(9.3.4 項 )、 構 造 体 フィ ー ル ド 演 算 子 (9.3.9 項 ) 
6.9 RECORD ディ レク ティ ブ 
形式 : name RECORD fname:width { = expr」 
RECORD ディ レク ティ ブ を 使う と 、 プ ログ ラマ は 8 ビッ ト 、16 ビ ッ ト 、 ま た は 32 ビ ッ ト 
の 値 を 名 前 付き の 各 サ プ フ ィ ー ル ド に 分 散 で きま す 。 そ れ ぞ れ は 、 任 意 の ビッ ト 幅 を 持ち 


ます 。 レコード の 作成 時 に デフ ォ ル ト 値 と し て 使わ れる 初期 値 を 各 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド に 与 
える こと も で きま す 。 
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name パ ラメ ー タ は 、 定 義 中 の レコ ー ド に 名 前 を 割当 て ます 。 こ の 名 前 は 一 意 で な けれ ば 
な り ま せん 。 各 フィ ー ル ド 定 義 は 、 独 自 の フィ ー ル ド 名 と フィ ー ル ド 幅 を 持ち 、 こ れ ら は 
コロ ン で 区 切ら れ て いま す 。 デ フォ ルト フィ ー ル ド 値 (オプ ショ ン ) が 指定 され て いる 場 
合 、 フ ィ ー ル ド 幅 の 直後 に 置き 、 前 に は 等 号 を 置き ます 。 フ ィ ー ル ド 定 義 が 複数 ある 場合 
は コン マ で 区 切り ます 。 


デフ ォ ル ト フ ィ ー ル ド 値 は 、 式 に よっ て 指定 され ます 。 こ の 式 は 指定 され た フィ ー ル ド 
幅 に 合っ た 小さ い 定 数 値 で な けれ ば な り ま せん 。 デ フォ ルト 値 の 指定 が な い 場 合 、 フ ィ ー 
ルド に デフ ォ ル ト 値 0 が 与え られ ます 。 


レコ ー ド 内 の フィ ー ル ド は 左 か ら 右 へ 割当 て られ 、 先 頭 フ ィ ー ル ド は ディ レク ティ プ ブ の 
あと に 続く よう に 、 レ コー ド 中 の 左端 ビッ ト を 使い ます 。 後続 フィ ー ル ド も レコ ー ド の 残 
り の ビッ ト で 左 か ら 右 に 割当 て られ ます 。 


386 | ASM は 、 次 の 規則 で レコ ー ド 定義 を 処理 し ます 。 

1) レコ ー ド 内 の 全 フ ィ ー ル ド の 合計 サイ ズ (単位 : ビッ ト ) が 計算 され 、 そ の レコ ー 
ド の サイ ズ が 指定 され ます 。 レ コー ド の サイ ズ は 、 8 ビッ ト 、16 ビ ッ ト ま た は 32 ビ 
ッ ト で す (32 ビ ッ ト の レコ ー ド は 、 タ ー ゲ ッ ト CPU が 80386 で ある 場合 に だ け 使 用 
で きる ) 。 ア セン プラ は 、 全 レコ ー ド が お さま る サイ ズ の 中 で 最小 の も の を 指定 し 
ます 。 

2) 次 に 、 フ ィ ー ル ド 用 の ビッ ト オ フ セッ ト を 指定 し ます 。 上 述 し た よう に レコ ー ド 中 
の フィ ー ル ド は 、RECORD デ ィ レ クティ ブ プ の あと に 続い て 、 順 に 左 か ら 右 に 割当 て ら 
れ ま す 。 フ ィ ー ル ドサ イズ の 合計 が 、 そ の レコ ー ド を 完全 に 埋め る こと が で き な い 
場合 、 フ ィ ー ル ド は 右 に シフ ト さ れ ま す 。 こ れ に より 最終 フィ ー ル ド の 最終 の ビッ 
ト が 、 そ の レコ ー ド の ビッ ト ゼ ロ の 位置 に きま す 。 未 使用 の 上 位 ビ ピット は 、 ゼ ロ に 
セッ ト さ れ ま す 。 


レコ ー ド 定義 自体 は メモ リ を 割当 て な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 こ の 定義 は 、 た だ レ 
コー ド に 対す る テン プレ ー ト の 作成 と フィ ー ル ド の デフ ォ ル ト 値 の セー プ を 行い ます 。 レ 
コー ド に メモ リ を 割当 て る に は 、 レ コー ド 富 言 を 使い ます 。 レコ ー ド 宣言 に つい て は 6.10 
節 で 説明 し ます 。 レコ ー ド 定義 は メモ リ を 割当 て な い の で 、 必 要 な ら ば 、 セ グ メ ント プロ 
ッ ク の 外側 に 置く こと が で きま す 。 


例 : RECORD デ ィ レ クティ プ ブ の 例 と 、 こ の ディ レク ティ プ に よっ て 作成 され る レコ ー 


ド フ ィ ー ル ド の メモ リ 中 で の 構成 方 法 の 例 を 、 そ れ ぞ れ 以 下 に 示し ます 。 フィ 
ー ル ド の デフ ォ ル ト 値 に つい て も メモ リ レ イ アウ ト の 中 に 示し ます 。 
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6.10 





: An 8-bit record with two 4 bit fields 


reC1 RECORD fieldl:4, field2:4 
Bit Number 7 4 3 0 
Field Name Field 1 Field 2 


: A 16-bit record which only uses 9 bits. The middle 
j field has a default value 0f 3. 


rec2 RECORD hibits :3.midbits:3=3, lobits:3 

Bit Number 15 8 7 

5 納 隊 当 還 肖 隔 当 
Field Name hibits midbits lobits 


: A 32-bit record which is made up of three one-byte 
j fields having default values of A B, and (. 


rec3 RECORD chl : 8:A, ch2 : 8=B',ch93 : 8=C' 
BiL Number 31 24 23 16 15 
Field Name 

レコ ー ド 宣言 


レコ ー ド 定義 も スト ラク チャ 定義 の よう に 、 デ ー タ 用 の テン プレ ー ト だ け を 作成 し ます . 
レコ ー ド に メモ リ の 割当 て と 初期 化 を 行う に は 、 レ コー ド 宣 言 を 使い ます 。 この節 で は 、 上 
1 つま た は 複数 の レコ ー ド の 割当 て と 初期 化 の 方 法 お よび レコ ー ド 変数 の 作成 方 法 を 説明 
し ます 。 
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6.10.1 レコ ー ド 名 を 使っ た メモ リ の 割当 て 
形式 : {name) recordname< {value,.. } > 


いっ た ん レコ ー ド が 定義 さき れる と 、 そ の レコ ー ド 名 は 、 ア セン プラ 定義 デー タタ イプ 用 
の デー タ 宣 言 デ ィ レ クティ プ ブ と 同じ よう な 方 法 で 使用 で きま す 。 こ の 方 法 で レコ ー ド 名 を 
使う と 、 ア セン プラ は 、 現 オー プン セグ メン ト 中 に レコ ー ド の た め の ス ペー ス を 割当 て ま 
す 。 割当 て る スペ ー ス 量 は 、 レ コー ド 中 の フィ ー ル ド の 合計 サイ ズ に 従っ て 、 1 バイ ト 、 
2 バイ ト ま た は 4 バイ ト に な り ま す 。 


name パ ラメ ー タ は 、 オ プシ ョ ン で あり 、 あ れ ば 、 変 数 を 生成 し ます 。 こ の 変数 の シン ボ 
ル タ イ プ は レコ ー ド で 、 ア ドレ ス 属 性 は ロケ ーション カウ ンタ の カレ ント 値 で す 。 さ ら に 、 
レコ ー ド 変数 は 、 レ コー ドサ イズ が 1 バイ ト 、 2 バイ ト ま た は 4 バイ ト か に よっ て 、BYTE, 
WORD ま た は DWORD タイ プ の 変数 と し て 参照 され ます 。recordname パ ラメ ー タ は 、RECORD デ 
ィ レ クティ プ で 定義 され た レコ ー ド 名 で す 。recordnane パ ラメ ー タ の あと に は カギ 括弧 く 
> を 置き ます 。 こ れ に は レコ ー ド の デフ ォ ル ト フ ィ ー ル ド 値 の 代わ り に 使わ れる 値 の り ス 
ト (オプ ショ ン ) を 入れ ます 。 初期 化 中 の レコ ー ド 内 に 1 フィ ー ル ド に つき 1 つの 値 を 使 
用 で きま す 。 値 が 複数 ある 場合 は コン マ で 区 切り ます 。 フ ィ ー ル ド の イニ シャ ライ ザ を 省 
略し た 場合 は 、 定 義 時 に 与え られ た デフ ォ ル ト 値 が 使わ れ ま す 。 


レコ ー ド フィ ー ル ド の イニ シャ ライ ザ は 、 絶 対人 徒 で な けれ ば な り ま せん 。 ま た 初期 化す 
る フィ ー ル ド の 幅 に も 合わ な けれ ば な り ま せん 。 イ ニシ ャ ライ ザ が リロ ケー タプ ブル か 、 そ 
の フィ ー ル ド に は 大 きす ぎる 場合 は 、 エ ラー が 通知 され 、 代 わり に フィ ー ル ド の デフ ォ ル 
ト 値 が 使わ れ ま す 。 


6.10.2 DUP 演算 子 を 使っ た 複数 レコ ー ド の 作成 

形式 : {name} recordname count DUP(< lvalue..… } >) 

DUP 演算 子 を 使っ て 、 そ れ ぞ れ が 同一 の 初期 値 セ ッ ト を 持つ 複数 の レコ ー ド を 作成 で き 
ます 。 この 宣言 の 形式 は 、 デ ー タ 宣言 ディ レク ティ プ ブ で 使わ れる 形式 と 同じ で す 。 count 
パラ メー タ は 、 386 | ASM に 、 作 成す る レコ ー ド の 数 を 知ら せる の で 、 イ ニシ ャ ライ ザ リ 
スト (オプ ショ ン ) が DUP 演算 子 の あと に 続く 括弧 内 に 現われ ます 。 イ ニシ ャ ライ ザ リ ス 
ト に 使用 で きる 値 は 、DUP 演算 子 を 使用 し な か っ た 場合 と 同じ で す 。 

例 : recl RECORD fieldl:4,field2:4 

ja One-byte record using default values(in 【his 


: CaSe, 2Z6rO SinCce no defaults were giVen). 
bytel recl <> 
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: aone-byte record wih the low nibble equal to 3 


byte2 recl く 3> 


: a one-byte record with value 12h 
byte4 recl <1.2> 


: ten one-byte recordS with value 34h 
bytearray recl 10 DUP (<3.4>) 


rec3 RECORD chl:8='A',ch2:8= B', ch3:8='C 


ja 32-bit record with value 00000043h 
dword1 rec3<0, 0> 


ji a 32-bit record with value 00123456h 
dword2 rec3 <10h+2, 4#12+4. 56h> 


参照 : DUP(6.3 節 ) 、 未 定義 主 記憶 オペ ラン ド (9?)(6.4 節 )、RECORD(6.9 節 ) 


レコ ー ド の 参照 


レコ ー ド 変数 は アド レス (セグ メン ト と オフ セッ ト ) 属性 を 持ち ます 。 こ れ ら の 変数 は 、 
その サイ ズ が 8 バイ ト 、16 バ イト 、 ま た は 32 ビ ッ ト か に よっ て BYTE、WORD、DWORD 変数 
と し て 参照 され ます 。WIDTH 演算 子 は 、 レ コー ド か レコ ー ド フィ ー ル ド ビ ッ ト 幅 を 得る の 
に 使わ れ ま す 。MASK 演 算 子 は 、 レ コー ド 中 の 定義 され た ビッ ト ま た は 単 一 フィ ー ル ド に 対 
する ビッ トマ スク を 得る の に 使わ れ ま す 。3S1IZE 六 算 子 は 、 レ コー ド の サイ ズ を バイ ト (1、 
2、4、 バ イト ) で 示し ます 。 


例 : flags RECORD inuse:1. type:4 
farray flags 10 DUP <0.0>) 
flasg2 PROC near 


mOV al,farray+SIZEflags : load 2nd 
j flag byte 
test al.MASK inuse j call type 
2 #not-used ij Check routine 
cal1 type-chk j if in use 
#not-uSed: 
ret 
flag2 ENDP 


参照 : WIDTH(9.3.5 項 )、MASK(9.3.5 項 )、SIZE(9.3.4 項 ) 
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ーー ーー 
- グロ ー バ ル シ ン ボル 定義 





7.1 は じ め に 


大 きい プロ グラ ム を いく つか の モジ ュー ル に 分 割 し て 、 別 々 に アセ ンプ ブル する こと が し 
ば し ば 必要 に な り ま す 。 別々 に アセ ンプ ブル す る 時 の 問題 は 、 プ ログ ラム 全体 で アク セス 可 
能 で あっ た サ プ ル ー チ ン と デー タ が 、 ア セン プル 後 は 定義 され て いる モジ ュー ル 内 で し か 
アク セス 可能 で な いこ と で す 。 グ ロー バル シン ボル 管理 ディ レク ティ プ は 、 変 数 、 命 令 ラ 
ベル 、 お よび 絶対 定数 を 、 1 つの モジ ュー ル か ら プ ログ ラム の 他 の モジ ュー ル で 参照 で き 
る よう に する こと に よっ て 、 こ の 問題 を 解決 し ます 。 


PUBLIC デ ィ レ クティ プ は 、 ア セン プル 中 の モジ ュー ル 内 の シン ボル 値 を 他 の モジ ュー ル 
に も 有効 に する の に 使わ れ ま す 。EXTRN ディ レク ティ プ は 別 の モジ ュー ル 中 で 定義 され た 
シン ボル 値 を 参照 する の に 使わ れ ま す 。 こ れ ら の ディ レク ティ ブ の 形式 と オペ レー ショ ン 
を さら に 詳し く 以 下 に 説明 し ます 。 


外部 シン ボル の 参照 に 出会う と 、 ア セン プラ は 式 中 で その シン ボル に 対し て ゼロ を 与え 、 
ファ イル 中 の その 位置 で その シン ボル が 参照 され た 事実 を 記録 し ます 。 モ ジュ ー ル 用 オプ 
ジェ クト ファ イル の 組合 せ 時 、386 | LINK は 、 そ の 式 に 、 外 部 シン ボル の 実際 の 値 を 与え 
ます 。 

7.2 PUBLIC ディ レク ティ ブ 


形式 : PUBLIC name,.. 


PUBLIC デ ィ レ クティ プ は 、 ア セン プ ブル 中 の モジ ュー ル で 定義 され た 1 つま た は 複数 の シ 
ン ボ ル の 値 を 、 他 の モジ ュー ル に も 使用 で きる よう に し ます 。 name パ ラメ ー タ は 変数 に も 、 
命令 ラベ ル に も 、 絶 対 定数 に も な り ま す 。 
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シン ボル を パプ リッ ク と し て 定義 し て も 、 そ の 定義 し て いる モジ ュー ル の 中 の 使用 方 法 
に は 何ら 影響 し ませ ん 。 モ ジュ ー ル の 中 で は 、 この シン ボル は ロー カル シン ボル と 同じ に 
扱わ れ ま す 。 た だ 1 つ 異 な る 点 は 、 そ の シン ボル に つい て の 追加 の 情報 が 、 ア セン プラ オ 
プ ジ ェ クト 出力 ファ イル に 記録 され 、 こ の 追加 情報 に よっ て 386 | LINK は シン ボル に 対す 
る 参照 を 解決 する こと が で きる 点 で す 。 


1 つの グロ ー バ ル シ ン ボル に は 、PUBLIC 定 義 が 1 つ だ け 存 在 し な けれ ば な り ま せん 。 復 
数 の モジ ュー ル で 、 あ る シン ボル が パプ リッ ク と し て 定義 され る と 、386 | LINK は シン ボ 
ル 定 義 の 重 抜 を 通知 し ます 。 


例 : 異な る シン ボル の 値 を 、 他 の モジ ュー ル に 使用 で きる よう に する 方 法 を 次 に 示 
し ます 。 


PUBLIC cl1, c2, v1. vV2. 11, 12, 13 


c1 EQU 1000h 

c2 = hi 

v1 DW 10FFh 
V2 LABEL word 


11: 
12 LABEL near 
13 PROC far 


参照 : EXTRN(7.3 節 ) 
7.3 EXTRN デ ィ レ クティ ブ 
形式 : EXTRN name:type,..…. 


EXTRN ディ レク ティ ブ プ は 、 シ ン ボ ル name が アセ ンプ ブル 中 の モジ ュー ル の 外 で 定義 され 、 
type と いう デー タタ イプ を 持つ こと を アセ ンプ ラ に 知ら せま す 。 こ の 型 指定 子 は 、 ア セン 
プラ 定義 デー タタ イプ 、 ス トラ クチ ャ 定義 名 か レコ ー ド 定義 名 、 も し く は キー ワー ド ABS 
の いずれ か で す 。ABS は 、 シ ン ボ ル が 絶対 定数 で ある こと を 示し ます 。 有効 な 型 指定 子 の 
リス ト を 次 に 示し ます 。 

BYTE 

WORD 

DWORD 
PWORD/FWORD 
QWORD 
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7.4 


TBYTE 

NEAR 

FAR 

ABS 
Structurename 
reCOrdname 


シン ボル の 値 は リン ク 時 まで は わか り ま せん が 、 ア セン プラ は 、 定 義 し て いる EXTRN 文 
の 位置 に よっ て 、 変 類 と ラベ ル 用 の セグ メン ト を 仮定 し ます 。EXTRN ディ レク ティ ブ プ が セ 
グ メ ント プロ ッ ク 内 部 に ある 場合 、 そ れ に よっ て 定義 され る すべ て の 変数 と ラベ ル は 、 そ 
の セグ メン ト 内 に ある と 仮定 され ます 。 ア セン プラ は 必要 で あれ ば オー バー ライ ドバイ ト 
を 生成 し ます 。 デ ィ レ クティ プ が セグ メン ト プ ロ ッ ク 中 に な い 場 合 は 、 そ れ に よっ て 定義 
され る ラベ ル と 変数 は 、 特 定 の セグ メン ト 中 に は な いと 仮定 され ます 。 この 場合 に は 、 ア 
セン プラ は 、 そ れ ら を 参照 する の に オー バー ライ ドバイ ト を 生成 する 必要 は な いと 判断 し 
ます 。 い ずれ の 場合 も 、 式 関連 の セグ メン ト は 、 必 要 な ら ば 、 セ グ メ ント オー バー ライ ド 
演算 子 で 指定 する こと が で きま す 。 


例 : 現 モ ジュ ー ル の 外部 変数 、 外 部 ラベ ル 、 外 部 定数 を 参照 する 方 法 を 次 に 示し ま 
す 。 


EXTRN number:WORD, scale:ABS, print-num:NEAR 
foo PROC near 


IOV aX, number j Get the number. 
add axX,. Scale j Scale it. 
call Drint_-num , And print itsS Value 
ret 1 
foo ENDP 


参照 : PUBLIC(7.2 節 )、 セ タグ メ ント オー バー ライ ド (9.3.10 項 ) 
外部 シン ボル を パブ リッ ク と し て 再 定義 する 方 法 


386 | ASM で は 、 外 部 シン ボル と 定義 され た シン ボル を アセ ンプ ル 中 の モジ ュー ル 内 の 
パプ リッ クシ ン ボ ル と し て 再 定義 で きま す が 、 こ れ に は 一 つの 制約 が あり ます 。 制約 と は 、 
それ を 外部 シン ボル と 宣言 し た ライ ン と その 定義 を パプ リッ ク に 変え た ライ ン と の 間 で は 
シン ボル の 参照 は で き な い こと で す 。 す な わ ち 、 い っ た ん 外部 シン ボル を モジ ュー ル 内 で 
参照 する と 、 そ の 定義 は 外部 シン ボル と し て ロッ ク さ れ 、 変 更 で きま せん 。 ア セン プラ エ 
ラー を 避け る に は 、 次 の 手順 で 外部 シン ボル を パプ リッ ク に 正しく 再 定義 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 
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EXTRN foo:near : External Definnition. 
: foo cannot be referenced here. 
PUBLIC foo j Redefintion as a Dublic. 


: foo CAN be referenced here, and will follow 
: the normal rules for forward references 

: (the data type specified in the EXTRN is 

: removed by the PUBLIC redefinition). 


foo PROC NEAR : Actual declaration of foo0. 
: foo can be referenced here. 


シン ボル の EXTRN 官 言 、 そ の PUBLIC 再 定義 、 お よび それ の 参照 と いう この 順序 を くず す 
と 、 い ずれ も エラ ー と みな され ます 。 


この 機能 を 使う と 、 大 規模 シス テム の イン ター フェ イス 定義 が より 簡単 に な り ま す 。 シ 
ステ ム に お ける 全 モ ジュ ー ル 用 の グロ ー バ ル 変 数 と エン トリ ポイ ント は 、 全 モジ ュー ル に 
含ま れる 一 つの ヘッ ダフ ァイル 中 で 外部 シン ボル と し て 定義 され ます 。 各 モジ ュー ル に は 、 
この 外部 定義 ファ イル が 含ま れ 、 モ ジュ ー ル 中 に 実際 定義 され て いる シン ボル の た め の PU 
BLIC 定 義 が 後に 続き ます 。 し た が っ て 、 各 モジ ュー ル は 参照 | よう と する 外部 シン ボル を 
宣言 する 必要 は な く 、 す べ て の モジ ュー ル は 、 シ ステ ム 中 の 全 グ ロー バル を 定義 する た め 
の ヘッ ダフ ァイル 1 個 を 持ち ます 。 
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第 


っ アセ ン ブ ラ 制御 
時 ディ レク ティ ブ 





8.1 


6.2 


8.2. 


8.2. 


は じ め に 


アセ ンプ ラ 制 御 デ ィ レ クティ プ ブ は 、 全 アセ ンプ ブル に 対し て グロ ー バ ル な パラ メー タ を 変 
更 し ます 。 こ の 章 で は 、 命 令 セ ッ ト 制 御 デ ィ レ クティ プ 、 リ ステ ィング ファ イル 制御 ディ 
レク ティ プ ブ 、 条 件 付き ディ レク ティ プ 、 お よび その 他 の 制御 ディ レク ティ ブ を 説明 を し ま 
す 。 


命令 セッ トディ レク ティ ブ 

命令 セッ トディ レク ティ プ は 、 ア セン プル の ター ゲッ ト CPU と 演算 プロ セッ サ を 指定 し 
ます 。 ア セン プラ ディ レク ティ ブ と 命令 ニュ ー モ ニッ ク に よっ て は ター ゲッ ト CPU に 固有 
の も の が あり これ ら の ディ レク ティ プ ブ に よっ て 使用 可能 使用 不能 に な り ま す 。 ソ ー ス フ 
ァイル の 中 に 現れ る 命令 セッ トディ レク ティ プ は 、 コ マン ドラ イン で 指定 され た 値 を すべ 
て 無効 に し ます 。 し か し 、 こ れ ら の ディ レク ティ プ は モジ ュー ル の 先頭 セグ メン ト の 定義 
より も 前 に 指定 する こと が 必要 で す 。 

参照 : 命令 セッ トス イッ チ (2.2.5 項 ) 

1 .8086 ディ レク ティ ブ 

形式 : .8086 

-80866 デ ィ レ クティ プ は 、 ア セン プル の ター ゲッ ト CPU を 8086 ま た は 8088 に 指定 し ます 。 
80186、80188、80286 また は 80386 に 固有 の 命令 は すべ て 無効 と な り 、 そ の モジ ュー ル 内 
で 定義 され た セグ メン ト は すべ て 16 ビ ッ ト ロ ー ケ ーション カウ ンタ を 使い ます 。 こ の ディ 
レク ティ プ ブ の 処理 後 、386 | ASM は 8086 ア セン プラ に な り ま す 。 
2 .186 ディ レク ティ ブ 


形式 : .186 
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_186 デ ィ レ クティ ブ プ は 、 ア セン ブル の ター ゲッ ト CPU を 80186 また は 80188 に 指定 し ま 
す 。 80286 また は 80386 に 固有 の 命 信 は すべ て 無効 と な り 、 そ の モジ ュー ル 内 で 定義 され 
た セグ メン ト は すべ て 16 ビ ピット ロー ケー ショ ンカ ウン タ を 使い ます 。 


8.2.3 .286 ディ レク ティ ブ と .286c ディ レク ティ ブ 


形式 : .286 
.286c 


.286 デ ィ レ クティ ブ と .286c ディ レク ティ ブ は 同義 で あり 、 置 き 換 えて 使用 で きま す 。 
この ディ レク ティ ブ プ は 、 ア セン ブル の ター ゲッ ト CPU と し て 80286 を 選択 し ます が 、 保 護 
命令 を 有効 に は し ませ ん 。 80386 に 固有 の 命令 は すべ て 無効 と な り 、 そ の モジ ュー ル で 定 
義 さ れ た セグ メン ト は すべ て 16 ビ ッ ト ロ ー ケ ーション カウ ンタ を 使い ます 。 


8.2.4 .286p ディ レク ティ ブ 


形式 : .286p 


.286p ディ レク ティ ブ プ は 、 ア セン プリ 用 ター ゲッ ト CPU を 80286 に 指定 し 、 ま た 保護 命 
令 を 使用 可能 に し ます 。80386 固有 の 命令 は すべ て 無効 と な り 、 そ の モジ ュー ル で 定義 さ 
れ た セグ メン ト は すべ て 16 ビ ッ ト ロ ー ケ ーション カウ ンタ を 使い ます 。 


.286p ディ レク ティ ブ プ は 、 う し ろ に .PROT ディ レク ティ プ が ある .286 デ ィ レ クティ ブ と 
等 価 で す 。 


8.2.5 .386 ディ レク ティ ブ と .386c ディ レク ティ ブ 


形式 : .386 
-986c 


.386 デ ィ レ クティ プ ブ と .386c ディ レク ティ ブ は 同義 で あり 、 置 き 換 えて 使用 で きま す 。 
これ ら の ディ レク ティ ブ は 、 ア セン プリ 用 ター ゲッ ト CPU に 80386 を 指定 し ます が 、 保 護 
命令 を 使用 可能 に は し ませ ん 。 タ ー ゲ ッ ト CPU が 80386 の 場合 、 セ グ メ ント の デフ ォ ル ト 
使用 タイ プ は USE32 で あり 、32 ビ ッ ト ロ ー ケ ーション カウ ンタ が 使わ れ ま す 。 


80386 の 非 プ ロ テ ク ト 命 令 セ ッ ト は 、386 1 ASM に よっ て 使用 可能 と な る デフ ォ ル ト 命 


令 セ ッ ト で す 。 ソ ー ス ファ イル に 命令 セッ トディ レク ティ プ が な く 、 コ マン ドラ イン 上 に 
命令 セッ トス イッ チ が な い 場 合 、80386 非 プ ロ テ ク ト 命 令 セッ ト が 使用 可能 に な り ま す 。 
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8.2. 


8.2. 


8.2. 


8.2. 


6 .386p ディ レク ティ ブ 

形式 : .986D 

.386p ディ レク ティ ブ プ は 、 ア セン プル の ター ゲッ ト CPU を 80386 に 指定 し 、 保 護 命令 を 
使用 可能 に し ます 。 セ グ メ ント の デフ ォ ル ト 使 用 タイ プ は USE32 で あり 、32 ビ ッ ト ロ ー ケ 
ーション カウ ンタ が 使わ れ ま す 。 


.386p ディ レク ティ プ に は 、.PROT ディ レク ティ ブ (後述 し と てい る) が ある .386 デ ィ レ 
クティ プ ブ と 等 価 で す 。 


7 .PROT ディ レク ティ ブ 

形式 : .PROT 

.PROT ディ レク ティ プ は 、 ア セン プル の ター ゲッ ト CPU を 変更 せ ず に 保護 命令 を 使用 可 
能 に し ます 。 ターゲット CPU が 80286 か 80386 の 時 だ け こ の ディ レク ティ プ ブ を 使う 意味 が 
あり ます が 、8086 か 80186 時 に 使っ て も 、 影 響 な く 処 理 さ れ ま す 。 
8 .8087 ディ レク ティ ブ 


形式 : .8087 


・8087 ディ レク ティ プ ブ は 、8087 浮 動 小 数 点 コ プロ セッ サ 命 令 セ ッ ト を 使用 可能 に し ます 。 
この ディ レク ティ プ は アセ ンプ ル の ター ゲッ ト CPU の 変更 は し ませ ん 。 


9 .287 ディ レク ティ ブ 


形式 : .287 


.287 デ ィ レ クティ プ ブ は 、80287 浮動 小数 点 プ ロ セ ッ サ 命令 セッ ト を 使用 可能 に し ます 。 
この ディ レク ティ プ は アセ ンプ ル の ター ゲッ ト CPU の 変更 は し ませ ん 。8087 と 80287 と の 
命令 セッ ト の 違い は 、80287 に は FSETPM 命 令 が ある こと で す 。 ま た 、FENI 命 令 と FDISI 命 令 
は 、 タ ー ゲ ッ ト CPU が 80287 で あれ ば 、 オ プ ジ ェ クト コー ド を 生成 し ませ ん 。 


80287 が 選択 され た 時 の 重要 な 違い は 、 タ ー ゲ ッ ト CPU が 80286 か 80386 で あり 、 か つ 
ター ゲッ トコ プロ セッ サ が 80287 の 場合 、 3861ASM は 浮動 小数 点 命令 の 前 に FWAIT 命令 
を 生成 し な いこ と で す 。 そ の 理由 は 、 浮 動 小 数 点 操 作 が プロ セッ サ に よっ て 同期 化 さ れ 、 
FWAIT 命令 が 不要 に な る か ら で す 。 
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8.2.10 .387 ディ レク ティ ブ 


形式 : .387 


-387 デ ィ レ クティ ブ は 、 浮 動 小数 点 コ プロ セッ サ 命 令 セッ ト を 使用 可能 に し ます 。 こ の 


ディ レク ティ プ ブ プ は アセ ンプ ブル の ター ゲッ ト CPU を 変更 し ませ ん 。 リ ファ レン ス 9 で 指定 し 
た すべ て の 命令 が サポ ー ト され ます 。 


8.3 リス ト フ ァイル 制御 ディ レク ティ ブ 


リス ト フ ァイル 制御 ディ レク ティ プ は 、 ア セン プラ リス ティ ング ファ イル の 形式 を 制御 
し ます 。 386|ASM は 、 ペ ー ジ タイ トル と サ プ タ イト ル を セッ ト す る ディ レク ティ プ ブ と り 
ステ ィング ファ イル に コピ ー さ れる ソー スラ イン を 制御 する ディ レク ティ プ ブ と を 持ち ます 。 


8.3.1 TITLE ディ レク ティ ブ 


形式 : TITLE text 


TITLE ディ レク ティ ブ プ は 、 リ ステ ィング ファ イル ペー ジ 見 出し の タイ トル フィ ー ル ド を 
セッ ト し ます 。 そ の タイ トル は ライ ン 上 の ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く text で 示さ れ ま す 。 
1 モジ ュー ル に つき 1 つの タイ トル だ けが 使用 で きま す 。 386 | ASM が 1 モジ ュー ル に 対 
し 複数 の タイ トル を 見 つけ る と 、 エ ラー を 通知 し 、 最 初 の タイ トル を 使い ます 。 


モジ ュー ル に NAME デ ィ レ クティ ブ で 指定 し た 名 前 が な い 場 合 は 、 モ ジュ ー ル タイ トル の 
先頭 6 文字 が その 名 前 と し て 使わ れ ま す 。 


例 : 


j Set the title of the module to “386|ASM TITLE 


: demonstration" and the name of the module 
j to "3861AS". 


TITLE 386 | ASM TITLE demonstration 
参照 : SUBTTL(8.3.2 項 )、name(3.3 節 ) 


8.3.2 SUBTTL ディ レク ティ ブ 


形式 : SUBTTL {tex 
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SUBTTL デ ィ レ クティ ブ プ は 、 リ ステ ィング ファ イル ペー ジ 見 出し の サ プ タ イト ルフ ィ ー ル 
ド を セッ ト し ます 。 そ の タイ トル は ライ ン 上 の ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く text で 示さ れ 
ます 。text パ ラメ ー タ は オプ ショ ン で す 。 テ キス ト が ディ レク ティ プ の あと に 続か な い 場 
合 、 見 出し の サ プ タ イト ルフ ィ ー ル ド は クリ ヤ さ れ ま す 。 


アセ ンプ ブ プル 中 の モジ ュー ル に SUBTTL デ ィ レ クティ ブ が 複数 出現 し て も か まい ませ ん 。 そ 
れ ぞ れ の ディ レク ティ ブ は リス ティ ング ファ イル の 次 の ペー ジ で 有効 に な り ま す 。 


例 : H 


, Set the subtitle field to Subtitle 朋 . 


SUBTTL Subtitle #. 
参照 : TITLT(8.3.1 項 ) 
8.3.3 PAGE ディ レク ティ ブ 


形式 : PAGE lengthi , width 
PAGE+ 
PAGE 


PAGCE デ ィ レ クティ プ ブ は 、 使 用 する 形式 に よっ て 意味 が 異な り ま す 。 length (オプ ショ 
ン ) お よび width (オプ ショ ン ) 、 ま た は その 一 方 が 使用 され る 場合 は 、 リ ステ ィング フ 
ァイル ペー ジ の 長 さ と 幅 を 指定 値 に 変え た ます 。 length パ ラメ タ は 、10 ラ イン か ら 255 ライ 
ン の 間 で な けれ ば な ら な り ま せん 。 width パラ メー タ は 60 文 字 か ら 132 文字 の 問 で な けれ 
ば な ら な り ま せん 。 長 さま た は 幅 の 指定 が な いと 、 そ の 値 は 変更 され ませ ん 。 


この ディ レク ティ プ の うし ろ に 正 符号 ( 十 ) を 置く と , 386|ASM は 、 ペ ー ジ 見 出し の 
ペー ジ 番 号 の 項目 番号 フィ ー ル ド を 増加 させ 、 リ ステ ィング ファ イル 中 に ペー ジ プ レ イク 
を 作成 し ます 。 


PAGB デ ィ レ クティ ブ を 引数 な し に 使う と 、 386 | ASM は リス ティ ング ファ イル 中 に ペー 
ジ プ レ イク を 作成 し ます 。 


例 : j: Set the page length and width to 60 lines and 
, 132 columns, respectively 


PAGE 60. 132 
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: Set the length to 60 without changing 【he width 
PAGE 60, 


: Set the width without changing the length 
PAGE, 132 


: Bumpe the section number of the number 
PAGE+ 


: Generateapage break in the listing file. 
PAGE 


8.3.4 .LIST ディ レク ティ ブ 


形式 : .LIST 


.LIST ディ レク ティ ブ プ は 、 リ ステ ィング ファ イル 中 の プロ グラ ム 文 の り ス ティ ング を 可 
能 に し ます 。 こ の ディ レク ティ ブ は . XLIST デ ィ レ クティ ブ の 効果 を 取り 消す の に 使わ れ ま 
す 。 デ フォ ルト で は 、 プ ログ ラム 文 の リス ティ ング は 、 ア セン プル が 始ま る 時 可能 に な り 


ます 。 
8.3.5 .XLIST デ ィ レ クティ ブ 


形式 : .XLIST 


.XLIST デ ィ レ クティ ブ プ は 、 リ ステ ィング ファ イル 中 の プロ グラ ム 文 の リス ティ ング を 停 
止 し ます 。 あ と に 続く すべ て の ソー スラ イン は 、.LIST ディ レク ティ ブ が 処理 され る まで 
は 、 リ ステ ィング ファ イル 中 に 表示 され ませ ん 。 

8.3.6 .LISTI ディ レク ティ ブ 


形式 :  .LISTI 


.LISTI1 デ ィ レ クティ プ ブ は 、 別 の ファ イル か ら イ ンク ルー ド さ れ た プロ グラ ム 文 を 、 リ ス 
ティ ング ファ イル 中 に リス ト さ せま す 。 こ の ディ レク ティ プ ブ は 、. XLISTI ディ レク ティ プ ブ 
の 効果 を 取り 消す の に 使わ れ ま す 。 こ れ は 、 ア セン プリ 開始 時 の デフ ォ ル ト 値 で す 。 


参照 : INCLUDE(3.5 節 ) 
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8.3.7 .XLISTI ディ レク ティ ブ 
形式 : .XLISTI 
.XLISTI ディ レク ティ ブ プ は 、 別 ファ イル か ら イ ンク ルー ド さ れ た プロ グラ ム 文 を リス テ 
ィング ファ イル に リス ト す る の を 停止 し ます 。INCLUDE ディ レク ティ ブ を 使っ て イン クル 
ー ド され た 後続 の ソー スラ イン は 、.LISTI デ ィ レ クティ ブ が 処理 され る まで は リス ティ ン 
グフ ァイル 中 に リス ト さ れ ま せん 。 
参照 : INCLUDE(3.5 節 ) 

8.3.8 .LFCOND ディ レク ティ ブ 


形式 :  .LFCOND 


.LFCOND ディ レク ティ ブ は 、 偽 の 条件 付き プロ ッ ク 中 の テキ スト を 、 ア セン プル され て 
いな く て も 、 ア セン プラ リス ティ ング ファ イル 中 に 表示 させ ます 。 


参照 : 条件 付き アセ ンプ リ (8.4 節 ) 

8.3.9 .SFCOND ディ レク ティ ブ 
形式 : .SFCOND 
.SFCOND ディ レク ティ プ は 、 そ れ 以 降 の すべ て の 偽 の 条件 付き プロ ッ ク を リス ティ ング 
ファ イル 中 に リス ティ ング する こと を 停止 し ます 。 こ れ は アセ ンプ リ の 開始 時 の デフ ォ ル 
ト 値 で す 。 
参照 : 条件 付き アセ ンプ リ (8.4 節 ) 

8.3.10 .TFCOND デ ィ レ クティ ブ 
形式 : .TFCOND 
.TFCOND ディ レク ティ プ は 、 ア セン プラ の 中 の “ 偽 の 条件 付き プロ ッ ク " フラ グ の 現在 
値 を 交互 に 変え た ます 。 偽 の 条件 付き 4 プ ロック フラ グ が 現在 リス ティ ング 中 な ら .TFCOND に 
より 停止 され ます 。 停 止 中 の 場合 は 、. TFCOND ディ レク ティ プ に よっ て その プロ ッ ク は 再 


び リ スト され ます 。 


参照 : 条件 付き アセ ンプ リ (8.4 節 ) 
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8.3.11 .LALL ディ レク ティ ブ 


形式 : .LAL 


_LALL ディ レク ティ ブ は 、 マ クロ 展開 に よっ て 作成 され た すべ て の プロ グラ ム 文 を リス 
ティ ング ファ イル 中 に リス ト さ せま す 。 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 ) 
8.3.12 .SALL ディ レク ティ ブ 


形式 : .SALL 


.SALL ディ レク ティ ブ プ は 、 マ クロ 展開 に よっ て 生成 され た すべ て の プロ グラ ム 文 の 、 リ 
ステ ィング ファ イル へ の リス ティ ング を 停止 し ます 。 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 ) 
8.3.13 .XALL ディ レク ティ ブ 


形式 : .XALL 


.XALL ディ レク ティ ブ プ は 、 オ プ ジ ェ クト コー ド を 生成 する マク ロ 展 開か ら の プロ グラ ム 
文 だ け を リス ティ ング ファ イル に リス ト さ せま す 。 こ れ は アセ ンプ ル 開 始 時 の デフ ォ ル ト 


値 で す 。 
参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 ) 
8.4 条件 付き アセ ン ブ ル デ ィ レ クティ ブ 


条件 付き アセ ンプ ルディ レク ティ プ に より 、 プ ログ ラマ は 、 あ る プロ ッ ク の 命令 が 条件 
つき パラ メー タ に 基づい て アセ モン プル され る か どう か を 指定 で きま す 。 希望 する 条件 の 指 
定 は 、 適 切な 条件 付き アセ ンプ ブル ディ レク ティ プ ブ を 選択 する こと に よっ て 行い ます 。 こ れ 
に つい て は 、8.4.1 - 8.4.8 項 で 説明 し ます 。 


条件 付き アセ ンプ ル の 最も 簡単 な 形式 は 、 条 件 付き アセ ンプ ルディ レク ティ プ ブ で 始ま り 、 

ENDIF ディ レク ティ ブ に よっ て 終了 する コー ド プ ロッ ク で す 。 条件 付き プロ ッ ク 中 の 命 合 
は 、 指 定 され た 条件 に 合致 し た 場合 に だ け ア セン プル させ ます 。 こ の 形式 の 条件 付き アセ 
ンプ ブル の 一 般 的 な 構造 を 次 に 示し ます 。 
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IF (some condition is true) 


(instructions to be assembled if the 


condition is met) 


ENDIF (terminate the conditional block) 


条件 付き アセ ンプ ルディ レク ティ ブ を ELSE デ ィ レ クティ プ ブ と 共に 使う と 、2 つの コー ド 
プロ ッ ク の うち アセ ンプ ル す る は ほう を 選択 で きま す 。 条 件 付き プロ ッ ク の “ 真 の 部 分 " と 
いわ れる 第 1 の コー ド プ ロッ ク は 、 条 件 付き アセ ンプ ルディ レク ティ プ ブ で 始ま り 、ELSE デ 
ィ レ クティ プ ブ で 終了 し ます 。 条 件 付き プロ ッ ク の 真 の 部 分 は 、 指 定 さ れ た 条件 に 合致 し た 
場合 に だ け ア セン プル され ます 。 “ 偽 の 部 分 "と され る 第 2 の コー ド プ ロッ ク は 、ELSE デ 
ィ レ クティ プ ブ で 始ま り 、ENDIF ディ レク ティ プ ブ で 終了 し ます 。 偽 の 部 分 は 、 指 定 され た 条 
件 に 合致 し な い 場 合 に だ け ア セン プル され ます 。 こ の 形式 の 条件 付き アセ ンプ ル の 一 般 的 
構造 を 次 に 示し ます 。 


IF (some condition is true) 


(true portion: instructions to be 


assembles if the condition is met) 


ELSE 


(false portion: instructions to be 
assembled if the condition is not met) 
ENDIF (terminate the conditional block) 


条件 付き プロ ッ ク は 、255 レベ ル ま で ネス ト で きま す 。ENDIF は 、 前 に 置か れ た IF また 
は ELSE の うち 最も 近い も の と 対 を な し て いま す 。 


93 


8.4.1 IF ディ レク ティ ブ 


形式 : IF expression 


1F デ ィ レ クティ プ ブ は 、 ラ イン 上 で この ディ レク ティ ブ の あと に 続く expression が ゼロ 以 
外 の 数 値 に な る 場合 、 条 件 付き プロ ッ ク の 真 の 部 分 に ある 命令 を アセ ンプ ル し ます 。 


例 : jF 
DB 0 : will be assembled 
ELSE 
DB 1 : will not be assembled 
ENDIF 


8.4.2 IFE ディ レク ティ ブ 


形式 : IFE expression 


IFE ディ レク ティ ブ は 、 ラ イン 上 で ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く expression が ゼロ に な 
る 場合 、 条 件 付き プロ ッ ク の 真 の 部 分 に ある 命令 を アセ ンプ ル し ます 。 


例 : IFE 5 
DB 0 : will not be assembled 
ENDIF 


8.4.3 IFDEF ディ レク ティ ブ 


形式 : IFDEF name 


IFDEF ディ レク ティ ブ プ は 、 ラ イン 上 で ディ レク ティ プ の あと に 続く name が ユー ザ 定 義 シ 
ン ボ ル ま た は アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド で ある 場合 、 条 件 付き プロ ッ ク の 真 の 部 分 に ある 命令 
を アセ ンプ ブル し ます 。 name パ ラメ ー タ は 、 前 方 参照 で も あっ て は な り ま せん 。 


例 : lab: 
IFDEF lab 
jmp lab : will be assembled 
ENDIF 


参照 : -DEFINE(2.2.7 項 ) 
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8.4.4 IFNDEF ディ レク ティ ブ 
形式 : IFNDEF name 
IFNDEF ド ディレクティブ プ は 、 ラ イン 上 で ディ レク ティ プ の あと に 続く name が ユー ザ 定 義 シ 


ン ボ ル ま た は アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド で な いり い 場合 、 条 件 付き プロ ッ ク の 真 の 部 分 に ある 命令 
を アセ ンプ ブル し ます 。 


例 : IFNDEF lab 
lab LABEL near : define label only if not 
j already defined 
ENDIF 


参照 : DEFINE(2.2.7 項 ) 
8.4.5 IFB ディ レク ティ ブ 
形式 : IFB <string> 


IFB ディ レク ティ ブ は 、 カ ギ 括 弧 < > 内 の string が 空白 の 場合 に 、 条 件 付き プロ ッ ク の 
真 の 部 分 に ある 命令 を アセ ンプ ル し ます 。 IFB は マク ロ パ ラメ ー タ の 有無 の テス ト に 役 立 
ち ま す 。 


例 ・ def_-str MACRO param : define 0-terminated string 
IFB く Daram> 
DB 0 
ELSE 
DB "&param, 0 
ENDIF 
ENDM 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 )、 パ ラメ ー タ 置換 10.11 節 ) 
8.4.6 IFNB ディ レク ティ ブ 
形式 : IFNB <string> 
IFNB デ ィ レ クティ ブ プ は 、 カ ギ 括 弧 < > 内 の string が 空白 で な い 場 合 に 、 条 件 付き プロ ッ 


ク の 真 の 部 分 に ある 命令 を ※ ア セン プル し ます 。IFNB は マク ロ パ ラメ タ の 有無 の テス ト に 役 
立ち ます 。 


9 5 


例 : def_-str MACRO param j define 0-terminated string 
IFNB <Daram> 
DB '&param 
ENDIF 
DB 0 
ENDIF 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 )、 パ ラメ ー タ 置換 (10.11 節 ) 
8.4.7 IFIODN デ ィ レ クティ ブ 
形式 : IPIDN<strl>, <str2> 


IFIDN ディ レク ティ ブ は 、 カ ギ 括 弧 く < > 内 の 2 つの string が 同じ 場合 に 、 条 件 付き プ 
ロッ ク の 真 の 部 分 に ある 命 令 を アセ ンプ ブル し ます 。 


例 : def_-str MACRO flag j: terminate string conditionally 
IFIDN <flag>, く TRUE> 
DB 0 
ENDIEF 
ENDM 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 )、 パ ラメ ー タ 置換 (10.11 節 ) 
8.4.8 IFDIF ディ レク ティ ブ 
形式 : IFDIF <strl>, く <str2> 


IFDIF ディ レク ティ ブ は 、 カ ギ 括 弧 < > 内 の 2 つの string が 異な る 場合 に 、 条 件 付き プ 
ロッ ク の 真 の 部 分 に ある 命令 を アセ ンプ ル し ます 。 


例 : end_-str MACRO flag j terminate String conditionally 
IFDIF <flag>, く FALSE> 
DB 0 
ENDIF 
ENDM 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 )、 パ ラメ ー タ 置換 (10.11 節 ) 
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8.4.9 ELSE ディ レク ティ ブ 
形式 : ELSE 
ELSEP デ ィ レ クティ プ は 、 条 件 付き プロ ッ ク の 真 の 部 分 を 終了 させ 、 命 令 プロ ッ ク の 始ま 
り を マー ク し ます 。 これ は 真 の プロ ッ ク が アセ ンプ ブル され な いり い 場合 に 、 ア セン プル され ま 
す 。 こ の 命令 プロ ッ ク を 条件 付き プロ ッ ク の 偽 の 部 分 と 呼び 、ENDIF ディ レク ティ ブ に よ 
っ て 終了 させ ます 。 
8.4.10 ENDIF ディ レク ティ ブ 
形式 : BNDIF 
ENDIF ディ レク ティ プ は 条件 付き プロ ッ ク を 終了 させ ます 。 こ の ディ レク ティ ブ は 、 プ 
ロッ ク の 真 の 部 分 の 最終 文 の あと また は 偽 の 部 分 (も ち し あれ ば ) の 最終 文 の あと に 指定 し 
な けれ ば な り ま せん 。 
8.5 条件 付き エラ ー デ ィ レ クティ ブ 
条件 付き エラ ー デ ィ レ クティ プ ブ は 、 与 そら れ た 条件 に 一 致す る 場合 は 、 ア セン プラ エラ 
ー を 強制 的 に 発生 させ ます 。 こ の ディ レク ティ プ ブ は 、 仮 定 が 無効 に な っ た 場合 、 エ ラー の 
通知 に 有用 で す 。 
8.5.1 .ERR デ ィ レ クティ ブ 
形式 : .ERR 
.ERR デ ィ レ クティ プ は アセ ンプ ラ エ ラー を 無 条件 に 発生 させ ます 。 
8.5.2 .ERRE ディ レク ティ ブ 


形式 : .ERRE expression 


-ERRE ディ レク ティ ブ は 、expression が ゼロ の 場合 、 ア セン プラ エラ ー を 強制 的 に 発生 
させ ます 。 


8.5.3 .ERRNZ ディ レク ティ ブ 
形式 : .ERRNZ expression 
.ERRN2 デ ィ レ クティ プ ブ は 、expression が ゼロ 以外 の 場合 に 、 ア セン プラ エラ ー を 強制 的 


に 発生 させ ます 。 
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8.5.4 .ERRDEF ディ レク ティ ブ 


形式 : .ERRDEF name 


.ERRDEF ディ レク ティ ブ は 、name が ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル ま た は アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド の 
場合 アセ ンプ ラ エ ラー を 強制 的 に 発生 させ ます 。 


8.5.5 .ERRNDEF ディ レク ティ ブ 


形式 : .ERRNDEP name 


.ERRNDEFP デ ィ レ クティ プ ブ は 、mame が ユー ザ 定 義 ン シン ポル また は アセ ンプ ラキ ー ワ ー ド で 
な い 場 合 に 、 ア セン プラ エラ ー を 強制 的 に 発生 させ ます 。 


8.5.6 .ERRB デ ィ レ クティ ブ 


形式 : .ERRB <string> 


.ERRB ディ レク ティ ブ は 、string が 空白 の 場合 に 、 ア セン プラ エラ ー を 強制 的 に 発生 さ 
せま す 。 


8.5.7 .ERRNB ディ レク ティ ブ 


形式 : .ERRNB <string> 


. BRRNRB デ ィ レ クティ ブ は 、string が 空白 で な い 場 合 に 、 ア セン プラ エラ ー を 強制 的 に 発 
生 さ せま す 。 


8.5.8 .ERRIDN ディ レク ティ ブ 


形式 : .ERRIDN <strl>, く str2> 


-ERRIDN ディ レク ティ ブ は 、str1 と str2 が 同じ で ある 場合 に 、 ア セン プラ エラ ー を 強制 
的 に 発生 させ ます 。 


8.5.9 .ERRDIF ディ レク ティ ブ 


形式 : .ERRDIF <str1>, く str2> 


-ERRDIF ディ レク ティ ブ は 、 文 字 列 str1 と str2 が 異な る 場合 に 、 ア セン プラ エラ ー を 強 
制 的 に 発生 させ ます 。 
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8.6 その 他 の 制御 ディ レク ティ ブ 
8.6.1 %0OUT デ ィ レ クティ ブ 
形式 : %0OUT text 
%O0UT1 text 
%0UT2 text 
%0UT デ ィ レ クティ プ は 、 ラ イン 上 で ディ レク ティ プ ブ の あと に 続く text を ユー ザ の 端末 に 
コピ ー し ます 。%0UT デ ィ レ クティ ブ プ は アセ ンプ ブル の パス 1 、 2 の 両方 で text を コピ ー し ま 
す 。 一 方 、%0UT1 と %O0UT2 は それ ぞ れ 、 パ ス 1 また は パス 2 で text を コピ ー し ます 。 
8.6.2 .RADIX ディ レク ティ ブ 
形式 : .RADIX expression 
.RADIX デ ィ レ クティ ブ プ は 、 ソ ー ス コー ド 内 の 後続 の 数 に 対す る デフ ォ ル ト 基 数 値 を expr 


ession を 使っ て 設定 し ます 。expression は 和 常に 基数 10 で 計算 され 、 カ レン ト の デフ ォ ル ト 
基数 値 は 無視 され ます 。expression の 値 は 2 と 16 の 間 に な けれ ば な り ま せん 。 
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9.1 は じ め に 


アセ ンプ リ 言 語 の 命令 また は ディ レク ティ プ ブ の 多く は オペ ラン ド を 必要 と し ます 。 オ ペ 
ラン ド は 定数 で も 、 リ ロケ ー タ ブル な 値 で も 、80386 レジ スタ 名 で も か まい ませ ん 。 


オペ ラン ド を 必要 と する ほとん どの 文 で は 、 単 一 の 値 を 、 定 数 また は リロ ケー タプ ブル な 
値 に な る 複雑 な 式 で 置き 換え を る こと が で きま す 。 式 は 、 単 一 の 値 を 計算 する 式 演算 子 を 使 
っ て オペ ラン ド を 組み 合わ せま す 。 こ の 章 で は 、 オ ペラ ンド と いう 語 は 、 式 中 の 単 一 定数 
値 ま た は リロ ケー タプ ブル 値 を 指し ます ( 単 一 の 値 か 、 単 一 の 値 に な る 式 の いずれ か を 指す 
アセ ンプ リ 言 語文 の オペ ラン ド と 対照 的 で す ) 。 


9.2 オペ ラン ド 


式 オ ペラ ンド は 、 定 数 値 、 ユ ー ザ 定義 シン ボル (識別 子 ) 、 ア セン プラ 予約 語 の うち の 
いずれ か で す 。 オ ペラ ンド は 、 定 数 値 か リロ ケー タプ ブル な 値 の いずれ か で す 。 リロ ケー タ 
プル な 値 と は 、 ア セン プル され た オプ ジェ クト コー ド の リン ク 時 、 ま た は リン ク さ れ た プ 
ログ ラム を 実行 の た め メ モリ に ロー ド す る 時 に 、 変 更 (リロ ケー ト ) され る 値 で す 。 


9.2.1 定数 オペ ラン ド 
定数 オペ ラン ド は 、 数 字 、 文 字 列 定 散 、 ま た は 定数 値 を 持つ ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル で す 。 
定数 値 を と る ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル の タイ プ と 、 そ れ ら の タイ プ が 式 中 で と る 値 を 表 9 一 1 


に 示し ます 。 


表 9 一 1 定数 シン ボル タイ プ 


シン ボル タイ プ 


シン ボル を 作成 し た 時 EQOU ディ レク ティ ブ プ ま た は テニ ディ レク テ 
ィ プ に よっ て 指定 され る 値 


構造 体 定義 構造 体 の サイ ズ (単位 : バイ ト ) 


構造 体 フィ ー ル ド | 構造 価 内 の フィ ー ル ド の オフ セッ ト (単位 : バイ ト ) 
レコ ー ド 定義 | レコ ー ド の サイ ズ (単位 : ビッ ト ) 


レコ ー ド フィ ー ル ド | レコ ー ド 内 の フィ ー ル ド の オフ セッ ト (単位 : ビッ ト ) 





参照 : 定数 (第 4 章 ) 、 構 造 体 定義 (6.6 節 ) 、RECORD(6.9 節 ) 


9.2.2 リロ ケー タブ ルオ ペラ ンド 
リロ ケー タプ ルオ ペラ ンド は 、 ユ ー ザ 定義 シレ シンボル で あり 、 そ の シン ボル の 最終 値 は 、 
タス クイ メー ジ 作 成 の た め に オプ ジェ クト モジ ュー ル を リン ク さ せる まで 、 ま た は 、 実 行 
の た め タ スク イメ ー ジ を メモ リ に ロー ド す る まで は 、 決 定 さ れ ま せん 。 表 9 一 2 は リロ ケ 
ー タ ブル な ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル と その 値 を 示し ます 。 


表 9 一 2 リロ ケー タプ ルオ ペラ ンド 
シン ボル タイ プ 


変 政 、 構 造 体 レコ ー ド 、 ラ ベ | シン ボル が 定義 され た セグ メン ト 内 の シン ボル の オフ 
ル ま た は プロ シ ジ ャ ラベ ル | セッ ト 。 最 終値 は リン ク 時 に 割当 て られ る 。 


カレ ント セグ メン ト 内 の カレ ント オフ セッ ト を 示す 特 
殊 シ ン ボ ル 。NEAR ラ ベル と 同じ 属性 を 持つ 。 最 終値 は 
リン ク 時 に 割当 て られ る 。 
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セグ メン ト ま た は グル ー プ | 8086、8088、80186、80188 の プロ グラ ム 、 ま た は 80286、 
80386 の リア ルモード プロ グラ ム の 場合 は 、 セ グ メ ント 
また は グル ー プ を ロー ド す る メモ リ の パラ グラ ファ ア ドレ 
ス ( 各 パ ラグ ラフ は 16 バ イト 境界 で 始ま る ) で ある 。 

80386 の ネイ ティ プ モ ー ド また は 80286 の プロ テク トモ 
ー ド プロ グラ ム の 場合 に は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム 
に よっ て 管理 され る テー プル 中 の セグ メン トディ スク リ 
プ タ の イン デック ス で ある 。 セ グ メ ント ディ スク リプ タ 
は 、 メ モリ 中 の セグ メン ト 位 置 と 、 そ の セグ メン ト に っ 
いて の その 他 の 情報 を 与え る 。 い ずれ の 場合 も 、 最 終値 
は 、 実行 の た め プ ログ ラム を メモ リ に ロー ド す る 時 に 割 
当て られ る 。 
















当 照 : 変数 (第 6 章 ) 、SEGMENT(3.7 節 ), GROUP(3.9 節 ), 第 11 章 


9.2.3 アセ ン ブ ラ 予約 語 


アセ ンプ ラ 予 約 語 の 中 に は 有効 な 式 オ ペラ ンド も あり ます 。 有効 な す ペ ラン ド で な いり い 予 
約 語 が 式 中 に あっ た 時 は 、 単 に 定数 値 ゼ ロ を 割当 て られ ます 。 有効 な 式 オ ペラ ンド で ある 
アセ ンプ ラ 予 約 語 と 、 そ れ に 割当 て られ る 値 を 表 9 一 3 に 示し ます 。 


表 9 一 3 予約 語 の 値 


レジ スタ 名 は 、 実 効 ア ドレ ス 式 (9.4 節 ) を 命令 コー ド と 共に 使う 
場合 に 有効 で ある 。 


定数 値 1 
定数 値 2 
定数 値 4 
定数 値 6 
定数 値 8 
定数 値 10 
定数 値 - 1 
定数 値 一 2 





9.2.4 前 方 参照 


9.3 


ソー スコ ー ド ファ イル 中 に 識別 子 を 定義 する 前 に その 識別 子 (ユー ザ 定 義 ン シン ボル ) を 
使う 式 を 、 そ の 識別 子 に 対し て 前 方 参照 で も る と いい ます 。 前 方 参照 が 許さ れる の は 、386 
| ASM が た て た 仮定 に よっ て 、 識 別 子 に つい て アセ ンプ ル の パス 1 で 生成 され る オプ ジェ 
クト コー ド が 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル に パス 2 で 和書 か れる の と 少な く と も 同じ 長 さ を も つ 
場合 で す 。 


386 | ASM が 違法 な 前 方 参照 エラ ー を 生成 し た 場合 、 そ の エラ ー 状 態 は 、 識 別 子 定義 を そ 
れ を 参照 する 文 の 前 に 移動 させ る か 、 前 方 参照 し た 文中 で 識別 子 に つい て も っ と 多く の 博 
報 を アセ ンプ ラ に 与え る こと に より 修正 で きま す 。PTR 演算 子 と セグ メン ト オ ー バ ー ラ イ 
ド 演算 子 ( : ) は 、 前 方 参照 され た 識別 子 に つい て の 追加 情報 を アセ ンプ ラ に 与え る の に 
使わ れ ま す 。 


場合 に よっ て は 、 前 方 参照 に つい て 十分 な 博 報 を 386 | ASM に 提供 で き な い こと も あり 
ます 。 そ の と き は 、 そ れ を 参照 する 文 の 前 に 定義 を 移動 する し か あり ませ ん 。 た と えば 


long-str EQU "This is a long string 
と いう 文 に よっ て 定義 され る テキ スト 置換 え シ ン ボ ル は 、 ど ん な 状況 下 で も 、 
DB long-str 


と いう 文 に よっ て 前 方 参照 する こと は で きま せん 。 そ の 理由 は 、 ア セン プラ は 文字 列 用 ス 
ペー ス を パス 1 で どの くら い 予 約 する 必要 が ある か を 知ら な けれ ば な ら な いか ら で す 。 


参照 : PTR(9.3.7 項 )、 セ グ メ ント オー バー ライ ド (9.3.10 項 )、SHORT(9.3.12 項 ) 
演算 子 


式 演算 子 は 、 複 数 オペ ラン ド を 組み 合わ せ て 、 単 一 定数 値 ま た は リロ ケー タプ ブル な 値 に 
し ます 。 演算 子 は 、 式 の 評価 順序 を 決め る た め の 優先 順位 の ラン キン グ を 割当 て られ ます 。 
優先 順位 の 高い 演算 子 は 、 優 先 順 位 の 低い 演算 子 より 先 に 評価 され ます 。 順位 の 等 し い 演 
算 子 は 、 左 か ら 右 に 評価 され ます 。 演算 子 の 優先 順位 は 、 式 中 に 括弧 を 使う こと に よっ て 
変更 で きま す 。 括弧 内 の 演算 子 は 必ず 隣接 する 演 算 子 より 先 に 評価 され ます 。 す べ て の 式 
演算 子 の 要約 と その 優先 順位 を 表 形 式 で 付録 HH に 示し ます 。 


9.3.1 濾 術 演算 子 


算術 演 算 子 は 、 標 準 的 数 学 演算 を 行い ます 。 算術 演 算 子 と その 形式 お よび その 使用 法 を 
表 9 一 4 に 示し ます 。 
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表 9 一 4 算術 帝 算 子 








使 


生 











eXDrl †f exDT2 


exDr]1 - eXDrT2 





eXDT1 # eXDT2 


exprl / expr2 


exprL MOD expr 








2 つの オペ ラン ド を 加算 する 。 両 オペ ラン ド が 定数 の 場合 
演算 結果 は 定数 で ある 。 片方 の オペ ラン ド が リロ ケー タプ 
ル で あれ ば 、 結 果 は リロ ケー タプ ブル と な る 。 少な く と も 片 
方 の オペ ラン ド は 定数 で な けれ ば な ら な い 。 


expr2 を exprl か ら 減 算 す る 。 両 オペ ラン ド が 定数 の 場合 、 
結果 は 定数 で ある 。 両 オペ ラン ド が 同一 セグ メン ト に 関し 
て リロ ケー タプ ブル で あれ ば 、 結 果 は 定数 で ある 。 左 側 オ ペ 
ラン ド が リロ ケー タプ ブル で あり 、 右 側 オ ペラ ンド が 定数 で 
あれ ば 、 結果 は リロ ケー タプ ブル と な る 。 リ ロケ ー タ プル オ 
ペラ ンド の 上 記 以 外 の 使い 方 は 許さ れ な い 。 


2 つの オペ ラン ド を 積算 する 。 両 オペ ラン ド は 定数 で な け 
れ ば な ら な い 。 結果 は 定数 と な る 。 


expr1 を expr2 で 除算 する 。 結 果 の 小数 部 は 切り 捨て られ 
る 。 両 オペ ラン ド は 定数 で な けれ ば な ら な い 。 結果 は 定数 
と な る 。 





モジ ュ ロ 演算 子 。expr1 を expr2 で 割っ た 時 の 剰余 を 与え 
る 。 両 オペ ラン ド に 定数 で な けれ ば な ら な い 。 結果 は 定数 
と な る 。 

単項 加算 演算 子 。 expr の 値 を 求め る 。 オ ペラ ンド は 定 政 で 
も リロ ケー タプ ブル な 値 で も よく 、 結 果 は オペ ラン ド と 同じ 


に な る 。 


単項 減算 演算 子 。expr の 符号 を 逆 に する 。 オ ペラ ンド は に 定 
数 で な けれ ば な ら な い 。 結果 は 定数 と な る 。 
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例 : 


Varl DB 
Var2 DB 
DW 
DW 
DD 
DB 
DW 
DW 
DD 
DD 
DD 
DB 
DB 
DB 
DB 


9.3.2 ビッ ト 演 算 子 
ビッ ト 演 算 子 は 数 値 を ビッ ト 演 算 す る た め に 与え られ て いま す 。 ビ ッ ト 演 算 子 の 全 オ ペ 

ラン ド は 定数 で な けれ ば な り ま せん 。 結果 は 常に 定数 と な り ま す 。 ビ ッ ト 六 算 子 を 表 9 一 

5 に 示し ます 。 


AND 





0 

0 

2+3 j: constant value 5 

2 + varl j relocatable value 
var21 3 j relocatable value 
9 - 3 : conStant Value -1 
Var2 - varl j constant value 1 

Var2 - 1 j relocatable value 
2*#3 ij constant value 6 

9/2 j constant value 4 

9 MOD 2 jconstant Value 1 

+1 j constant Value 1 

-1 ij COnStant value -1 
+(2-3) : constant value -1 
-(2-3) j constant value 1 


表 9 一 5 ビッ ト 演 算 子 





NOT expr 
1 


exDr1 AND expr2 





使 用 法 


結果 は expr の 1 の 補 数 で ある 。NOT 演算 子 が 式 中 の 最後 
の 演算 子 で ある 時 、 整 数 オー バー フロ ー エ ラー を 通知 す 
る 場合 の 緩和 ルー ル が 適用 され る 。 す な わ ち フラ ッ グ ワ 
ー ド また は バイ ト の 最上 位 ビ ッ ト を オフ に する た め に 左 
記 の よう な NOT の 使い 方 を する 場合 は 、 オ ー バ ー フ ロー 
エラ ー を 出さ な い 。 


結果 は 2 つの オペ ラン ド の ビッ ト AND( 論 理 積 ) で ある 。 
つま り 、 両 オペ ラン ド が 1 で ある ビッ ト は すべ て 結果 も 
1 と な り 、 ど ちら か の オペ ラン ド が ゼロ で ある ビッ ト は 
すべ て 結果 は ゼロ と な る 。 
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exDr1 OR exDr2 


exDr1 XOR exDr2 








結果 は 2 つの オペ ラン ド の ビッ ト 論 理 和 (inclusive or) 
で ある 。 つ まり 、 ど ちら か の オペ ラン ド が 1 で ある ビッ 
トト は すべ て 結果 は 1 、 両 オペ ラン ド が ゼロ で ある ビッ ト 
は すべ て 千 果 は ゼロ と な る 。 


結果 は 2 つの オペ ラン ド の ビッ ト 排 他 的 論理 和 で ある 。 
つま り 、2 つの オペ ラン ド が 同一 で ある ビッ ト は すべ て 
結果 は ゼロ と な り 、 異 な る 場合 は 結果 は 1 と な る 。 








exprl SHL expr2 | 結果 は 、expr2 の 値 で 指定 し た ビッ ト 数 だ け expr1 を た 
に シフ ト す る 。 ゼ ロビ ッ ト は 右 に シフ ト さ れる 。 
exDr1 SHR expr2 | 結果 は 、expr2 の 値 で 指定 し た ビッ ト 数 だ け exprl を 右 
に シフ ト す る 。 ゼ ロビ ッ ト は 左 に シフ ト さ れる 。 
LOW expr 結果 は expr の バイ ト 0 で ある 。 expr AND OFFh と 等 価 で 
ある 。 
HIGH expr 結果 は expr の バイ ト 1 で ある 。 
(expr AND OFFOOh) SHR 8 と 等 価 で ある 。 
LOWW LOWW expr 結果 は expr の バイ ト 0 と 1 で ある 。 expr AND OFFFFh と 
等 価 で ある 。 
HIGHW |HIGHW expr 結果 は expr の バイ ト 2 と 3 で ある 。 
| (expr AND OFFFF0000h)SHR 16 と 等 価 で ある 。 
例 : DB NOT OFh OFOh 
DB OFFh AND OFh OFh 
DB OFOh OR ORh OFFh 
DB OFFh XOR OFh OFOh 
DB OFh SHR 2 03ch 
DB OFFh SHR 3 1Fh 
DB OFh SHR (1 + 3③) OFOh 
DD LOW OFFA5A5FFh 000000FFh 
DD HIGH OFFA5A5FFh 000000A5h 
DD LOWW OFFA5A5FFh 0000A5FFh 
DD HIGHW OFFA5A5FFh 0000FFA5h 


9.3.3 関係 演算 子 
関係 演算 子 は 2 つの オペ ラン ド を 比較 し 、 そ の 結果 TRUE また は FALSE の 値 を 返し ます 。 
両 オ ペラ ンド は に 定数 で な けれ ば な り ま せん 。 TRUE の 結果 は 、-1 (すべ て の ビッ ト を 1 に セ 
ッ ト ) を 返し 、FALSE の 結果 は 、 ゼ ロ を 返し ます 。 関係 靖 算 子 の 要約 を 表 9 一 6 に 示し ま 
す 。 


表 9 一 6 関係 演算 子 


exDr1 EQ expr2 | 両 オ ペラ ンド が 等 し い 場 合 、 結 果 は TRUE で ある 。 


exDr1 NE expr2 | 両 オ ペラ ンド が 等 し く な い 場 合 、 結 果 は TRUE で ある 。 





exprl LT expr2 | exprl が expr2 よ り 小 さい 場合 、 結 果 は TRUE で ある 。 


exDrl GT expr2 exprl が expr2 よ り 大 きい 場合 、 結 果 は TRUE で ある 。 


exprl LE expr2 exprl が expr2 よ り 小 さい か 等 し い 場 合 、 結 果 は TRUE で 
ある 。 


exDr1 GE expr2 exprl が expr2 よ り 大 きい か 等 し い 場 合 、 結 果 は TRUE で 
ある 。 








例 : DW 2 EQ 3 j) 0 
DW 2 NE 3 j OFFFFh 
DB 2 LT 3 j: OFFh 
DW 2 GT 3 j) 0 
DD 2 LE 3 : OFFFFFFFFh 
DW 2 GE 3 0 


9.3.4 LENGTH 演算 子 と SIZE 演 算 子 


形式 : LENGTH variable 
SIZE variablelstructurelrecord 


LENGTH 演 算 子 は 変数 に 割当 て られ た 主 記憶 の エレ メン ト 数 を 返し ます 。 各 エレ メン ト の 


サイ ズ は 、 変 数 の デー タタ イプ に よっ て 異な り 、LBNGTH に よっ て 返さ れ た 値 に は 関係 し ま 
せん 。 
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SIZE 注 算 子 は 変数 に 割当 て られ た 主 記憶 の バイ ト 数 を 返し ます 。 この 数 は 
(LENGTH variable) # (TYPE variable) と 等 し く な り ま す 。 


SIZE 演 算 子 を 、 構 造 体 変数 と レコ ー ド 変数 と 一 緒 に 、 そ し て 構造 体 定義 名 お よび レコ ー 
ド 定 義 名 と 一 緒 に 使っ て 、 構 造 体 また は レコ ー ド の サイ ズ (単位 : バイ ト ) を 知る こと が 
で きま す 。LENGTH 帝 算 子 は 構造 体 ま た は レコ ー ド と 一 緒 に 使う こと は で きま せん 。 


例 : s1 STRUC 

DB 
DW 0 

sl ENDS 

rI RECORD f1:8,f2:4 

struc1 s1 く > 

recl rI く > 

Varl DB 0 

Var2 DB 0.1.2 

Var3 DW 0.1.2 

var4 DD 0.10, DUP (⑦⑰). 1 
DW LENGTH var1 y 1 
DW LENGTH var2 j 3 
DW LENGTH var3 j 9 
DW LENGTH var4 が 12 
DW SIZE varl j 1 
DW SIZE var2 j 3 
DW SIZE var3 j 6 
DW SIZE var4 j 48 
DW SIZE sl j 3 
DW SIZE strucl # 人 
DW SIZE rl # 2 
DW SIZE recl ま 


参照 : 変数 (第 6 章 ) 


9.3.5 WIDTH 演 算 子 と MASK 演 算 子 


形式 : WIDTH recdefname lrecfldname 
MASK recdefname | recfldname 
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WIDTH 演 算 子 は 、 レ コー ド 定 義 中 の 定義 され た ビッ ト 数 また は レコ ー ド フィ ー ル ド の 中 
の ビッ ト 数 を 返し ます (レコ ー ド 定義 の WIDTH は 、 レ コー ド 定 義 中 に 未定 義 ビ ッ ト が ある 
場合 は は 、 レ コー ド 定 義 時 に 割当 て られ た 主 記憶 量 と 等 し く な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 
レコ ー ド サイ ズ は 、 常 に 8 ビッ ト 、16 ビ ピット 、32 ビ ッ ト で あり 、 レ コー ド 名 を 直接 使え ば 
式 演算 子 な し で も 求め る こと が で きま す ) 。 


MASK 演 算 子 は 、 レ コー ド 定 義 中 の 定義 され た ビッ ト の マス ク 、 ま た は その レコ ー ド 中 の 
単 一 フィ ー ル ド の マス ク を 返し ます 。 


例 : rdef1 RECORD rf1d1:2, rf1d2:8. rf1d3:1 
reCcl rdefl く 1. 5, 0> : Allocate storage for a record 
DW WIDTH rdef1 j 11 
DW WIDTH rf1d1 3 用 
DW WIDTH rf1d2 j 8 
DW MASK rdef1l : O7FFh 
DW MASK rfld1 j 0600h 
DW MASK rfld2 j O1FEh 
DW MASK rf1d3 j 0001h 
DW rdef1 j 16 - size of record, in bits 
DW rf1d1 ji9 -offset of field, in bits 
DW SIZE rdef1 j: 2 - size Of record, in bytes 
DW SIZE recl j: 2 - size of record, in bytes 


参照 : RECORD(6.9 節 ) 
9.3.6 TYPE 演算 子 
形式 : TYPE expression 
TYPE 演 算 子 は 、expression の デー タタ イプ を 示す 定数 値 を 返し ます 。 変 数 デー タタ イプ 
の 場合 、 返 す 値 は 、 デ ー タ タイ プ の サイ ズ (単位 : バイ ト ) で す 。 ラ ベル デー タタ イプ の 
場合 、 返 す 値 は 、 ラ ベル が NEAR で あれ ば ー 1 、FAR で あれ ば -2 で ある 。 す べ て の 戻り 値 を 
表 9 一 3 に 示し ます 。 


便 食 上 、TYPE 演 算 子 は 、 構 造 体 レコー ド に つい て は SIZE 演 算 子 と 同義 に 使用 で きま す 。 
この 演算 子 は 、 構 造林 また は レコ ー ド の サイ ズ (単位 : バイ ト ) を 返し ます 。 
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例 : varl DB 0 


Var2 DD 0 

lab1 LABEL near 
DW TYPE varl 中 
DW TYPE var2 4 
DW TYPE lab2 5-1 


参照 : 変数 (第 6 章 ) 、 ラ ベル (第 5 章 ) 
9.3.7 PTR 演 算 子 
形式 : type PTR expression 


PTR 演算 子 は 、expression に typeg の デー タタ イプ を 与え ます 。 こ こ で の type は 、 デ ー タ 
タイ プ 予 約 語 の うち の 1 つか 、 そ れ ら と 等 価 の 整数 値 ( 表 9 一 3 に 示し た ) の うち の 1 っ 
で す 。PTR 演 算 子 は 、 前 方 参照 され た シン ボル の デー タタ イプ に つい て の 情報 を アセ ンプ 
ラ に 与え る 場合 に 有用 で す 。 こ れ に よっ て アセ ンプ ラ は 、 前 方 参照 され た シン ボル が デフ 
ォ ル ト 値 と は 異な る デー タタ イプ を 持つ と いう 仮定 を し ます 。 


例 : Var1 DB 
Var2 DO 0 
mOV al.byte PTR var2 : load low byte of var2 
mOV ah, (TYPE var1)PTR var2+ 1 : load second 
ij byte of var2 
call far PTR lab1 j tell assembler that 
j foward referenced label 
j is of type FAR 
lab1 LABEL far 


参照 : 前 方 参照 (9.2.4 項 ) 
9.3.8 SEG 演 算 子 
形式 : SEG expression 
SEG 演算 子 は 、expression に セグ メン ト セ レク タ 値 を 返し ます 。 そ の 結果 得 た 値 は 、16 


ビッ ト 幅 の リロ ケー タプ ブル な 値 で あり 、 プ ログ ラム を 実行 の た め メ モリ に ロー ド す る まで 
は その 最終 値 は 決定 され ませ ん 。 
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8086、8088、80186、80188 の プロ グラ ム に つい て は (また は 80286 、 ま た は 80386 リア 
ルモード プロ グラ ム に つい て は ) 、 セ グ メ ント セレ クタ は セグ メン ト パ ラ グラ フ ア ド レス 
(すなわち 、 セ グ メ ント が 位置 する 16 バ イト 境界 の アド レス ) で す 。 セ グ メ ント パラ グラ 
フ ア ド レス を バイ ト ア ドレ ス に 変え る に は 、20 ビ ッ ト の 幅 の アド レス (単位 : バ イト ) を 
作る た め に 、 そ の アド レス を 左 に 4 ビッ トシ フト し ます 。 

80286 プロ テク トモ ー ド また は 386 ネ ィ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 場合 、 セ グ メ ント セ 
レク タ は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム に よっ て 維持 され る テー プル 中 の セグ メン トディ ス 
クリ プ タ の イン デ ク ス で す 。 ディ スク リプ タテ ー プ ル の 各 欄 は 、 セ グ メ ント が 位置 する ア 
ドレ ス と その セグ メン ト 長 お よび セグ メン ト に つい て 他 の 情報 を 明示 し ます 。 


例 : mOV ax, SEG Varl : 1oad selector for segment variable 
j Varl is located in 
mOV ax,。 SEG lab1 : 1oad selector for segment label 


j labl is located in 
参照 : 第 11 章 
9.3.9 構造 体 フ ィ ー ル ド 演 算 子 


形式 : expression. strucfldname 
eXDr1, eXDr2 


構造 体 フィ ー ル ド の 演算 子 (. ) は 、 構 造 体 中 の つの フィー ルド を イン デ ク ス す る の に 使わ 
れ ま す 。 こ の 演算 子 は 、 構 造 体 中 の 構造 体 フ ィ ー ル ド の オフ セッ ト を expression に 加え 、 
expression の デー タタ イプ を 構造 体 フ ィ ー ル ド の デー タタ イプ に 変え ます 。 

構造 体 フィ ー ル ド 演 算 子 は 、 ま た 、 2 つの 式 を 加算 する と 同義 に 使用 で きま す 。 


例 : sdefl STRUC 


sfld1 DB 0 
sfld2 DW 0 
sdefl ENDS 
strucl sdefl く 1, 2> : allocate storage for a structure 
mOV al, struc1.sfld1 : load byte at offset 0 
, in struc1 
mOV bp, OFFSET struc1 j load pointer to strucl 
mov ax, [bp] .stfld2 : load word at offset 1 
ji in Strucl 


参照 : 構造 体 の 参照 (6.8 節 ) 


1 1 1 


9.3.10 セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド 演算 子 


形式 : segregister: eXDreSSion 
Segname: eXDTeSSiOn 
grOUDname: eXDT6SSiOn 


セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド 演算 子 (: ) は 、 ア セン プラ が 、 デ フォ ルト セグ メン トレ ジ 
スタ ク を 使わ な い メ モリ 参照 の た め の オ プ ジ ェ クト コー ド を 正しく 作成 する 際 の 手助け を し 
ます 。 デ フォ ルト で は 、 デ ー タ の 参照 は 、 デ フォ ルト セグ メン トレ ジス タ と し て 0D5S、55S、 
また は BS を 使い ます 。 ど れ を 使う か は 命令 に よっ て 異な り ま す (ほとん どの 参照 は DS を 取 
り 、 ス タッ ク 命 令 は SS を 取り ます 。 そ し て ES を 取る 文字 列 転送 命令 が いく つか あり ます ) 。 


合 が 、 そ の 命令 に 対し て 仮定 し た デフ ォ ル ト セ グ メ ント レジ スタ に よっ て 指し 示さ れ 
な い セ グ メ ント の 中 の デー タ を 参照 する 場合 、 セ グ メ ント オー バー ライ ドバイ ト が 命令 に 
先行 し ます 。 こ の セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド バイ ト は 、 デ ー タ に アク セス する に は どの セ 
グ メ ント レジ スタ を 使う か を プロ セッ サ に 知ら せま す 。 386 | ASM は 自動 的 に 、 シ ン ボ ル 
を 参照 する ライ ン よ り 前 に 定義 され て いる シン ボル を 参照 する た め に 、 セ グ メ ント オー バ 
ー ラ イド バイ ト を 生成 し ます 。 シ ン ボ ル を 前 方 参照 する 場合 で 、 か つ そ の シン ボル が デフ 
ォ ル ト セ グ メ ント レジ スク に よっ て 指し 示さ れ な い セ グ メ ント 中 に ある 場合 、 セ グ メ ント 
オー バー ライ ド 演 算 子 が 、 セ グ メ ント オー バー ライ ドバイ ト か が 必要 で ある こと を 386 | AS 
M に 、 知 ら せ な けれ ば な り ま せん 。 


セグ メン ト 名 また は グル ー プ 名 を 、 セ グ メ ント オー バー ライ ド で 使う 場合 、 ア セン プラ 

が 正しい オー バー ライ ドバイ ト を 生成 で きる よう に 、 ど の セグ メン トレ ジス タ が その セグ 
メン ト ま た は グル ー プ を 指す の か を アセ ンプ ラ に あら か じ め 知 ら せ て お く (ASSUME デ ィ レ 
クティ プ ブ で ) 必要 が あり ます 。 


セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド を 変数 が 定義 8 され た セグ メン ト 以 外 の セグ メン ト に も 使用 で 
きる こと に 注意 し て くだ さい 。 た と えば 、 変 数 が 定義 され た セグ メン ト を 示す よう に セグ 
メン トレ ジス タ が 設定 され て いな い 場 合 に は セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド を この よう に 使う 
必要 が ある こと も あり ます 。 こ の 場合 、 ア セン プラ は 、 必 要 と あれ ば セグ メン ト オ ー バ ー 
ライ ドバイ ト を 出力 する ば か り で は な く 、 そ の 変数 の リロ ケー タプ ブル オフ セッ ト を セグ メ 
ント オー バー ライ ド に 使わ れる セグ メン ト (変数 が 定義 され て いる セグ メン ト で は な く ) 
に 関し て 計算 する よう に 強制 し ます 。 こ の 計算 は 、 プ ロ セ ッ サ が 正しい 位置 を 参照 する た 
め に 必要 で ある : セグ メン トレ ジス タ が 、 セ グ メ ント オー バー ライ ド に 使わ れる セグ メン 
ト を 示す の で 、 オ フ セ ッ ト も その セグ メン ト 相 対 で な けれ ば な り ま せん 。 こ の タイ プ の セ 
グ メ ント オー バー ライ ド は 、80286 プロ テク トモ ー ド また は 80386 の 386 ネイ ティ プ モ ー 
ド プ ログ ラム で は 使用 で きま せん 。 


例 : 


dseg1 
Var1 
dseg1 
dseg2 
Var2 
dseg2 


CSeg 


Var3 


forw3 


CS6g8 


ASSUME 
SEGMENT 
DW 

ENDS 
SEGMENT 
DW 

ENDS 
SEGMENT 
DW 

TOV 
mOV 


IOV 


IOV 
mmOV 


mIOV 


mOV 


mOV 


mOV 


ENDS 


CS:CSe8, dS:dSeg1, es:dseg2 


aX, Var1 
aX, Var2 


aX, Var3 


ax, forw1 
aX, eS:forw2 


aX, dseg2:forw2 


aX, CS:forw3 


bp. OFFSET va2 


ax, es: [bp] 
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n0 Segment 0OVerride necessary 
segment override to ES 
automatically generated by 
386 | ASM 

segment oVerride to CS 
automatically generated by 
386 | ASM 

nO Segment override neceSsSary 
386 | ASM must be told 

that a segment override 

1S neceSSsary 

another way of doing the 
same thing 

386 | ASM must be told 

that a segment override 

1S neceSSary 

load pointer to var2 
relative to ES 

386 | ASM must be told 

that a segment override 

1S neceSSary 


dseg1 SEGMENT 
forwl DW 0 
dsegl ENDS 


dseg2 SEGMENT 
forw2 DW 0 
dseg1 ENDS 


参照 : 第 11 章 、 前 方 参照 (9.2.4 項 )、OFFSET(9.3. 11 項 )、ASSUME(3. 10 節 ) 


9.3.11 OFFSET 演 算 子 
形式 : OFFSET expression 


OFFSET 演 算 子 は 、 そ の 演算 子 が 定義 され た セグ メン ト に 関す る expression の オフ セッ 
ト を 返し ます 。 こ の 演算 子 は 、 ラ ベル また は 変数 の 実効 アド レス を 、 レ ジス タ に ロー ド す 
る の に 役立ち ます 。 


セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド を 式 中 で 使う 場合 、 返 す オ フ セ ッ ト は 、 変 数 また は ラベ ル を 
定義 し て いる セグ メン ト で は な く 、 オ ー バ ー ラ イド に 指定 され た セグ メン ト 相 対 で ある こ 
と に 注意 し て くだ さい 。 こ れ は アセ ンプ リ 言 語 定義 の 欠点 を 補う の に 必要 で す 。 変数 を グ 
ルー プ 内 セグ メン ト 中 で 定義 する 場合 で 、 か つ そ の グル ー プ が セグ メン トレ ジス タ に よっ 
て 指 さ れ る 場合 、 変 数 の メモ リ 参 照 は 、 変 数 の オフ セッ ト を その グル ー プ に 関し て 正しく 
再 配置 し ます 。 し か し 、OFFSET 演 算 子 は 、 グ ルー プ 内 で は な く セ グ メ ント 内 の その 変数 の 
オフ セッ ト を 返す の で 、 正 し い オ フ セ ッ ト 値 を 得る た め に は 、 グ ルー プ へ の セグ メン ト オ 
ー バ ー ラ イド を 使い ます 。 


OFFSET 演 算 子 を リロ ケー ト 不 能 値 上 で 使う と 、 そ の 演算 子 は 式 の 値 を 返し ます 。 構造 体 
フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト を イミ ディ エイ ト 値 と し て 使用 し な けれ ば な ら な い 時 に は 、 正 し い 
コー ド を 得る た め に この 機能 を 使用 で きま す 。 

例 : ASSUME cs:cseg.dS:dgroup 


dgroup GROUP dsegl. dseg2 


dsegl SEGMENT 
varl DW 0 
dsegl ENDS 


strl STRUC 


field1 DB ? 
field2 DW ? 
field3 DD 9 
strl ENDS 


dseg2 SEGMENT 
Var2 DW 0 
dseg2 ENDS 


CSeg SEGMENT 


mOV aX, Var2 j Offset correctly relocated 
1ea bp, var2 ij offset correctly relocated 
moV ax, [bp] 
mOV bp. OFFSET dgroup:var2  : segmemt override 
mOV ax, [bp] jmust be used to 
: make offset be 
j COTTectIy relocated 
mOV ax, OFFSBET lab1 j offset relocated correctly 
Jmp 8X 
lab1: 
mOV ax, OFFSET field2 joffset of structure 
j field 
CSeg ENDS 


参照 : SEGMENT(3.7 節 )、GROUP(3.9 節 )、 セ グ メ ント オー バー ライ ド (9.3.10 項 ) 


9.3.12 SHORT 演算 子 


形式 : SHORT label 


SHORT 演算 子 は 、 ジ ャ ンプ 命令 の ラベ ル に 対し て 短い ( 8 バイ ト ) オフ セッ ト を 生成 す 
る よう 3861ASM に 命令 し ます 。 こ の ラベ ル は 、 ジ ャ ンプ 命令 か ら 127 バイ ト 以 下 に な け 
れ ば な り ま せん 。 これ 以外 は エラ ー に な り ま す 。SHORT 演 算 子 を 上 手 に 使う と 、 ア セン プ 


ラ は 、 コ ー ド の 生成 が 少な く て 済み ます 。 
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た だ し ラベ ル が 前 方 参照 され て いる 場合 に は 、SHORT 演算 子 を 使う 必要 が あり ます 。 上 に 
定義 し た ラベ ル の リフ ァ レ ンス に つい て は 、386 | ASM は 、 可 能 な ら 自動 的 に 短い オフ セ 


ッ ト を 生成 し ます 。 


例 : lab1: 
jmp lab1 : short offset automatically 
: generated 
jmp SHORT lab2 : short offset 
]ab2 


9.3.13 THIS 演 算 子 
形式 : THIS datatype 


THIS 演 算 子 は 、 カ レン ト セ グ メ ント 中 の カレ ント オフ セッ ト に 等 し い リ ロケ ー タ ブル な 
値 で 、 指 定 デ ー タ タイ プ を 持つ オペ ラン ド を 作成 し ます 。datatype パ ラメ ー タ は 、 表 9 
3 に 記し た アセ ンプ ラ 予 約 語 で な けれ ば な り ま せん 。 


例 : ImOV al,THIS byte : load first byte of MOV opcod 


lab1 edU THIS near j eduivalent to labl:or 
j) labl LABEL near 


9.3.14 .TYPE 演算 子 
形式 : .TYPE expression 
.TYPE 演算 子 は 、 式 に つい て の 情報 を 与え る 定数 値 を 返し ます 。 表 9 一 ? は 、 返 す 値 中 
で 定義 され る ビッ ト を 表 9 一 7 に 示し ます 。 返す 値 の 中 の その 他 の ビッ ト は すべ て 、 ゼ ロ 
で ある こと が 保証 され ます 。 


表 9 一 7 .TYPE 演算 子 に 対す る ビッ ト 定 義 





意 味 


この ビッ ト が 1 で あれ ば 、 式 は ラベ ル デ ー タ タイ プ を 持つ 。 
それ 以外 は この ビッ ト は ゼロ で ある 。 


この ビッ ト が 1 で あれ ば 、 式 は 変数 デー タタ イプ を 持つ 。 
それ 以外 は この ビッ ト は ゼロ で ある 。 
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この ビッ ト が 1 で あれ ば 、 式 中 に は 未定 義 シ ン ボ ル は な い 。 式 中 に 
少な く と も 未定 義 シ ン ポ ボル が 1 つ あ れ ば 、 返 す 値 の この ビッ ト を 含 
むす べ て の ビッ ト は ゼロ に セッ ト さ れる 。 





この ビッ ト が 1 で あれ ば 、 式 中 に は 外部 シン ボル が 定義 され て いる 。 
それ 以外 は この ビッ ト は ゼロ で ある 。 









M 


9.3.15 間接 演算 子 





形式 : [effective address expression] 
exDrl [expr2] 


間接 演算 子 [ ] は 実効 アド レス 式 中 の レジ スタ 間接 で ある こと を 示し ます 。 こ れ に つ 
いて は 、9.4 節 に 詳し く 説明 し ます 。 こ の 演算 子 は 、2 つの 式 を 加算 する た め に 、+ 演 算 
子 と 同義 に 使用 する こと も で きま す 。 


[ ] 中 の 演算 は 、( ) 中 の 式 と 同じ く 、 必 ず 隣 接 の 演算 より 先 に 演 算 さ れる こと に 
注意 し て くだ さい 。 


例 : array DB 20 DUP (?⑫ 
mOV ax, [bp] jindirection through BP register 
ax,10 [array ] : load the 11th element in 


jaTTaAY 


9.4 実効 アド レス モー ド 


8086 フ ァ ミ リプ ロ セ ッ サ の アド レス モー ド は 、 ベ ー ス レジ スタ 、 イ ン デ クス レジ スタ 、 

ディ スプ レー スメント 、 お よび イン デ ク ス レ ジス タ に お ける スケ ー ル ファ クタ の 概念 を 使 
いま す 。 ベ ー ス レジ スタ や イン デ ク ス レ ジス タ は 、 レ ジス タ 間 接 ア ドレ スモ ー ド で 使わ れ 
ます 。 デ ィ ス プレ ー ス メン ト は 8 ビッ ト 16 ビ ッ ト ま た は 32 ビ ッ ト の イミ ディ エイ ト 値 で あ 
り 、 こ の 値 は レジ スタ 間接 アド レス モー ド で 計算 し た 実効 アド レス に 加え られ ます 。 ディ 
スプ レー スメント は に 定数 、 再 配置 可能 値 の どちら で も か まい ませ ん 。 ス ケー ルフ ァ ク タ は 、 
1 、 2 、 4 、8 で あり 、 こ の 値 は 、 実効 アド レス の 計算 に 使う 前 に 、 イ ン デ クス レジ スタ 
の 内 容 と 掛け 算 を し ます 。 ベ ー ス レジ スタ また は イン デ ク ス レ ジス タ と し て 使用 で きる レ 
ジス タ を 表 9 一 8 に 示し ます 。80386 で プロ グラ マ が アク セス で きる すべ て の レジ スタ の 

要約 に つい て は 、 付 録 F で 説明 し ます 。 
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表 9 一 8 8086 フ ァ ミ リ に お ける ベー スレ ジス タ お よび イ ン デ クス レジ スタ 


レジ スタ タイ プ |8086. 8088 
80186, 80286 





ベー スレ ジス タ BX. BP 。32 ビ ッ ト の 任意 の 汎用 レジ スタ 


イン デ ク ス レ ジス タ SI, DI 。BSP 以外 の 32 ビ ッ ト の 汎用 レジ スタ 








9.4.1 イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ドモ ー ド 
形式 : constant-expression 


イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ドモ ー ド は 、 命令 オ ペラ ンド を 命令 の 一 部 と し て コー ド 化 する 
よう 指定 し ます 。 


例 : Var1 DW 0 
mOV axX, 1 j the value 1 is an 
j immedeiate 0Derand 
mOV ax, OFFSET varl j the offset value is 


j an immediate operand 
9.4.2 メモ リ 直 接 モ ー ド 


形式 : relocatable-exDression 
メモ リ 直 接 モ ー ド で は 、 命 令 オ ペラ ンド の アド レス を 、 命令 の 一 部 と し て コー ド 化 し ま 


す 。 


mOV aX, Varl : the operand is the data located 
j at Varl: the address of varl is 
j giVen in memory direct mode 


9.4.3 レジ スタ 直接 モー ド 


形式 : register 

レジ スタ 直接 モー ド の 場合 、 命 令 の オペ ラン ド は 、 レ ジス タ の 内 容 で す 。 任意 の 汎用 レ 
ジス タ と 、 そ れ に プラ ス す る セグ メン トレ ジス タ 、 お よび 80386 の 制御 レジ スタ 、 テ スト 
レジ スタ 、 な ら び に デバ ッ グ レジ スタ が 、 レ ジス タ 直 接 モ ー ド で 使用 で きま す 。 


例 : mOV ax, bx : The operand is the contents of BX. 


118 


9.4.4 レジ スタ 間接 モー ド 


形式 : [register] 
displacement [register] 
displacement + [register] 
[registerer +displacement ] 
[registerer] . displacement] 
[registerer] + displacement] 


レジ スタ 間接 モー ド の 場合 、 命 令 オ ペラ ンド の アド レス を 得る た め に 、 レ ジス タ 内 容 を 、 
オプ ショ ン の イミ ディ エイ トディ スプ レー スメント に 加え ます 。 ベ ー ス レジ スタ また は イ 
ン デ クス レジ スタ と し て 使用 で きる レジ スタ は どれ も 、 こ の アド レス モー ド で 使用 で きま 
まっ 


例 : array DB 20 DUP (O) 
mOV ebx, OFFSET array 
mov al, [ebx ] : register indirect 
mOV al, 10 [ebx ] jregister indirect with 
: displacement 
mov al, [ebx+ 10] 
mOV al, [ebx ] .10 
mOV ebx, 10 
mOV al,array [ebx ] j register indirect with 


register displacement 


9.4.5 ベー ス 付 き イ ン デ クス モー ド 


形式 : [basereg ] [indexreg] 
displacement [basereg ] [indexreg] 
displacement † [basereg ] [indexreg] 
[baseregtdisplacement] [indexreg] 
[basereg ] [indexreg + displacement ] 
[basereg ] [indexreg] . displacement 
[basereg ] [indexreg] + displacement 


ベー ス 付 き イ ン デ クス モー ド の 場合 、 命 令 オ ペラ ンド の 実効 アド レス は 、 ベ ー ス レジ ス 


タ お よび イン デ ク ス レ ジス タ の 内 容 と 、 オ プシ ョ ン の イミ ディ エイ トディ スプ レー ス メ ン 
ト と の 和 に より 与え られ ます 。 
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例 : array DB 20 DUP (O) 


mOV bp.OFFSET array 

moOV si, 10 

mOV al. [bp] [si] : based index addressing 
mov al, [bp] [si] .2 : based index with 


ij displacement 


9.4.6 スケ ー ル 付き イン デ ク ス モ ー ド 


形式 : [indexreg # constant-expression] 
displacement [indexreg * ま constant-expreSssion] 
displacement + [indexteg # constant-expreSsion] 
[indexreg # constant-expression] . displacement 
[indexreg # constant-exDresSion] + displacement 


スケ ー ル 付き イン デ ク ス モ ー ド の 場合 、 命 令 オ ペラ ンド の アド レス は 、 イ ン デ クス レジ 
スタ の 内 容 と 、 ス ケー ルフ ァ ク タ 1 、 2 、 4 、 8 の いずれ か を 掛け 算 し 、 次 に これ を 任意 
の イミ ディ エイ トディ スプ レー スメント に 加え そる こと に より 与え られ ます 。 こ の アド レス 
モー ド は 、80386 だ け に 使用 で きま す 。 


例 : array DD 20 DUP (O) 
IOV eCX, 2 : 3rd entry in array 
mov ecx,array [ecx#4 ] j scaled index mode 


9.4.7 ベー ス 付 き ス ケー ル 付 き イ ン デ クス モー ド 


形式 : [basereg ] [indexreg # constant-expression] 
displacement [basereg ] [indexreg # constant-expression] 
displacement 1 [basereg ] [indexreg # constant-expression] 
[basereg + displacement] [indexreg * constant-exDresSion] 
[basereg ] [indexreg # constant-expression] . displacement 
[basereg ] [indexreg # constant-expression] 1 displacement 


ベー ス 付 き ス ケー ル 付 き イ ン デ クス モー ド の 場合 、 命 令 オ ペラ ンド の アド レス は 、 イ ン 
デ ク ス レ ジス タ の 内 容 に スケ ー ル ファ クタ を 掛け 算 し 、 次 に これ を ベー スレ ジス タ の 内 容 
と オプ ショ ン の イミ ディ エイ トディ スプ レー スメント に 加え る こと に より 与え られ ます 。 
この アド レス モー ド は 、80386 だ け に 使用 で きま す 。 
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例 : 


arTTaY 


DD 

mOV 
ImOV 
mOV 
mOV 


20 DUP (0) 
ebx,offset array 
6CX, 2 

eax, [edx ] [ecx#4 ] 
ax,2 [edx ] [ecs#4 ] 
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3rd entry in array 


: basesd scaled index mode 


1oad high byte of array 
entry 











第 
川 。 
時 マク ロ と リピ ー ト ブロ ッ ク 
































10.1 


10.2 


は じ め に 


マク ロ は 、MACRO ディ レク ティ ブ で 作成 する ソー スコ ー ド 文 の 名 前 付き プロ ッ ク で す 。 
いっ た ん マク ロ を 定義 する と 、 そ の マク ロ 名 を 参照 する こと に よっ て マク ロ の 展開 を 行う 
こと が で きま す 。 マ クロ の 展開 時 、 マ クロ 定義 の 中 の ソー スコ ー ド 文 の コピ ー が アセ ンプ 
ル 中 の ソー スコ ー ド に 挿入 され ます 。 マ クロ は また 名 前 付き パラ メー タ を 持つ こと も あり 
ます 。 マ クロ 展開 時 、 こ の パラ メー タ の 置換 値 が 指定 され ます 。 


リピ ー ト プロ ッ ク は 、 ソ ー ス コー ド 文 の シー ケン ス で す 。 こ の シー ケン ス は リピ ー ト プ 
ロッ ク デ ィ レ クティ ブ の 制御 下 で 指定 回 数 反復 され ます 。 マ クロ と 異な り 、 個 別 の 定義 や 
展開 の 概念 は あり ませ ん 。 プ ロッ ク は 、 単 純 に 繰り 返さ れ ま す 。 


マク ロ 定 義 


形式 : name MACRO formalparam... } 
statements 
ENDM 


マク ロ 定 義 の 作成 は 、MACRO ディ レク ティ プ ブ と ENDM デ ィ レ クティ プ ブ で 、 文 の プロ ッ ク を 
マク ロ 定 羨 の 中 に 囲む こと に よっ て 行い ます 。 マ クロ に は name (必須 ) と 形式 パラ メー タ 
名 の リス ト (オプ ショ ン ) が 与え られ ます 。 マ クロ の 展開 時 、 文 プロ ッ ク 中 の 形式 パラ メ 
ー タ 名 が 現われ る た びに 、 そ の パラ メー タ は 、 マ クロ の 呼出 し 時 に 指定 し た 実 パ ラメ ー タ 
値 に 曽 換 えら れ ま す 。 形式 パラ メー タ 名 は 、 マ クロ 定義 と 共に 保存 され る の で 、 フ ァイル 
中 の 別 の 場所 で 定義 され た 他 の シン ボル と は 衝突 し ませ ん 。 マ クロ 名 は 、 普 通 の ユー ザ 定 
義 シ ン ボ ル で あり 、 一 意 で な けれ ば な り ま せん 。 マ クロ 定義 内 で は 、 す べ て の 形式 パラ メ 
ー タ 名 は 1 ライ ン に 表示 し な けれ ば な ら な いと いう 点 以 外 に は 、 形 式 パ ラメ ー タ また は ソ 
ー ス コー ド 文 の 数 に つい て の 制限 は あり ませ ん 。 
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10.3 


マク ロ の 定義 時 、 オ プ ジ ェ クト コー ド は 生成 され ませ ん 。 し か し 、 マ クロ 定義 は メモ リ 
の 中 に セー プ さ れ ま す 。 先 へ 行っ て マク ロ を ソー ス フ ァ イル 中 で 展開 する 時 に 、 オ プ ジ ェ 
クト コー ド が 、 生 成 さ れ ま す 。 し た が っ て 、 マ クロ 定義 は 、 セ グ メ ント プロ ッ ク の 外側 に 
置く こと も で きま す 。 


二 ニ つ の パラ メー タ val1 と va12 お よび 二 つ の ソー スコ ー ド 文 を 持つ alloc と いう 名 の マク 
ロ 定 義 を 作成 する 例 を 次 に 示し ます 。 


alloc MACRO vall, val2 
DB vall 
DB val2 
ENDM 


マク ロ は 再 定義 で きま す 。 マ クロ の た め の 新 し い 定 義 を 見 つけ る と 、 ア セン プラ は 、 古 
い 定 義 を 処分 し て 新しい 定義 を セー プ し ます 。 最 初 の マク ロ 定 義 と 2 回 目 の マ クロ 定義 と 
の 間 に マ クロ を 展開 する 場合 は 、 最 初 の マク ロ 定 義 を 使い ます 。 2 回 目 の マ クロ 定義 の あ 
と に マク ロ 展 開 する 場合 は 2 回 目 の 定義 を 使い ます 。 


マク ロ 展 開 


形式 : name factualparam ... } 


あら か じ め 定 義 し た マク ロ を name で 呼び 出す と 、 マ クロ が 展開 され ます 。 マ クロ 定義 中 
の ソー ス 文 は 、 ソ ー ス ファ イル の 当該 ポイ ント で 挿入 され 、 ア セン プル され 、 オ プ ジ ェ ク 
トコ ー ド が 生成 され ます 。 ソ ー ス 文中 に 形式 パラ メー タ が 現れ る た びに 、 マ クロ 呼出 し 文 
か ら の 対応 する 実 パ ラメ ー タ に よっ て 置換 えら れ ま す 。 実 パラ メー タ は 、 文 字 列 と し て 扱 
われ 、 コ ンマ 、 ス ペー ス 、 ま た は タプ で 区 切ら れ ま す 。 実 パラ メー タ の ほう が 、 形 式 パ ラ 
メー タ よ りら 少ない 場 合 、 足 りな い 実 パラ メー タ に は 、nmnul1 文 字 列 が 割当 て られ ます 。 行 中 
に コン マ を 2 個 入 れる こと に より 、 実 パラ メー タ に 対し て nul1 文 字 列 が 渡さ れ ま す 。 


マク ロ 展 開 時 、 リ ステ ィング ファ イル 中 に 何 を プリ ント する か に つい て 次 の 三 つ の オプ 
ショ ン が あり ます 。 (1) 挿入 され た 文 す べ て を プリ ント する 。(2) オプ ジェ クト コー ド を 
生成 させ る 文 だ け を プリ ント する 。 (3) 挿入 文 は どれ も プリ ント し な い 。 オ プシ ョ ン の 選 
択 は 、 適 切な り リス ティ ング ファ イル ディ レク ティ ブ (8.3.11 項 一 8.3.13 項 を 参照 ) を 使っ 
て 行う こと が で きま す 。 デ フォ ルト で は 、 オ プ ジ ェ クト コー ド 生 成文 だ け を プリ ント し ま 
す 。 


alloc マク ロ (10.2 節 で 定義 ) と 挿入 され る ソー スコ ー ド 文 と を 呼び 出す 二 つ の 文 を 次 
に 示し ます 。 
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alloc 0, 1 
は 次 の よう に 展開 し ます 。 
DB 0 
DB 
次 の 文 
alloc "that's" "show biz' 


は 次 の よう に 展開 し ます 。 


DB "that's" 
DB "show biz' 


マク ロ は 、 再 帰 的 で 、 し か も ネス ト す る こと が で きま す 。 た と えば 、 次 の ペア の マク ロ 


定義 : term MACRO 


DB 0 : : Terminate the string with a zero byte 
ENDM 

bldstg MACRO val 
IFIDN く Val>, <5> 
term terminate the string 
ELSE 
DB "Val ji next character in string 
bldstg %val - 1 ji COntinue lcop 
ENDIF 
ENDM 


は 、 次 の よう に 展開 し ます 。 


bldstg 9 
DB " 
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10.4 


10.5 


参照 : .LALL(8.3.11 項 ) 、.SALL(8.3. 12 項 )、 条 件 付き アセ ンプ ル (8.4 節 )、 パ ラメ ー タ 置換 
0.11 節 ) 


REPT リ ピー トブ ロッ ク 


形式 : REPT expression 
statements 
ENDM 


REPT デ ィ レ クティ プ は 、REPT デ ィ レ ク デ ィ プ ブ と ENDM デ ィ レ クティ プ ブ に よっ て 囲ま れ た 文 
プロ ッ ク を 、expression 回 数 繰り 返さ せま す (expression は 定数 で な けれ ば ぱ ば ならない) 。 
た と えば 、 次 の リピ ー ト プロ ッ ク 


REPT 3 
DB 0 
ENDM 


は 、 次 の よう に 展開 し ます 。 


IRPC リ ピー トブ ロッ ク 


形式 : IEPC formalparam string 
Statements 
ENDM 


IRPC デ ィ レ クティ プ は 、IRPC デ ィ レ クティ プ と BNDM デ ィ レ クティ プ に よっ て 囲ま れ た 文 
プロ ッ ク を string 中 の 文字 数 だ け 繰 り 返 させ ます 。 文 プロ ッ ク を 繰り 返す ご と に 、string 
中 の 次 の 文字 が 、formalparam と 置換 えら れ ま す 。 た と えば 、 次 の リピ ー ト プロ ッ ク 


IRPC val, 012 
DB val 
ENDM 


は 、 次 の よう に 展開 し ます 。 


DB 0 


125 


参照 : 条件 付き アセ ンプ ブル (8.4 節 ) 
10.6 IRP リ ピー トブ ロッ ク 


形式 : IRP formalparam. く actualparam ...> 
statementSs 
ENDM 


IRP ディ レク ティ ブ は 、IRP ディ レク テ プ と ENDM デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て 囲ま れ た 文 の 
プロ ッ ク を 、 実 パラ メー タリ スト 中 の 実 パ ラメ ー タ ご と に 1 度 繰 り 返 させ ます 。 文 プロ ッ 
ク を 繰り 返す た びに 、 現 actualparam が [ormalparam と 画 換え られ ます 。 実 パラ メー タリ 
スト の 形式 は 、 マ クロ 呼出 し の 実 パ ラメ ー タ リス ト の 場合 と まっ た く 同 じ で す 。 実 パラ メ 
ー タ リス ト は 、 カ ギ 括 弧 く < > で 囲ま な けれ ば な り ま せん 。 

た と えば 、 次 の リピ ー ト プロ ッ ク 


IRP val.<0. "string', 1> 
DB Val 
ENDM 


は 、 次 の よう に 恨 開 し ます : 


DB 0 
DB "string 
DB 1 


参照 : パラ メー タ 置 換 (10.11 節 )、 条 件 付き アセ ンプ ル (8.4 節 ) 

10.7 マク ロ と リピ ー ト ブロ ッ ク の コメ ント 
形式 : : : comment 
マク ロ 定 本 また は リピ ー ト プロ ッ ク 定 義 内 の 2 個 の セミ コロ ン で 始ま る コメ ント を マク 
ログ リピ ー ト プロ ッ ク コ メン ト と 呼び ます 。 マ クロ グリ ピー ト プ ロ ッ ク コ メン ト は 、 マ ク 
ロ ま た は リピ ー ト プロ ッ ク の 展開 に は 現れ ませ ん 。 こ れ ら の コメ ント は 、 コ メン ト を 表示 


する こと に よっ て 展開 リス ト が 乱 維 に な る こと な し に 、 マ クロ 定 羨 また は リピ ー ト プロ ッ 
ク を 文書 化し ます 。 た と えば 、 次 の マク ロ 定 義 
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define MACRO vall.val2 


DB val1  : this comment will show up 
DB va12  :: this one won't 
ENDM 


は 、 次 の よう に 展開 し ます 。 


define 0.1 
DB 0 : this comment will show up 
DB 1 


10.8 LOCAL デ ィ レ クティ ブ 
形式 : LOCAL formalpalam, ... 
LOCAL ディ レク ティ ブ は 、 自 動 生 成 さ れ た 形 名 ?2XXXX (XXXX は 16 進 数 ) を マク ロ の 展開 
ご と に formalparam に 置換 し ます 。 形 式 パ ラメ ー タ が 複数 の 場合 、 コ ンマ で 区 切ら な けれ 
ば な り ま せん 。LOCAL ディ レク ティ ブ プ は 、 マ クロ 定義 プロ ッ ク 内 で だ け 使 用 で きま す 。 リ 
ピー ト プ ロ ッ ク 内 で は 使え ませ ん 。 


た と えば 、 次 の マク ロ 定 義 が 与え られ た 場合 


chk-err MACRO limit 


LOCAL skip 
CmD ax, 1imit 話 Check value against 
呈 1imit 
jle skip 訪 Skip call if OK 
cal1l errOr Call error procedure 
SkiD: 
ENDM 
次 の マク ロ 呼 出し 
chk_-err 5 
chk_err 10 


は 、 次 の コー ド を 展開 し ます 。 


CmD ax, 5 
jle 220001 
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call errOr 


290000: 
Cmp ax, 10 
jle 220001 
call TTFOT 
2720001: 


10.9 EXITM デ ィ レ クティ ブ 


形式 : EXITM 


EXITM ディ レク ティ ブ プ は 、 マ クロ また は リピ ー ト プロ ッ ク の 展開 を 直ちに 終了 させ ます 。 
た と えば 、 次 の リピ ー ト プロ ッ ク 


IRPC val, 0123456789 
IFIDN く <Val>, <3> 
EXITM 

ELSE 

DB Val 

ENDIF 

ENDM 


は 、 次 の 文 を 生成 し ます 。 


DB 0 
DB 
DB 2 


参照 : 条件 付き アセ ンプ ル (8.4 節 ) 
10.10 PURGE ディ レク ティ ブ 


形式 : PURGE name,... 


PURGE ディ レク ティ プ は 、 マ クロ また は リピ ー ト プロ ッ ク の 展開 に 何 の 影 響 も 与え ませ 
ん 。 既存 の 8086 プ ログ ラム の PURGE 文 に に っ て エラ ー が 生成 され な いよ うに する だ け の た 


め に 置か れ ま す 。 
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10.11 


パラ メー タ 置 換 


形式 : &formalparam 
formalparam& 
&formalparam 


マク ロ の 展開 時 、386 | ASM は 、 実 パラ メー タ を マク ロ 定 義 内 の 形式 パラ メー タ の それ 
ぞ れ の 代わ り に 置き ます 。 形 式 パ ラメ ー タ 名 (前 後 の シ ン ボ ル と は スペ ー ス 、 タ プ ま た は 
負 文字 で 区 切っ て ある ) が 発生 する た びに 、 こ の パラ メー タ 名 は 対応 する 実 パ ラメ ー タ に 
取替え られ ます 。"&#" は 、 形 式 パ ラメ ー タ 名 の 一 方 また は 両側 に 置く こと が で きま す 。 こ 
の 文字 は 、 実 パラ メー タ が 置か れる 時 に 形式 パラ メー タ 名 と と も に 除去 され ます 。 こ の 文 
字 は 、 ま た 文字 列 定数 中 の パラ メー タ の 置換 を 強制 的 に 行い ます 。 た と えば 、 次 の リピ ビー 
ト プ ロ ッ ク 


IRP val,<0 1 2> 
var&val DB "This value is &val を 
ENDM 


は 、 次 の よう に 拡張 し ます 。 


var0 DB "This value is 0' 
Varl DB "This value is1' 
Var2 DB This value is 2 の 


ニニ つの 形式 パラ メー タ を 隣 合わ せ に 置く 場合 、 両 パラ メー タ を 強制 的 に 置換 する た めそ 
れ ら を 2 個 の "@ 文字 で 区 切り ます 。 置換 する た びに "で 文字 を 1 個 取 り 去 る の で こう い 
うこ と が 起こ り ま す 。 こ の ルー ル は 、 形 式 パ ラメ ー タ が ネス ト さ れ た マク ロ 展 開 や リピ ー 
ト プ ロ ッ ク の 中 の 二 つ の 別々 の マク ロ 用 の パラ メー タ で あっ て も 適用 され ます 。 た と えば 、 
ネス ト さ れ た リピ ー ト プロ ッ ク を 持つ 次 の マク ロ 定 義 


define MACRO a,b 
DB "a&&b 
IRPC Cc, 012 
a&&c DB b 
ENDM 
ENDM 


は 、 次 の よう に 展開 し ます 。 
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define test 32 


DB "test32" 
test0 DB 32 
testl DB 32 
test2 DB 32 


参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 )、IRPC(10.5 節 )、IRP(10.6 節 ) 、 条 件 付き アセ ンプ ブル (8.4 節 ) 

10.12 実 パ ラメ ー タ リス ト 
マク ロ 展 開 に 受け 渡す 実 パラ メー タリ スト と IRP ディ レク ティ ブ 用 の 実 パ ラメ ー タ リス 
ト の 形式 は 同じ で す 。 個々 の 実 パ ラメ メータ は 、 ス ペー ス 、 タ プ 、 コ ンマ 、 セ ミコ ロン 、 ま 


た は カギ 括弧 < > で 終了 する 文字 列 で す 。 さ ら に 、 実 パラ メー タリ スト 中 で の み 有 効 な 特 
別 帝 算 子 が あり ます が 、 こ の 演算 子 は 任意 の 文字 を 実 パ ラメ ー タ の 一 部 に する こと が で き 


ます 。 
参照 : マク ロ 展 開 (10.3 節 )、IRP(10.6 節 ) 
10.12.1 リテラ ル 文 字 演算 子 


形式 : ! character 


リテラ 人 ル 文字 演算 子 (!)) は 、 実 パラ メー タリ スト の 処理 時 、 次 文字 を リテラ ル 文 字 と し 
て 処理 させ ます 。 この 演算 子 は 、 通 常 、 特 別 な 意味 (パラ メー タ セ パレ ー タ また は パラ メ 
ー タ リス ト 演 算 子 ) を 持つ 文字 エス ケー プ し て パラ メー タ の 一 部 に する た め に 使用 され 


ます 。 
例 : define MACRO string 
DB '&string' 
ENDM 


define parameter! with! spaces 
DB "Darameter with spaces' 


define al:b: parameter witha : in it 


DB "aiD 

define 0! !<! 1 : eScaDe < oDerator 
DB " 還 き 

define My! Gosh!! : eScape ! operator 
DB "My Gosh!" 
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10.12.2 リテラ ル テ キ スト 演算 子 
形式 : <text> 


リテラ ル テ キ スト 演算 子 ( く >) は 、 実 パラ メー タ の 処理 時 カギ 括弧 < > 内 の すべ て の 
テキ スト を リテラ ル テ キ スト と し て 処理 させ ます 。 こ の 演算 子 は 、 値 を text と する 一 つの 
実 パ ラメ ー タ を 作成 し ます 。 そ の ライ ン 上 で この パラ メー タ よ り 前 に ある 実 パ ラメ ー タ は 、 
どれ も べく 文字 で 終り ます 。 当該 実 \ や ラメ ー タ は 、 ヶ > 文字 で 終了 し ます 。 こ の 演算 子 は 、 リ 
テラ ル 文 字 演 算 子 と 同様 に 、 パ ラメ ー タ リス ト 中 の 区 切り 文字 エ スケ ー プ する こと が で 
きま す 。 こ の 演算 子 を 、IRP ディ レク ティ ブ 用 の 実 パ ラテ メー タリ スト を 囲む の に 必要 な カ 
ギ 括 弧 く < > と 混同 し な いで くだ さい (10.6 節 参照 ) 。 


カギ 括弧 < > 内 で リテラ ル テ キ スト と し て 取り 扱わ れ な い 文 字 は 、 他 の 二 つ の パラ メー 
タリ スト 演算 子 (! と %) と 左右 の カギ 括弧 で す 。! と % 演 算 子 は 、 カ ギ 括 弧 < > 内 で も 
有効 で も り 、 テ キス ト 中 の 左右 の カギ 括弧 は 対 に な っ て いな けれ ば な り ま せん (た と えば 、 
<abc<de>fg> は 文字 列 "abc<de>fg" を 生成 し ます ) 。 テ キス ト の 中 で 対 で な い カ ギ 括 弧 を 
必要 と する 場合 、 リ テラ ル 文 字 演 算 子 を 使用 し な けれ ば な り ま せん (た と えば 、<abc!<de 
fg> は 文字 列 "abc<defg" を 生成 し ます ) 。 


例 : define NMACRO list 


DB list 

ENDM 

define く 1, 2, 3> : Bscape comma separator 
DB 1, 2. 3 


define MACRO strl, str2 


DB "&strl を 
DB "str2& 
ENDM 


define this <is a string with spaces> 
DB "this" 
DB "is a string with spaces' 


define this, く is a <string> with angle brackets> 
DB "this" 

DB "is a <string> with angle brackets' 
define this く is astring with a !>> 

DB "this' 


DB "is a string witha > 


1 3 1 


10.12.3 式 演算 子 


形式 : %expression 


式 演 算 子 は 、expression を 評価 し て 定数 値 を 求め 、 そ の 値 を ASCII 10 進 文字 列 に 変換 し 
ます 。 そ し て 、 実 パラ メー タ に 値 と し て 結果 の 文字 列 を 与え ます 。 式 と し て 評価 され る 文 
字 列 は 、 コ ンマ 、 セ ミコ ロン 、 感 嘆 符 、 左 右 の カギ 括弧 、 ま た は 他 の パー セン ト 文 字 ( す 
な わ ち 、, : ! <>%) で 終了 し ます 。 


通常 、 式 演 算 子 は 、 単 一 の 実 パ ラメ ー タ を 返す た め だ け に 使わ れ ま す 。 式 演算 子 は 、 実 
パラ メー タ 中 の 最初 の 文字 で な けれ ば な り ま せん 。 テ キス ト 文 字 列 の 中 に % が ある 場合 、 
通常 、 そ の 他 の テキ スト 文字 と し て 処理 され ます 。 例 外 は 、 カ ギ 括 弧 く < > で 囲ん だ リテラ 
ル テ キ スト 中 な ら ど こ で も %% 演 算 子 と し て 認識 され る こと で す 。 


例 : define MACRO Val, string 


DB val 
DB "&string' 
ENDM 


define %1 + 2.=3 
DB 3 
DB "= 


define %1 1 2 %314 
DB 3 
DB "7' 


define %9*4-2 <=10> 
DB 10 
DB "=10' 


define  %3#4-21 !=15 
DB 10 
DB "1=P 


define 引 +2. く is equal to %1 + 2.right9> 
DB 3 
DB "is equal to 3.right?" 


define 1. 99%of100 jnotice % within string 
: has no effect 

DB 1 

DB "99%of100' 


10.12.4 文字 列 演算 子 


形式 : "string 
Ystring" 


シン グル 引用 符 ま た は ダブ ル 引 用 符 は 、 す べ て の 文字 (スペ ー ス 、 コ ンマ 、 そ の 他 の パ 
ラメ ー タ リス ト 演 算 子 の よう な 特殊 文字 を 含む ) を リテラ ル テ キ スト と し て 処理 する た め 
の 実 パ ラメ ー タ 中 の 文字 列 演算 子 と し て 使用 され ます 。 文字 列 演 算 子 が リテラ ル テ キ スト 
演算 子 と 異な る 点 は 次 の 三 つ で す 。 (1) 文字 列 を 区 切る 引用 符 は 、 実 パラ メー タ の 一 部 と 
し て 保存 され る 。(2) すべ て の 文字 ( 他 の パラ メー タリ スト 演算 子 を 含む ) は 、 文 字 列 中 
で リテラ ル テ キ スト と し て 処理 され る 。 (3) 文字 列 演 算 子 は 、 実 パラ メー タ の テキ スト 中 
に 組み 込む こと が で きる 。 つ まり 、 文字 列 演算 子 は 古い 実 パ ラメ ー タ を 自動 的 に 終了 させ 
新しい 実 パ ラメ ー タ を 始め る こと は あり ませ ん 。 


例 : define MACRO strl, str2 


DB str1 
DB "str2 を 
ENDM 





define "lot's! of <special>,chars%, 0 
DB "lot's! of <special>, charsW 
DB "0 


define 0, one"way to get"spaces 
DB 0 
DB "one"way to get"spaces' 
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ニー 
- 。80386 の プロ グラ ミン グ 








この 章 で は 、8086 プ ロ セ ッ サ ファ ミリ の プロ グラ ミン グ メ ン バ の 特色 に つい て 説明 し ま 
す 。 読 者 は 、 ア セン プリ 言語 プロ グラ ミン グ と 80386 プロ セッ サ ア ー キ テク チャ に つい て 
の 基本 的 な 知識 は 習得 し て いる も の と し ます 。 本章 の 目的 は 、 ア セン プリ 言語 プロ グラ ム 
の 作成 方 法 を 既に 知っ て いる 人 が 、80386 の プロ グラ ム を 早く 書け る よう に 手助け する こ 
と で す 。 本章 で は 、 ア セン プリ 言語 の プロ グラ ム 作 成 方 法 に つい て は 解説 し ませ ん 。 


リア ルモード プロ グラ ミン グ 


80386 は リア ルモード と 386 ネイ ティ ブ プ ド モー ド の 二 つ の 主 な 操作 モー ド を 持っ て いま 
す 。 リ アル モー ド の 場合 、 プ ロ セ ッ サ は 必然 的 に 高速 の 8086 プ ロ セ ッ サ に な り ま す 。 現 バ 
ー ジ ョ ン の MS-DO0S は リア ルモード で だ け 動 作 す る の で 、80386 プロ セッ サ は 、 オ ペレ ー テ 
ィング シス テム が WS-DO0S な ら 、 通 常 、 リ アル モー ド で 動作 し て いま す 。 本 前 で は 、80386 
また は 80286 (これ も また リア ルモード と プロ テク トモ ー ド を 持つ ) の り リア ルモード で 実 
行 す る よう 書か れ た プロ グラ ム 、 お よび 8086、8088、80186、80188 プ ロ セ ッ サ で 実行 する 
よう 書か れ た プロ グラ ム に つい て 述べ ます 。 リ アル モー ド で 実行 する た め の iHELLO.ASM と 
いう ソー スコ ー ド ファ イル の 中 の プロ グラ ム を アセ ンプ ブル し 、 リ ンク する た め に は 、 次 の 
よう に 入力 し ます 。 


386asm hello -8086 
3861ink hello -8086 


これ で 、 ソ ー ス ファ イル HELLO.ASM を アセ ンプ ブル し て オプ ジェ クト ファ イル HBELLO.0Bj 
と リス ティ ング ファ イル HELLO.LST を 作成 し ます 。 次 に 、 そ の オプ ジェ クト ファ イル を リ 
ンク し て 、 実 行 可 能 タ スク イメ ー ジ HELLO.EXE と 、 マ ッ プ ファ イル HEBLLO.MAP を 作成 し ま 
す 。 5 


8086 フ ァ ミ リア ー キ テク チャ の 重要 な 機能 は 、 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン の 概念 で す 。 リ アル 


モー ド に お いて は 、 プ ログ ラム は 、 複 数 セグ メン ト に 分 割 さ れ ま す 。 セ グ メ ント の 最大 長 
は 64 キ ロバ イト (KB) で す 。 プ ロ セ ッ サ は 、 セ グ メ ント レジ スタ (付録 F 参照 ) と 呼ば れ 
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る 特殊 な レジ スタ セッ ト を 持っ て いま す 。 セ グ メ ント 中 の デー タ ま た は コー ド を アク セス 
また は 実行 する 前 に 、 そ の セグ メン ト を 指定 する よう に セグ メン トレ ジス タ を セッ ト し な 
けれ ば な り ま せん 。 


リア ルモード に お いて は 、 セ グ メ ント レジ スタ は 、 セ グ メ ント の パラ グラ フ ア ド レス を 
持ち ます 。 こ の 場合 、 バ ラグ ラフ は 、 ア ドレ ス 空 間 内 の 16 バ イト 境界 で す 。 セ グ メ ント 内 
の フル アド レス は 、 そ の セグ メン ト パ ラ グラ フ ア ド レス と セグ メン ト 内 の オフ セッ ト (OKB 
か ら 64KB) に よっ て 指定 され ます 。 プ ロ セ ッ サ は 、 ま ず セ グ メ ント アド レス を 左 へ 4 ビッ 
トシ フト し バイ ト ア ドレ ス に 変え 、 最 後に それ を セグ メン ト 内 の オフ セッ ト に 加え ます 。 

これ に よっ て 、 プ ロ セ ッ サ は 内 部 20 ビ ッ ト の アド レス を 作成 し ます 。 こ の 内 部 アド レス 作 
成 方 法 は 、 リ アル モー ド の プロ セッ サ の アド レス 空間 を 1 メガ バイ ト (内 部 アド レス 幅 が 
20 ビ ッ ト ) に 制限 する こと に 注意 し て くだ さい 。 理由 は 次 節 で 述べ ます が 、 セ グ メ ント レ 
ジス タ 中 の 値 を セグ メン ト セ レク タ と 呼び ます 。 そ し て セグ メン ト セ レク タ と セグ メン ト 
オフ セッ ト か ら プ ロ セ ッ サ に よっ て 作成 され た 内 部 アド レス を リニア アド レス と 呼び ます 。 
8086、8088、80186、80188 の 場合 、 ま た は 80286 また は 80386 を り ア ルモード で 実行 する 
場合 リニア アド レス は 常に 、 プ ロ セ ッ サ が メモ リ に アク セス する た め に アド レス バス 上 
に 発行 する 物理 アド レス と 同じ で す 。 


特定 の セグ メン トレ ジス タ は 、 プ ロ セ ッ サ が 特定 の 演算 を する こと を 想定 し て 考え ます 。 

CS レジ スタ は 、 カ レン トコ ー ド セグ メン ト の 指定 用 に ( プロ セッ サ に よっ て ) 存在 し ます 。 
DS レジ スタ は カレ ント デー タ セ グ メ ント の 指定 用 に 、SS レ ジス タ は カレ ント スタ ッ ク セ グ 
メン ト の 指定 用 に 、ES、FS お よび GS の 各 セ グ メ ント は 特別 の デー タ セ グ メ ント の 指定 用 に 
それ ぞ れ 想定 され て いま す 。 た いて い の プ ログ ラム は 、 実行 する た め に は CS、DS、SS を 有 
効 セ グ メ ント と し て 指定 する よう セッ ト し ます 。 プ ログ ラム が 特殊 な 使い 方 を し な いか ぎ 
り ES、FS9 ま た は GS を セッ ト す る 必要 は あり ませ ん 。 


プロ セッ サ が 行う すべ て の メモ リ 参 照 に つい て は 、 内 部 メモ リア ドレ ス を 計算 する デフ 
ォ ル ト の セグ メン トレ ジス タ が あり ます 。 命令 フェ ッ チ 操作 に 対し て は 、CS が 使用 され ま 
す 。 デ ー タ 参照 の 場合 は 、DS が 使用 され ます 。 ス タッ ク 操 作 の 場合 (た と えば PUSH 、0OP、 
お よび BBP か ESP レジ スタ を 使っ た 間接 参照 ) 、SS が 使用 され ます 。 文字 列 操作 の た め に 
は 、ES だ けが 使用 され 、FS と GS は 使用 され ませ ん 。 ど の 操作 を どの セグ メン トレ ジス タ で 
行う か に つい て の 詳細 は 、 付 録 D と リフ ァ レ ンス 6 を 参照 し て くだ さい 。 


セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド バイ ト を 使っ て 0P コ ー ド を プレ フィ クス する と 、 プ ロ セ ッ サ 
が その 命令 の メモ リ 参 照 の た め に 使う セグ メン トレ ジス タ を 変更 する こと が で きま す 。 こ 
れ は メモ リ 参 照 が プロ セッ サ 用 の デフ ォ ル ト 値 に 従わ な い 場 合 に 386 | ASM が 自動 的 に 行 
いま す 。 た と えば 、CS に よっ て 指定 され た セグ メン ト 内 の 変数 の デー タ 参 照 は 、 変 数 の ア 
ドレ ス を 計算 する 上 で DS レジ スタ で は な く CS レ ジス タ を 使う よう に プロ セッ サ に 伝え る セ 
グ メ ント オー バー ライ ドバイ ト を 持ち ます 。 オ ー バ ー ラ イド バイ ト を 正しく 生成 する た め 
に は 、386 1ASM は どの セグ メン ト が どの セグ メン トレ ジス タ に よっ て 指定 され る か を 知 
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る 必要 が あり ます 。 これ は ASSUME デ ィ レ クティ ブ (3.10 節 参照 ) に よっ て な され 、 ア セン 
プリ 言語 ソー スコ ー ド ファ イル の 必要 な 部 分 で す 。 


MS-D0S が プロ グラ ム を 実行 の た め に ロー ド す る 時 、CS セ グ メ ント レジ スタ は 、 実行 開始 
の コー ド セ グ メン ト を 指定 する た め に 、 プ ログ ラム ロー ダ に よっ て 初期 設定 され ます 。0DS 
レジ スタ は 、 プ ログ ラム に つい て の 情報 プロ ッ ク (プロ グラ ム の デー タ セ グ メ ント で は な 
い ) を 指示 する た め 、 ロ ー ダ に よっ て 初期 設定 され ます 。 そ の デー タ セ グ メ ント を 指定 す 
る た め の DS の 初期 設定 は 、 通 常 、 プ ログ ラム か 実行 開始 時 に 最初 に 行う 操作 で す 。 さ ら に 、 
STACK 組み 合わ せ 型 (3.7.2 項 参 照 ) を 持つ すべ て の セグ メン ト は 、 リ ンカ に よっ て 組み 
合わ され て 単 一 セグ メン ト に な り ま す 。 ロ ー ダ は 、 こ の セグ メン ト を 指定 する た め に SS を 
初期 設定 し 、 そ し て セグ メン ト 内 の 最上 位 の オフ セッ ト を 指定 する た め に SP (スタ ッ ク ポ 
イン タ ) を 初期 設定 し ます (8086 フ ァ ミ リ で は 、 ス タッ ク は 下方 に 伸び る ) 。 プ ログ ラム 
中 に STACK 組合 せ 型 を 持つ セグ メン ト が な い 場 合 、SS9 と SP は ロー ダ で 初期 設定 され ませ ん 。 
すなわち 、DS と 同様 に これ ら の レジ スタ を 初期 設定 する の は プロ グラ ム の 資 任 で す 。 

一 般 に 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム は 、 コ ー ド セグ メン ト 、 デ ー タ セグ メン ト お よび 
スタ ッ ク セ グ メ ント の 三 つ の セグ メン ト を 持ち ます 。 ス タッ クセ グ メ ント と デー タ セ グ メ 
ント は 、 し ば し ば 組み 合わ され て DS と SS の 両方 に よっ て 指定 され た 単 一 セグ メン ト に な り 
ます 。 デ ー タ セグ メン ト は その セグ メン ト の 下部 に 、 ス タッ クセ グ メ ント は セグ メン ト の 
上 部 に 置か れ ま す 。 単純 な プロ グラ ム に お いて は 、 セ グ メ ント を た だ ー つ 持つ こと も 可能 
で す 。 この 場合 、 CS、DS、 お よび 5S$ は すべ て 同じ セグ メン ト を 指定 し ます 。 


大 き な プ ログ ラム で は 、 複 数 デー タ セ グ メ ント か 複数 コー ド セ グ メン ト 、 ま た は その 両 
方 を 必要 と する こと も あり ます (リア ルモード に お ける 単 一 セグ メン ト の 長 さ は 最大 64KB 
で ある こと に 注意 ) 。 複 数 デー タ セ グ メ ント の 処理 は 、 ア クセ ス の 必要 の ある デー タ セ グ 
メン ト を どれ で も 指定 する よう に DS を セッ ト す る か 、DS は メイ ン デ ー タ セグ メン ト を 指定 
し た まま に し て 、 そ の 他 の デー タ セ グ メ ント を アク セス する た め に 特別 の デー タ セ グ メ ン 
トレ ジス タ ES、FS、 お よび GS を 使う か の どちら か で 行い ます 。 セ グ メ ント レジ スタ に 新 し 
い 値 を 再 ロ ー ド する た びに 、 正 し い コ ー ド を 生成 で きる よう に 、ASSUME デ ィ レ クティ プ ブ で 
その 変更 を 386 | ASM に 知ら せ ね ば な ら な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 


複数 コー ド セ グ メン ト の 処理 は 、 二 つの 形式 の コー ル 命 令 と ジャ ンプ 命 合 (NEAR コ ー ル 
また は NEAR ジ ャ ンプ 、 お よび FAR コー ル ま た は FAR ジャ ンプ ) を 持つ こと に よっ て 行ない 
ます 。 NEAR 制 御 ト ラン ス フ ァ は 、CS5 レ ジス タ に よっ て 現在 指定 され て いる セグ メン ト 内 に 
あり 、 そ の 命令 の その セグ メン ト 内 の オフ セッ ト を オペ ラン ド と し て 持ち ます 。FAR 制御 
トラ ンス ファ は 、 別 の セグ メン ト 用 で あり 、 オ ペラ ンド と し て セグ メン ト セ レク タ (リア 
ルモード で は セグ メン ト パ ラ グラ フ ア ド レス ) と 新しい セグ メン ト 内 の オフ セッ ト を 持ち 
ます 。 FAR コー ル ま た は FAR ジャ ンプ が 実行 され る と 、 プ ロ セ ッ サ は 、CS に その 命令 に よ 
っ て 与え られ た 新しい セグ メン ト セ レク タ を ロー ド し ます 。386 | ASM は 、 自 動 的 に 、 正 
し い 形 式 の 呼出 し 命令 また は ジャ ンプ 命令 を 生成 し ます 。386 | ASM は 、 コ ー ル また は ジ 
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ャ ンプ の 宛先 で ある ラベ ル ま た は プロ シ ジ ャ の デー タタ イプ NEAR また は FAR ) か ら 、 ど 
の 形式 を 使う か を 決定 し ます (5.2 節 と 5.3.1 項 参 照 ) 。 リ ター ン 命 令 に も 2 形式 が ある 
こと に 注意 し て くだ さい 。386 | ASM は 、FAR プロ シ ジ ャ 中 に は FAR リタ ー ン 命令 を 、NEAR 
プロ シ ジ ャ 中 に は NEAR リ ター ン 命 令 を 生成 する こと に よっ て 正しい 形式 の 命令 を 生成 し ま 
す 。 念 の た め に 繰り 返し ます が 、 ア セン プリ 言語 ソー ス フ ァ イル 中 の 各々 の コー ド セ グ メ 
ント の 前 に は 必ず ASSUME デ ィ レ クティ プ ブ を 置い て 、 プ ログ ラム 実行 中 に CS レジ スタ が その 
セグ メン ト を 指定 する こと を 386 |ASM に 伝え ます 。 


CS$ レ ジス タ 内 容 を 正しく 変更 する 方 法 は た だ 一 つ 、FAR コー ル 命 令 ま た は FAR ジャ ンプ 
命令 を 使う か 、CS レ ジス タ を 入れ 替え る リタ ー ン 命令 を 使う こと で ある 点 に 注意 し て くだ 
さい 。 (CS レジ スタ を 入れ 替え る リタ ー ン 命令 は 、RET 命令 の FAR 形式 と 、 割 込み 〈IRET) 
命令 か ら の 復帰 の 二 つ で す 。 


これ ら の 概念 を 説明 する 簡単 な プロ グラ ム 例 を 以下 に 示し ます 。 こ の 例 で は 、 プ ログ ラ 
ム 実 行 時 メッ セー ジ "Hello world...…. "を 端末 に 出力 する た め に 、MS-D0S9 シ ステ ムコ ー ル 
を 行っ て いま す 。 こ の プロ グラ ム は 三 つ の セグ メン ト 、 す な わ ち 、CS レ ジス タ に よっ て 指 
定 さ れる コー ド セ グ メン ト 、DS レ ジス タ に よっ て 指定 され る デー タ セ グ メ ント 、 お よび SS 
レジ スタ に よっ て 指定 され る スタ ッ ク セ グ メ ント を 持ち ます 。 こ の プロ グラ ム は 、ES、FS、 
お よび GS の レジ スタ を 使わ な い の で 、 そ れ ら を 初期 化す る 手間 も か か り ま せん 。 一 見 し た 
と ころ 、 こ の プロ グラ ム は 簡単 そう な の で スタ ッ ク セ グ メ ント も 使わ な いよ うに 思え る か 
も し れ ま せん 。 実 際 に は 、INT (ソフ トウ ェ ア 割 込み ) 命令 が 、 フ ラッ グ ワ ー ド と ょ 復帰 アド 
レス を スタ ッ ク 上 に プッ シュ し ます 。 通常 の CPU 操作 時 の ハー ドウ エア 割込み も 、 復 帰 ア 
ドレ ス 用 の スペ ー ス が スタ ッ ク 上 に 必要 で す 。 し た が っ て 、 ど の プロ グラ ム も 、S5 レ ジス 
タ と SP レ ジス タ を メモ リ 中 の 有効 スタ ッ ク を 指定 する よう に セッ ト し ます 。 


TITLE hello.asm 


j The .8086 directive can be used instead of the 
: -8086 command line switch to cause programs to 
be assembled for execution in real mode on the 
: 80386 or 80286. or for execution on the 8086, 
8088, or 80186. The -8086 comnand line switch 
must still be used with the 1inker, however! 


.8086 


Tell the assembler which segments the CS, DS, 
and SS registers will point to 
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ASSUME cs:cseg, dS:dSeg, SS:SSeg 


j Align the data segment on a Daragraph (16-byte) 


j boundary and give it the standard combine type 


j of PUBLIC 


data SEGMENT PARA PUBLIC "DATA 


j Message to be output, formatted as required by 
j the MS-DOS system function call 


hellomsg DB "Hello world..……. *"。 0Dh, 0Ah,'$ 


data ENDS 


: Allocate 1000 bytes in a segment with a 
j combine 【ype of STACK, which will cause the 


j loader to initialize SS to pojint to it 
j and initialize SP to the highest offset. 


SS68 SEGMENT PARA STACK "STACK 
DB 1000 DUP ⑨⑰ 


SSe8 ENDS 


j Also give the code segment the standard 


j cmbine 【ype of PUBLIC 


CS6g SEGMENT PARA PUBLIC CODE 


: The actual code to be executed is in 
j a NEAR procedure. 


print PROC NEAR 
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Initialize DS to point to the data segment 


mmOV aX, dSeg 
mOV dS, axX 


j Load the offset within the segment pointed 
j to by DS of the message to be output, load 
the MS-DOS function code into All, and trap 
to the operating system to output the 
message to the terminal. 


mOV ah, 09h 
mOV dx, OFFSET hellomsg 
int 21h 


Load the MS-DOS terminate process function 
code, and trap to the operating system 


mov ah, 4ch 
int 21h 
print ENDP 
CS6g ENDS 


j ldentify the entry point of the program 

j where the loader will transfer control after 
: it 1oads the program and initializes the 

j: CS, S5, and SP registers 


END Drint 
以上 が 全 プ ログ ラム で す 。MWMS-DDS を 実行 する 80386、8086、8088、80286 シス テム 上 で 、 本 
節 の 最初 の 例 に 示し た よう に 、 そ の ファ イル 中 に この プロ グラ ム を 持つ ファ イル を 作成 し 、 


その ファ イル の アセ ンプ ル と リン ク を 行い 、 次 に 、 こ れ を 実行 し て 端末 ‥ 上 に メッ セー ジ "H 
ello world..." が 表示 され る の を 確認 で きま す 。 
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11.2 


セグ メン テー ショ ン 以 外 で は 、8086 プ ロ セ ッ サ ファ ミリ の 機能 で 他 の ほとん どの プロ セ 
ッ サ と 共通 で な いも の に 、 い くつ か の 命 合 に よる 専用 レジ スタ の 使い 方 が あり ます 。 は ほ と 
ん どの 命令 に と っ て 、 汎 用 レジ スタ (付録 F 参照 ) は 相互 に 交換 可能 で す 。 し か し 、 命令 
に よっ て は 、 特 定 の レジ スタ に その 命令 の オペ ラン ド を 置く こと を 想定 する も の が あり ま 
す 。 た と えば 、CX レ ジス タ は 、 あ る 文字 列 命令 の カウ ント オペ ラン ド を 持ち ます 。AX、 BX、 
DX の レジ スタ も 、 あ る 命令 に 対し て 特殊 な 使い 方 を し ます 。 あ る レジ スタ を 特殊 な 目的 だ 
け に 使う 命令 を 付録 D と リフ ァ レ ンス 6 で 説明 し ます 。 


386 ネイ ティ ブ モ ー ド プロ グラ ミン グ 


386 ネイ ティ ブ プ モ ー ド は 、80386 の 全 機 能 を 使用 で きる 操作 モー ド で す 。 こ の モー ド で 
は か な り 大 硬 の アド レス 空間 へ の アク セス と 個々 の セグ メン ト の 拡大 (これ に よっ て 、 大 
き な プ ログ ラム の 場合 、 複 数 セグ メン ト を 扱う むず か し さ が 取 り 除 か れる ) が 可能 に な り 
ます 。 そ し て 、 算 術 演 算 用 の 32 ビ ッ ト 幅 オペ ラン ド の サポ ー ト と 80386 の 32 ビ ッ ト 幅 レジ 
スタ セッ ト の 使用 が 可能 に な り ま す 。80386 に お いて 386 ネイ ティ プ モ ー ド 操作 用 の HELL 
0.ASM と 呼ば れる ファ イル の 簡単 な プロ グラ ム の アセ ンプ ル と リン ク を 行う に は 、 次 の コ 
マン ド を 入力 し ます 。 


386asm hello 
386link hello 


アプ リケーション プロ グラ ム か ら み る と 、80386 の リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー 
ド と の 大 き な 違 い は 、 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン の 処理 方 法 で す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド で は 、 
セグ メン ト 内 の オフ セッ ト の 幅 は 、32 ビ ピット で あり 、 単 一 セグ メン ト の 地 大 長 は 4 ギガ バ 
イト で す 。 セ グ メ ント の 制御 は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム に よっ て 維持 され る 2 種類 の 
テー ブル 、 つ まり グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー プ ブル (GDT) と ロー カル ディ スク リプ タテ 
ー プ ブル (LDT) に よっ て 行い ます 。 グ ロー バル ディ スク リプ タテ ー プ ブル は シス テム に つき 一 
つ 、 ロ ー カ ルディ スク リプ タテ ー ブ プル は プロ セス ご と に 一 つ あ り ま す (し た が っ て 、 マ ル 
チ プ ロ セ スシ ステ ム で は ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル は 多数 に な る ) 。 セ グ メ ント レ 
ジス タ は 、 セ グ メ ント セレ クタ と 呼ば れる 値 を 持ち 、 こ れ は 、 カ レン ト プ ロ セス に 対し て 
GDT か LDT か を 選択 する ビッ ト を 持ち ます 。 特権 セグ メン ト へ の アク セス を 制御 する の に 
2 ビッ ト を 使い 、 選 択 さ れ た ディ スク リプ タテ ー プ ブル 中 の エン トリ を イン デ ク ス す る の に 
13 ビ ッ ト を 使い ます 。 し た が っ て 、GDT また は LDT に は 、 最 大 8192 の エン トリ を 収容 で き 
ます 。 各 エン トリ の サイ ズ は 8 バイ ト で あり 、 各 エン トリ は セグ メン ト の 開始 アド レス と 
サイ ズ を 与え ます 。 こ の エン トリ は また 、 セ グ メ ント が コー ド セ グ メン ト か デー タ セ グ メ 
ント か を 識 引 し 、 セ グ メ ント の 特権 レベ ル な ど を 識別 する ステ ー タ ス 情 報 も 与え ます 。 
386 ネイ ティ プ モ ー ド の セグ メン テー ショ ン 処 理 方 法 に つい て の 詳細 は リフ ァ レ ンス 6 を 
参照 し て くだ さい 。 
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386 ネイ ティ プ モ ー ド の リニア アド レス の 作成 は 、 次 の よう に 、 プ ロ セ ッ サ に よっ て セ 
グ メ ント セレ クタ と セグ メン ト 内 の オフ セッ ト か ら 行 いま す 。 幅 16 ビ ッ ト の セグ メン ト セ 
レク タ 値 (セグ メン トレ ジス タ 内 ) が 、 デ ィ ス クリ プ タ テ ー プ ブル 中 の エン トリ の 指定 に 使 
われ ます 。 こ の エン トリ は 、 セ グ メ ント 指定 用 に 32 ビ ッ ト 幅 の リニア ベー ス ア ドレ ス を 与 
えま す 。 次 に 、 こ の セグ メン ト ベ ー ス アド レス が 32 ビ ッ ト 幅 の セグ メン ト オ フ セッ ト に 加 
えら れ 、32 ビ ッ ト 幅 の リニア アド レス が 生成 され ます 。 プロセッサ は 、 こ の プロ セス を ス 
ピー ドア ッ プ する た め 、 デ ィ ス クリ プ タ テ ー プ ル エ ント リ を 内 部 キャ シン グ し ます が 、 こ 
れ は プロ グラ マ に は 見 えま せん 。 

80386 プロ セッ サ は また 、 チ ッ プ 上 で ペー ジン グ も サポ ー ト し ます 。 こ れ が 、 セ グ メ ン 
ト セ レク タ と セグ メン ト オ フ セッ ト か ら 形 成 さ れ た アド レス を 、 物 理 ア ドレ ス で は な くり リ 
ニア アド レス と 呼ぶ 理由 で す 。386 ネイ ティ プ モ ー ド で は ペー ジン グ を 無効 に する こと が 
で き 、 こ の 場合 、 リ ニア アド レス は 、 プ ロ セ ッ サ が アド レス バス 上 に 示す 物理 アド レス と 
同じ で す 。 ペ ー ジ ング が 有効 の 場合 、 チ ッ プ 上 の ペー ジン グ ユ ニッ ト は 、32 ビ ッ ト 幅 の り 
ニア アド レス を 32 ビ ッ ト 幅 の 物理 アド レス に 変換 し ます 。 こ の 変換 は プロ グラ マ に は 見 え 
ず 、 無 視 し て も か まい ませ ん 。 ペ ー ジ ング の 詳細 は 、 リ ファ レン ス 6 を 参照 し て くだ さい 。 


386 ネイ ティ プ モ ー ド セグ メン ト は 、 コ ー ド セグ メン ト か デー タ セ グ メ ント の どちら か 

を 指定 し ます 。 コ ー ド セグ メン ト は 書き 込み で きず 、 デ ー タ セグ メン ト 中 の プロ グラ ム は 
実行 され ませ ん 。 し た が っ て 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 少な く と も コー ド セ グ 
メン ト と デー タ セ グ メ ント の 二 つ の セグ メン ト を 持ち ます 。 実際 に は 、 単 一 セグ メン ト に 
対し て ディ スク リプ タテ ー プ ル 中 に 二 つ の エン トリ を 作成 する こと に よっ て 単 一 セグ メン 
ト を 持つ プロ グラ ム を 持つ こと は 可能 で す 。 一 方 の エン トリ が セグ メン ト を コー ド セ グ メ 
ント と し て 識別 し 、 他 方 の エン トリ が デー タ セ グ メ ント と し て 識別 し ます 。 CS レジスタ に 
は 、 デ ィ ス クリ プ タ テ ー プ ル 中 の コー ド セ グ メン ト エ ント リ 用 セレ クタ が ロー ド さ れ 、DS 
レジ スタ に は 、 デ ー タ セグ メン ト エ ント リ 用 セレ クタ が ロー ド さ れ ま す 。 


386 ネイ ティ プ モ ー ド と り ア ルモード と の 大 き な 違 い を アプ リケーション プロ グラ マ 側 

か ら み る と 、 次 の よう に 要約 で きま す 。 

1) セグ メン トレ ジス タ の 値 は せ 、 リ アル モー ド の よう な アド レス 値 で は な く 、 デ ィ ス ク 
リプ タテ ー プ ブル 内 で セグ メン ト を 記述 する エン トリ へ の イン デ ク ス に な っ て いま す 。 

2) セグ メン ト 内 の オフ セッ ト 幅 は 、16 ビ ッ ト で は な く 、32 ビ ッ ト で す 。 し た が っ て 、 
個々 の セグ メン ト 長 は 、 リ アル モー ド で は 64 キ ロバ イト で ある の に 対し て 、386 ネ 
イ テ ィ プ モ ー ド で は 、 最 大 長 4 ギガ バイ ト で す 。 

3) リニア アド レス 幅 (お よび 物理 アド レス 幅 ) は 、 リ アル モー ド で は 20 ビ ッ ト で ある 
の に 対し て 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で は 32 ビ ッ ト で す 。 し た が っ て 、386 ネイ ティ 
プ モ ー ド で は 最大 4 ギガ バイ ト の メモ リ を 直接 アド レス 指定 で きま す が 、 リ アル モ 
ー ド で は 1 メガバイト まで で す 。 

4) 命令 の オペ ラン ド 幅 は 32 ビ ッ ト で す (この こと は 、 特 に 算術 演算 に お いて は 重要 で 
ある ) 。32 ビ ッ ト 幅 の 汎用 レジ スタ を 使用 で きま す (付録 F 参照 ) 。 
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80386 を 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 する よう に 書か れ た 簡単 な プロ グラ ム を 次 に 示し 
ます 。 この 例 は 、 上 例 か ら と っ た HELLO.ASM プロ グラ ム で す が 、 1 ビッ ト を 386 ネイ ティ 
プ モ ー ド に し て あり ます 。 両者 の 根本 的 な 違い は 、 セ グ メ ント が USE32 セグ メン ト と し て 
セッ ト さ れ て いる (これ は 80386 の 場合 は デフ ォ ル ト 値 で ちり 、 そ の 意味 は この 例 の 後に 
説明 する ) こと と 、 プ ログ ラム 中 の 一 対 の 命令 が 、32 ビ ッ ト レ ジス タ の 使用 と 、80386 用 
に 命令 を 加え た こと を 示し て いる こと で す 。 


TITLE hello.asm 


j The .386c directive is actually unnecessar\, 


: since it is the default for 386 1 ASM 


.386c 


ASSUME CS:CSE8, dS:dSe8, SS:SS6g 


: We give the segments a use 【yDpe of USE32 (the 


H 


j default for the 80386). 


data SEGMENT PARA PUBLIC USE32 "DATA 
hellomsg DB "Hello world..… 。 0Dh,OAh'$ 
data ENDS 
sseg SEGMENT PARA STACK USE32 "STACKY 
DB 1000 DUP (9) 
SS68 ENDS 
cseg SEGMENT PARA PUBLIC USE32 "CODE' 
print PROC NEAR 


j: Currently, programs 1inked by 386 ILINK to 
: execute in protected mode are set uD witha 
: single segment, and 386| DOS-Extender initializes 











all segment registers to point to it. There is 
therefore no need to initialize DS ina 


protected mode DrOgram 


Although it iS unnecessary, We use the 32-bit 
registers and a protected mode instruction here 
to load the MS-DOS function code into AH 


move al, 09h.: load function code into AL 
XOr ebx.ebx : clear EBX to shift in O's 
shld eax,ebx,8 : shift code intl AH 

mOV dx, OFFSET hellomsg 

int 21h j Call MS-DOS 


mOV ah, 4ch 


int 21h ) terminate DrOCeSS 
print BNDP 
cseg ENDS 

END print 


上 記 の よう に 、80386 の 386 ネイ ティ プ モ ー ド 操作 を サポ ー ト する MS-DO0S の バー ジョ ン 
は 現在 は あり ませ ん 。Phar Lap Software 社 は 製品 386 1D0S-Extender を リリ ー ス し て い 
ます が 、 こ の 製品 に より 、386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 する よう に 書か れ た プロ グラ ム は 、 
MS-D0S の 制御 下 で 実行 可能 で あり 、MS-DOS シ ステ ム の サー ビス を 完全 に 活用 する こと が で 
きま す 。 詳細 は 、386 | DO0S-Extender ユ ー ザ マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


80286 プロ セッ サ も プロ テク トモ ー ド の オペ レー ショ ン が あり ます 。 こ れ は 80386 ネイ 
ティ プ モ ー ド と 類似 し て いま す 。GDT と LDT が あり 、 そ の セグ メン ト セ レク タ は 同じ で す 。 
し か し 80286 で は 、 セ グ メ ント オフ セッ ト の 幅 は まだ 16 ビ ッ ト の まま で す 。 セ グ メ ント ベ べ ベ 
ー ス アド レス の 幅 、 お よび セグ メン ト セ レク タ と オフ セッ ト か ら 形 成 し た リニア アド レス 
お よび 物理 アド レス の 幅 は 24 ビ ッ ト で あり 、80286 プロ テク テッ ドモ ー ド の 16 メ ガバ イト 
アド レス 空間 を 与え ます 。 


イン テル は 8086 フ ァ ミリ で は 上 位 互 換 性 を 政策 と し て と っ て いま す 。 そ の 政策 の 一 部 と 
し て 80386 は 、80286 プロ テク トモ ー ド 用 に 書か れ た プロ グラ ム を 修正 な し で 実行 する 方 
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法 を 持ち ます 。 セ グ メ ント に は 使用 型 の 概念 〈3.7.3 項 参照 ) が 与え られ ます 。 セ グ メ ン 
ト は 、USEI16 セグ メン ト ま た は USB32 セグ メン ト と し て 指定 され 、 そ の セグ メン ト 用 の デ 
ィ ス クリ プ タ テ ー プ ブル エン トリ に その 旨 が 表示 され ます 。 


USE32 セグ メン ト は デフ ォ ル ト 値 で あり 、 上 記 の よう に 動作 する 。USE16 セグ メン ト は 、 
80286 と 互換 性 の 維持 の た め に 備わっ て いま す 。USE16 セグ メン ト 内 の オフ セッ ト 幅 は 、 
16 ビ ッ ト な の で 最大 セグ メン ト サ イ ズ は 64KB で す 。 命令 オペ ラン ド の 幅 は 、 デ フォ ルト 値 
で ある USE32 セグ メン ト の 場合 の 32 ビ ッ ト で は な く 、16 ビ ッ ト 幅 と みな され ます 。 USE16 
属性 を 持つ スタ ッ ク セ グ メ ント は 、PUSHs お よび POPs で 、ESP レジ スタ で は な く SP レ ジス 
タ を 使い ます 。 そ れ で も USE16 セグ メン ト か ら 32 ビ ッ ト 幅 の レジ スタ セッ ト を 使い 、 幅 32 
ビッ ト の メモ リオ ペラ ンド を 処理 する こと は で きま す 。 し か し 、 そ れ を 実行 する 命令 は オ 
ー バ ー ラ イド バイ ト に よっ て プレ フィ クス され な けれ ば な り ま せん 。386 | ASM は 必要 に 
応じ て 自動 的 に 、USE16 セグ メン ト 中 に オペ ラン ドサ イズ と アド レス サイ ズ の オー バー ラ 
イド バイ ト を 生成 し ます 。 


通常 、USE16 セグ メン ト は 80386 ネイ ティ プ モ ー ド 用 プロ グラ ム と 共に 使っ て は いけ ま 
せん 。 こ の セグ メン ト は 、 も と も と 80286 プロ テク トモ ー ド 用 に 書か れ 、 そ の あと 80386 
に 移植 され た プロ グラ ム に だ け 、 使 用 され ます 。 残念 な こと に 、USE16 と USE32 の セグ メ 
ント が 混ざっ た プロ グラ ム を 書く こと も で きま す 。 こ れ は 勧め られ ませ ん が 、 行 う 場合 に 


は 、USE16 と USE32 の セグ メン ト の 間 の 制御 トラ ンス ファ を 行う 上 で 守る ルー ル が あり ま 
す 。 詳細 は 付録 J を 参照 し て くだ さい 。 


80386 を リア ルモード で 使用 する 方 法 


80386 が リア ルモード で 実行 し て いる 時 で も 、80386 用 に 追加 され た 32 ビ ッ ト レ ジス タ 
セッ ト と 新しい 命令 を 使う こと は 可能 で す 。32 ビ ッ ト レ ジス タ へ の アク セス と アド レス モ 
ー ド は 、 オ ー バ ー ラ イド バイ ト を 使っ て 命令 を プレ フィ ックス する こと に よら 行い ます 。 
新しい 命令 は 、 リ アル モー ド の 実行 時 で も 、 プ ロ セ ッ サ に よっ て 自動 的 に 認識 実行 され ま 
す 。 リ アル モー ド に お ける 最大 セグ メン ト サ イ ズ 64KB の 制限 を 避け る 方 法 は な いこ と に 注 
意 し て くだ さい 。 


386 | ASM に 80386 命令 を アセ ンプ ル さ せる に は 、 プ ログ ラム を ター ゲッ トマ シン 8038 
6 (デフ ォ ル ト 値 ) で アセ ンプ ブル し ます 。32 ビ ッ ト 命 令 オ ペラ ンド 用 の オー バー ライ ド バ 
イト を 生成 させ る に は 、USE16 セグ メン ト を 指定 し ます 。 プ ログ ラム は 、 リ アル モー ド の 
場合 に 通常 行う よう に 、 タ ー ゲ ッ ト マ シン 8086 で リン ク し ます 。 し た が っ て 、 リ アル モー 
ド で 実行 する よう に プロ グラ ム の アセ ンプ ブル と リン ク は 行い ます が 、32 ビ ッ ト レ ジス タ セ 
ッ ト と 新しい 命令 セッ ト を 使う た め に は 、 次 の コマ ンド を 入力 し ます 。 


386asm hello 
386Iink hello - 8086 
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ここ で 再び 前 掲 の プロ グラ ム 例 を 変更 し て 、32 ビ ッ ト レ ジス タ な ど を 、 リ アル モー ド の 
プロ グラ ム か ら ア クセ ス す る 方 法 を 示し ます 。 次 の プロ グラ ム と 386 ネイ ティ プ モ ー ド プ 
ログ ラム 例 と の た だ 一 つの 違い は 、USE16 セグ メン ト を 使用 し て いる の で 、 リ アル モー ド 
で 実行 で きる コー ド が 生成 され る こと で す 。 


TITLE hello.asm 

.386c j aSsemble for protected mode 

ASSUME CS:CSeg, dS:dS6g, SS:SSeg 

j: We give the segmentes a use type of USE16, so 

j: that the assembler will generate override bytes 
j: to allow us to access 32-bit operands. 

data SEGMENT PARA PUBLIC USE16 'DATA 

hellomsg DB "Hello world..... "。ODh,OAh,'$ 


data ENDS 


sseg SEGMENT PARA STACK USB16 "STACK 
DB 1000 DUP (?⑫) 


sseg ENDS 


cseg SEGMENT PARA PUBLIC USE16 "CODE 


print PROC NEAR 


mOV aX, dSe8 
mOV dS, ax j Init DS 


: AS in the protected mode program, we usSe 32-bit 

: registers and the new instruction SHLD. However, 

the code generated will be different: Since we 
are in a USE16 segment, we will get operand size 
ovVerride bytes for the 32-Dit operands 
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print 


CS6g 


al. 09h ij load function code into AL 


mOV 
XOr ebx.ebx : clearEBX to shift in 0's 
shld eaX,ebx.8  : shift code into AH 

mOvV dx, OFFSET hellomsg 

int 21h j Call MS-DOS 

mov ah,. 4ch 

jnt j) 【erminate DrOCeSS 

ENDP 

ENDS 

END print 
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付 A 
_ 録 





386ASM 


386 | ASM 


コマ ンド ライ ンス イッ チ 





filel,file2..,filen 

-LIST file 

-NOLIST 

-ERRORLIST file 

-0BJECT file 

-NO0BJECT 

-8086 -80186 -80286 -80386 

-80286P -80386P 

-NO87 -8087 -80287 -80387 
-INCLUDE path 


-DEFINE name [=string] 
-NOSYM 


-NODELETE 


-ONECASE -TWOCASE 
-FULLWARN 
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入力 ファ イル 名 。 

ファ イル 名 を リス ト す る 。 

リス ティ ング ファ イル を 作成 し な い 。 

エラ ー リ ステ ィング ファ イル を 作成 する 。 

オプ ジェ クト ファ イル 名 。 

オプ ジェ クト ファ イル を 作成 し な い 。 

ター ゲッ ト CPU を 選択 する 。 

保護 命令 で CPU を 選択 する 。 

ター ゲッ ト 演 算 コ プロ セッ サ を 選択 する 。 
INCLUDE ディ レク ティ プ パ ス を セッ ト す る 。 


テキ スト シン ボル を 定義 する 。 

リス ティ ング 中 の シン ボル テー プル を 作成 し な 
い 。 

エラ ー が 発生 し て も オプ ジェ クト ファ イル を 作 
成す る 。 

シン ボル の 大 文字 小文字 指定 を セッ ト す る 。 
特殊 エ ラー チェ ッ ク を 可能 に する 。 





付 
5 ポ エラ ー メ ッ セ ー ジ 


B. 1 


























ーーーー 





プロ グラ ム の アセ ンプ ブル 時 に エラ ー が 発生 する と 、386 i ASM は 画面 上 に エラ ー メ ッ セ 
ー ジ を 表示 し ます 。 エ ラー メッ セー ジ に は エラ ー が 発生 し た ソー スコ ー ド ファ イル 、 そ の 
ファ イル 内 の 行 番号 、 エ ラー 識別 番号 お よび エラ ー メ ッ セ ー ジ が 明示 され ます 。 同じ メッ 
セー ジ が .LST フ ァイル に も 書き 込ま れ ま す 。 


アセ ンプ ラ エ ラー は 次 の 3 種類 に 分 類 さ れ ま す 。 (1) 1000 未 満 の エラ ー 番 号 は 、 和 警告 を 
明示 する の に 使わ れ ま す 。 警告 と は 、 ア セン プラ が その エラ ー 文 に 対し て 無効 な オプ ジェ 
クト コー ド を か な ら ず し も 生成 する と は か ぎら な い エ ラー で す 。 (2) 1001 か ら 2000 未 満 の 
エラ ー 番 号 は 、 重 大 エラ ー を 明示 する の に 使わ れ ま す 。 重大 エラ ー と は 、 ア セン プラ に 、 
その エラ ー 文 に 対す る 正しい オプ ジェ クト コー ド の 生成 を 不可 能 に させ る エラ ー で す 。 
(3) 2001 以 上 の 番号 の エラ ー は 、 致 命 的 エラ ー で す 。 致命 的 エラ ー は 、 ア セン プラ に 、 そ 
の ソー スコ ー ド ファ イル の 残り 部 分 を 処理 する こと な く 直 ち に 実行 を 終了 させ ます 。 ア セ 
ンプ リ の パス 2 で 起こ っ た 致命 的 エラ ー は 、 た だ リス ティ ング ファ イル に 書き 込ま れる だ 
け で す 。 


以下 の 3 節 は 、386 | ASM で 発生 する 警告 、 重 大 エラ ー、 致 命 的 エラ ー を リス ト し ます 。 
エラ ー に 対す る 、 起 こり うる 原因 と 可能 な 処置 も 示し ます 。 エ ラー の 表示 は 番号 順に 行い 
ます 。 


= に >。 
= 痢 一 | 





WARNING 1: Syntax error - name ignored by directive 
原因 : 名 前 を 使わ な い デ ィ レ クティ プ に ユー ザ 定 義 名 を 与え た 。 
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ーー ババ パパ パパ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


WARNING 2: Can't close listing file: filename 
WARNING 3: Can't close object file: filename 





WARNING 4: Can'tclose error list file: filename 

WARNING 5: Can't close cross-reference file: filename 

原因 : 1. ディ スク が いっ ぱい で ある 。 
2. MS-D0S 常 駐 コ ー ド が 破壊 され た 。 

処置 : 1. ディ スク に 空き スペ ー ス を 作る た め フ ァイル を 削除 する 。 
2. シス テム を 再 プ ー ト する 。 

WARNING 6: Can't close source file: filename 


WARNING 了 : Can't close include file: filename 
原因 : MS-DOS 常 駐 コ ー ド が 破壊 され た 。 
処置 : シス テム を 再 プ ー ト する 。 





WARNING 8: Source line too long - truncated 
原因 : ソー スラ イン が 132 文字 を 超え た た め 、132 文字 まで に 切り 捨て られ た 。 
処置 : ソー スコ ー ド ライ ン を 短く する 。 








WARNING 9: at character number n: lllegal printing character - 
ignored 
原因 : アセ ンプ ラ が 認識 する 文字 セッ ト 以 外 の 文字 が あっ た た め 、 ス ペー ス と し て 扱 
っ た 。 
WARNING 10 : at character number n: lllegal non-printing character- 
ignored 


原因 : スペ ー ス 、 復 帰 、 改 行 、 水 平 タ プ 、 用 紙 送 り 以 外 の コン トロ ー ル コー ド が あっ 
た た め 、 ス ペー ス と し て 扱っ た 。 





WARNING 11: at character number n: character used in illegal context- 
ignored 
原因 : 文字 が 正しく な い 文 脈 で 使わ れ て いる の で 、 ス ペー ス と し て 扱っ た 。 
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WARNING 13: String not terminated 
原因 : 文字 列 定 数 上 に 終止 引用 符 が な い 。 





WARNING 14: Missing ENDIF for conditional block 
原因 : 条件 文 プ ロッ ク を 終了 させ る の に 必要 な ENDIF が な い 。 





WARNING 15: Missing ENDM for macro definition 
原因 : マク ロ 定 義 & ま た は リピ ー ト プロ ッ ク を 終了 させ る の に 必要 な ENDM が な い 。 これ 
に より ソー ス フ ァ イル 中 の 残り 行 が すべ て マク ロ 定 義 の 一 部 と し て 扱わ れ た 。 





WARNING 16: Integer overflow 
原因 : 定数 また は 定数 式 が デー タタ イプ に 対し て 大 きす ぎる 。 
処置 : デー タタ イプ を 変え る か 、 定 数 に も っ と 小さ い 値 を 与え る 。 





WARNING 17: Floating point overflow 
原因 : 浮動 小数 点 定 数 が デー タタ イプ に 対し て 大 きす ぎる 。 
処置 : デー タタ イプ を 変え る か 、 定 数 に も っ と 小さ い 値 を 与え る 。 





WARNING 18: Floating point underflow 
原因 : 浮動 小数 点 定数 が デー タタ イプ に 対し て 小さ すぎ る 。 
処置 : デー タタ イプ を 変え る か 、 定 数 に も っ と 大 きい 値 を 号 え る 。 


ーーー ーー 
WARNING 19: Decimal point following hexadecimal digits 
原因 : 小数 点 は 10 進 数 字 だ け に 使用 で きる 。 


ーー ーーーーー ニ ーー ニーー 一 ニー ニー ーー ーー ーー ニー ニーーーー ニ ーーー ニ ーー ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ュー ニー ニー 
WARNING 20: Macro purged or redefined within itself: macroname 


原因 : マク ロ が 消去 され た か 再 定義 され た 。 こ れ は Microsoft と 互換 性 維持 の 点 で は 
誤り で は な い が 、 幾 分 曖昧 な 慣行 で ある 。 
処置 : 警告 を 無視 する か マク ロ 定 義 を 修正 する 。 
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WARNING 21: Digits too large for radix - base 16 assumed 

原因 : 定数 中 の 1 桁 ま た は 複数 桁 が 、 カ レン ト デ フ ォ ル ト 基 数 、 ま た は 定数 の 終り の 
基数 指定 子 文字 で 指定 され た 基数 に 対し て 大 きす ぎ た 。 

処置 : 数 を 修正 する か 定数 の 終り に 基数 指定 子 を 加え る 。 


WARNING 22: Unmatched ENDM 
原因 : ENDM が 、 先 行 す る MACRO 、RP、IRPC、 ま た REPT な し に 用 いら れ た 。 


WARNING 23: Extra characters on line 
原因 : ディ レク ティ ブ 用 また は 命令 用 の オペ ラン ド を 処理 し た あと で 、 ま だ 文字 が ソ 
ー ス ライ ン に 残っ て いた 。 


WARNING 24: lllegal use of symbol in expressions: symbol 
原因 : ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル か アセ ンプ ラ 予 約 語 を 式 中 に 誤っ て 使用 し た 。 





WARNING 25: Divide by zero 
原因 : 式 中 で ゼロ 除算 を し よう と し た 。 





WARNING 26: Reference to multiply defined symbol : symbolname 

原因 : 文 が 、 ソ ー ス コー ド フ ァイル の 別 の 場所 で 複数 回 定義 され た シン ボル を 参照 し 
て いる 。 

処置 : シン ボル 定義 は 一 つ だ け 残 し て あと は すべ て 取り 除く 。 





WARNING 27: No IF to mach ELSE or ENDIF 
原因 : 有効 な 条件 付き プロ ッ ク が な い 時 に ELSE 文 また は ENDIF 文 が 用 いら れ た 。 





WARNING 28: Two ELSEs in a row 
原因 : あい だ に ENDIF 文 ま た は IF 文 が な く 、 二 つの ELSE デ ィ レ クティ プ ブ が 連続 し て 用 
いら れ た 。 
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WARNING 29: Floating point denormal value generated 
原因 : 浮動 小数 点数 が 小さ すぎ て 、 指 定 デ ー タ タイ プ に と っ て は 異常 な 値 で ある 。 





WARNING 30: Constant definition will not retain its data type 

原因 : 等 号 (=) ディ レク ティ ブ の あと に 続く 絶対 式 は デー タタ イプ を 持っ て いた が 、 
無視 され た 。 そ の ディ レク ティ ブ の 前 に ある シン ボル 名 が 、 デ ー タ タイ プ を 持 
た な い 絶対 定数 と し て シン ボル テー プル に 入力 され た 。 


処置 : 絶対 定数 が 関連 デー タタ イプ を 持つ 必要 の な い 場 合 、 式 か ら デ ー タ 指定 子 を 取 
り 除 く 。 デ ー タ タイ プ の 必要 な 場合 、 定 数 は 、 代 わり に EQU ディ レク ティ ブ を 
使う こと に よっ て 、 テ キス ト 置 換 と し て シン ボル テー プル に 入力 で きる 。 





WARNING 31: Instruction shortened, NOPs inserted 

原因 : 命令 内 の 前 方 参照 に よっ て 、 パ ス 2 で 必要 と する より も 多く の スペ ー ス が パス 
1 で 割当 て られ た 。 未 使用 スペ ー ス は NOP 命令 で 埋め られ た (この エラ ー は 、 
-FULLWARN スイ ッ チ 使用 時 に だ け 報 告 さ れる ) 。 

処置 : 警 告 原因 と な っ た 前 方 参照 を 取り 除く か 、PTR また は セグ メン ト オ ー バ ー ラ イィ 
ド 演 算 子 また は その 両方 を 使っ て 、 前 方 参照 され た シン ボル に つい て より 多く 
の 情報 を アセ ンプ ラ に 与え る 。 





WARNING 32: Default segment register has no assumption 

原因 : 間接 アド レス モー ド で は 、 オ ペラ ンド の 実効 アド レス の 計算 時 に 、 セ グ メ ント 
レジ スタ が ベー ス と し て 使わ れる 。 ア ドレ スモ ー ド に よっ て 示さ れ た セグ メン 
トレ ジス タ が 何 の 仮定 も 持っ て いな い 場 合 、386 | ASM は 克 告 の フラ グ を 
た て 、 プ ログ ラマ に 仮定 を 持た な い セ グ メ ント レジ スタ が 使わ れ た こと を 知ら 
せる 。 


処置 : 命令 の 実行 時 、ASSUME デ ィ レ クティ ブ を 使っ て セグ メン トレ ジス タ の 持つ 値 を 
アセ ンプ ラ に 知ら せる 。 





WARNING 33: Value combined with segment selector ignored 

原因 : セグ メン ト セ レク タ 値 (セグ メン ト 名 また は SEG 式 演算 子 を 使っ て 得 た ) を 定 
数 値 と 組合 わせ た 。 実 行 の た め の プ ログ ラム ロー ド 時 、 そ の 組合 わ さ れ た 値 は 
セグ メン ト セ レク タ 値 に 置換 えら れ 、 そ の 定数 値 は 無視 され る 。 


B.2 ー 重大 エラ ー 





ERROR 1002: Syntax error 
原因 : 文 に 文法 エラ ー が あっ た 。 





ERROR 1003: Syntax error - instruction expected 
原因 : 命令 ラベ ル の あと に 命令 以外 の も の が 続い た 。 


ERROR 1004: Syntax error - directive expected 
原因 : ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル の あと に ディ レク ティ ブ 以 外 の も の が 続い た 。 


ERROR 1005: Syntax error - missing argument 
原因 : ディ レク ティ プ ブ に 必要 な 引数 が な い 。 


ERROR 1006: Can't open include file: filename 
原因 : 1. 無効 ファ イル 名 

2. ファ イル へ の アク セス が 拒否 され た 。 
処置 : 1. ファ イル 名 の 綴り を 直す 。 

2. アク セス 問題 を クリ ア す る 。 


ERROR 1007: Can't open include file, path too long: filename 

原因 : INCLUDE 文中 に 指定 され た ファ イル 名 と コマ ンド ライ ン 中 に 指定 され た パス 名 
の 合計 が 、255 文字 を 超え た 。 

処置 : パス 名 を も っ と 短く する よう に イン クル ー ド ファ イル を 移動 させ る 。 


ERROR 1008: Syntax error - missing name for directive 
原因 : ユー ザ 定 義 名 を 必要 と する ディ レク ティ プ ブ に 名 前 が な い 。 





ERROR 1009: Illegal statement - no current segment 

原因 : セグ メン ト 内 だ け で 有効 と され る 文 が 、 セ グ メ ント が オー プン し て いな い 時 に 
用 いら れ た 。 す べ て の 人 令 た ディレクティブ の 多く は セグ メン ト 内 に な けれ ば 
な ら な い 。 
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ERROR 1010: Symbol already a reserved word: symbolname 
原因 : アセ ンプ ラ 予 約 語 の 一 つと 同じ 名 前 で ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル を 作成 し よう と 


し た 。 





ERROR 1011: Symbol already different kind: symbolname 
原因 : 前 に 定義 し た シン ボル を 再 定義 し よう と し た 。 





ERROR 1012: Segment parameters are changed 
原因 : 定義 の た め に 使っ た セグ メン ト 届 性 と は 別 の セグ メン ト 必 性 で 、 そ の セグ メン 


ト を 再 オ ー プ ン し よう と し た 。 





ERROR 1013: Count for DUP operator cannot be relocatable 
原因 : DUP 演算 子 に お ける カウ ント パラ メー タ に は 定数 値 だ けが 使用 で きる 。 





ERROR 1014: Improper segment attribute specifier. 

原因 : セグ メン トディ レク ティ ブ の あと に 続く 一 つま た は 複数 の キー ワー ド が 有効 な 
セグ メン ト 必 仁 指 定子 で は な い 。 こ れ は アラ イン 型 キ ー ワ ー ド 、 組 合せ 型 キ ー 
ワー ド 、 ア クセ ス 型 キー ワー ド 、 ま た は 使用 届 性 キー ワー ド で な けれ ば な ら な 
い 。 ( 例 : BYTE, PUBLIC, ER, USE16) 





ERROR 1015: Block nesting error. 
原因 : 既に オー プン し て いる セグ メン ト を 再 オ ー プ ン し よう と し た か 、 現 在 オ ー プ ン 
し て いな い セ グ メ ント また は 構造 体 に 対し て ENDS デ ィ レ クティ プ が 用 いら れ た 





ERROR 1016: Open procedure: procname 
原因 : procname と いう 名 の プロ シ ジ ャ を PROC デ ィ レ クティ プ で オー プン し た が 、 対 応 
する ENDP デ ィ レ クティ プ で クロ ー ズ し な か っ た 。 





ERROR 1017: Undefined symbol: symbolname 
原因 : 未定 義 の シン ボル を 参照 し た 。 
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ERROR 1018: Open segment: segname 
原因 : segname と いう 名 の セグ メン ト を SEGMENT ディ レク ティ プ で オー プン し た が 、 
対応 する ENDS デ ィ レ クティ プ で クロ ー ズ し な か っ た 。 





ERROR 1019: Symbol multiply defined: symbolname 
原因 : 既に 定義 され て いる シン ボル を 再 定 義 し よう と し た 。 





ERROR 1020: Segment already in a different group: segname 
原因 : セグ メン ト segname を 複数 の グル ー プ に 入れ よう と し た 。 
処置 : segname を 一 つ だ け 残 し て 残り の すべ て の グル ー プ 定義 か ら 取 り 除 く 。 


ERROR 1021: Syntax error - invalid expression 
原因 : 式 が 、 正 し い 式 作成 ルー ル に 従っ て いな い 。 
処置 : 演算 子 優先 順位 テー プル を チェ ッ ク し 、 入 力 ミ ス を 探す 。 


ERROR 1022: DUP operator requires count on left 
原因 : デー タ 宣 言 文 で は DUP 演算 子 の 左 に 絶対 カウ ント が 必要 で ある 。 





ERROR 1023: DUP operator nested deeply 
原因 : デー タ 宣 言 デ ア ィ レク ティ ブ プ に お ける DUP 演算 子 の ネス トレ ベル の 深 さ が 17 よ り 
大 で あぁ っ た 。 


処置 : も っ と 簡単 な デー タ 宜 言 方 法 を 探す 。 





ERROR 1024: Unknown symbol type specifier 
原因 : シン ボル 型 キ ー ワ ー ド ( 例 : BYTE、NEAR) の 必要 な ディ レク ティ プ が その キー 
ワー ド を 見 つけ な か っ た 。 





ERROR 1025: Type illegal in context 
原因 : ディ レク ティ プ と 一 緒 に 使用 し た シン ボル 型 キ ー ワ ー ド が 、 こ の 文脈 で は 有効 
で は な い 。 





ERROR 1026: Noorunreachable Q 
原因 : CS レジ スタ が 異な る セグ メン ト を 指定 する こと を 仮定 し て いる 時 に 、NEAR プ ロ 


シ ジ ャ を 定義 し た 。 
処置 : ASSUME デ ィ レ クティ ブ を 使っ て NEAR プ ロ シ ジ ャ の 定義 前 に CS が カレ ント セグ メ 


ント を 指定 する こと を アセ ンプ ラ に 伝え る 。 





ERROR 1027: Procedure not open: procname 
原因 : 現在 オー プン され て いな い プ ロ シ ジ ャ に 対す る ENDP デ ィ レ クティ プ ブ が あっ た 。 
処置 : 不用 な ENDP デ ィ レ クティ ブ を 取り 除く 。 





ERROR 1028: Procedure nesting error, closing: procname 

原因 : 最後 に オー プン し た も の で は な い プ ロ シ ジ ャ に 対す る BNDP デ ィ レ クティ ブ が あぁ 
っ た 。 そ の た め 最 後に オー プン し た プロ シ ジ ャ が クロ ー ズ され た 。 

処置 : 各 プ ロ シ ジ ャ に 対す る PROC/ENDP ディ レク ティ ブ を 正しい 順序 に する 。 





ERROR 1029: Procedure closed in different segment: procname 
原因 : 名 前 つき プロ シ ジ ャ の オー プン と クロ ー ズ が 別々 の セグ メン ト で 行わ れ た 。 





ERROR 1030: Constant was expected 
原因 : 定数 値 だ けが 許さ れ て いる 時 に 、 リ ロケ ー タ プル な 値 を 使っ た 。 








ERROR 1031: Module already has title 
原因 : TITLE ディ レク ティ ブ が 2 つ あ っ た 。TITLE ディ レク ティ ブ は 1 モジ ュー ル に 


つき 1 つ だ け 許 され る 。 





ERROR 1032: Can't use EVEN on byte segment 

原因 : バイ ト ア ライ ン 型 を 持つ セグ メン ト で BVEN デ ィ レ クティ プ ブ が 使わ れ た 。 ア セン 
プラ は 、 セ グ メ ント が 偶数 バイ ト 境 界 に ある か 、 奇 数 バイ ト 境 界 に ある か か 分 
か ら な い の で 、 埋 め 込 み バ イト を 生成 すべ きか どう か を 決定 で き な い 。 

処置 : セグ メン ト の アラ イン 型 を 変え る か 、EVEN デ ィ レ クティ プ ブ を 取り 除く 。 





ERROR 1033: Value is out of range 
原因 : 文中 に 明示 的 また は 暗黙 的 に 指定 され た デー タタ イプ に 対し て 、 値 が 大 きす ぎ 
る か 、 ま た は 小さ すぎ る 。 





ERROR 1034: Illegal forward reference to symbol: symbolname 

原因 : 指定 され た シン ボル へ の 前 方 参照 が 違法 で ちあ る 。 そ の 理由 は パス 1 で 、 ア セン 
プラ が その シン ボル に つい て 行っ た 仮定 が 原因 で 、 パ ス 2 で 必要 と する 長 さよ 
り 少 な い オ プ ジ ェ クト コー ド が 生成 され た 。 

処置 : セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド か PTR な どの 演算 子 を 使っ て 、 前 方 参照 され る シン 
ボル に つい て アセ ンプ ラ に 、 よ り 多 く の 情 報 を 与え る か 、 シ ン ボ ル 宣 言 を 参照 
文 の 前 に 移動 させ る 。 





ERROR 1035: Syntax error - bad data type in expression 

原因 : 整数 以外 の 定数 デー タタ イプ の 一 つ ( 例 : パッ ク 10 進 数 、 実 数 、 ク ワッ ド ワ ー 
ド 整 数 ) を 、 間 違っ た デー タ 宣 言 デ ィ レ クティ ブ (DB、DW、DQ、DP、DT) と 共 
に 使用 し た 。 


ERROR 1036: Symbol already defined external: symbolname 

原因 : モジ ュー ル 中 で 既に 参照 し た 外部 シン ボル を ロー カル に 定義 し よう と し た 。 
外部 シン ボル の ロー カル 再 定義 は 、 そ の シン ボル が 未 使用 の 場合 に だ け 行 うこ と 
が で きる 。 

処置 : ロー カル 定義 を 取り 除く か 、 そ の 上 の すべ て の 参照 を 取り 除く 。 








ERROR 1037: Symbol not defined external : symbolname 

原因 : シン ボル を 一 つの モジ ュー ル 中 で パプ リッ クシ ン ボ ル と 外部 シン ボル の 両方 に 
定 言 し た の で 、 パ プリ ッ ク 定 義 が 優先 され た 。 

処置 : 外部 宣言 を 取り 除く 。 





ERROR 1038: Symbol already defined Iocally: symbolname 
原因 : すでに ロー カル に 定義 し た シン ボル を 外部 シン ボル と し て 視 言 し よう と し た 。 
処置 : その シン ボル の EXTRN 定義 を 取り 除く 。 
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ERROR 1039: Local and external definitions differ for: symbolname 
原因 : シン ボル の 外部 宣言 与え られ た シン ボル デー タタ イプ が その ロー カル 定義 に 
合致 し な い 。 





ERROR 1040: Symbol type illegal for PUBLIC: symbolname 
原因 : 変数 、 ラ ベル 、 ま た は 定数 以外 の シン ボル を 、PUBLIC 定 義 で 使っ た 。 





ERROR 1041: Segment override is illegal 
原因 : 文脈 に お いて セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド を 使う こと は 誤り で ある 。 





ERROR 1042: Improper operand type 
原因 : 命令 また は ディ レク ティ ブ に 対し て オペ ラン ド の デー タタ イプ が 誤り で ある 。 





ERROR 1043: Operand types don't match 
原因 : 命令 また は ディ レク ティ ブ の 複数 の オペ ラン ド が 持つ デー タタ イ プ に 互換 性 が 


な い 。 





ERROR 1044: Circular text substitution: symbolname 
原因 : 指定 され た シン ボル 名 が 、 テ キス ト 置 換 シ ン ボ ル で あっ て 、 こ の シン ボル を 展 
開 す る と 循環 的 な テキ スト 置換 の 原因 と な る 。 





ERROR 1045: Multiply defined symbol: symbolname 
原因 : シン ボル を ソー スプ ログ ラム 中 の 複数 の 場所 で 定義 し た 。 





ERROR 1046: Missing ) 
原因 : 式 中 に “ (“と 対 に な る “ ) "が な い 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ERROR 1047: Missing ] 
原因 : 式 中 に “[ “と 対 に な る " ] " が な い 。 
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ERROR 1048: Invalid use of relocatable operand 
原因 : リロ ケー タプ ブル な 値 と 式 演 算 子 と の 組み 合わ せ 方 法 が 誤り で あっ た 。 





ERROR 1049: Invalid use of segnent override 
原因 : 式 が 、 別 々 の セグ メン ト へ オー バー ライ ド す る 二 つ の 値 を 組み 合わ せよ うと し 
だ 。 





ERROR 1050: Incompatible data types in expreSssion 
原因 : 式 が 、 異 な る デー タタ イプ を 持つ 二 つ の 値 を 組合 せよ うと し た 。 





ERROR 1051: Illegal use of register 
原因 : 式 中 で レジ スタ 名 を 誤っ て 使っ た 。 





ERROR 1052: Illegal constant value for expression 
原因 : 整数 以外 の 定数 デー タタ イプ ( 例 : パッ ク 10 進 数 、 実 数 、 ク ワッ トワ ー ド 
整 基 ) の 一 つが 、 単 項 演算 子 キ また は 一 以外 の 演 算 子 と 一 緒 に 使わ れ た 。 





ERROR 1053: Operand must have size 

原因 : アセ ンプ ラ は 、 正 し い オ プ ジ ェ クト コー ド を 生成 する た め に 、 命令 に 対す る オ 
ペラ ンド の サイ ズ を 知ら な けれ ば な な い 。 

処置 : PTR 演算 子 で オペ ラン ド の サイ ズ を 指定 する 。 





ERROR 1054: lllegal addressing mode 
原因 : 命令 に 対し て 不正 な アド レス モー ド を 使っ た 。 


ERROR 1056: Can't reach with segment register 

原因 : 現在 仮定 され て いる セグ メン トレ ジス タ 値 の いずれ を 使っ て も メモ リ 参 照 オ ペ 
ラン ド を 参照 で き な い 。 

処置 : 実行 時 ASSUME デ ィ レ クティ プ ブ を 使っ て 、 ど の セグ メン トレ ジス タ が オペ ラン ド 
の セグ メン ト を 指定 する か を アセ ンプ ラ に 伝え る 。 





ERROR 1057: legal scale factor index regiSter 
原因 : 1、2、4、8 以 外 の スケ ー ル ファ クタ を イン デ ク ス レ ジス タ で 使っ た 。 





ERROR 1059: ST(n) 8087 register out of range 
原因 : 8087 浮 動 小数 点 ス タッ クレ ジス タ の 一 つ を 識別 する の に 、0-7 の 男 囲 外 の 数 値 


を 使っ た 。 





ERROR 1060: Text substitution (from EOU) caused buffer overflow 
- line truncated 
原因 : ソー ス 文 が 、 一 つま た は 複数 の テキ スト 置換 シン ボル へ の 参照 を 持ち 、 こ の シ 
ン ボ ル を 展開 する と 、 ア セン プラ の 内 部 バッ ファ を オー バー フロ ー さ せる 。 文 
の 内 部 表示 を 強制 的 に 切り 捨て る 。 
処置 : その 文 を 複数 の 文 に 分 解す る 。 





ERROR 1061: Near JMP/CALL to differeat CS 
原因 : near JMP ま た は near CALL を 別 セ グ メ ント の ラベ ル に 試み た 。 





ERROR 1062: AT combine balue must be last on line 
原因 : SEGNENT ディ レク ティ ブ で 、AT 組 合せ 型 指定 子 の あと に は 、 セ グ メ ント 属性 を 
与え る こと は で き な い 。 





ERROR 1063: Relative value out of range 
原因 : PC 相対 値 が 127 より 大 きい か 、-128 よ り 小 さい 。 





ERROR 1064: Wrong number of digits in hexadecimal real 
原因 : 16 進 数 表示 の 実数 が 、 8 、16、20 桁 の いずれ で も な い 。 





ERROR 1065: Illegal packed decimal number 
原因 : パッ ク 10 進 数 が 19 桁 以上 で ある か 、 基 数 10 に 対し て 大 きす ぎる ディ ジッ ト (た 
と えば A-F) を 持っ て いる 。 








ERROR 1066: Syntax error- no expression following % operator 


原因 : マク ロ 呼 出し 文中 の % 演算 子 の あと に 有効 な 式 が 続い て いな か っ た 。 





ERROR 1067: Missing END directive added by assembler 
原因 : ソー ス フ ァ イル に END 文 が な か っ た 。 ア セン プラ が 、END 文 を アセ ンプ リ の 最 
終 ソ ワー ス フ ァ イル の 最終 行 の あと に 挿入 し た 。 





ERROR 1068: Statement only valid inside macro 
原因 : マク ロ 定 義 の 外側 に LOCAL ディ レク ティ プ ま た は EXITM ディ レク ティ ブ プ が あっ 
た 。 





ERROR 1069: SHORT operator only valid for label 
原因 : SHORT 式 演算 子 を 、 命 令 ラ ベル 以外 の 値 と 一 緒 に 使っ た 。 


ERROR 1070: Missing > 
原因 : “ く " と 対 に な る “ >" が な い 。 





ERROR 1071: Cannot override ES register 

原因 : 文字 列 の 宛先 オペ ラン ド は ES レジ スタ と 互換 性 が な けれ ば な ら な い 。 

処置 : ASSUME デ ィ レ クティ プ ま た は セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド 六 算 子 を 使っ て 、 確 実 
に BS レジ スタ で その オペ ラン ド に 到着 で きる よう に する 。 





ERROR 1072: Long parameter caused Iine truncation in macro expansion 
原因 : マク ロ 展 開 で パラ メー タ 置 換 を 行っ た た め 、133 文字 以上 の ソー スコ ー ド ライ 
ン を 生成 し た 。 ソ ー ス ライ ン は 、132 文字 まで に 切り 捨て られ た 。 





ERROR 1073: IF directives nested too deeply 
原因 : IF ディ レク ティ プ の ネス ト の 深 さ が 255 レベ ル を 超え た 。 





ERROR 1074: Macros nested too deeply 
原因 : マク ロ 展 開 の ネス ト の 深 さ が 65. 535 レ ベル を 超え た 。 





ERROR 1076: Missing ENDS for structure definition 
原因 : 構造 体 定義 プロ ッ ク の 終了 に 必要 な ENDS デ ィ レ クティ プ が な い 。 





ERROR 1077: Forced error 
原因 : .ERR デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1078: Forcederror- expression equals 0 
原因 : .ERRE デ ィ レ クティ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1079: Forced error - expression not equals to 0 
原因 : .ERRNE デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1080: Forcederror - symbol defined 
原因 : .ERRDEF デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1081: Forced error - symbol not defined 
原因 : .ERRNDEF デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1082: Forced error - string blank : 
原因 : .ERRB デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1083: Forced error - string not blank 
原因 : .ERRRB デ ィ レ クティ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1084: Forced error - string identical 
原因 : .ERRIDN デ ィ レ クティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 





ERROR 1085: Forced error - string different 
原因 : .ERRDIF ディ レク ティ ブ プ に よっ て エラ ー が 強制 的 に 発生 させ られ た 。 
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ERROR 1086: Cannot change target CPU after a segment definition 
原因 : セグ メン ト の オー プン 後に 、.8086、. 186、.286、.286c、.286p, 、. 386、. 386c、 
.386p, 、 ま た は .PROT を 使用 し よう と し た 。 





ERROR 1087: Segment access types must form a compatible set 
原因 : 組合 せ で き な い アク セス 型 を 持つ セグ メン ト を 定義 し よう と し た 。 
例 : ER と RW 





ERROR 1088: Module already has a name 
原因 : 同一 ソー スプ ログ ラム 中 に NAME デ レク ティ プ が 二 つ あ っ た 。 





ERROR 1089: Statement illegal inside structure definition 

原因 : 構造 体 定 義 プ ロッ ク は 現在 オー プン し て いる が 、 構 造 体 定 義 内 の 文 が 正しく な 
い 。 構造 体 定 義 内 に 入れ る こと が で きる の は 、 デ ー タ 宣言 文 と コメ ント 文 だ け 
で ある 。 





ERROR 1090: Field cannot be overriden 
原因 : 構造 体 の 作成 時 、 初 期 化 で き な い 構造 体 フ ィ ー ル ド を 初期 化し よう と し た 。 
多重 値 を 持つ フィ ー ル ド は すべ て 初期 化 で き な い 。 





ERROR 1091: Override value is too long 
原因 : 構造 林 フ ィ ー ル ド の 初期 化 に 使用 され た 定数 文字 列 が 長 す ぎ て 、 フ ィ ー ル ド に 
あわ な い 。 





ERROR 1092: Override with DUP is illegal 

原因 : 構造 体 フ ィ ー ル ド ま た は レコ ー ド フィ ー ル ド 用 の イニ シャ ライ ザ が 、 式 中 
に DUP 演算 子 を 持っ て いた 。DUP 演算 子 は 、 イ ニシ ャ ライ ザ の 式 中 で 使用 する 
こと は 居 法 で ある 。 


ERROR 1093: More values than defined fields 
原因 : 構造 体 中 また は レコ ー ド 中 の フィ ー ル ド 数 より も 、 構 造 体 宜 言 ま た は レコ ー ド 
宣言 用 の カギ 括弧 内 の 値 の ほう が 多い 。 





ERROR 1094: Override with string is legal on byte fields only 
原因 : 定数 文字 列 を BYTE の デー タタ イプ を 持た な い フ ィ ー ル ド の イニ シャ ライ ザ と し 
て 使用 し よう と し た 。 





ERROR 1095: Use of structure requires initializer list 
原因 : 構造 体 を イニ シャ ライ ザ リ ス ト を 指定 し な いで 作成 し よう と し た 。 リ スト が 空 
で も カギ 括弧 は 必要 で ある 。 





ERROR 1096: Field width specifier must be adsolute constant : 
原因 : 定義 中 の レコ ー ド フィ ー ル ド の 幅 指定 子 は 、 絶 対 定数 で ある こと か 必要 で 
ある 。 





ERROR 1097: Field value must be adsolute constant 
原因 : レコ ー ド フィ ー ル ド 値 は 、 絶 対 定 数 で な けれ ば な ら な い 。 





ERROR 1098: Default field value is too large for field width : 
原因 : 作成 中 の レコ ー ド 内 フィ ー ル ド の デフ ォ ル ト 値 が 大 きす ぎ て 、 そ の フィ ー ル ド 
に 指定 され た 幅 に 合わ な い 。 





ERROR 1099: Initial field value is too large for field width 
原因 : レコ ー ド フィ ー ル ド の イニ シャ ライ ザ が 大 きす ぎ て 、 初 期 化 中 の フィ ー ル ド に 


合わ な い 。 





ERROR 1100: Total size of record fields is too large 
原因 : 作成 中 の レコ ー ド 内 フィ ー ル ド の 合計 サイ ズ が 、32 ビ ッ ト よ り 大 きい (また は 
16 ビ ッ ト よ り 大 きく ター ゲッ ト CPU が 80386 で は な い ) 。 





ERROR 1101: Use of record requires initializer list 
原因 : イニ シャ ライ ザ リ ス ト を 指定 し な いで レコ ー ド を 作成 し よう と し た 。 リ スト が 
空 で も カギ 括 多 は つけ な けれ ば な ら な い 。 
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ERROR 1102: String illegal for record field override 
原因 : 作成 中 の レコ ー ド 内 の フィ ー ル ド の イニ シャ ライ ザ と し て 定数 文字 列 を 使用 し 
よう と し た 。 





ERROR 1103: Local symbol not allowed with directive 

原因 : プロ シン ジャ プロ ッ ク の ロー カル シン ボル (“#" で 始ま る シン ボ ポル) は 、 こ の デ 
ィ レ クティ プ ブ で は に 定義 で き な い 。 ロ ー カ ル シ ン ボル の 作成 に は デー タ 定 言 デ ィ 
レク ティ ブ EQU 、LABEL 、 お よび = だ けが 、 使 用 で きる 。 





ERROR 1104: Local symbol must be defined inside a procedure 
原因 : ロー カル シン ボル (“# で 始ま る シン ボル ) の 定義 は 、 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク 内 
だ け で 行う こと が で きる 。 





ERROR 1105: Align directive requires a power of two 
原因 : アラ イン ディ レク ティ プ に 対す る オペ ラン ド は 、 2 の 累乗 で な けれ ば な ら 
な い 。 そ うし な いと ロケ ーション カウ ンタ は 変更 され な い 。 





ERROR 1106: Descriptor table register requires PWORD operand 

原因 : ディ スク リプ タテ ー プ ルレ ジス タ (IDTR と GDTR) 上 で 動作 する 命令 に は 、 
PWORD の デー タタ イプ を 持つ メモ リ 参 照 オ ペラ ンド が 必要 で ある 。 

処置 : PTR 演算 子 は 、 必 要 な ら ば メモ リ 参 照 オ ペラ ンド が デー タタ イプ PORD を 持つ 
よう 強制 する の に 使わ れる 。 





ERROR 1107: Location counter has wrapped 

原因 : 現在 オー プン 中 の セグ メン ト の ロケ ーション カウ ンタ が オー バー フロ ー し て 回 
り 込 ん だ 。 こ れ に より 、 セ グ メ ント の 頭 の 初期 化 さ れ た デー タ は 破壊 され 、 セ 
グ メ ント の サイ ズ は 、 リ ンク 時 に 不正 確 に な る 。 





ERROR 1108: Count for DUP operator cannot be a forward reference 
原因 : DUP 演 算 子 と 一 緒 に 使用 する パラ メタ は 、 定 数 値 で な けれ ば な ら ず 、 ま た ソー 
ス フ ァ イル 中 に あと で 定義 され る シン ボル へ の 参照 を 持つ こと は で き な い 。 


165 


B. 3 





ERROR 1109: Relocatable ORG value must lie in current segment 

原因 : 0RG デ ィ レ クティ ブ 値 が 、 現 在 ア セン プル 中 の セグ メン ト と は 異な る セグ メン 
ト に 関連 し て リロ ケー ト さ れ た 。386 |ASM で は 、ORG に 対す る オペ ラン ド を 、 
絶対 人 徒 に する か 現在 オー プン 中 の セグ メン ト と の 関連 で リロ ケー ト す る こと が 


必要 で ある 。 


ー 致命 的 エラ ー 





FATAL ERROR 2001: System error 
原因 : 3861ASM に バグ が ある 。 エ ラー 原因 の ソー スコ ー ド ファ イル の コピ ー を 保存 


し て 、 当 社 に 連絡 する こと 。 





FATAL ERROR 2002: Can't create listing file: filename 

FATAL ERROR 2003: Can't create object file: filename 

FATAL ERROR 2004: Can't create error list file: filename 

FATAL ERROR 2005: Can't create cross-reference file: filename 

原因 : 1. ファ イル 名 か その ディ レク トリ 名 の スペ ル を 間違っ て 入力 し た 。 

2. ファ イル を 置く ディ レク トリ が 人 存在 し な い 、 ま た は その ディ レク トリ に 書 

込み アク セス を し て いな い 。 

。 ディ スク が いっ ぱい で ある 。 

ファ イル 名 また は ディ レク トリ 名 を 正しく 入力 する 。 

アク セス 問題 を 解決 する 。 

ディ スク の 領域 を あけ る た め に 、 使 わな い フ ァイル を 処分 する 。 


C う っ (くう ーー ベベ っ 





FATAL ERROR 2006: Error writing to listing file: filename 

FATAL ERROR 2007: Error writing to object file: filename 

FATAL ERROR 2008: Error writing to error list file: filename 
FATAL ERROR 2009: Error writing to cross-reference file: filename 
原因 : ディ スク が いっ ぱい で ある 。 

処置 : ディ スク の 領域 を も ける た め に 、 使 わな い フ ァイル を 処分 する 。 





FATAL ERROR 2010: Can't open source code file: filename 
原因 : 1. ファ イル 名 か その ディ レク トリ 名 の スペ ル を 間違っ て 入力 し た 。 

2. その ファ イル また は その ディ レク トリ に 読取 り ア クセ ス し て いな い 。 
処 吾 : 1. ファ イル 名 また は ディ レク トリ 名 を 正しく 入力 する 。 

2. アク セス 問題 を 解決 する 。 





FATAL ERROR 2011: Error reading source code file: filename 
原因 : ファ イル 損傷 の 可能 性 が ある 。 
処置 : ファ イル を 作成 し 直す か 、 バ ッ ク ア ッ プ コ ピー か ら フ ァ イル を 復元 する 。 





FATAL ERROR 2012: Out of memory 

原因 : 386|ASM は シン ボル テー ブル を メモ リ に 挫 納 する 領域 を 使い 尽く し た 。 

処置 : ソー スコ ー ド ファ イル を 複数 ファ イル に 分 割 し 、 そ れ を 別々 に アセ ンプ ル し て 、 
386 | LINK で 組み 合わ せる 。 





FATAL ERROR 2013: Symbol changed offset on pass 2 

FATAL ERROR 2014: Procedure changed size on pass 2 

FATAL ERROR 2015: Segment changing size on pass 2 

原因 : 386|ASM に バグ が ある 。 エ ラー 原因 の ソー スコ ー ド ファ イル の コピ ー を 保存 
し て 、 当 社 に 連絡 する こと 。 





FATAL ERROR 2016: lllegal symbol name difined on command line: 
Symbo lname 
原因 : コマ ンド ライ ン に -DEFINE スイ ッ チ で 定義 し た シン ボル 名 が 、 正 し い シ ン ボ ル 
名 構成 の ルー ル に 従っ て いな い 。 








付 
天 形式 エレ メン ト 


C.1 一 文字 セッ ト 





386 | ASM は 次 の 文字 セッ ト を 認識 し ます 。 


A-2 

3-Z 

0-9 
+ー ま ュ / 
O_ [る 


@798 


%! る 
スペ ー ス 復帰 改行 水平 タプ 
386 | ASM は この 文字 セッ ト 以 外 の 文字 スペ ー ス と し て 扱い ます 。 


あら 甘 


386 | ASM は ソー スコ ー ド ファ イル を 1 行 ず つ 処 理 し ます 。 1 行 は 、 改 行文 字 、 ま た は 
1 対 の 復 放 改行 文字 に よっ て 終了 し ます 。 ソ ー ス コー ドラ イン の 長 さ は 132 文字 以下 で 
す 。 


386 | ASM は 各 ソ ー ス コー ドラ イン を 解析 し て 、 ト ー ク ン に 分 解 し ます 。 トー クン に は 、 
次 の 種類 が あり ます 。 区 切り 文字 、 ア セン プラ 予約 名 、 識 別 子 (ユー ザ 定 義 名 ) 、 定 数 値 、 
お よび 文字 列 定数 で す 。 区 切り 文字 は 常に 単 一 の ソー ス 文 字 で す 。 他 の トー クン の 長 さ は 
すべ て 単 一 また は 複数 の ソー ス 文字 で あり 、 ト ー ク ンタ イプ 用 の 形式 ルー ル に 従わ な い 文 
字 に よっ て 終了 し ます 。 
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C.3 


文 は ソース フ ァイル の 単 一 行 に 書き ます 。 文 の 一 般 的 形式 を 次 に 示し ます 。 
identifer ) mnemonic {operand,.. ) commenl 


括弧 内 の 項目 は オプ ショ ン で あり 、mnemonic は 命令 ニモ ニッ ク ま た は ディ レク ティ ブ 名 
で す 。 


ー アセ ン ブ ラ 予約 名 


予約 名 は 、386 1 ASM に 対し て 特別 の 意味 を も ち ま す 。 予約 名 は 再 定義 で きま せん 。 予 
約 名 に は 、 命令 、 デ ィ レ クティ プ 、 レ ジス タ 名 、 式 演算 子 な ど が あり 、 こ れ ら に つい て は 
すべ て 、 本 マニ ュ ア ル の 個別 の 付録 に 表示 し ます 。 さ ら に 、 表 C - 1 に 表示 し た 名 前 は 予 
約 名 で す 。 大 小文字 を 区 別 し た アセ ンプ ル が 有効 無効 に か か わら ず 、 予 約 名 の 大 文字 、 小 
文字 は すべ て 同じ に 取り 扱わ れ ま す 。 

表 C 一 1 その 他 の 予約 名 


前 | 80386 の み 


以外 も 有 | EXTRN ディ レク ティ プ ブ と 一 緒 に 使用 する デー タタ イプ 
以外 も 有 | 変数 デー タタ イプ 
以外 も 有 | 変数 デー タタ イプ 
以外 も 有 | 値 の 複写 を 指定 する た め デ ー タ 宣言 と 一 緒 に 使用 する 演算 
子 
セグ メン ト ア クセ ス 型 層 性 
有 セグ メン ト ア クセ ス 型 属性 
以外 も 有 | ラベ ル デ ー タ タイ プ 
FWORD 有 変数 デー タタ イプ 
NEAR | 以外 も 有 | ラベ ル デ ー タ タイ プ 
NOTHING | 以外 も 有 | ASSUME デ ィ レ クティ ブ 用 キー ワー ド 
PARA 以外 も 有 | セグ メン ト ア ライ ン 型 
PWORD 有 変数 デー タタ イプ 
QWORD 以外 も 有 | 変数 デー タタ イプ 
有 セグ メン ト ア クセ ス 型 属性 
有 セグ メン ト ア クセ ス 型 属性 
以外 も 有 | 変数 デー タタ イプ 
セグ メン ト 使 用 属性 
セグ メン ト 使 用 属性 
変数 デー タタ イプ 
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C. 4 


C.5 


ー 識別 子 


識別 子 は ユー ザ 定 義 名 で す 。 識 別 子 は 次 の 文字 の 任意 の 組合 せ で す 。 
A-Z7 
a-2 
0-9 
-785 @ 
識別 子 の 先頭 は 数 字 に する こと は で きま せん 。 識別 子 は 最初 の 31 文 字 だ けが 有効 で あり 、 
残り は すべ て 無視 され ます 。 コ マン ドラ イン スイ ッ チ で 大 小文字 区 別 ア セン ブル を 有効 に 
し な い 限 り 、 同 一 識別 子 の 大 文字 小文字 は 、386 | ASM に よっ て 同じ に 扱わ れ ま す 。 


また 、 ロ ー カ ル 識 別 子 は 、 記 号 ~#" か ら 始 め る こと に よっ て 、 プ ロ シ ジ ャ プロ ッ ク 内 
で 定義 で きま す 。 ロー カル 識別 子 は 、 定 義 さ れ て いる プロ シ ジ ャ プロ ッ ク 内 で の み 認 識 さ 
れ ま す 。 


ー 区 切り 文字 


区 切り 文字 は 、 時 に は 文脈 を 区 別 し た り し て 、386 1ASM に 対し て 特別 な 意味 を 持つ 単 
一 文字 で 構成 され る トー クン で す 。386 1 ASM に よっ て 認識 され る 区 切り 文字 を 、 表 C- 


2 に 示し ます 。 
表 C-2 区 切り 文字 


説 明 
式 演 算 子 


文 の コメ ント 部 分 の 始ま り 


命令 また は ディ レク ティ ブ プ の オペ ラン ド を 区 切る 。 






カレ ント セグ メン ト 内 の ロケ ーション カウ ンタ の カ 
レン ト 数 値 を 示す 。 






文字 列 定 数 を 囲む の に 使う 。 
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整数 digits tradix-specifierl 

整数 は 、 デ フォ ルト 基数 (.RADIX デ ィ レ クティ プ ブ を 使っ て セッ ト で きる ) に お ける 一 つ 
また は 複数 の ディ ジッ ト 文 字 列 で す 。16 進 数 の 入力 に 使う A-F ディ ジッ ト は 、 大 文字 また 
は 小文字 で 示す こと が で きま す 。 基数 指定 子 ( 表 C 二 3) は 、 デ フォ ルト 基数 を オー バー 
ライ ド す る た め に 、 デ ィ ジ ッ ト 文 字 列 に 加え る こと も で きま す 。16 進 数 は 、 常 に 10 進 数 
(0 一 9 ) で 始ま る こと に 注意 し て くだ さい 。 英字 で 始ま る トー クン は 、 識 別 子 と し て 扱 
われ ます 。 そ れ を 数 字 と し て 識別 する こと が 必要 な 場合 に は 、16 進 数 の 先頭 に 0 を つけ ま 
す 。 

表 C 一 3 基数 指定 子 


Q 8 進 (基数 8 ) 
O 8 進 (基数 8 ) 
D 10 進 (基数 10) 


実数 digits. (digits} 人 BE (1-} digits} 

実数 は 、 整 数 部 (必須 ) 、 小 数 点 (必須 ) 、 小 数 部 (オプ ショ ン ) お よび 指数 (オプ シ 
ョ ン ) か ら 構 成 さ れ ま す 。 す べ て の ディ ジッ ト は 10 進 数 (0 一 9 ) で す 。 実数 は 、DD、Q 、 
の ディ レク ティ プ ブ と 一 緒 に の み 使わ れ ま す 。 各 ディ レク ティ ブ に 許さ れる 実数 の 男 囲 に つ 
いて は 、 デ ー タ タイ プ に つい て 説明 し た 付録 を 参照 し て くだ さい 。 






















コー ド 化 され た 実数 digitsR 

コー ド 化 され た 実数 は 8 桁 (CD) 、16 振 て 00) 、 ま た は 20 桁 て DT) の 16 進 数 で 入力 され 、 
その あと に 実数 指定 子 R が 続き ます 。 数 字 の 先頭 が 0 で ある 場合 、 桁 数 は 一 つ だ け 増 や す 
こと も で きま す 。 


パッ ク 10 進 数 digits 

パッ ク 10 進 数 は 、8087 パ ッ ク 10 進 形式 で 記憶 され た 10 進 数 字 で す 。 パ ッ ク 10 進 攻 は 、 デ 
フォ ルト 基数 が 10 進 数 で あり 、 そ の 数 字 の 終り に 基 炒 指定 子 が 使わ れ て いな い 場 合 に 、DT 
ディ レク ティ プ に よっ て 作成 され ます 。 パ ッ ク 10 進 数 の 最大 桁 米 は 18 で す 。 


C. 7 


ー 文字 列 定 数 


文字 列 定数 は 、 一 つま た は 複数 の 印刷 可能 な ASCII 文字 、NUL(0O) を 除く 印刷 不能 ASCII 
文字 、 ま た は ダブ ル 引 用 符 ( ~ ) また は シン グル 引用 待 ( ” ) で 囲ま れ た 非 ASCII 文字 
(ビッ ト 7 を 持つ 文字 セッ ト ) の 文字 列 で す 。 文字 列 を 囲む 引用 符 を 、 そ の 文字 列 の 一 部 
と し て コー ド 化 する に は 、 引 用 符 文字 を 2 回 クイ プ し ます 。 た と えば 、"a""D""c" と タイ 
プ す る と 文字 列 a"D"c が コー ド 化 され ます 。 


8 文字 まで の 文字 列 な ら 、 指 定 の デー タタ イプ か ら オ ー バ ー フ ロー し な いか ぎり 、 整 数 


値 と し て 使用 で きま す 。 文字 列 中 の 各 文 字 の ASCII 値 は 、 1 バイト の 整数 と し て 、 文字 の 
右側 が 下位 の バイ ト に な る よう に 格納 され ます 。 
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表 D 一 1 80386 命令 セッ ト 





























[命令 | 必要 な プロ セッ サ | 形 式 
8086 
8086 
8086 
8086 
8086 








加算 に 対し て AL を ASCII 調整 する 。 
除算 に 対し て AL を ASCII 調整 する 。 
乗算 に 対し て AL を ASCII 調整 する 。 
減算 に 対し て AL を ASCII 調整 する 。 
キャ リー と イミ ディ エイ ト 値 を アキ 
ュ ム レー タ に 加え る 。 

キャ リー と イミ ディ エイ ト 値 を オペ 
ラン ド に 加え る 。 

キャ リー と レジ スタ を オペ ラン ド に 
加え る 。 

キャ リー と オペ ラン ド を レジ スタ に 
加え る 。 

イミ ディ エイ ト 値 を アキ ュ ム レー タ 
に 加え る 。 

イミ ディ エイ ト 値 を オペ ラン ド に 加 
える 。 

レジ スタ を オペ ラン ド に 加え る 。 
オペ ラン ド を レジ スタ に 加え る 。 
イミ ディ エイ ト 値 と アキ ュ ム レー タ 
と を AND (論理 積 ) する 。 

イミ ディ エイ ト 値 と オペ ラン ド と を 
AND (論理 積 ) する 。 

オペ ラン ド と レジ スタ と を AND ( 論 
理 積 ) する 。 

レジ スタ と オペ ラン ド と を AND ( 論 
理 積 ) する 。 
要求 され た 特権 レベ ル を 調整 。 













































ADCaccum, immed 









8086 ADCr/m, immed 

















8086 ADCr/m, reg 








8086 ADCreg, r/m 











8086 ADDaccum, imned 








8086 ADDr/m, immed 















8086 
8086 


ADDr/m reg 
ADDreg, r/m 
ANDaccum, immed 













ANDr/m, immed 






ANDr/m. reg 






ANDreg, r/m 












80286P 





ARPLmem. reg 
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式 
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命 令 | 必要 な プロ セッ サ 形 
BOUND BOUNDreg, mem 範囲 外 の 値 を 検出 する 。 
BSF BSFreg.r/m | 最 下位 の 」 ビ ピット を みつ ける 。 
BSR BSRreg, r/m 最上 位 の 1 ビット を みつ ける 。 
BT BT r/mireg レジ スタ に よっ て イン デ ク ス さ れ た 
ビッ ト を テス ト す る 。 
BT r/m,immed イミ ディ エイ ト 値 に よっ て イン デ ク 
ス さ れ た ビッ ト を テス ト す る 。 
BTC BTCr/m reg レジ スタ に よっ て イン デ ク ス さ れ た 
ビッ ト を テス ト し 補 数 を と る 。 
80386 BTCr/m immed イミ ディ エイ ト 値 に よっ て イン デ ク 
ス さ れ た ビッ ト を テス ト し 補 数 を と 
る 。 
BTR 80386 BTRr/m.reg レジ スタ に よっ て イン デ ク ス さ れ た 
ビッ ト の テス ト と クリ ヤ を 行う 。 
80386 BTRr/m. immed イミ ディ エイ ト 値 に よっ て イン デ ク 
ス さ れ た ビッ ト の テス ト と クリ ヤ を 
行う 。 
BTS 80386 BTSr/m. reg レジ スタ に よっ て イン デ ク ス さ れ た 
ビッ ト の テス ト と セッ ト を 行う 。 
80386 BTSr/m, immed イミ ディ エイ ト 値 に よっ て イン デ ク 
ス さ れ た ビッ ト の テス ト と セッ ト を 
行う 。 
CALL 8086 CALL label 命令 を ラベ ル で 呼び 出す 。 
8086 CALL r/m 間接 で 命令 を 呼び 出す 。 
CBW 8086 CBW AL か ら AX に 符号 拡張 す る 。 
CDQ 80386 CDQ EAX か ら EDX:EAX に 符号 拡張 する 。 
CLC 8086 CLC キャ リー フラ グ を クリ ヤ す る 。 
CLD 8086 CLD ディ レク ショ ン フ ラグ を クリ ヤ す る 。 
CLI 8086 CLI 割込み フラ グ を クリ ヤ す る 。 
CLTS 80286P CLTS タス ク 切 換え フラ グ を クリ ヤ す る 。 
CMC 8086 CMC キャ リー フラ グ を 反転 する 。 
CMP 8086 CMPaccum. immed イミ ディ エイ ト 値 を アキ ュ ム レー タ 
と 比較 する 。 
8086 CMPr/m. immed イミ ディ エイ ト 値 を オペ ラン ド と 比 
較 す る 。 
8086 CMPr/m. reg レジ スタ を オペ ラン ド と 比較 する 。 
8086 CMPreg, r/m オペ ラン ド を レジ スタ と 比較 する 。 
CMPS 8086 CMPSstc. dest 文字 列 を 比較 する 。 





命 令 | 必要 な プロ セッ サ 形式 説明 













































CMPSB 8086 CMPSB BYTE 文 字 列 を 比較 する 。 
CMPSD 8086 CMPSD DWORD 文字 列 を 比較 する 。 
CMPSW 8086 CMPSW WORD 文 字 列 を 比較 する 。 
CWD 8086 CWD A か ら DX:AX に 符号 拡張 する 。 
80386 CWDE BAX か ら EDX:EAX に 符号 拡張 する 。 
DA DAA | 加算 に 対し て AL を 10 進 調整 する 。 
DAS 8086 DAS 減算 に 対し て AL を 10 進 調整 する 。 
DBC 8086 DECr/m オペ ラン ド か ら 1 を 引く 。 
8086 DECreg フル サイ ズレ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 
引く 。 
DIV 8086 DIVr/m アキ ュ ム レー タ を オペ ラン ド で 除算 
する 。 
80186 BNTERimml6. Im8 | プロ シン ジャ に 入る 。 
BSC 8086 BSC immed.r/m | 6 ビッ トイ ミディ エイ ト 値 お よび オ 











ペラ ンド を 拡張 命令 と し て 発行 。 




























HLT HLT 

IDIV IDIVr/m アキ ュ ム レー タ を オペ ラン ド で 称 数 
除算 する 。 

IMUL IMULr/m アキ ュ ム レー タ を オペ ラン ド で 和 整数 














乗算 する 。 

レジ スタ を イミ ディ エイ ト 値 で 整数 
乗算 する 。 

イミ ディ エイ ト 値 で す オペラ ンド を 整 
数 乗算 。 結 果 を レジ スタ に 。 

オペ ラン ド で レジ スタ を 乗算 する 。 
ポー ト か ら 入 力 (8 ビッ トイ ミディ 
エイ ト 値 ) する 。 








IMULreg, immed 





IMULreg, r/m. immed 


















IMULreg, r/m 
IN accum, immed 












































IN accum. DX DX に よっ て 与え られ た ポー ト か ら 入 
力 する 。 
INC INCr/m オペ ラン ド を イン クリ メン ト す る 。 
INCreg 16 ビ ピット レ ジス タ を イン クリ メン ト 
する 。 

INS mem.DX ポー ト DX か ら 文字 列 を 入力 する 。 
INSB | 80186 |INSB ポー ト DX か ら BYTE 文 字 列 を 入力 する 
INSD ポー ト DX か ら デ ステ ィ ネ ーション 文 

字 列 に DWORD を 入力 する 。 
INSW 80186 INSW ポー ト DX か ら WORD 文 字 列 を 入力 する 
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ソフ トウ ェ ア 割 込み 3 
(プレ ー ク ポイ ント 割込み ) 
ソフ トウ ェ ア 割 込み 0-255 
オー バー フロ ー 時 の 割込み 
割込み か ら の 復帰 
割込み か ら 386 ネイ ティ プ ド モー ド 
に 復帰 。 

より 上 Q) で あれ ば ジャ ンプ する 。 
以上 (=) で あれ ば ジャ ンプ する 。 | 
より 下 < く ) で あれ ば ジャ ンプ する 。 
以下 ( ミ ) で あれ ば ジャ ンプ する 。 
キャ リー フラ グ が セッ ト さ れ て いれ 
ば ジャ ンプ する 。 

CX レジ スタ が ゼロ で あれ ば ジャ ンプ 
する 。 

等 し けれ ば ジャ ンプ する 。 
ECX レジ スタ が ゼロ で あれ ば ジャ ン 
プ す る 。 

JG label より 大 き (>) け れ ば ジャ ンプ する 。 
JGE label 以上 (を ) で あれ ば ジャ ンプ する 。 
JL label 未満 K) で あれ ば ジャ ンプ する 。 
JLE label 以下 ( ミ ) で あれ ば ジャ ンプ する 。 
JMP label ラベ ル で 命令 に ジャ ンプ する 。 
JMP r/m 間接 で 命令 に ジャ ンプ する 。 

JNA label より 大 きく (⑫) な けれ ば ジャ ンプ す 




















































































JE label 
JECXZ label 
























































る 。 
JNAE label 以上 (=) で な けれ ば ジャ ンプ する 。 
JNAB label より 下 <) で な けれ ば ジャ ンプ する 。 
JNBE label 以下 ( ミ ) で な けれ ば ジャ ンプ する 。 





キャ リー フラ グ が セッ R 
JNC label あれ ば ラメ セ ジ プク を ちと ト さ れ て いな 


JNE label 等 し く な けれ ば ジャ ンプ する 。 

JNG label より 大 きく C) な けれ ば ジャ ンプ す 
る 。 

以上 () で な けれ ば ジャ ンプ する 。 
未満 K) で な けれ ば ジャ ンプ する 。 
以下 ( ミ ) で な けれ ば ジャ ンプ する 。 
オル -2 ロ -727 が On な ら ジ ャ ンプ する 。 
史 77727 が f ロ な ら ジ ャ ンプ する 。 




























JNGE label 
JNL label 
JNLE label 
JNO label 
JNP label 
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奇数 列 ?f で あれ ば ジャ ンプ する 。 











サ す 1 ッ 727 が セッ ト さ れ て いれ ば ジャ ンプ 
する 。 


















fn737 が も ッ ト さ れ て いれ ば ジャ ンプ 
する 。 
フラ グ の 内 容 を AH に ロー ド す る 。 

















LAR reg. mem 






アク セス 権 を ロー ド す る 。 











LDS reg, r/m 








FAR #1 ッ 9 を DS と し 22 に ロー ド す る 。 









LEA r/m 











ラッド の 実効 7* し 2 を ロー ド す る 。 
プロ シ ジ ャ を 解放 する 。 














LES reg,r/m 








FAR #1 ッ 5 を ES と し 72 タ 2 に ロー ド す る 。 








LFS reg,r/m 








FAR #1 ッ 2 を FS と し 22 タ 5 に ロー ド す る 。 








LGDT mem 









GDT 29% に メモ リ か ら ロ ー ド する 。 
(24 ビ ピット ベー ス ) 





LGDTE mem 















GDT 2422 に メモ リ か ら ロ ー ド する 。 
(32 ビ ッ ト ベ ー ス ) 











LGS reg,r/m 








FAR #( ッ 9 を GS と 7222 に ロー ド す る 。 












80286P LIDT mem 












IDT 22%7 に メモ リ か ら ロ ー ド する 。 
(24 ビ ッ ト ベ ー ス ) 




















LMSW 
LOCK 
LODS 


80286P LMSW mem 
8086 LOCK 


























LODSW 
LOOP 
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80386P LIDTE mem IDT 2 に メモ リ か ら ロ ー ド する 。 
(32 ビ ッ ト ベ ー ス ) 
80286P LLDT mem - 胃 了 (22979 テ 7-7 ル ルツ 2 タ 2 に ロー ド す る 





8086 LODS src 文字 列 エ レ メ ン ト を ロー ド す る 。 


LODSB 8086 LODSB 
LODSD 80386 LODSD 


8086 LODSW WORD を 文字 列 か ら AX に ロー ド す る 。 
8086 LOOP label ラベ ル で 命令 に ルー プ す る 。 

















ィ ッ ッ 27-2249- ド に ロー ド す る 


バス を ロッ ク す る 。 


BYTE を 文字 列 か ら AL に ロー ド す る 。 
DWORD を ソー ス 文 字 列 か ら EAX に ロ 
ー ド する 。 











命 倒 | 必要 な プロ セッ サ 説 明 
LOOPE 8086 LOOPE label 等 し いな ら ラ ベル で 命令 に 7 する 。 


00PNE LOOPNE label 等 し く な いな ら ラ ベル で 命令 に ルー 


プ す る 。 













一 

















































































LO0PNZ 8086 LOOPNZ label fD で な いな ら 32 べ ル で 命 信 に ル -7 す る 。 
L00PZ LO0P2 label fD ロ で ある な ら 32 べ ル で 命令 に ル -7 す る 。 
LSL LSL reg, mem セグ メン ト 制 約 を ロー ド す る 。 
LSS LSS reg.r/m FAR ポッ? を SS と し 722 に ロー ド す る 。 
LTR 80286P LTR mem 222722 の 内 容 を ロー ド す る 。 
MOV 8086 MOV accum. mem 尋 り の 内 容 を 7 本 ルータ に 移動 させ る 。 
8086 MOV mem. accum 7 ん ル - タ の 内 容 を りり に 移動 させ る 。 
8086 MOV r/m. immed 信人 ト 値 を パラ ルド に 移動 させ る 。 
8086 MOV r/m reg 22 を ラド に 移動 させ る 。 
8086 MOV r/m segreg | 人 7 ルル 汐 2 の 内 容 を バ ? ツ ド に 移動 さ 
せる 。 
8086 MOV reg, immed 人 エト 値 を ツ 22 に 移動 させ る 。 
8086 MOV reg,r/m ラッ ド を し 2 に 移動 させ る 。 
8086 MOV segreg.r/m | ボド を セル トル 汐 2 に 移動 させ る 。 
80386P MOV reg, Creg 制御 42 の 内 容 を 汎用 ルツ 2 に 移動 さ 
せる 。 
80386P MOV reg, Dreg 7 グル 2 の 内 容 を 汎用 じ ツ 22 に 移動 さ 
せる 。 
80386P MOV reg, Treg テ 2 ト L22 の 内 容 を 汎用 2 に 移動 さ 
せる 。 
80386P MOVC reg,reg LMZ22 の 内 容 を 制御 ! ツ 22 に 移動 させ る 。 
80386P MOVD reg.reg 2 の 内 容 を (が 229 に 移動 させ る 。』 
80386P MOVT reg, reg L ル 2 の 内 容 を ト LZ22 に 移動 させ る 。 
MOVS 8086 MOVS destsrc | 文字 列 を 移動 させ る 。 
MOVSB 8086 MOVSB BYTE 文 字 列 を 移動 させ る 。 
MOVSD 80386 MOVSD DWORD 文字 列 を 移動 させ る 。 
MOVSW 8086 MOVSW WORD 文 字 列 を 移動 させ る 。 
MOVSX 80386 MOVSX reg,r/m 符号 拡張 で 人 トバ?> ド /9- ド ボラ ルド を 
7- ド ルツ 22/ ダ 7 ルリ ー ド ルツ 22 に 移動 させ る 。 
80386 MOVZX reg.r/m ゼロ 拡張 で トラッ ド /9-ー ド ラッ ド を シッ 
9- ド LZ22/77 ル 7ー ド ルツ 22 に 移動 させ る 。 
8086 MUL r/m 7 ルル - タ を ラッ ド で 乗算 する 。 
8086 NEG r/m ( 2 の 補 数 ) オペ ラン ド 











NOP 8086 NOP 演 算 な し 
NOT 8086 NOT r/m (1 の 補 数 ) オペ ラン ド 








OR accum. immed 


信人 エイ ト 値 と 7 ルー- タ の 論理 和 (OR) 
を と る 。 

信 デ エ 條 値 と 2 ポ の 論理 和 (0R) を 
と る 。 

L2 内 容 と 2 ルド の 論理 和 (0R) を と 
る 。 

ッッ ド と し 22 の 論理 和 (0R) を と る 。 
DX が 指定 し た ま - ト に 出力 する 。 
#- ト (8Ey ト 信 テ エト 値 ) に 出力 する 。 
文字 列 を ま - ト DX に 出力 する 。 
BYTE を ソー ス 文 字 列 か ら ポ ー ト DX に 
出力 する 。 


DWORD を ソー ス 文 字 列 か ら ポ ー ト DX 
に 出力 する 。 
80186 WORD を ソー ス 文 字 列 か ら ポ ー ト DX に 


8086 POP r/m 2 ド に 227272 か ら ポ ッ プ する 。 
POP reg 交 22 に 2272 か ら ポ ッ プ する 。 
POP segreg セグ ルト LZ22 に 2272 か ら ポ ッ プ する 。 
すべ て の 16 ビ ッ ト 汎 用 ツ 22 に 2272 か 
ら ポ ッ プ する 。 
すべ て の 32 ビ ッ ト 汎 用 222 に 7972 か 
ら ポ ッ プ する 。 
72 ル 75 に 2 か ら ポ ッ プ する 。 
16E ッ ト ぅ ッ ド の 内 容 を 2972 に 7 ッッ ュ す る 。 
16E ッ ト L2 の 内 容 を 2272 に 7 ッッ ュ す る 。 
ルト LZ22 の 内 容 を 2272 に 7 ッッ ュ する | 
PUSH immed 信 エ 人 テー- タ を 7272 に 7 ッッ ュ す る 。 
すべ て の 16 ビ ッ ト 汎 用 22 の 内 容 を 
2272 に 7 ッッ ュ す る 。 
PUSHAD 80386 PUSHAD すべ て の 32 ビ ッ ト 汎 用 722? の 内 容 を 
PsWD 





























OR r/m immed 





OR r/m.reg 





OR reg.r/m 
8086 0UT DXaccum 
8086 0UT immed. accum 


OUTS 80186 0UTS DX.mem 


0UTSB 80186 OUTSB DX.mem 

























































































PUSH r/m 
PUSH reg 
PUSH segreg 
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8086 REP 


8086 REPE 
REPNE 8086 REPNE 


8086 





入り - を 含め て 1E ッ ト 左 に 0- テ -ー ト する 。 
れれ り - を 含め て CL の カッ ト だ け 左 に n-- 
ト す る 。 

キリ - を 含め て 信 了 人 エ 人 人 値 だ け 左 に 0- 

ァ ヵ - ト する 。 
入り - を 含め て 1E ッ ト 右 に ロ - テ ー ト する 。 
り - を 含め て CL の カッ ト だ け 右 に n- ヵ #- 
ト す る 。 

れれ り - を 含め て 信 玉 エ 條 値 だ け 右 に n- 

ァ テー ト す る 。 
令 を 繰り 返す 。 
等 し けれ ば 命令 を 繰り 返す 。 
等 し く な けれ は ば は 命令 を 繰り 返す 。 
ゼロ で な けれ ば 命令 を 繰り 返す 。 
ゼロ な ら 命 令 を 繰り 返す 。 





















































2272 か ら 7 ト (ショッ) を 7 し て 復帰 。 
左 に 1E ッ トロ - テ - ト する 。 

左 に CL の カッ ト だ け ロ - テ ー ト す る 。 
左 に 信人 エ 信 値 だ け ロ - テ ー ト す る 。 



































右 に 1E ッ トロ - テ - ト する 。 

右 に CL の カト だ け ロ - テ -ー ト する 。 
右 に 信 エ 作 値 だ け ロ - テ - ト する 。 
AH を 7327 に 記憶 する 。 
左 に 1E ッ 1 算術 7 ト す る 。 
左 に CL の カウ ント だ け 算 術 7 ト する 。 
左 に 信人 値 だ け 算 術 7 ト する 。 


































右 に 1E41 算 術 :7 ト する 。 
右 に CL の カウ ント だ け 人 算術?7 ト する 。 
右 に 信人 値 だ け 人 算術?7 ト する 。 





accum, immed | #n- を 含め て 信人 エ 人 価値 を 減ずる 。 




















#m- を 含め て 信 (r 人 ト 値 を 減ずる 。 
#m- を 含め て L29 内 容 を 減ずる 。 
和 - を 含め て バッド 内 容 を 減ずる 。 















8086 SCASB 
SCASW 





SGsW 






文字 列 を スキ ャ ン す る 。 
文字 列 を AL で 2t ッ し 、7 ト 比較 する 。 
文字 列 を EAX で スキ ャ ン し 、DWORD 
比較 する 。 

文字 列 を AX で 4 キ t ッ し 、7- ド 比較 する 。 




















































SETA r/m 
SETAE r/m 
SETB r/m 
SETBE r/m 
SETC r/m 
SETE r/m 


より 上 で あれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 
以上 で あれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 
より 下 で あれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 
以下 で あれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 
桁 上 げ 時 に バイ ト を セッ ト す る 。 
等 し けれ ば パイ ト を セッ ト す る 。 
SETG r/m より 大 きけ れ ば / ト を セッ ト す る 。 
以上 で あれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 
sm 
SETLB 80886 SETLE r/m 


SETNA 80386 SETNA r/m より 上 で な けれ ば バイ ト を セッ ト す 
る 。 
SETNAE 80386 り 


SETME ram 
SBTNB SETNB r/m 未満 で な けれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 
SBTNBB SETNBE r/m 
SETNE 80386 SETNE rm 
SWT6 
























































































SETNL 80386 SETNL r/m より 小さ く な けれ ば 人 ト を ty ッ ト す る 。 
SETNLE 80386 SETNLE r/m 以下 で な けれ ば バイ ト を セッ ト す る 。 


SETNO 80386 SETNO r/m ルル -7 ロ - し な い 時 に 人 信 を も > ト する 。 
SETNP r/m 列 727=0 で あれ ば を ty ト す る 。 
SETNS r/m 符号 の な い 時 に 4 ト を ty ト す る 。 
sng96 |sEme rm 
80386 20- 時 に /( ト を セッ ト する 。 

) SBTP r/m 光 包 7 が 立っ た 時 に バイ ト を セッ 
ト す る 。 


SO996 |smmme 
SETPO 80386 SETPO r/m 
sW 


SGDT 80286P SGDT mem GDT 22? を メモ リ (24E? ト NX-2) に 記憶 
SGDTB 80386P 










































































する 。 
GDT 72% を メモ リ (32Ey ト べ -2 に 記憶 
する 。 








SGDTE mem 


181 







SHL r/m.1 
SHL r/m.CL 
SHL r/m. immed 









説 明 
左 に 1 ビッ トシ フト する 。 
左 に CL ビ ッ ト だ け シ フト する 。 
左 に 信人 ト 値 だ け シ フト する 。 




















SHLD 


SHLD r/m. reg.Cl 


SHLD r/m reg, 
immed 












CLEy ト だ けし 2 か ら 左 に r/m へ ヘ シフ 
ト す る 。 

信 エ 人 ト 値 ビッ トカ ッ ト だ けし 2 か ら 左 
に r/m ヘ シ フト する 。 










SHR r/m 1 

SHR r/m.(CL 

SHR r/m re8, 
imm 







ed 
SHRD r/m reg. cl 


SHRD r/m reg, 
jmmed 










右 に 1 ビッ トシ フト する 。 
右 に CL だ け ビ ッ ト シ フト する 。 
右 に 信 r イ 人 値 だ け シ フト する 。 













CLEy ト だ け L》22 か ら 右 に r/m へ ヘ シフ 
ト す る 。 

信人 エイ トト 値 E ッ ト 妨 ルト だ け M ツ 22 か ら 右 
r/m ヘ シ ト す る 。 





SIDT mem IDT 史 22 を メモ リ (24E ッ ト X-2) に 記憶 
する 。 


IDT ツ 22? を メモ リ (32E ッ ト X-2) に 記憶 
する 。 


SLDT mem n- 加 229797-7 ル 9 を 記憶 する 。 
SNSW mem ッッ 47ー タ 49- ド を 記 境 する 。 
[st | キャ リー フラ グ を セッ ト す る 。 


ァ ィ 1 ルク 2 ショ ッ 727 を セッ ト す る 。 
割込み フラ グ を セッ ト す る 。 





文字 列 を スト ア す る 。 








BYTE を 宛先 文字 列 に AL か ら X17 する 。 














DWORD を 宛先 文字 列 に BAX か ら ス ト 
ア す る 。 

WORD を 宛先 文字 列 に AX か ら 久 7 する 』 
222L229 の 内 容 を スト ア す る 。 














信人 エ 仁 値 を 7 キュ ルー クタ か ら 減算 する 。 
信人 ト 値 を ボド か ら 減 算 す る 。 
L ル 2 の 内 容 を 2 トド か ら 減 算 す る 。 
ね 2 ッ ド を し 兆 2% の 内 容 か ら 減 算 す る 。 











SIDTE 80386P 
SLDT 80286P 
SMSW 80286P 
STC 8086 STC 
sm 
STI 8086 STI 
ST0S 8086 ST0S dest 
STOSB 8086 ST0SB 
STOSD 8086 ST0SD 
STOSW 8086 STOSW 
STR 80286P STR mem 
| sg 8086 SUB accum. immed 
8086 SUB r/m immed 
8086 SUB r/m reg 
8086 SUB reg,r/m 
TEST 8086 TEST accum. immed 
8086 TEST r/m. immed 
8086 TEST r/m reg 





TEST reg.r/m 













7 ルー- タ を 信 テ (エイ 人 トビ ッ ト で テ 外 する 。 
ボ れ ポッド を 信人 エ イト ビッ ト で テト する 。 
ボッ ラッ ド を し 2 ビッ ト で テル ト する 。 
L222? を ルド E ッ ト で テト する 。 





8086 
VERR 80286P 


VERR mem 





読取 り 72 れ 4 を ベリ ファ イ す る 。 





















形式 
YENW mem 
待つ 。 

7 ルー クタ の 内 容 を 222 の 内 容 と 交換 
する 。 

ボッ ぅ 2 ッ ド を し 722 の 内 容 と 交換 する 。 
222 の 内 容 を 7 本 ル - タ の 内 容 と 交換 
する 。 

222 の 内 容 を 3 ド と 交換 する 。 
トラ ンス レー ト す る 。 

信 エ 人 ト 値 と 7 キュ ル - タ と を XOR す る 。 
信 テ (人 ト 値 と 2 メド と を XOR す る 。 
2 の 内 容 を 52 ド と を XOR す る 。 
れ ぅ 2y ド と し 2 の 内 容 と を XOR す る 。 
































XCHG accum.reg 













XCHG r/m.reg 
XCHG reg, accum 








XCHG reg,r/m 
XLAT mem 

XOR accum, immed 
XOR r/m, immed 
XOR r/m.reg 

XOR reg,r/m 
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必要 な プロ セッ サ 


表 D 一 2 80287 命令 セッ ト 


| 形 球 | 四 。 男 
gm |5iei 







FADD 

FADD mem 
FADD ST.STG) 
FADD ST(i).ST 


2*ー 1 を 計算 する 。 


スタ ッ ク の トッ プ の 絶対 値 を と る 。 
ST(1) を ST に 加え て ポッ プ す る 。 
メモ リ 中 の 実数 を ST に 加え る 。 
STG) を ST に 加え る 。 

ST を STG) に 加え て ポッ プ す る 。 








FADDP 


FADD STG).ST ST を ST(Gi) に 加え て 72272 を ポッ 7 する 。 





FBLD 8087 


8087 
FBLD mem 





FG 


FCLEX 8087 
FCOM 8087 













FBSTP 8087 FBSTP mem 
FCBHS 


FCLEX 
FCOMP 





8087 FCOMP ST 
8087 FCOMP STGi) 
FCOMP 8087 FCOM 
8087 FCOM ST 
8087 FCOM STG) 
FCOMPP FCOMPP 
FDECSTP 8087 FDECSTP 
FD1SI 8087 の み |FDISI 
FDIV 8087 FDIV 
8087 FDIV mem 
8087 FDIV ST. ST⑪) 
8087 FDIV ST(i).ST 


10 ト の BCD 値 を 42972 に ロー ド す る 。 

10 人 の BCD 値 を 記憶 し て お 7 する 。 

スタ ッ ク の トッ プ の 符号 を 変え る 。 
WAIT の あと 例外 を クリ ヤ す る 。 
ST を ST(1) と 比較 する 。 

ST を メモ リ の 実数 と 比較 する 。 

ST を ST(i) と 比較 する 。 
ST を STG) と 比較 し て 7272 を お 77 す 
る 。 

ST を と 比較 し て 、 ポ ッ プ する 。 
実数 を 2272 と 比較 し て 、29272 を お 7 
する 。 

ST を ST(Gi) と 比較 し て スタ ッ ク を 

2 回 ポッ プ す る 。 

浮動 小数 点 4972#f>2 か ら 1 を 引く 。 
WAIT の あと 割込み を 不可 に する 。 
(ター ゲッ ト が 287 の 場合 に は コー 
ド を 生成 し な い ) 

ST(1) を ST で 除 穫 し て 、 お 7 する 。 
ST を メモ リ の 実 牙 で 除算 する 。 

ST を ST(i) で 除算 する 。 

ST(i) を ST で 除算 する 。 



















































FDIVP STG).ST 


FDIVR 


FDIVR mem 
FDIVR ST,STG) 


FDIVR ST(⑪),ST 
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ッ プ する 。 

ST を ST(i) で 除算 し 、 結 果 を STG) 
に 残し て か ら ポ ッ プ する 。 

を ST で 除算 し 、 結 果 を ST に 残す 。 
ST(i) を ST で 除算 し 、 結 果 を ST に 残 


ーーー ーー ニー ニー 
ST(Gi) を ST で 除算 し 、 ス タッ ク を ポ 





す 。 
ST を STG) で 除算 し 、 結 果 を STGi) 
に 残す 。 












必要 な プロ セッ サ 





ST を ST(i) で 除算 し 、 結 果 を ST G⑪) 
に 残し て か ら ポ ッ プ する 。 

WAIT の あと 割込み を 可能 に する 。 
( ター ゲッ ト が 287 の 場合 に は コー 
ド を 生成 し な い 。 
ST を フリ ー と し て マー ク す る 。 
ST を フリ ー と し て マー ク す る 。 
ST(i) を フリ ー と し て マー ク す る 。 
























FDIVRP FDIVRP STG). ST 









8087 の み 












FFREE 
FFREE ST 
FFREE STG) 



































FIADD 8087 FIADD mem ST に 2 か 4 人 ト の 整数 を 加え る 。 
FICOM 8087 FICOM mem ST を 2 ルト か 4 人 ト の 整 散 と 比較 する 。 
FICOMP 8087 FICOMP mem 






ST を 2 人 か 4 人 の 整数 と 比較 し て ポ 
ッ プ する 。 


8087 FIDIV mem ST を 2 人 ト か 4 人 ト の 整数 で 除算 する 。 


FIDIVR 8087 FIDIVR mem 2 トト か 4 人 ト の 整数 を ST で 除算 し 、 結 
果 を ST に 残す 。 


8087 FILD mem 2 人 、4 ト 、8 人 の 整数 を 浮動 小数 点 
スタ ッ ク に プッ シュ する 。 
FINUL 8087 
8087 

FINIT 


8087 WAIT の あと 7nt?# を 初期 化す る 。 


8087 LFIST mem ST を 2 バイ ト か 4 バイ ト の 整数 と し 
て mem に 記憶 する 。 
FISTP 8087 FISTP mem ST を 2 バイト また は 8 バイ ト の 整数 
2 拉 と し て 記 境 し て ポッ プ す る 。 
FISUB 8087 2 バイ ト ま た は 4 バイ ト の 整数 を ST 
か ら 減 算 す る 。 


FISUBR 8087 FISUBR mem ST を 2 バイ ト ま た は 4 バイト の 整数 
か ら 減 算 し 、 結 果 を ST に 残す 。 












に >! 
で つ 
三 





つ 
ーー 
トー】 





コ |8 





て っ 
ピピ 1 


















































ELD 8087 FLD mem 4f ト 、8 ト 、 ま た は 107(( ト の 実数 を 浮 
FLDCW FLDCW mem ュ 7py9 制 御 ワ ー ド に ロー ド す る 。 
mi 


つ 
己 
ラ 
己 
(】 
に -】 


8087 FLDL2E 10gze を 浮動 小数 点 ス タッ ク に プッ 
シュ する 。 
8087 FLDL2T 1ogz10 を 浮動 小数 点 ス タッ ク に プッ 


シュ する 。 









"ココ 
て ーー 
トー】 
王 
[ ぶ 】 
し レデ) 
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命令 | 必要 な プロ セッ サ | 形 式 











FLDLG2 8087 FLDLG2 
FLDLN2 8087 


FLDLN2 


つ 


FLDZ 





明 
1ogio2 を 浮動 小数 点 ス タッ ク に プ 
ッシュ する 。 

1og。2 を 浮動 小数 点 ス タッ ク に プ 
ッシュ する 。 






LDPI PLDLPI ァ を 妨 7 の トッ プ に プッ シュ する 。 


0.0 を 浮動 小数 点 タ 72 に n-F する 。 










FMUL 

FMUL mem 
FMULST, STG) 
FMULSTG). ST 









十 
ST(1) に ST を 乗算 し 、 ポ ッ プ する 。 
ST に メモ リ の 実数 を 乗算 する 。 







ST に ST(i) を 乗算 する 。 
STG) に ST を 乗算 する 。 





FMULT ST(i), ST 
FNCLEX 
FNDISI 








5 


FNCLEX 8087 
FNDISI 8087 の み 
FNENI 8087 の み 


RNN 


FNOP 8087 
8087 

















FNINIT 
FNOP 


FNSAVE mem 


FNSAVE 




















ST(i) に ST を 乗算 し 、 ポ ッ プ する 。 
WAIT な し で 例外 を クリ ヤ す る 。 
WAIT な し で 割込み を 不可 に する 。 
(ター ゲッ ト が 287 の 場合 に は コー 
ド を 生成 し な い ) 
WAIT な し で 割込み を 有効 に する 。 
(ター ゲッ ト が 287 の 場合 、 コ ー ド 
を 生成 し な い ) 
WAIT な し で プロ セッ サ を 初期 化す る 。 
演算 し な い 。 
7u# の 状態 (94 人 人 ト ) を 保存 する 。 
WAIT な し 
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FNSTCW 8087 FNSTCW mem WAIT な し で っ 7079 制 御 ワ ー ド を スト 
ア す る 。 

FNSTEN FNSTENV mem WAIT な し で コ プ ロ セッ サ 環 境 (14 バ 
イト ) を スト ア す る 。 

FNSTSW FNSTSW mem WAIT な し で コ 7ns ヶ 9 の ステ ー タ スワ ー 
ド を スト ア す る 。 

FNSTSW AX WAIT な し で AX の 中 の 80287 ステ ー タ 

ス を スト ア す る 。 

FPATAN 8087 FPATAN arctan(ST(1)/ST) を 計算 し 、 結 果 を 
1 度 ポ ッ プ し た あと ST に 残す 。 

FPREM 8087 FPREM STmodST(1) の 部 分 E? ュ 4 を 計算 。 

FPTAN 8087 FPTAN tan(ST) を 計算 する 。 

FRNDINT 8087 FRNDINT ST を 整数 に まる め る 。 

| FRSTOR 8087 FRSTOR mem 7ny》0 7-92(647 ト ) を 復元 する 。 

FSAVE 8087 FSAVE mem WAIT の あと の 8087 ス テー タス (94 ト ) 

を 退避 する 。 





必要 な プロ セッ サ 


形式 





8087 


| FscALg 


説 明 
ST(1) を ST の 指数 に 加え る 。 








80287 FSETPM 





8087 











80287 を 386 れ 7747 モ ー ド に セット する 。 





FSQRT ST の 平方 根 を 計算 し 、 結 果 を ST に 残 


す 。 


ST を 4 人 か 8 人 ト の 実数 と し て mem に 





WAIT で 7ut# 制 御 り 9-f を 2I7 する 。 























ST を 4 人 ト , 8 人 ト また は 10 ト の 実数 
WAIT の あと コ 17ot? サ 27-229- ド を スト ア 
WAIT の あと AX に 80287 7-229- ド を 


STO) か ら ST を 減算 し 、 ま 7 する 。 





8087 | gsT sTG) ST(i) に ST を スト ア す る 。 
8087 
FST mem X ト アオ る 。 
FSTCW 8087 FSTCW mem 
FSTENV 8087 FSTBNV mem 。 | WAIT の あと 7nty# 環 境 を 17 する 。 
[Rs 8087 FSTP mem 
と し て スト ア し 、 ポ ッ プ する 。 
FSTSW 8087 FSTSW mem 
する 。 
80287 FSTSW AX 
スト ア す る 。 
RSUB 8087 FSUB mem 
8087 FSUB mem 三 り の 実数 を ST か ら 減算 する 。 
8087 FSUB ST.STG) | STGi) を ST か ら 減 算 す る 。 
8087 FSUB STG). ST | ST を STGi) か ら 減 算 す る 。 
FSUPBP 8087 FSUBP ST). ST 





ST を STG) か ら 減 算 し 、# ッ 7 する 。 





FSUBR 


FSUBR mem 


FSUBR ST, ST⑪) 


FSUBR STG), ST 





FSUBR 
FSUBRP 








FTST 
FWAIT 


FXAM 
FXCH 


FXTRAC 





ST(1) を ST か ら 減 算 し 、 結 果 を ST 
(1) に 残し て か ら ポ ッ プ する 。 
ST を メモ リ 実 数 か ら 減算 し 、 結 果 を 
ST に 残す 。 

ST を を ST(i) か ら 減 算 し 、 結 果 を ST 
に 残す 。 

ST(i) を ST か ら 減 算 し 、 結 果 を ST 
(i) に 残す 。 

ST(i) を ST か ら 減 算 し 、 結 果 を ST 
(Gi) に 残し て か ら ポ ッ プ する 。 
ST を 0.0 と 比較 する 。 

最後 の コ プ ロ セッ サ 演 算 が 完了 する 
の を 待つ 。 














FSUBRP 
FTST 
FWAIT 
8087 FXAM 
8087 FXCH 
8087 FXCH STG) 
8087 FXTRACT 
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ST を 検査 し 、 コ プロ セッ サ 条 件 コー 
ド を セッ ト す る 。 





ST と ST) を 交換 する 。 
ST と ST(i) を 交換 する 。 


ST を 指 救 と 有意 部 分 に 分 解す る 。 














な プロ セッ サ | 形 | 骨 。 男 | 
|FyL2f 。 |Y logsx を 計算 する 。 


Y 1l0gz (x+1) を 計算 する 。 











付 
の [ ディ レク ティ ブ の 概略 


表 E 一 1 アセ ンプ ブル ディ レク ティ プ ブ 











80186 命 信 の アセ ンプ ル を 可能 に す 
る 。 




















.286c .286c 80286 非 保護 命令 の アセ ンプ ル を 可 

.286 .286 能 に する 。 

.286p .286p すべ て の 80286 命令 の アセ ンプ ブル を 
可能 に する 。 

.287 .287 80287 命令 の アセ ンプ ル を 可能 に す 
る 。 

.386c .386c 80386 非 保護 命令 の アセ ンプ ル を 可 

.386 386 E に する 。 こ れ は デフ ォ ル トモ ー ド 
で ある 。 

.386p .386p すべ て の 80386 命令 の アセ ンプ ル を 








可能 に する 。 


.987 80387 命令 の アセ ンプ ル を 可能 に す 
る 。 
.8086 8086 命 令 の アセ ンプ ル を 可能 に する 。 


8087 命 令 の アセ ンプ ル を 可能 に する 。 





ASSUME 


COMMENT 


neme=exDreSSiOn 


ASSUME registername: 


Se8name 


COMMENT delim text delim 


fname) DB value.... 


tname) DW value,.… 


{name) DD value,... 


(name) DP value,... 


{name) DF value,... 
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exDression の 値 を 持つ シン ボル name 
名 を 作成 する 。 シ ン ボ ル は に 定数 、 変 
数 また は ラベ ル で ある 。 


7n グ ぅ ヵ 実行 時 registername が segn 
ame と 呼ぶ 7 ルト また は ル -7 を 指す 
こと を 7t グ 3 に 示す 。 segname が NO 
THING の 場合 、 ル 72? は 未定 義 値 を も 
つと 仮定 され る 。 


delim 間 の すべ て の text を コル ト と し 
て 7 セッ 73 に 処理 させ る 。Text は 改行 
も で きる の で 複数 行 の 』 ト も 作成 で 
きる 。 


value ご と に 174 ト の り の 割当 て 
と 初期 化 を 行う 。name( ザ ョ 2 が あ 
る 場合 、BYTE 型 の 変数 が 指定 名 で 作 
成 さ れる 。 


value ご と に 179- ド (2 人 ト ) の バリ の 
割当 て と 初期 化 を 行う 。name(732) 
が ある 場合 、WQRD 型 の 変数 が 指定 名 
で 作成 され る 。 


value ご と に 1277- ド (4 人 ) の パリ 

の 割当 と 初期 化 を 行う 。name(7》 ぉ 2 
が ある 場合 、DNORD 型 の 変数 が 指定 
名 で 作成 され る 。 


value ご と に 39- ド (6/7 ト ) の 左 り の 割 
当て と 初期 化 を 行う 。name(7% ツ 
が ある 場合 、PWORD 型 の 変数 が 指定 
名 で 作成 され る 。 





DQ {name) DQ value,... 















value ご と に 29?F9-F(8 人 ト ) の リ 
の 割当 て と 初期 化 を 行う 。name(7 ァ 
ョ ) が ある 場合 、QWORD 型 の 変数 が 
指定 名 で 作成 され る 。 


{namel DT value..… 









value ご と に 10 ト の の 割当 て 
と 初期 化 を 行う 。name(7 ョ >) が あ 
る 場合 、TBYTE 型 の 変数 が 指定 名 で 
作成 され る 。 


条件 付き 70y2 の 真 部 分 の 終り と 偽 部 
分 の 始め と を 示す 。 





















END 





{tentry } 7 セッ プル 中 の 7 ログ 2 モジ ュー ル の 終り を 表示 。 
その 7075 ム の エッ トリ ポイ ッ ト を entry と し 


確定 する (7 ョ ッ )。 








条件 付き 70y2 の 終り を 通知 する 。 


?2n また は リピ ー ト 7nz2 の 終り を 通 
知 す る 。 














ENDP name ENDP name に 対し て 7 定義 の 終り を 通 
知 す る 。 








ENDS name ENDS name と いう 名 の も 7 ルト を 2 ロ - バ する か 、 
name の 構造 体 定 義 を 終了 させ る 。 












name EQU expression 





expression の 値 を name に 割当 て る 。 
exDression は 7 ド FL2 式 、7 セ ッ 75 キ - リ - ド 、 

任意 の テキ スト 文字 列 ま た は 定数 値 
で ある 。 





- ERR 7t ッ 75r5- を 強制 的 に 発生 させ る 。 





.ERRB <string> string が 空白 の 場合 、7 ゃ 7 テラ - を 強 


制 的 に 発生 させ る 。 
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.ERRDEF <name> 





-ERRDEF 













7 も 73 の > 未 テール 中 に name と いう 
和 が あり 、 そ の シシ > 六 が 現 り -27 イ ッ の 前 
に 定義 され た も の で ある 場合 、7 も 7 
217- を 強制 的 に 発生 させ る 。 











文字 列 str1 と str2 が 異な る 場合 、7 も 
5- を 強制 的 に 発生 させ る 。 


.ERRDIPF -ERRDIF <strl>, く STR2> 











与え られ た expression が 偽 で ある (0 
と 評価 され た ) 場合 、7 も 7 エラ - を 強 
制 的 に 発生 させ る 。 









.ERRE expresSsion 


文字 列 str1 と str2 が 同じ 場合 、7*7 
5- を 強制 的 に 発生 させ る 。 


.ERRIDN .ERRIDN <str1>, く str2> 











string が 空白 で な い 場 合 、7 ャ アカ テー 
を 強制 的 に 発生 させ る 。 







.BRRNB <string> 










7 も 5 の > 首 テ -7 ル 中 に name と 名 付け 
られ た シシ 交 が な い 場 合 、 ま た は 現 7- 
22 ン の 後に name が 定義 され て いる 場 
合 、7*7215- を 強制 的 に 発生 させ る 。 


.ERRNDEF <name> 





.ERRNDEP 


与え られ た expression が 真 で あれ ば 
(0 以外 の 値 に 評価 され た ) 7 も プ 却 
を 強制 的 に 発生 させ る 。 


.ERRNZ expression 















必要 な ら 、NOP 命 合 (90H) を 生成 す 
る こと に よっ て 、 ル れ ルッ ト アル t グ ルト の 
07- シ ョ ッ カ 9 ッ タ ー を 、 偶 数 値 に 調整 する 。 





現 ?2n 展開 また は リピ ー ト 7072 を 直 
ち に 強制 的 に 終了 させ る 。 


name と いう 名 の シシ > は 現 も ュー ル に 対 
し 外部 ツ > 示 で あり 、type 型 で ある こ 
と を 7 セッ 73 に 知ら せる 。 





EXTRN name:tYDe,... 
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name GROUP segname, ... デル 2177 の あと の 1 つま た は 複数 の 
t7 を メン バー と する グル ー プ mame を 


定義 する 。 












IF expression expression が 真 の (0 以外 の 値 に 評 
価 さ れ た ) 場合 、 条 件 付き 7ny? の 真 


の 部 分 に 命令 を 7 を プル する 。 


IFB 





IFB <string> 













string が 空白 の 場合 、 条 件 付 7nz2? の 
真 部 分 の 命令 を 7t>7』 する 。 





IFDEF IFDEF name 





7 も 3 の シボ 計 -7 ル 中 に name と いう 名 
の シシ 入 が あり 、 そ の > が 現 7- ス イッ 
の 前 に 定義 され て いた 場合 、 条 件 付 
き 7n72 の 真 部 分 の 命 合 を 7 も 7 ル する 





IFDIF IFDIF <str1>, <str2> 









str1 と str2 が 異な る 場合 、 条 件 付き 
7mz2 の 真 部 分 の 命令 を 7 ゃ 7 ル する 。 





IFE expression expression が 偽 の (0 と 評価 され た ) 


場合 、 条 件 付き 7ny? の 真 部 分 の 命令 
を 7ty7 ル する 。 








IFIDN <str1>, <str2> str1 と str2 が 同じ 場合 、 条 件 付き 7u 


72 の 真 部 分 の 命令 を 7 ゃ 7 ル する 。 







IFNB <string> string が 空白 で な い 場 合 、 条 件 付 7n 


?2 の 真 部 分 の 命令 を 7 ゃ 7 ル する 。 













IFNDEF IFNDEF name 


7 セッ 75 の シテ -7 ル 中 に name と いう 名 
の 汐入 が な い 場 合 、 ま た は 、name が 
現 7/-221> の あと に 定義 され て いる 場 
合 、 条 件 付き 7z2 の 真 部 分 の 命令 を 
7 も 7 ル する 。 










































INCLUDE filename 





INCLUDE 


IRP fparam 
く aDaram, ...> 


IRPC fparam. String 


name LABEL type 


.LALL 


.LFCOND .LFCOND 


LOCAL dname,... 
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filenane に よっ て 指定 され た 7-7771 
ル 』 中 の 人 1 を 、7 も 7 ル 中 の 77 化 に 挿 
入 す る 。 


実 対 た? aparam ご と に 1 回線 返 す 
- ト 7ny2 を 開始 する 。 こ の 時 、 リ E-I7n 
7227 れ スト 中 の 形式 放 た タ fparam は 実 記 
た 2 値 に 置き 換え られ る 。 


string 中 の 文字 ご と に 1 回 繰 返 す り 
ピー ト プ ロ ッ ク を 開始 する 。 こ の 時 、 
リピ ー ト プロ ッ ク テ キス ト 中 の パラ 
メー タ fparam は その 文字 に 置き 換え 
られ る 。 


ルル セグ ル ト の 07- シ ョ ッッ と 等 し い 値 
を 持っ た type 型 の 変数 また は 命令 バ 
ル 』 を 新しく 作成 する 。 





?2 ロ n 展開 中 の すべ て の 文 を 7 も 7 な 
4777 化 中 に り 9 久 させ る 。 


偽 の 条件 付き 7 ロ y? 中 の 妊 A ト を 、7 も セガ 
ル され て いな く て も 、7t ツ 7 テッ 77 
7 八 に JE- する 。 


7 も ッ 7392 テ 1 ング 77 化 中 の 7 ログ 3 ム 文 の りん 
ァ # ッ グ を 可能 に する 。 


INCLUDE # ル 2 ティ 7 で 人 ルー ド さ れ た 77 
八 か ら 7-22 人 ッ の り 2 テ イッ タダ を で きる よう 
に する 。 


?2 ロ 内 で 使用 する た め 単 数 また は 複 
数 の 人 - 名 を 作成 する 。 僚 - 名 は 、 
7* プ ラ の 生成 する 特有 な 名 前 (形式 
: 2 ? ベ メメ メメ 。 ズ ベ は <2 ロ 展開 時 の 
16 進 数 ) に よっ て 置き 換え られ る 。 














0 文 の 形式 


MACRO 


NAME 


ORG 


%OUT 


%OUT1 


%0UT2 


PAGE 








PROC 


-PROT 


PUBLIC 


NAME modulename 


ORG expression 


%0UT text 


%OUT1 text 


%0UT2 text 


PAGE(length). (width) 


PAGE 十 


PAGE 


name PROC type 


.PROT 


PUBLIC name.... 





name MACROP [param ... 

























形式 上 た - タ 名 fparam を 持つ 、?2n 
name の ?2n 定義 7ny2 を 開始 する 。 


7 セッ プル 中 の も ュー ル 名 を module-name 
の 先頭 132 文字 に する 。 


ルッ オア セグ ルト の 呈 - シ ョ ッ )9 ッ 9 値 を ex 
pression に 設定 する 。 


7 プル の 21822 の 両方 で ュ -『 端 
末 に text を 出力 する 。 


了 も >7 リ の 必 1 で text を ュ - サ 端末 に 出 
力 する 。 


7t7 リ の 42 で text を ュ - ず 端末 に 出 
力 する 。 


り 7 テッ 777 偽 の ぺー ジ 長 と ぺー 幅 を それ 
ぞ れ length と width に 設定 する 。 


り リッ 777 八 ペ ー ツ の 見 出し 行 の 項目 番 
号 を 作 29 ル ト し 、 ペ - ジ 7 ル -》 を 生成 す 
る 。 





7 も 7397 ィ 777 偽 内 に パー プル -》 を 生 
成す る 。 


type 型 の name と 呼ば れる 7nz ル t の 定 
義 を 開始 する 。 


80386 また は 80286 の 保護 命令 の ア 
セン プル を 可能 に する 。 


変数 、 命 令 X ル M 、 ま た は 絶対 ヶ ># ル の 
メト を 7n73 ふ 中 の すべ て の も ュー ル に 
使え る よう に する 。 








195 





PURGE macroname 










な に も し な い 。 





入力 77 伯 中 の 数 字 の 77 ルト 基数 を 
expression に 設定 する 。 カ ルッ ト 77 ト 
基数 に 関係 な く expression の 中 の 数 
字 は 常に 基数 10 で 求め られ る 。 





.RADIX expreSsion 




















name と 呼ば れる ! コ - ド を fname と いう 
名 の E? ト 24- ル で 定義 する 。71- ル ド 幅 
は 、 (単位 :P ッ ト ) は 定数 値 width に 
よっ て 示さ れ 、=expr の ある 場合 は 、 
その 7f- ル ド の 774 ル ト 値 を 定義 する 。 


name RECORD 
fname:width 






RECORD 





=expr } ,. 








expression 回 数 繰 返 す プロ ッ ク の 始 
め 。 





REPT expression 










7 セッ 7 ティ ング 77 化 中 の ?2n 展開 の リス 
ッッ グ を 停止 する 。 












align, COmbine, USeatr, aCC6SS, 
class の 属性 を 持つ name と 呼ば れる 
7 ログ At ダル ト を 本 アッ する 。 


name SEGMENT faligml 
tcombine } tuseatrj 
faccess) fclass } 


SEGMENT 

















以降 の 偽 条 件 付き 7py? を 7 も ッ 73 リ 7 イッ 
グ 77 介 中 に り 27 ィ イッ ダ する こと を 停止 
する 。 


.SFCOND 





.SFCOND 











name STRUC 構造 体 定義 の 開始 を 通知 する 。 







リ り 2 ティ ング 77 イ 人 ル の パー ジ 見 出し に 使う 7》1 
M ル を text に 設定 する 。 





SUBTTL {tex 










* 92 ト 偽 条 件 付き 7 ロ y2"732 グ の 現状 値 
を 交互 に 変更 する 。 


・TFCOND 





-TFCOND 







リ 2 テ イッ グ 77 化 の パ - ジ 見 出し に 使う 2 トル 
を text に 設定 する 。 


TITLE text 






















?2n 展開 で 7 クト]-F を 生成 する 文 
だ け を 7 も プティ ング 77 偽 の 中 に り リスト 
させ る 。 


以降 の 7- ラ イッ を 7 セッ プ 739 テイ ッ 77 イル 中 
に 777 ッ 7 す る こと を 停止 する 。 













.XLISTI .XLISTI INCLUDE し 2 テ 47 を 使っ て イツ 2 ルー- ド 『 さ 


れ た 77 侯 から 7-22 イ ッ を リ り 2 ティ イッ グ する こ 
と を 不可 に する 。 
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レ 























表 F 一 1 80386 レジ スタ 









80386 































の み 有 
EBX の み 有 
ECX の み 有 
EDX の み 有 
ESI の み 有 
EDI の み 有 
EBP の み 有 
ESP の み 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 


以外 も 有 


以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
以外 も 有 
















32 ビ ッ ト 汎 用 レジ スタ 


ジス タ 名 













32 ビ ッ ト 汎用 レジ スタ 
32 ビ ピット 汎用 レジ スタ 
32 ビ ッ ト 汎 用 レジ スタ 
32 ビ ッ ト 汎 用 レジ スタ 
32 ビ ッ ト 汎 用 レジ スタ 
32 ビ ピット 汎用 レジ スタ 
32 ビ ピット スタ ッ ク ポ イン タ 


16E ッ ト 汎用 ツ ス 9, 
16E ッ ト 汎用 ルツ 3. 
16E ッ ト 汎用 ツメ 2. 
16E ッ ト 汎用 L ツ 22. 
16 ビ ッ ト イ テク ルル ジス 9 
16 ビ ッ ト イ ンプ 2 カル ジス 9。 





BEAX の 下位 7- ド 
EBX の 下位 9- ド 
BCX の 下位 り - ド 
EDX の 下位 り - ド 
BSI の 下位 り - ド 
EDI の 下位 り - ド 


16 ビ y ト ペー ルク BBP の 下位 り - ド 


AX の 上 位 バ イト 
AX の 下位 バイ ト 
BX の 上 位 バ イト 
BX の 下位 バイ ト 
CX の 上 位 バ イト 
CX の 下位 バイ ト 


16 ビ ッ ト 2 タ 272 ポイ ツタ 。 


ESP の 下位 7- ド 
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以外 も 有 







DL 以外 も 有 
CS 以外 も 有 
DS 以外 も 有 
ES 以外 も 有 
FS の み 有 
GS の み 有 


以外 も 有 





DR 3 










以外 も 有 
以外 も 有 
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DX の 上 位 バ イト 
DX の 下位 バイ ト 

コー ド セ グ ルツ ト も セルタ し 2 タ 

チタ セ 7 ルト セル 2 外 729 
特殊 7-2 ャ クル ルト セル 2 タル 29 
特殊 7- タ セク ルッ ト セル 2 タル 22 
特殊 テ - 匂 7 ルト セル クタ ルツ 72 
2272 も グル ト セ ルク タル 7 カタ 





























ャ ッッ 制御 ツメ 92(80286 マツ ッ ス テ - タ 27- ド 
を 含む ) 

ペー ツ フォ ー ル トリ ニヤ 7 ドル ルル ジス 2 
パー-1 ル 2 トリ ペー ルル ツタ 


リ り -77 ル ー ク ポイ 人 ント アド レス 0 レジ スタ 
=77 ル -2 ポ イト アド レス 1 レジ スタ 
り -7 ア ル -2 ま ルト アド レス 2 レジ スタ 
り -77 ル - ク ポイ 人 ッ ト アド レス 3 レジ スタ 
ルー ク ポ イット 7-24 レジ スタ 

ル -2 ポ イッ ト 制 御 レ ジス タ 





テス ト 制 御 レ ジス タ 
テス ト 7 な - タ 2 レジ スタ 








8087 浮 動 小 数 点 ス タッ クレ ジス タ 








付 (: 


386 | ASM は 、80386 お よび 80287 の 全 範 胃 の デー タタ イプ を サポ ー ト し ます 。 デ ー タ 
タイ プ と その 値 の 幼 胃 を 表 G 一 1 に 示し ます 。 





386 | ASM が 行う 整数 値 の 内 部 演算 は 、 す べ て 33 ビ ッ ト の 符号 付表 現 を 用 いま す 。 こ れ 
は 、 式 評価 中 の 中 間 結 果 に つい て 、 可 能 な 数 値 帆 囲 を 拡大 し ます 。 式 評価 の 最終 結果 は 、 
強制 的 に 適切 な デー タタ イプ を 与え られ 、 そ の 結果 が 許容 範囲 を 超え る と 、 整 数 オー バー 
フロ ー エ ラー が 報告 され ます 。 
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| 洋 | 抽 開 旨 生 人 


表 G 一 1 デー タタ イプ と 範囲 


BYTE | 以外 も 有 80386/ ト -128 か ら 127( 符 号 付き 整数 ) 
0 か ら 255( 符 号 無し 整数 ) 
WORD | 以外 も 有 803869-『 -32.768 か ら 32,767 (符号 付 
802879-『 整 数 


き 整 数 ) 
0 か ら 65535( 符 号 無し 整数 ) 
DWORD | 以外 も 有 80386277- ド 
80287 ョ ー ト 
整数 
80287 ョ ー ト 
実数 
PWORD 80386#1 ッ 99- ド 
FWORD | の み 有 DF 


また は 
以外 も 有 | DQ 









































-2! か ら 23!-1( 符 号 付き 整数 ) 
0 か ら 2??-1( 符 号 無し 整数 ) 
-3. 4x10?『 か 5-1.2x10-?9 


0 実 
数 







1.2x10-?* か ら 3.4x10*『 
















-27 か ら 2 パ 7-1( 符 号 付き 整数 ) 
0 か ら 2-1( 符 号 無し 整数 ) 
16 ビ ッ ト セ グル ト も セル 
29 十 ビッ ト 符号 
な し れ わ も ッ ト 




















80287n> グ 整数 
80287n> グ 実数 


-293 か ら 293-1( 符 号 付き 整数 ) 
0 か ら 2"1-1( 符 号 無し 整数 ) 
-1.7x10?9% か ら 


-2.3x10 9 
0 実数 
2.3x10-* ツ "から 


1.7x10798 












802879210 
進数 


-10"-1 か ら 10『-10(5210 進 数 ) 
-1.1x101932 か ら 














-3.4x10 933 
80287 テッ お 29 0 実数 
実数 3.4x10-*933 か ら 


1.1x10*992 
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付 HH  .。 
ポ 式 と 演算 子 


式 は 、 定 数 値 ま た は リロ ケー タブ ル な 値 (オペ ラン ド ) 、 ま た は その 両方 と 、 単 一 定数 
か リロ ケー タプ ブル な 値 を 求め る 式 演算 子 と の 組合 せ で す 。386 | ASM が 認識 する 式 演算 子 
を 表 H 一 1 に 示し ます 。 














識別 子 へ の 前 方 参照 は 、 次 の 条件 が 成立 し た 場合 に 式 中 で 行う こと が で きま す 。 ア セン 
プラ が パス 1 で 行う 仮定 に より 、 ア セン プラ が 必要 と する バイ ト 数 の オプ ジェ クト コー ド 
を パス 1 で 生成 する と いう 条件 で す 。 正 し く な い 前 方 参照 の 一 般 的 理由 は 、 セ グ メ ント オ 
ー バ ー ラ イド バイ ト の 生成 を 必要 と する 前 方 参照 か FAR 型 の ラベ ル に 対す る 前 方 参照 で す 。 
正しく な い 前 方 参照 は 、 通 常 PPR と セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド (: ) 演算 子 を 上 手 に 使う 
こと に よっ て 修正 で きま す 。 ソ ー ス コー ド フ ァイル 中 に 前 方 参照 が 少な い ほ ど 、386 | AS 
Ml は 速く その ファ イル を アセ ンプ ブル し ます 。 


式 の 評価 順 ぼ は 、 演 算 子 の 優先 順位 に より 異な り ま す 。 優先 順位 の 最も 高い 演算 子 が 最 
初 に 評価 され ます 。 優 先 順 位 の 等 し い 演算 子 は 左 か ら 先 に 評価 され ます 。 386 | ASM の 式 
評価 に お ける 演算 子 の 優先 順位 を 表 日 一 2 に 示し ます 。 表 中 の 同じ 行 に ある 演算 子 の 優先 
順位 は 等 し く な り ま す 。 

表 H ロ 1 式 演算 子 の 概略 


ーー ーー 
演算 子 | で さ れる 形 式 説 明 


( ) 有 (expr) 括弧 内 の 式 計算 を 隣り 合っ た 演算 よ 
り 先 に 行う 。 



















有 expr [basereg] ベー ス 付 きま た は イン デ ク ス 付 きま 
expr [indexreg] た は ベー ス 付 イン デ ク ス 付 アド レス 
exprl [expr2] モー ド を 生成 する の に 使う 。 2 つの 


式 値 を 加え る た め イ ン デ クス 演算 子 
と し て も 使う 。 
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許 傘 され る 
07-27 ル な 値 


有 exDr.Strfldname 
eXDrl. eXDr2 
有 


Se8Te8:eXDT 




















構造 体 フィ ー ル ド 名 帝 算 子 は 構造 体 
内 の フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト を 式 に 加 
え 、 そ の 式 の デー タタ イプ を フィ ー 
ルド の デー タタ イプ に セッ ト す る 。 
これ は また 2 式 を 加え る た め の + 演 
算 子 の 代り に 使わ れる 。 









セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド 演 算 子 は 
expr の アド レス を 指定 の セグ メン ト 
レジ スタ 、 セ グ メ ント また は グル ー 
プ 相 対 で 計算 する よう 指定 する 。 

また この 演算 子 は 386 | ASM に 必要 
が あれ ば 命令 前 に セグ メン ト オ ー バ 
ー ラ イド バイ ト を 生成 させ る 。 名 前 
の ある セグ メン ト ま た は 名 前 の ある 
グル ー プ が 、 セ グ メ ント オー バー ラ 
イド 演算 子 で 使わ れる より 前 に ASSU 
ME ディ レク ティ プ で 、 セ グ メ ント レ 
ジス タ に 割当 て られ な けれ ば な ら な 


い 。 


有 eXDrl-exDr2 減算 一 両 オ ペラ ンド が 同一 セグ メン 
ト 相対 で ある 場合 だ け 、 そ の 両 オ ペ 
ラン ド を リロ ケー ト で きる 。 こ の 場 
合 結果 は 絶対 数 で ある 。 一 方 の オペ 
ラン ド が リロ ケー タプ ブル な 場合 は そ 
の オペ ラン ド は 左側 に な けれ ば な ら 
な い 。 
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Se8nam6e:eXDT 












grouDname:eXDr 























LOW 


eXDr1 AND exDr2 


exDr1 EQ exDr2 


exDrl GE exDr2 


exDr1 GT exDr2 
HIGH expr 
HIGHW expr 
exDr1 LE exDr2 


LENGTHvarname 





LOW expr 
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expr の モー ド と スコ ー プ を 定義 する 
バイ ト を 返す 。 


2 つの オペ ラン ド の ビッ ト AND( 論 理 
積 ) 


両方 の 式 が 等 し けれ ば ー 1 を 返し 、 
等 し く な けれ ば 0 を 返す 。 


exDr1 が expr2 以上 で あれ ば - 1 を 
返し 、 そ われ 以 外 は 0 を 返す 。 


exprl が expr2 より 大 きけ れ ば - 1 
を 返し 、 そ れ 以 外 は 0 を 返す 。 


16 ビ ッ ト 値 の うち の 上 位 8 ビッ ト を 
返す 。 


32 ビ ッ ト 値 の うち の 上 位 16 ビ ッ ト を 
返す 。 


expr1 が expr2 以下 で あれ ば - 1 を 
返す 。 それ 以 外 は 0 を 返す 。 


変数 内 の エレ メン ト 数 を 返す 。 こ こ 
で 変数 は 、 変 数 宣言 文 の 中 の DUP 演 
算 子 、 ま た は イニ シャ ライ ザ リ ス ト 
の 使用 に より 複数 の エレ メン ト を 持 


つ 。 


16 ビ ッ ト 値 の うち の 下位 8 ビッ ト を 
返す 。 








許 傘 され る 
再 配置 可能 値 
LOWW LOWW expr 32 ビ ッ ト 値 の うち の 下位 16 ビ ッ ト を 
返す 。 
ーー 


MASK recnm 
MASK recfldnm 


expr MOD expr2 










expr1 が expr2 より 小さ けれ ば ぱー 1 
を 返し 、 そ れ 以 外 は 0 を 返す 。 








レコ ー ド 中 の すべ て の 定義 され た ビ 
ッ ト 、 ま た は 特定 フィ ー ル ド が 占め 
る レコ ー ド 中 の ビッ ト に 対し て ビッ 
トマ スク を 返す 。 










モジ ュ ロ 演算 子 一 整数 除算 後 の 余 り 
を 返す 。 










exDr1 NE expr2 両方 の 式 が 等 し く な けれ ば ー 1 を 返 


し 、 等 し けれ ば 0 を 返す 。 








| er | パラ ンド otomWk | 
OFFSET OFFSET expr 

exDr1 OR expr2 
に 
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オペ ラン ド と その オペ ラン ド を 定義 
し て いる セグ メン ト の 始ま り と の 間 
の バイ ト 数 を 返す 。 返 され た 値 は 、 
再 配置 可能 で ある 。 








2 つの オペ ラン ド の ビッ ト 0OR (論理 
和 ) 


式 に 指定 デー タタ イプ を 強制 的 に 持 
た せる 。 こ こ で の タイ プ は 、 BYTE 
, WORD, DWORD. PWORD. QWORD. TBYTE 
NEAR,FARI の セッ ト の うち の 1 つ 、 
また は デー タタ イプ に 対応 する 整数 
値 TYPE 六 算 子 参照 ) で ある 。 

















| 許容 され る 
再 配置 可能 値 


有 















SEG expr 


SHORT label 


eXDr]1 SHR exDr2 


SIZE varname 


THIS type 


THIS expr 
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exprl SHL expr2 




























expr が 関連 する セグ メン ト の セグ メ 
ント セレ クタ を 返す 。 結果 は リロ ケ 
ー タ ブル で ある 。 





exprl を expr2 の 値 が 指定 する ビッ 
ト 数 だ け 左 に シフ ト す る 。 式 の 終り 
か ら は み で た ビッ ト は 失わ れる 。 


アセ ンプ ラ が JMP 命令 中 に 1 バイ ト 
の オフ セッ ト を 生成 する よう 強制 す 
る 。 前 方 参照 だ け に 必要 。 











expr1 を expr2 の 値 が 指定 する ビッ 
ト 数 だ け 右 に シフ ト す る 。 式 の 終り 
か ら は み で た ビッ ト は 失わ れる 。 


指定 変数 に 割当 られ た バイ ト 数 を 返 
す 。 (LENGTHvarname)#(TYPEvarname) 
と 等 し い 。 














オフ セッ ト 値 と セグ メン ト 値 が カレ 
ント ロケ ーション カウ ンタ 値 に 等 し 
い 、 そ の デー タタ イプ が (TYPE, 
ORD. DWORD. PWORD.QWORD. TBYTB.NEAR 
,EARI の セッ ト の うち 1 つ で 示さ れ 
る よう な オペ ラン ド を 作成 する 。 


expr の デー タタ イプ を 示す 数 字 を 返 
す 。 変数 デー タタ イプ な ら 、 そ の デ 
ー タ タイ プ の サイ ズ (単位 : バイ ト ) 
が 返さ れる 。 ラ ベル デー タタ イプ な 
ら 、NEAR に は 一 1 を 、FAR に は 2 
が 返さ れる 。 











許容 され る 


再 配置 可能 値 導 理 





WIDTH recordname 
WIDTH recfldname 


exDr1 XOR expr2 


指定 の レコ ー ド また は レコ ー ド フィ 
ルド の 幅 (単位 : ビッ ト ) を 返す 。 


2 つの オペ ラン ド の ビッ ト 排 他 的 0R 
(論理 和 ) 





表 H 一 2 演算 子 の 優先 順位 


LENGTH, SIZE, WIDTH, MASK, [ 
。 (構造 体 フ ィ ー ル ド 名 ) 

: (セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド ) 
OFFSET, SEG. TYPE, THIS 

HIGH, LOW. HIGHW, LOWW 

単項 +, 単項 - 


PTR 
#,。 /, MOD, SHL. SHR 


†,。 - 
BQ, NE, LT, LE, GT, GE 
NOT 

AND 

OR, XOR 

SHORT, .TYPE 
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ポ [ シン ボル タイ プ 





ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル は 、 そ の シン ボル の 定義 方 法 に よっ て 暗黙 に 示さ れる デー タタ イプ 
を 持ち ます 。386 1 ASM が サポ ー ト する シン ボル タイ プ を 表 1 一 1 に 示し ます 。 


表 [ 一 1 シン ボル タイ プ 


es シン ボル 作成 用 
シン ボル タイ プ eb の 


単数 また は 複数 の セグ メン ト を グル 
ー プ に する の に 使う グル ー プ 名 


segment セグ メン ト 名 。 ア ライ ン 型 、 組 合せ | SEGMENT 
型 、 プ ロ テ ク ショ ン な どの 属性 を 持 
つ 。 





Variable 特定 セグ メン ト 中 の デー タ の アド レ DB. DW. DD, 
ス 。BYTE. WORD, DWORD, PWORD. QWORD, DQ, DP, DF, 
TWORD の デー タタ イプ を 持つ 。 DT, LABEL, 

EQU, = 


structure 構造 体 定義 テン プレ ー ト を 呼び 出す | 構造 体 定義 名 
こと に より 割当 て られ る デー タ 領 域 
の アド レス 。 


record レコ ー ド 定義 テン プレ ー ト を 呼び 出 | レコ ー ド 定義 名 
すこ と に より 割当 て られ る デー タ 領 
域 の アド レス 。 
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シン ボル タイ プ 


DrOCedure 
]abel 


conStsnt 


alias 


text 
substitution 


structure 
definition 


structure 
field 





recOrd 
definition 


JMP 命令 また は CALL 命 令 に よる 制御 
トラ ンス ファ に 使う セグ メン ト 内 の 
アド レス 。 NEAR か FAR の デー タタ イ 
プ を 持つ 。 


label と まっ た く 同 じ 。 


整定 数 
アセ ンプ ラ 予 約 語 の 別名 


シン ボル 名 が どこ で 使わ れ て いて も 、 
その シン ボル 名 に 代わ っ て 置き 換え 
られ る ASCII の テキ スト 文字 列 


マク ロ 定 義 名 。 呼 び 出さ れる と マク 
ロ を 展開 する 。 


構造 体 定義 テン プレ ー ト 名 。 呼 び 出 
され る と 、 デ ー タ 領域 の 割当 て と 初 
期 化 を 行う 。 そ の 領域 の サイ ズ と 初 
期 値 は テン プレ ー ト の 中 に 定義 され 
て いる 。 


構造 体 テ ンプ レー ト 中 の フィ ー ル ド 
名 。 デ ー タ タイ プ (BYTE, WORD. DWORD, 
PWORD, QWORD, TWORD)、 構 造 体 テン プ 
レー ト 内 の 、 そ の フィ ー ル ド の オフ 
セッ ト お よび 初期 値 を 持つ 。 


レコ ー ド 定義 テン プレ ー ト 名 。 呼 び 
出さ れる と 8 ビッ ト 、16 ビ ッ ト 、32 
ビッ ト の デー タ 領 域 の 割当 て と 初期 
化 を する 。 
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構造 体 定義 ブロック 内 の 
DB.DW. DD 

DQ,DP.DF 

DT 


RECORD 





シン ボル タイ プ 


record field 





シン ボル 作成 用 
ディ レク ティ プ 


レコ ー ド テン プレ ー ト 中 の ビッ ト フ | RECORD 
ィ ー ル ド 名 。 レ コー ド テ ンプ レー ト 


内 の 、 そ の フィ ー ル ド の オフ セッ ト 
(単位 : ピット) 、 幅 (単位 : ビッ 
ト ) 、 お よび 初期 値 を 持つ 
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へ 
付 USE16 セ グ メ ント と 
USE3 2 セグメント の 混合 


USE16 セ グ メ ント 内 の 命令 は 、、 デ フォ ルト で は 16 ビ ッ ト オ ペラ ンド と 16 ビ ッ ト ア ドレ ス 
モー ド を 使い ます 。USE 32 セ グ メ ント 内 の 命令 は 、 デ フォ ルト で は 32 ビ ッ ト オ ペラ ンド と 
32 ビ ッ ト ア ドレ スモ ー ド を 使い ます 。 し か し 、 オ ペラ ンド サイ ズ ま た は アド レス モー ド の 
それ ぞ れ の 代替 形 を 、 独 立 に は 選ぶ こと が で きま す 。 こ れ に は オペ ラン ドサ イズ オー バー 
ライ ドバイ ト か アド レス サイ ズ オ ー バ ー ラ イド バイ ト か の いずれ か (また は その 両方 ) を 
使っ て 、 そ の 命令 を プレ フィ ックス し ます 。386 |ASM は 必要 に 応じ て これ ら オ ー バ ー ラ 
イド バイ ト を 自動 的 に 生成 し ます 。 こ の 付録 で は 16 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト 形 の 命令 の 場合 に 発 
生 す る 問題 と 、USE 16 と USE 32 の セグ メン ト の プロ グラ ム 間 の 対話 問題 に つい て いく つか 
説明 し ます 。 





J1 一 セグ メン ト 間 の プロ シ ジ ャ コー ル 


使用 型 の 異な る セグ メン ト 間 で FAR プロ シ ジ ャ コー ル を 行っ た 時 、386 1ASM は 、 デ ス 
テイ ネー ショ ン セ グ メ ント の 使用 型 に 一 致す る CALL 命 令 の 形 を 生成 し ます 。 こ れ は 、 異 な 
る 使用 型 を 持つ セグ メン ト か ら そ の プロ シ ジ ャ を 呼出 し た か どう か に 関係 な く 、RET 命令 
の デフ ォ ル ト 形 を いつ も 使用 で きる こと を 意味 し ます 。 


例 : cseg1 SEGMENT usel6 


pl PROC far 

ret j 16-bit far return 
pl ENDP 
CSeg1 ENDS 


CSe82 SEGMENT use32 
call pl jaSSembler automatically 
: generates 16-Dit form 
j of far call instruction 


2 1 1 


Cseg2 ENDS 


cse83 SEGMENT usel6 
call pl j 16-bit form of call 


CSeg3 ENDS 


これ は 、USE 16 セ グ メ ント か ら USE 32 セ グ メ ント へ の FAR コー ル 時 に うま く 動 作 し ます 。 
CALL は フル 32 ビ ピット の EIP を スタ ッ ク 上 に プッ シュ し 、RET (USE32 セグ メン ト 中 の ) が 
この EIP を 復元 し ます 。 し か し 、USE32 セグ メン ト か ら USE16 セグ メン ト へ の FAR コー ル 
に は 1 つの 問題 が ひそ ん で いま す 。16 ビ ッ ト 形 の CALL と RET を 使う の で 、IP (EIP で な く ) 
だ けが スタ ッ ク 上 に 保存 され て 、 人 復元 され ます 。 こ の よう に 何 か の コー ド が CALL と REBT 間 
で 、EIP の 上 位 16 ビ ッ ト を 変更 する 場合 、RET は 制御 を 正しい 位置 に 戻し ませ ん 。 通 常 、 
この こと は 問題 に な り ま せん 。 そ の 理由 は 、USE16 セグ メン ト 内 で の 実行 時 、EIP の 上 位 
16 ビ ピット を 変更 する 理由 は な いか ら で す 。 も し この 上 位 16 ビ ッ ト の 変更 が あり 得る な ら 対 
策 は あり ます 。386 1ASM は 間接 コー ル (本 付録 第 2 節 参照 ) を 使っ て 32 ビ ッ ト 形 の CALL 
を 強制 的 に 生成 する こと が で きま す 。32 ビ ッ ト 形 の RET は 、RET 命令 の 前 に オペ ラン ドサ 
イズ オー バー ライ ドバイ ト を ハー ドコ ー ド する こと に よっ て 強制 的 に 生成 で きま す 。 こ れ 
を 実行 し た 場合 、 プ ロ シ ジ ャ は も う 16 ビ ッ ト 形 の CALL 命 令 で は コー ル で き な い こと に 注意 
し て くだ さい 。 


例 : CSegl SEGMENT usel6 
pl PROC far 
DB 66h : ODerand size oVerride 
ij giVes 32-bit form 
j Of return 
pl ENDP 
cseg1 ENDS 
dseg SEGMENT 
pl_-call LABEL pword jindirect 32-bit far call 
DD OFFSET pl 
DW csegl 
dseg ENDS 
CcSeg2 SEGMENT USE32 
call pl-call iforce 32-bit form 
ij 0f call 
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CSeg2 ENDS 


cse83 SEGMENT USE16 
cal1 pl j this won't work 
j because of 32-bit 
j return in Droc D1 
Cse83 ENDS 
J2 一 間接 制御 トラ ンス ファ 


386 ネ ィ ティ プ ド モー ド の 間接 コー ル お よび 間接 ジャ ンプ は 、 同 一 プロ グラ ム 中 に 
USE16 と USE32 の セグ メン ト を 混合 する 可能 性 が ある た め 、 ア セン プラ に 対し て 曖昧 さ の 
問題 を 提示 し ます 。USE16 セグ メン ト か ら 間 接 コ ー ル ノ 間 接 ジ ャ ンプ を 行う 時 、 こ の 間接 


コー ル ノ ジ ャ ンプ と 一 緒 に 使用 中 の 変数 の デー タタ イプ を 、 ど の 形 の 命令 を 生成 する か を 
決め る の に 使用 で きま す 。 


WORD 
DWORD 
PWORD/FWORD 








USE16 も 7 ルト へ の NEAR コ ー ル /NEAR ジ ャ ンプ 
USE16 1 ダ ルト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ 
USE32 も 7 ルト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ 














し か し 、USE32 セグ メン ト か ら の 間接 コー ルン 間接 ジャ ンプ を する 時 は 、 デ ー タ タイ プ 
は 曖昧 で す 。 


WORD 
DWORD 
PWORD/FWORD 








USE16 も 7 必 ト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ 
USE32 7 ルト へ の NEAR コ ー ル /NEAR ジ ャ ンプ 
USE32 も 7 ルト へ の FAR コー ル /PAR ジ ャ ンプ 









し た が っ て 、386 | ASM は 変数 が WORD 型 で USEB32 セグ メン ト で 実行 中 の 、 間 接 コ ー ル ノバ 
間接 ジャ ンプ は USE16 セグ メン ト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ を 意味 する と いう 規約 を 使 
いま す 。 デ ー タ タイ プ が 間接 呼出 し 間接 ジャ ンプ に 対し て 生成 され た 命令 の タイ プ を 決 
め る 方 法 の あら まし を 表 J 一 1 に 示し ます 。USE32 セグ メン ト か ら の 3 種類 すべ て の 間接 
制御 トラ ンス ファ を 作成 する 例 を 次 に 示し ます 。 
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data 
far32 
near32 
far16 
data 


例 : 


Code 


Code 


コー ル す る セグ 
メン ト の 使用 型 





SEGMENT 
DP 

DD 

DD 

ENDS 


SEGMENT 
cal1 
mp 
cal1 
ENDS 


表 Jー1 


変数 デー タタ イプ 


WORD 

DWORD 
PNORD/FWORD 
16 ビ ッ ト レ ジス タ 
32 ビ ッ ト レ ジス タ 


WORD 

DWORD 
PWORD/FWORD 

16 ビ ピット レジ スタ 
32 ビ ッ ト レ ジス タ 





seg:offset in USE32 seg. 
offset in USE32 seg. 
seg:offset in USE16 seg. 


9? 0 
? H 
? 1 


use32 
far32 j FAR call to USE32 seg. 
near32 : NEAR jump within sez. 


word PTR far16  : force FAR call to USE16 ses. 


間接 制御 トラ ンス ファ デー タタ イプ 


生成 され る 制御 トラ ンス ファ の 型 


USE16t グ ルト 内 の NEAR コ ー ル /NEAR ジャ ンプ 
別 の USE16 も 7 ルト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ 
USE32t7 ル ト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ 
USE16t ダ ルト 内 の NEAR コ ー ル /FAR ジ ャ ンプ 
誤り 





USE16t ダ ルト へ の FAR コー ル /FAR ジ ャ ンプ 
USE32t グ ルト 内 の NEAR コ ー ル /NEAR ジャ ンプ 
別 の USE32t7 ッ ルト へ の FAR コー ル /FAR ジャ ンプ 
誤り 

USE32t ダ ルト 内 の NEAR コ ー ル /NEAR ジャ ンプ 


スタ ッ ク PUSH/POP 用 の デー タ 幅 


80386 プロ セッ サ は 、WORD 値 (16 ビ ッ ト ) か DWORD 値 (32 ビ ッ ト ) の うち の いずれ か を 
スタ ッ ク 上 に プッ シュ し ます 。PUSH/POP 用 の デフ ォ ル ト オ ペ ラン ドサ イズ は (すべ て の 命 
合 に つい て ) 、USE16 セグ メン ト で 実行 中 の 時 WORD. USE32 セ グ メ ント の 場合 は DWORD で す 。 
PUSH/POP 命 令 へ の オペ ラン ド が デー タタ イプ を 持た な い 場 合 、386 |ASM は オペ ラン ドサ 
イズ オー バー ライ ドバイ ト を 生成 し ませ ん 。 そ の た め 、 デ フォ ルト オペ ラン ドサ イズ は プ 
ッシュ か ポッ プ さ れ ま す 。PTR 演算 子 は 、 ア セン プラ に 望ま し い オ ペラ ンド サイ ズ を 使わ 
せる た め に 、DWORD また は WORDK デー タタ イプ を オペ ラン ド に 与え る の に 使用 で きま す 。 
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例 : CS6g SEGMENT use32 
push 0 j: push a DWORD 
push word PTR 0 ij push a WORD 
push dword PTRO : pusha DWORD 
CSeg ENDS 


セグ メン トレ ジス タ の プッ シュ と ポッ プ を 行う 場合 、80386 は 、USE16 セグ メン ト で 実 
行 し て いる 時 は 、16 ビ ッ ト を 、 そ し て USE32 セグ メン ト で の 実行 時 は 32 ビ ピット (この うち 
上 位 16 ビ ッ ト は 使用 し な いで 0 が プッ シュ され る ) を プッ シュ / ポッ プ し ます 。 デ フォ ル 
ト オ ペ ラン ドサ イズ の 変更 に は 、 オ ペラ ンド サイ ズ オ ー バ ー ラ イド バイ ト を 使う こと は 許 
され ます 。 し か し 、386 | ASM は オー バラ イド バイ ト を 自動 的 に 作成 する 方 法 を 持っ て い 
ませ ん 。 オ ー バ ー ラ イド バイ ト か 必要 な 場合 、 そ の オー バー ライ ドバイ ト は DB を 使っ て コ 
ー ド 化し ます 。 


例 : cseg16 SEGMENT usel6 

push ds j push 16 bits 
poD aX 

CSeg ENDS 

CSe832 SEGMENT use32 
push eaX 
pop ds j: DOD 32 bits 
DB 66h j ODerand SiZe 0OVerride 
push ds : push 16 bits 

CcSeg832 ENDS 


PUSHF/POPF (プッ シュ プ ポ ッ プ フラ グ ) の 命令 に も 2 つの 形 が あり ます 。16 ビ ッ ト 形 で 
は 、EFLAGS レ ジス タ の 下位 16 ビ ッ ト を プッ シュ ノン ポ ッ プ し ます 。32 ビ ッ ト 形 で は EFLAGS レ 
ジス タ の 全 32 ビ ッ ト を プッ シュ ポッ プ し ます 。 希望 する 命令 形 の 生成 に は どの よう な 命 
令 ニ ー モ ニッ ク を 使用 し た ら よ いか を 表 」 一 2 に 示し ます 。 プ ログ ラマ は 、 命令 ニー モニ 
ッ ク の 選択 に よっ て 、 ど の 形 の 命令 を 生成 する か を は っ きり 指定 で きま す 。 


表 』ー2 プッ シュ 命令 ンプ ポッ プ フ ラ グ 命 令 





















PUSHEF EFLAGS の 下位 16 ビ ッ ト を プッ シュ する 。 
POPF WORD を EFLAGS の 下位 16 ビ ッ ト に ポッ プ す る 。 
PUSHFD EFLAGS の 全 32 ビ ッ ト を プッ シュ する 。 


POPFD DWORD を EFLAGS に ポッ プ す る 。 
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J. 4 


J.5 


例 : cse816 SEGMENT usel6 
pushf : push low 16 bits of EFLAGS 


popfd : pop DWORD into EFLAGS 
cseg16 ENDS 


CSe832 SEGMENT use32 
pushfd : push al1 32 bits of EFLAGS 


popf j poD WORD into low 16 bits of EFLAGS 
CSeg32 ENDS 


ー 割込み 復帰 命令 


割込み 復帰 (IRET) 命令 は 、32 ビ ッ ト と 16 ビ ッ ト の 形 を 持ち ます 。386 ネイ ティ プ モ ー 
ド 割 込み ヘン ドラ は 、 必 ず 32 ビ ッ ト 形 を 使い 、 リ アル モー ド 割 込み ハン ドラ は 必ず 16 ビ ッ 
ト 形 を 使い ます 。386 | ASM は 、IRETD ニー モニ ッ ク の 使用 時 、32 ビ ッ ト 形 の 命令 を 生成 
し 、IRET ニ ー モ ニッ ク の 使用 時 に は 、16 ビ ッ ト 形 の 命令 を 生成 し ます 。 


例 : CS68 SEGMENT use16 
iret j interruDt return for 
j real mode handler 
iretd jinterruDt return for 
j: Drotected mode handler 
CS68 ENDS 


ー ロー ド グ プス ト ア ディ スク リプ タテ ー ブ ル レジ スタ 


GDTR レ ジス タ と IDTR レ ジス タ の た め の ロ ー ド 命令 お よび スト ア 命 令 に は 、16 ビ ッ ト 形 と 
32 ビ ッ ト 形 と が あり ます 。16 ビ ッ ト 形 は 、80286 と の 互換 を 保つ た め 設 けた も の で あり 、 
ディ スク リプ タテ ー ブ プル ベー ス ア ドレ ス の 24 ビ ピット の ロー ド と スト ア だ け を 行い ます 。32 
ビッ ト 形 は 、 全 32 ビ ッ ト ベ ー ス アド レス の ロー ド と スト ア を 行い ます 。386 | ASM は サフ 
ィ ク ス “E" を 命令 ニー モニ ッ ク と 共に 使う 時 、 必 ず 32 ビ ッ ト 形 の 命令 を 生成 し 、 *E" 
を 使わ な い 時 は 、24 ビ ッ ト 形 の 命令 を 生成 し ます 。 ど ん な 命令 ニー モニ ッ ク が 、 ど ん な か 形 
の 命令 を 生成 する か を 表 J - 3 に 示し ます 。 
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表 J 一 3 ディ スク リプ タテ ー プ ブル レジ スタ 命令 

















LGDT/SGDT 16 ビ ッ ト (80286) 形 の ロー ド プ スト ア GDTR 
LGDTE/SGDTE 32 ビ ピット (80386) 形 の ロー ド ノ ス ト ア CGDTR 
LIDT/SIDT 16 ビ ッ ト (80286) 形 の ロー ド ノ ス ト ア IDTR 


LIDTE/SIDTE 32 ビ ッ ト (80386) 形 の ロー ド プ スト ア IDTR 
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こ 科 易 OMF 一 386 
オブ ジェ クト ファ イル 
。 録 N テ ー ッ フォ ー マ ッ ト 


簡易 0MF-386 は 、 3861ASM が 80386 用 に 生成 され た オプ ジェ クト ファ イル に 使用 する 
フォ ー マ ッ ト で す (8086、8088、80186、80286 用 に 生成 され る オプ ジェ クト ファ イル は 0MF- 
86 フ ォ ー マ ッ ト で す ) 。 簡易 0MF-386 は 、Intel お よび Microsoft に よっ て 使用 され る 0M 
F-86 フ ォ ー マ ッ ト を 単純 に 拡張 し た も の で す 。 こ の 付録 で は 、 簡 易 OMF-386 と OMF-86 と の 
相違 を 説明 し ます 。0OMP-386 に つい て は リフ ァ レ ンス 1 と 2 を 参照 し て くだ さい 。 


386 | ASM は 、 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル の 始め に 次 の コメ ント レコ ー ド を 置く こと に よ 
っ て 、 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル が 80386 の ター ゲッ ト で ある こと を リン カ に 知ら せま す 。 


7 8 
レコ ー ド 型 フラ グ チェ ッ ク サ ム 


"H' は 1 6 進 値 を 意味 する 。 


80386 コメ ント レコ ー ド は 、 モ ジュ ー ル 見 出し レコ ー ド (THEADR) の 直後 で 、 そ し て オ 
プ ジ ェ クト モジ ュー ル の 他 の レコ ー ド より 前 に 置き ます 。 


オプ ジェ クト モジ ュー ル の 他 の レコ ー ド は 、OMF-86 と 同じ よう な 方 法 で 、 簡 易 0MF-386 
に 、 フ ォ ー マ ッ ト さ れ ま す 。 た だ し 、 異 な る の は 、 簡 易 0MF-386 で は オプ ジェ クト レコ ー 
ド の オフ セッ ト 、 デ ィ ス プレ ー ス メン ト ま た は セグ メン ト 長 フ ィ ー ル ド は 2 バイ ト で は な 
く 4 バイ ト で ある 点 で す 。 次 の レコ ー ド は 、 サ イズ を 大 きく し た フィ ー ル ド を 持ち ます 。 
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SEGDEF 
PUBDEF 
LEDATA 
LIDATA 


Explicit FIXUPP 
BLKDEF 
LINNUM 
MODEND 
DEBSYM 
LOCSYM 





オフ セッ ト 長 お よび セグ メン ト 長 
オフ セッ ト 

オフ セッ ト 

オフ セッ ト 

ター ゲッ トディ スプ レー スメント 
復 帰 アド レス オフ セッ ト 

オフ セッ ト 

ター ゲッ トディ スプ レー スメント 
オフ セッ ト 

オフ セッ ト 


FIXUPP レ コー ド に お いて は 、 次 の 2 つ 新 し い "Loc" 値 が 定義 され て いま す 。 


5 
6 


32 ビ ッ ト オ フ セ ッ ト 
ベー ス +32 ビ ッ ト オ フ セ ッ ト 
(ロン グ ポ イン タ ) 


SEGDEF レ コー ド に お いて は 、 次 の 2 つ 新 し い "Align' 値 が 定義 され て いま す 。 


5 


リロ ケー タプ ブル ダ プ ル ワ ー ド アラ イン セグ メン 
ト (セグ メン ト は ダ プ ル ワ ー ド 境界 で 開始 され 
る ) 

リロ ケー タプ ブル 4K ペ ー ジ アラ イン セグ メン 
ト (セグ メン ト は 4096 バ イト 境界 の アド レス で 
開始 され る ) 
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3861ASM 
コマ ンド ライ ン 例 

















1. オプ ジェ クト フ ア イ ル " HELLO.08】" と リス ティ ング ファ イル " HELLO.LST " を 作成 
する た め に ファ イル ~ HELLO.ASM " を アセ ンプ ブル する 。 


386ASM HELLO 

2. ファ イル " HELLO.ASM " を アセ ンプ ブル し 、 リ ステ ィング ファ イル を 生成 し な い 。 
386ASM HELLO -NOLIST 

3. ファ イル "HELLO.ASM ~" を アセ ンプ ル し 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル を 生成 し な い 。 
386ASM HELLO -NOOBJECT 

4. 8086 用 に ファ イル "HELLO.ASM ~ を アセ ンプ ブル する 。 
386ASM HELLO -8086 


5. ファ イル " HELLO.ASM ~ を アセ ンプ ブル し 、 リ ステ ィング と オプ ジェ クト フ ア イ ル を 別 
の ディ レク トリ に 転送 する 。 


386ASM HELLO -LIST 字 ISTINGSYHELLO -0BJECT YOBJS*\HELLO 


6. ファ イル "HELLO.ASM " を アセ ンプ ブル し 、 す べ て の エラ ー を ファ イル "HELLO.ERR * 
に 書き 込む 。 


386ASM HELLO -ERRORLIST HELLO 
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| 386 | ASM TOOL KIT ユー ザー ズ マ ニュ アル 
第 1 部 アセ ン ブ ラ 386 | ASM 








記号 


%OUT 
-DEFINE 
-ERRORLIST 
-FULLWARN 
-INCLUDE 
-LIST 
-NOLIST 
-NOOBJECT 
-NOSYM 
-NO87 
-OBJECT 
-ONECASE 
-TWOCASE 
-80186 
-80286P 
-80286 
-80287 
-80386P 
-80386 
-80387 
-6086 
-8087 
.ERR 
.ERRB 
.ERRDEF 
.ERRDIF 
.ERRE 
.ERRIDN 
.ERRNB 

. ERRNDEF 
.ERRNZ 
.LALL 
.LFCOND 
.LIST 
.LISTI 
.PROT 
.RADIX 
.SALL 
.SFCOND 
.TFCOND 
.TYPE 
.XALL 
.XLIST 
.XLISTI 
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EXITM 
FAR ジャ ンプ 
GROUP 
IF 

IFB 
IFDEF 
IFDIF 
IFDNEF 
IFE 
IFIDN 
IFNB 
INCLUDE 
LABEL 
LENGTH 
LOCAL 
MASK 


object 
offset 
OFFSET 
ORG 
PAGE 
PROC 
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か 行 


PTR 演算 子 

PUBLIC ディ レク ティ ブ 
PURGE ディ レク ティ ブ 
RECORD ディ レク ティ ブ 
SEG 演算 子 

SEGMENT ディ レク ティ ブ 
SHORT 演算 子 

SIZE 演算 子 

SS レジ スタ 

STRUC ディ レク ティ ブ 
SUBTTL ディ レク ティ ブ 
THIS 演算 子 

TITLE ディ レク ティ ブ 
TYPE 演算 子 

WIDTH 演算 子 


3861A9M et 
386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド 
80386 命 令 セッ ト 





アク セス 型 指 定 耶 ee 
アセ ンプ ブラ エラ ー …… ー 
アセ ン ブ ラ キー ワー ド ーー 
アセ ン ブ ラ 制御 ディ レク ティ ブ  …… 
アセ シン ブラ 予約 語 ーーーーーー 
アド レス モー ド 
アラ イン 型 指定 子 = …………ー……ー… 
イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ドモ ー ド  …- 
イン スト ラク ショ ン セ ッ ト ス イッ チ  ……… 
2 チェ ッ キ ッ ダ スイ ッ チ 

ー リ スト ファ イル 6 
和子 TTPPSTSS 
エン トリ ポイ ント 指定 子 











簡易 OMF-386 みや 
関係 演算 耶 ee 

間接 混 算 定 - ereeeereonarenrurononco 

基数 指定 FT 

組合 わせ 型 指定 耶 omoroeeeenoeeeeーーーーーー 

クラ ス 指 定 了 コロ ヤヤ や マヤ" で ーー 

グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル  …………… 

ケー ス セ ン シ テ ィ ビ ティ スイ ッ チ ニー ………………ー 

コー ド 化 され た 実数 ーーー 

コー ド セ の メシ ント っ ド "RC2ooFoRTAtzar ェ mt 

構造 体 定義 ーー… NRIESGROSRHEEGEX 

構造 体 フィ ー ル ド 演 算 子  …ーーーーーーーーーーー 

構造 体 シ ン ボ ル テ ー ブ ナル ーーー 

コマ ン ドラ イ ン に に に エエ エエ ミエ トミ エナ ナミ ミミ ミミ で ミミ ナミ トト で キャ で キャ すす テキ すす すす すす 

コマ ン ドラ イ ンス イ ツ チ キン で キー イデ 


し HE 103 
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た 行 


は 行 


ま 行 


識別 子 ………… 
使用 属性 指定 子 。 ………… 
リス ティ ング ファ イル 
シン ボル タイ プ 。 ………… 
シン ボル 定義 スイ ッ チ 

















実 パ ラメ ダー タート ドー ドド ーー ドド 
条件 付き アセ ン ブ ル テ ィ レ クティ ブ  …… 
条件 付き エラ ー デ ィ レ クティ ブ  …… 
スイ シッ チ ドド ーー ドー 

スケ ー ル 付き イン デ ク ス モ ー ド … 
スタ ッ ク セ グ メ ント 
制御 ディ レク ティ ブ 
セグ メン テー ショ ン ea 
セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド 
セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド 演算 子 …… 
セグ メン ト オ ー バ ー ラ イド バイ ト 


定数 オペ ラン ドド で ーー 
定数 シン ボル テー ブル  … 2 加 
デー タ セ グ メ ント ……… ド ババ 





パラ メー タタ 置換 ーー ドー ドド ーーーーーーーーーーーー 
ピッ トド ト 演 候 子 eee ー… 
フィ クス アッ プ オ ー バ フロ エラ ー 
プロ シ ジ ャ コー ルー emem 
プロ シ ジ ャ シン ボル テー ブル  …… 
プロ シ ジ ャ ブロ ッッ クー ーーー 
変数 と ラベ ル の シン ボル テー ブル 
ベー ス 付 き イ ン デ クス モー ド Ho 
ベー ス 付 き ス ケー ル 付 き イ ン デ クス モー ド  …- 
ペー ジジ シル の ueoiteoe い に She 








マク 
マク ロ シ ン ボル テー ブル 
マク ロ 定 義 
マク ロ 展 開 
命令 セッ トディ レク ティ ブ 
ンス ムイ | の 2 還 EEEEEEEEEEEEEEEEEECEEECECEEEEECEECEEEEEEEEEREEEEEREEEE 
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芋 ee 





メモ リ 直 接 モ ー ド 凡人 さ aae oReaae や 5: さ る ざこ さこ る ea ニラ こら 。 118 
文字 列 演算 子 … 
文字 列 定 数 





ユー ザ 定 義 シ ン ボ ル 
予約 語 で omommmm…" 





リア ル モ ー ド ロー キーvs に io コ ミー すこ な こさ ある づこ に さっ ここ ease 

リス ト フ ァイル 制御 ディ レク ティ ブー ーー Ne 
リテラ ル テ キ スト 演算 子 ーーー…… 

リテラ ル 文 字 演算 子 = ……… Te 

サビ ー ト プ ブロッグ ーー た セー 

リロ ケー タブ ルオ ペラ ンド 
レコ ー ド シン ボル テー ブル 
レコ ー ド 宣言 ECCEPPPPPEPEPP 内 

レジ スタ 間接 モー ド …… 

レジ スタ 直接 モー ド …- 

レジ スタ 名 eeeneーmmー 
ロー カル シン ボル ーーー 
ロー カル ディ スク リプ タテ ー ブ ル  … 
ロケ ーション カウ ラン ター ーー ドド ーー 











割込み 復帰 命令 Tn の Sa こ っ asaesesoceecoseeSeSSs 216 
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リン カ 
386 1 LINK 
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ニ デ デー 
呈 


概 要 





386 | LINK は イン テル 80386 マイ クロ プロ セッ サ 用 の リン カ で す 。 386 | LINK は 、 ア セ 
ンプ ラ ま た は コン パイ ラ で 作成 され た 別々 の オプ ジェ クト モジ ュー ル を 、 単 一 の 80386 ア 
プリ ケー ショ ン に 組み 合わ せる の に 使用 され ます 。 386 | LINK は 、80386 用 の アセ ンプ ラ 
で ある 386 | ASM、 あ る い は 他 の メー カ の 80386 高 級 言 語 コ ン パ イラ に よっ て 生成 され た 
オプ ジェ クト モジ ュー ル を リン ク す る こと が で きま す 。 

386 | LINK は 、8086 お よび 80286 の マイ クロ プロ セッ サ 用 の プロ グラ ム を リン ク す る こと 
も で きま す 。 本書 で は 386 | LINK の 使用 方 法 に つい て 説明 し ます 。 
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ーー 
- 早 386 | LINK の 使用 





2.1 


2 2 


プロ グラ ム の リン ク 


386 1 LINK を 使っ て プロ グラ ム を リン ク す る に は 、 コ マン ド "386LINK" の あと に 、 (た と 
えば 以下 の よう に ) プロ グラ ム を 構成 し て いる オプ ジェ クト ファ イル を 指定 し ます 。 


386LINK MAIN SUBA SUBB SUBC 


スペ ー ス また は カン マ に より 、 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル 名 を 区 切り ます 。 出 力 ブ ログ 
ラム ファ イル 名 は 、 特 に 指定 の な い 限 り 、 フ ァイル 名 拡張 子 を ".BXBE" と し 、 最 初 の オプ 
ジェ クト 入力 と 同じ 名 前 を 与え を ます 。 た と えば 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル "HELLO.08j" を 
リン ク す る と 、"HELLO.EXBP" と いう プロ グラ ム フ ァ イル が 作成 され ます 。 

さら に リン カ は 、 マ ッ プ ファ イル を 出力 し 、 こ れ を プリ ント 、 ま た は 画面 に 表示 する こ 
と が で きま す 。 マ ッ プ ファ イル は 、 プ ログ ラム を 構成 する た め の リ ンク 対象 ファ イル 、 プ 
ログ ラム 内 の セグ メン ト 位 置 と サイ ズ 、 パ プリ ッ ク シ ン ボ ル の 位置 を 示し て いま す 。 マ ッ 
プ フ ァ イ ル の フォ ー マ ッ ト は 本 章 の 2.5 節 で 詳し く 説明 し ます 。 

オプ ジェ クト ファ イル に ファ イル 名 拡張 子 が な い 場 合 は 386 | LINK が ".0BJ" を と り ます 。 
386 | LINK は 、 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル を 順次 読み 取り 、 異 な る オプ ジェ クト ファ イル 
間 の 外部 シン ボル の 参照 を 解決 し 、 一 つの プロ グラ ム フ ァ イル と し て 書き 出し ます 。 リ ン 
カ は 、 デ フォ ルト で は MS-D0S の .EXE フ ァイル を 出力 ファ イル と し て 書き ます 。 オ プシ ョ ン 
と し て 、 リ ンカ は 、 プ ログ ラム を Intel hex ファ イル と し て 出力 する こと が で きま す 。 


コマ ンド スイ ッ チ 


リン カ 操 作 の 制御 は 、 コ マン ドス イッ チ を 使っ て 行い ます 。 コ マン ドス イッ チ は コマ ン 
ドラ イン で 指示 し ます 。 ス イッ チ は すべ て マイ ナス 記号 "-" で 始ま り ま す 。 フ ァイル 名 は 
マイ ナス 記号 で 始め る こと が で きま せん 。 し た が っ て リン カ は 、 フ ァイル 名 か スイ ッ チ か 
を マイ ナス 記号 の 有無 で 区 別 し ま す 。 ス イッ チ と ファ イル 名 は スペ ー ス で 区 切り ます 。 本 
節 で は 386 1 LINK の 基本 的 な スイ ッ チ に つい て 説明 し ます 。 
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通常 、 リ ンカ は マッ プ フ ァ イ ル を 作成 し て 、 プ ログ ラム の デバ ッ グ を 助け ます 。 プ ログ 
ラム が デバ ッ グ 済み の 場合 、 マ ッ プ ファ イル を 必要 と し な いこ と が あり ます 。 マ ッ プ ファ 
イル を 作成 を し な いと き は 、 次 の よう に スイ ッ チ の "-NOMAP" を 指定 し ます 。 


386LINK HELLO -NOMAP 


*-NOMAP” スイ ッ チ は "-NOM" と 省略 で きま す 。 
リン カ が マッ プ フ ァ イ ル を 作成 する と き に は 、 マ ッ プ ファ イル 名 と し て 最初 の オプ ジェ 
クト 入力 ファ イル 名 を 使用 し 、".MAP" の 拡張 子 を 付け ます 。 こ の 名 前 が 適切 で な いり 場合 
に は 、 ス イッ チ の "-MAP" を 使っ て マッ プ フ ァ イ ル 名 を 指定 し ます 。 マ ッ プ ファ イル 名 は 、 
次 の よう に スイ ッ チ の あと に 指定 し ます 。 
386LINK HELLO -MAP JULY31 


"-MAPP コ マン ドス イッ チ の 他 の 使用 法 は 、 マ ッ プ ファ イル を 別 の ディ スク に 転送 する こ 
と で す 。 マ ッ プ ファ イル の 容量 は 非常 に 大 きい の で 、 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル 、.EXE フ 
ァイル と マッ プ フ ァ イ ル を 同じ ディ スク に 収容 で き な い こと が あり ます 。 次 の よう に 、 
"-MAP" ス イッ チ で 別 の ディ スク に マッ プ フ ァ イ ル を 書き 込む こと が で きま す 。 


386LINK HELLO -MAP A:HELLO 
"-MAPP" スイ ッ チ は 、"-M" と 省略 で きま す 。 


プロ グラ ム の 最初 の 立 上 げ 時 に 、 リ ンク の エラ ー に より 、 プ ログ ラム を 実行 で きず 、 何 
度 か 再 リ ンク の 操作 が 必要 な こと が あり ます 。 こ の よう な 状況 に お いて 、 未 定義 の 外部 シ 
ン ボ ル な どの エ . ラ ー を 探し な が ら 試し に リン ク す る と き は 、.EXE フ ァイル を 生成 する 必要 
を あま り 感 じ ま せ ん 。 こ れ ら の トラ イア ルリ ンク で は 、"-NO0UTPUT' スイ ッ チ を 使っ て 、 
386 | LINK に 対し て . BXE を 生成 し な いよ う 指 示 で きま す 。 

"-NO0UPUT" は "-NO0" と 略す こと が で きま す 。 


マッ プ フ ァ イ ル と 同様 に 、 リ ンカ が 生成 する .EXE フ ァイル を リネ ー ム (名 前 変更 ) し た 
り 他 の ディ スク に 移す こと が で きま す 。"-EXE" ス イッ チ は 、 リ ンカ が 生成 し た .EXE フ ァ イ 
ル の 名 前 また は 位置 を 明示 的 に 記述 する の に 使用 され ます 。 こ の スイ ッ チ の 後ろ に は 、.E 
XB フ ァイル に 与え られ る 名 前 を 続け な けれ ば な り ま せん 。 

例 : 

386LINK HELLO -EXE NEWHELLO 

386LINK HELLO -EXE A:HELLO 

386LINK HELLO -EXE \PROGRAMS\HELLO 
386LINK HDR MAIN SUBA SUBB SUBC -EXE MAIN 
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2.3 


ライ ブラ リフ ァイル 


高級 言語 を 使っ て 80386 マイ クロ プロ セッ サ 上 で プロ グラ ム す る 場合 、 コ ン パ イラ の メ 
ー カ は 実行 時 ライ プラ リ も コン パイ ラ に 含め て 提供 し ます 。 実 行 時 ライ プラ リ に は 、 ど の 
よう な プロ グラ ム か ら で も 呼び 出せ 、 共 通 に 使え る 関数 が 含ま れ て いま す 。 実行 時 ライ プ 
ラリ 中 の 一 般 的 な 関数 を 以下 に 示し ます 。 
ー プ ログ ラム 初期 化 コ ー ド 
ー フ ァイル 入出 力 関数 
ー 浮 動 小数 点 演算 関数 
ー 文 字 列 操作 関数 
ー フ ォ ー マ ッ ト 関 数 
これ ら の 関数 は 全部 で 数 百 個 あ り ま す が 、 ラ イプ ラリ ファ イル と 呼ば れる 単 一 の ファ イィ 
ル に まとめ られ ます 。 次 に その ライ プラ リフ ァイル は 、 コ ン パ イラ に よっ て コン パイ ル さ 
れ た プロ グラ ム と リン ク さ れ ま す 。 
ーー つの プロ グラ ム が 、 実行 時 ライ プラ リ の すべ て の 関数 を 使用 する こと は ほとん ど ぁ り 
ませ ん 。 し た が っ て 、 リ ンカ が ライ ブラ リフ ァイル の すべ て の 関数 を 一 つの プロ グラ ム に 
リン ク す る と いう の は 良い 考え と は いえ ませ ん 。 その 理由 は 、 不 要 な 関数 が プロ グラ ム の 
サイ ズ を 極端 に 大 きく する か ら で す 。 し た が っ て 、 ラ イブ プラ リフ ァイル と の リン ク 時 、 386 
1 LINK は 、 ユ ー ザ プロ グラ ム や 既に リン ク さ れ て いる 他 の ライ プラ リ 関 数 か ら 直 接 呼び 出 
され る ライ プラ リ 関 数 を ユー ザ プ ロ グラ ム に イン クル ー ド する だ け で す 。 
ライ プラ リフ ァイル を リン ク し て いる こと を リン カ が 分 か る よう に 、 そ の ライ プラ リフ 
ァイル の 名 前 が 、 す べ て の オプ ジェ クト 入力 ファ イル の 後に "-LIB" スイ ッ チ で 与え られ 
ます 。 
た と えば 、"BDIT" と いう 名 前 の C 言 語 プ ログ ラム を 持っ て いる と し ます 。 こ の プロ グラ 
ム を C 言 語 実行 時 ライ プラ リ と リン ク す る に は 、 次 の リン クコ マン ド を 使い ます 。 


386LINK EDIT -LIB CLIB 


"CLIB' は ユー ザ の 実行 時 ライ プラ リ の 名 前 で ある と 仮定 し ます 。 コン パイ ラ と 一 緒 に 
提供 され る ドキ ュ メ ント に は 、 ユ ー ザ が リン ク し な けれ ば な ら な い 実 行 時 ライ プラ リ 名 が 


記さ れ て いま す 。 
また 、 複数 の ライ プラ リフ ァイル と リン ク す る こと も 可能 で す 。 そ の 場合 、"-LlB" ス イ 


ッ チ の あと に 各 ラ イブ プラ リフ ァイル の 名 前 を リス ト し ます 。 


386LINK PAINT -LIB CLIB GRAPHICS MATH SCREEN MOUSE 


ライ プラ リフ ァイル 名 を 区 切る に は スペ ー ス か コン マ を 使用 し ます 。 
MS-D05 シ ステ ム で は 、 ラ イブ プラ リフ ァイル の デフ ォ ル ト フ ァイル 名 拡張 子 は *.Li* で 


す 。 
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2.4 


2.5 


リン カコ マン ド フ ァイル 


リン カコ マン ドラ イン が 長 すぎ る 場合 、 コ マン ド フ ァイル か ら の 読込 み を リン カ に 指示 
で きま す 。 ス イッ チ と オプ ジェ クト ファ イル の 名 前 を 、 コ マン ドラ イン に 入力 する 代わ り 
に 、 フ ァイル に 入力 し ます 。 フ ァイル 名 と スイ ッ チ は 、 コ マン ド フ ァイル 内 で は 必要 な だ 
け 行 数 を 使っ て 書く こと が で きま す 。 た と えば 次 の コマ ンド ライ ン 


386LINK MAIN SUB1 SUB2 SUB3 -LIB CLIB 
は 、 以 下 の コ マン ド フ ァイル で 表す こと が で きま す 。 


MAIN 

SUB1 SUB2 SUB3 

-LIB CLIB 
コマ ンド 名 "386LINK'" は コマ ンド ファ イル に は 指定 で き な い こと に 注意 し て くだ さい 。 
コマ ンド ファ イル を 使っ て リン カ を 実行 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 


386LINK @xxx 


"xxx” は コマ ンド ファ イル の 名 前 で す 。 こ の 例 で コマ ンド ファ イル の 名 前 が "MYLINK" の 


合 、 
386LINK @MYLINK 


と する と その ファ イル を リン ク し ます ( 注 : リン カ は リン カコ マン ド フ ァイル の ファ イル 
名 拡張 子 と し て “.LNK" を 想定 し て お り 、 実 際 の ファ イル 名 は "MYLINK.LNK'" と な る ) 。 


コマ ンド ファ イル か ら リ ンク する 場合 、 コ マン ドラ イン に は コマ ンド ファ イル 名 以外 の 
他 の ファ イル 名 また は コマ ンド スイ ッ チ を 入力 する こと は 許さ れ ま せん 。 

コマ ンド ファ イル は 、 単 に 入力 を 減ら す だ け の 目的 で 使用 する こと も で きま す 。 リ ンカ 
コマ ンド ライ ン は 、 一 つの ファ イル に 最低 一 度 は 入力 し な けれ ば な り ま せん が 、 入 力 す れ 
ば 何 度 で も 使用 で きま す 。 


マッ プ フ ァ イ ル 
リン カ が 生成 する マッ プ フ ァ イ ル は 道路 地図 の よう な も の で す 。 基 本 的 に は 、 デ バッ グ 
中 に 、 セ グ メ ント 、 関 数 、 お よび 変数 の 位置 を 知る た め に 使用 され ます 。 特に 指定 の な い 


合 、 リ ンカ は 必ず マッ プ フ ァ イ ル を 生成 し ます 。 デ フォ ルト で は 、 マ ッ プ ファ イル の 名 
前 は 、 拡張 子 ".MAP" を 持つ 最初 の オプ ジェ クト ファ イル の 名 前 で す 。 
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次 に 、 リ ンカ が 生成 する 一 般 的 な マッ プ フ ァ イ ル を 示し ます 。 


Target CPU SB086 (2) 
Input DCC で SOONOTTYEOYITEYCCYCTYYTTYRPPR (3 
*MAIN" from file "MAIN.0BJ". 

*TRIG" from file "TRIGSUBS. 08J". 

に 21 緒 COOLDAOOOOUOKOUUOEOIOECOKCOOOTTECKTTTRR (4) 
Name Group Class Type Offset Size 

-TEXT CODE PUB 00000000 000003DA 

-DATA DATA PUB 000003BO 00000054 

-STACK STACK STK 0000042E 00002000 

Pb SYO ts (5) 
Name Value Module Segment Size 

ATAN 0000019A TRIG -TEXT 

C05 00000080 TRIG cfEMT 

MAIN 00000000 MAIN -TEXT 

PI 00000426 TRIG -DATA 

SIN 00000085 TRIG -TEXT 

TAN 0000016F TRIG -TEXT 


マッ プ の 主要 項目 を 以下 に 示し ます 。 


(1) この メッ セー ジ 行 は 、 実 行 中 の 386 | LINK の バー ジョ ン を 示し ます 。 こ の バー ジョ ン 
番号 は 、 何 か 問題 が あっ て Phar Lap Software 社 に 連絡 する と き に 重要 と な る 番号 で す 


(⑫) 2 行 目 は 、 こ の プロ グラ ム が ター ゲッ ト と する イン テル "86"CPU ファ ミリ の メン バ を 
示し て いま す 。 こ の プロ グラ ム は 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム で ある た め 、 タ ー ゲ 
ッ ト CPU は 80386 で す 。 後述 する よう に 、 386 | LINK は 、 8086CPU お よび 80286CPU 用 プ 
ログ ラム も リン ク で きま す 。 

(3) ここ は プロ グラ ム を 構成 する た め に リン ク さ れる モジ ュー ル を 表示 し て いま す 。 モッ 


ュー ル 名 お よび モジ ュー ル 読 込み 2 元 の ファ イル が 表示 され ます 。 モ ジュ ー ル 名 は 386 
1ASM の NAME デ ィ レ クティ プ ブ か TITLE ディ レク ティ プ の いずれ か で 設定 され ます 。 


(⑳ ここ は 、 プ ログ ラム を 構成 する 各種 の セグ メン ト を 表示 し て いま す 。 セ グ メ ント こ ょ 
に 次 の 情報 が 示さ れ て いま す 。 回 
ー セ グ メ ント 名 
ー セ グ メ ント が 届 す る グル ー プ 名 (な い 場 合 も ある ) 
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ーSEGMENT ディ レク ティ ブ で 指定 され た と き の セ グ メ ント の クラ ス 

ーSEGMENT ディ レク ティ プ ブ で 指定 され た と き の セ グ メ ント の タイ プ 

有効 な セグ メン ト タ イ プ を 以下 に 示し ます 。 

ABS : Absolute PUB : Public STK : Stack 

COM : Common PVT : Private 

ー プ ログ ラム 開始 点 か ら の セグ メン ト の 開始 オフ セッ ト 

ー セ グ メ ント の サイ ズ (単位 : バイ ト ) 

ほとん どの 場合 、 デ バッ グ 中 は セグ メン トマ ッ プ は 無視 で きま す 。 セ グ メ ント マッ プ の 
ー つ の 使い 方 と し て は 、 セ グ メ ント に 分 割 さ れ た プロ グラ ム の サイ ズ を 見 る こと が あり 
ます 。 セ グ メ ント マッ プ に より 、 プ ログ ラム の コー ド 部 分 の サイ ズ を デー タ の サイ ズ と 
比較 する こと が で きま す 。 





(5) ここ に は ユー ザ プ ロ グラ ム で 定義 され て いる すべ て の パプ リッ クシ ン ボ ル の 名 前 と 位 
置 が 表示 され て いま す 。 シンボル は アル ファ ベッ ト 順 に 表示 され て いま す 。 パ プリ ッ ク 
シン ボル 定義 ご の メモ リ 内 の 位置 は シン ボル の 後に 表示 され て いま す 。 ま た 、 シ ン ボ ル が 
| 定義 され て いる モジ ュー ル 名 、 お よび セグ メン ト 名 も 表示 され て いま す 。 


パプ リッ クシ ン ボ ルリ スト は 、 デ バッ グ に と っ て 最も 重要 な 部 分 で す 。 シ ン ボ ル に 関し 
て リス ト さ れ た アド レス は 、 デ バッ グ し て プレ イク ポイ ント を ラベ ル に セッ ト す る か 、 変 
数 の 内 容 を 調べ る と き に 使用 で きま す 。 

パプ リッ クシ ン ボ ル の 後ろ に は 、 未 定義 だ が プロ グラ ム で 参照 され た 外部 シン ボル が リ 
スト され ます 。 こ の プロ グラ ム 例 に は 未定 義 の 外部 シン ポル が な いた め 、 何 も リス ト さ れ 
ませ ん 。 

リン ク 時 に エラ ー が 発生 し た 場合 、 そ れ ら は 画面 に 表示 され ます 。 さ ら に 、 エ ラー メッ 
セー ジ が マッ プ フ ァ イ ル に も 書き 込ま れ ま す 。 エ ラー メッ セー ジ は 常に オプ ジェ クト 入力 
ファ イル の リス ト の 直前 に 置か れ ま す 。 
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386 | LINK の 仕事 の 一 つ に 、 別 々 の オプ ジェ クト モジ ュー ル か ら 発 生 し た 異な る セグ メン 
ト 部 分 を 一 つの セグ メン ト に 組み 合わ せる こと が あり ます 。 通常 の 803986 プロ グラ ム で は 、 
80386 命令 用 の セグ メン ト (コー ド セ グ メン ト ) と デー タ 用 の 別 の セグ メン ト (デー タ セ 
グ メ ント ) が あり ます 。 プロ グラ ム を 構成 し て いる 各 モ ジュ ー ル に は コー ド セ グ メン ト 部 
分 と デー タ セ グ メ ント 部 分 が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の 部 分 は 、 単 一 の つ コード セグ メン ト 
と 単 一 の デー タ セ グ メ ント に 組み 合わ せな けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、 プ ログ ラム が A, 
B, C お よび D の 四 つ の モジ ュー ル か ら 構 成 さ れ て いる 場合 、 モ ジュ ー ル 内 の セグ メン ト 
の レイ アウ ト は 次 の よう に な り ま す 。 


モジ ュー ルム A モジ ュー ル B モジ ュー ル C モジ ュー ル D 


デー タ セ グ メ ント 


し か し 、 リ ンカ は これ ら の セグ メン ト 部 分 を 以下 の よう に 、 単 一 の コー ド セ グ メン ト と 
単 一 の デー タ セ グ メ ント と に 有 再 構成 し な けれ ば な り ま せん 。 






コー ド セ グ メン ト 
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モジ ュー ル C 


モジ ュー ル C 


デー タ 
セグ メン ト 


コー ド 
セグ メン ト 





モジ ュー ル D 





386 | LINK は 、 セ グ メ ント の 新しい 部 分 を オプ ジェ クト モジ ュー ル か ら 読 み 込む 場合 、 
新しい 部 分 を 386 | LINK が 生成 する 出力 プロ グラ ム フ ァ イル に 挿入 し な けれ ば な り ま せん 
386 | LINK は 以下 の ルー ル に 従っ て 、 新 し い 部 分 を 出力 ファ イル に 挿入 し ます 。 
1. 同じ 名 前 を 持つ セグ メン ト が 既に 出力 ファ イル 内 に 存在 する 場合 、 新 し い 部 分 は そ 
の セグ メン ト の 最後 に 置か れ ま す 。 

2. 1. 以 外 の 場合 、 同 じ セ グ メ ント クラ ス の セグ メン ト が あれ ば 、 新 し い 部 分 は 、 同じ 
クラ ス 名 を 持つ セグ メン ト の うち の 最後 の セグ メン ト の 次 に 新しい セグ メン ト を 開始 
し ます 。 

3. 1. で も 2. で も な く て 、 セ グ メ ント が ヌル 以外 の クラ ス 名 を 持っ て いる 場合 、 そ の 新 
し い 部 分 は ファ イル の 終り で 、 ヌ ルク ラス 名 を 持つ セグ メン ト の 前 に 新しい セグ メン 
ト を 開始 し ます 。 

4. 1. で も 2. で も 3. で も な けれ ば 、 新 し い 部 分 は 、 新 し い セ グ メ ント を ファ イル の 終り 
か ら 開 始 し ます 。 B 


リン カ に 各 セ グ メ ント を 指定 の 順序 に 並べ る よう に 強制 する こと が で きま す 。 こ れ は 
セグ メン ト を 希望 の 順 訟 で リス ト す る セグ メン ト 定 義 だ け を 持つ 、 短 い ア セン プリ 言 店 モ 
ジュ ー ル を 記述 する こと で 行ない ます 。 こ の モジ ュー ル を 他 の モジ ュー ル よ り 前 に リン ク 
すれ ば 、 リ ンカ は 指定 され た 順序 に セグ メン ト を 並べ ます 。 た と えば 、 次 の ファ イル は 最 
初 に コー ド セ グ メン ト 、 そ の 次 に デー タ セ グ メ ント 、 最 後に スタ ッ ク セ グ メ ント を 挿入 し 
ます 。 


-Cc0de segment public byte use32 'code' 
-C0de ends 


-data segment public byte use32 'datar' 
-data ends 


_stack segment public byte use32 'stack' 


-stack ends 
end 
イン テル 16 進 出力 


ユー ザ プ ロ グラ ム を WS-D0S で ロー ド す る の で は な く 、 RON (読込 み 専 用 メモ リ ) か ら 実 
行 する 場合 、 ユ ー ザ プロ グラ ム を イン テル 16 進 ファ イル と し て リン カ に 出力 させ る 必要 が 
あり ます 。 イ ン テ ル 16 進 ファ イル は 、 ほ と ん どの PROM プ ログ ラマ に よっ て 認め られ て いま 
す 。 
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386 | LINK に .EXE フ ァイル で は な く 16 進 ファ イル を 出力 させ る に は 、 次 に 示す よう に 、 フ 
ァイル 名 の 前 に スイ ッ チ "-HEX′ を 使用 し ます 。 


386LINK BIOSROM -HEX BIOSROM 


スイ ッ チ "-HEX" は "-H" と 略す こと が で きま す 。 
MS-D0S9 シ ステ ム で は 、16 進 ファ イル の デフ ォ ル ト フ ァイル 名 拡張 子 は ".HEX" で す 。 


2.8 8086、80286 あ る い は リア ルモード の プロ グラ ム の リン ク 


386 | LINK は また 、 イ ン テ ル "86" マイ クロ プロ セッ サフ ァ ミ リ の 他 の メン バ 用 の プロ グ 
ラム を リン ク し ます 。 プ ログ ラム を 8086、8088、 80188、 あ る い は 80186 の CPU 上 で 実行 
する 場合 は 、、 コ マン ドラ イン に スイ ッ チ "-8086" を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 80286 
また は 80386 の リア ルモード で 走る プロ グラ ム を リン ク す る 場合 も 、 ス イッ チ "-8086~ を 
使用 し な けれ ば な り ま せん 。 リ アル モー ド は 80286 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ と 80386 マ イク ロ 
プロ セッ サ の 特長 で あり 、 既 存 の 8086 ア プリ ケー ショ ン を 新しい チッ プ 上 で 実行 可能 に し 
ます 。 

ユー ザ プ ロ グラ ム を 80286 シ ステ ム の プロ テク トモ ー ド で 実行 する 場合 は 、 ス イッ チ 

*"-80286" を 指定 し ます 。 

デフ ォ ル ト で は 、 リ ンカ は 、 ユ ー ザ プロ グラ ム を 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド で 実行 する こと 
を 想定 し ます 。 リ ンカ コマ ンド ファ イル を 読ん で いる 他 の ユー ザ に 対し て 、 そ の ユー ザ プ 
ログ ラム が 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド を ター ゲッ ト に し て いる こと を 明らか に する た め に 、 ス 
イッ チ "-80386" を 指定 する こと も で きま す 。 
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ーー コマ ンド ライ ン 
- 早 リフ ァ レ ンス 





本 章 は 、 386 1 LINK の コマ ンド ライ ン 引 数 の リフ ァ レ ンス ガイ ド で あり 、 各 引数 が どの 


よう に 処理 され る か を 詳細 に 説明 し ます 。 引 数 は 、 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル 、 コ マン ド 
スイ ッ チ 、 あ る い は リン カコ マン ド フ ァイル 指定 子 に な る こと が で きま す 。 各 引数 に 対し 


て は 以下 の 博 報 が 与え られ ます 。 
引数 の 構文 
引数 の 目的 の 説明 
引数 の 使用 例 
引数 が スイ ッ チ の 場合 の 正しい 省略 形 


3.1 入力 ファ イル 


構文 : filel file2 file3... 
また は filel,file2.file3, ... 


リン カコ マン ド に 対す る 最初 の オペ ラン ド は 、 リ ンク する オプ ジェ クト ファ イ 
ル 名 の リス ト で す 。 フ ァイル 名 は スペ ー ス また は コン マ で 区 切る こと が で きま 
す 。 フ ァイル は その リス ト に 与え られ た 順に リン ク さ れ ま す 。 フ ァイル に ファ 
イル 名 拡張 子 が 指定 され て な い 場 合 は 、 デ フォ ルト の ".0BJ" に な り ま す 。 リ 
ンカ の コマ ンド スイ ッ チ は すべ て オプ ジェ クト ファ イル 名 の あと に 続け な けれ 
ば な り ま せん 。 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル の 指定 が 何 も ちな けれ ば 、 リ ンカ は 実 


行 さ れ ま せん 。 


説明 : 


例 : 386 LINK MAIN SUB1 SUB2 SUB3 
386 LINK MYSTUFF, MYSUBS 
386 LINK HELLO 
3.2 オン ライ ン ヘ ルプ 情報 


構文 : 386 LINK 
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説明 : 


例 : 


リン カス イッ チ の 名 前 ある い は フォ ー マ ッ ト を 忘れ た 場合 、 友 の コマ ンド ライ 
ン で リン カ を 実行 させ る こと に より 、 オ ン ラ イン ヘル プ 情 報 を 得る こと が で き 
ます 。 オ ン ラ イン ヘル プ 情 報 は 、 有 効 な スイ ッ チ と その フォ ー マ ッ ト の リス ト 


を 画面 に 表示 し ます 。 


386 LINK 





Phar Lap 386|LINK -- Version 1.1 
(c) 1986 Phar Lap Software Inc 


Command line opDtions: 
386LINK filel,file2.... 
-LIB filel.file2,... 
-EXE file 
-HEX file 
-NOOUTPUT 
-MAP file 
-MINDATA size 
-MAXDATA. size 
-STACK size 
-NOMAP 
-DUMP 
-ONECASE or -TWOCASE 
-8086 -80286 -80386 











Input files [.0B』] 
Library files [.LIB] 
-EXE output file [.EXE] 
Intel hex output file 
No output file 

Map file [.MAP] 

Set minimum data size 
Set maximum data size 
Set stack size 

No map file 

Dump object files 
Select case of symbols 
Select target CPU 














3.3 リン カコ マン ド フ ァイル 


構文 : 


説明 : 


@file 


リン カ は 通常 、 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル 名 と その コマ ンド スイ ッ チ を コマ ン 
ドラ イン か ら 取 り 込 み ま す 。 コ マン ドラ イン に 収容 すべ き 情 報 が 多 過ぎ る と 、 
リン カ は 代わ り に 、 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル 名 と コマ ンド スイ ッ チ を コマ ン 
ド フ ァイル か ら 読 み 込 むように で きま す 。 コ マン ド フ ァイル 名 を 指定 する に は 、 
リン カコ マン ドラ イン の コマ ンド ファ イル 名 の 前 に ~@" を 入力 し ます 。 

"@" と ファ イル 名 と の 間 を スペ ー ス に する こと は 許さ れ ま せん 。 た と えば 、 


386LINK @MYLINK 
コマ ンド ファ イル に ファ イル 名 拡張 子 が 与え られ て な い 場 合 、 拡 張子 は ".LNKT 
と みな され ます 。 コマ ンド ファ イル 名 の 指定 が ある 場合 、 他 の コマ ンド スイ ッ 


チ も オプ ジェ クト 入力 ファ イル 名 も コマ ンド ライ ン に 置く こと は 許さ れ ま せん 。 
これ ら は すべ て コマ ンド ファ イル 内 に 置か な か く て は な り ま せん 。 コ マン ド フ ァ 
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例 : 


イル は 、 ホ スト シス テム の 標準 エディ タ を 使っ た テキ スト ファ イル と し て 作成 
され ます 。 オ プ ジ ェ クト ファ イル と コマ ンド スイ ッ チ は 、 コ マン ドラ イン に 書 
か れる の と まっ た く 同 じ よ うに コマ ンド ファ イル に 書き 込ま れ ま す 。 し か し な 
が ら 、 コ マン ドラ イン が 1 行 だ け で ある の に 対し て 、 コ マン ド フ ァイル は 、 フ 
ァイル 名 と スイ ッ チ を 複数 行 に 書き 込む こと が 許さ れ ま す 。 コ マン ド フ ァイル 
中 の 必要 な だ け の ファ イル 名 お よび スイ ッ チ が プロ グラ ム を リン ク す る た め に 
使え ます 。 コ マン ド フ ァイル の 改行 は ちょ うど スペ ー ス の よう に 作用 し 、 フ ァ 
イル 名 また は コマ ンド スイ ッ チ を 区 切り ます 。 コ マン ド フ ァイル の 人 入れ子 は 許 


され ませ ん 。 


386LINK 6MYLINK で 、 フ ァイル "MYLINK.LNK" に 次 の も の が 含ま れ て いま す 。 


MAIN SUB1 SUB2 SUB3 SUB4 
PROCL SCREEN KEYBOARD 

DISK 

-LIB SCRLIB CLIB KYBLIB IOLIB 
-EXE SPREAD 

-MAP SPREAD 

-ONECASE 


3.4  -DUMP コマ ンド スイ ッ チ 


構文 : 


説明 : 


-DUMP 


スイ ッ チ "-DUMP" は 、 リ ンカ に 対し て マッ プ フ ァ イ ル 中 に オプ ジェ クト 入力 フ 
ァイル を プリ ント する こと を 伝え ます 。 オ プ ジ ェ クト 入力 ファ イル は 16 進 で ダ 
ンプ され ます 。 こ の 機能 は 、 386 | LINK と 他 メー カ が 提供 する コン パイ ラ と の 
間 の 互換 性 問題 を デバ ッ グ する の に 有用 で す 。 

注 : -NOMAP の 指定 が ある 場合 、 オプ ジェ クト ファ イル ダン プ を プリ ント する っ 
ッ プ ファ イル が な いた め 、"-DUMP" を 使っ て も 意味 が あり ませ ん 。 


386LINK HELLO -DUMP (HELLO.08」 を ダン プ 出 力 する ) 


3.5  -EXE コ マン ドス イッ チ 


構文 : 


説明 : 


-BXE 


-EXE ス イッ チ に より 、 リ ンカ が 生成 され る . EXB フ ァイル の 名 前 と 位置 を 指定 す 
る こと が で きま す 。.EXE フ ァイル に は ユー ザ が リン ク し た プロ グラ ム が 記憶 さ 
れ て いま す 。 通常 、 リ ンカ は 、 最 初 の オプ ジェ クト 入力 ファ イル と 同じ 名 前 を 
EXE フ ァイル に 与え ます 。 た だ し 、 フ ァイル 名 拡張 子 は ".EXE に 変わ り ま す 。 
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例 : 


省略 形 : 


構文 : 


説明 : 


例 : 





省略 形 : 
3.7 -8086, 


構文 : 


説明 : 


.EXE フ ァイル は 最初 の オプ ジェ クト 入力 ファ イル と 同一 の ディ スク と ディ レク 
トリ に 置か れ ま す 。 こ の デフ ォ ル ト の .EXE フ ァイル 名 が 受け 入れ られ な い 場 合 
に は "-BXE" スイ ッ チ を 使っ て その 名 前 を 変え る こと が で きま す 。"-EXE" スイ 
ッ チ の あと に は 新しい .EXE フ ァイル 名 を 置か な けれ ば な り ま せん 。 


386 LINK HELLO -EXE \PROGLIBWHELLO 


-EXE の 代わ り に -B 


3.6 -HEX コ マン ドス イッ チ 


-HEX file 


リン カ は 通常 、 リ ンク され た プロ グラ ム を MS-DOS の .EXE フ ァイル と し て 出力 し 
ます 。 リ ンカ は また 、 プ ログ ラム を イン テル 絶対 16 進 ファ イル と し て 出力 で き 
ます 。 

多く の PROM プ ログ ラマ お よび CPU エミ ュ レ ー タ が イン テル 絶対 16 進 ファ イル を 
入力 ファ イル と し て 受け 付け ます 。 リ ンカ に 16 進 ファ イル を 出力 させ る に は 、 
後に ファ イル 名 が 続く -HEX ス イッ チ を 与え ます 。 フ ァイル 名 拡張 子 が 与え られ 
て な い 場 合 は 、".HEX" が 拡張 子 と みな され ます 。 


386 LINK BIOSROM -HEX BIOSROM 
-HEX の 代わ り に -H 
-80286, -80386 の コマ ンド スイ ッ チ 


-8086 
-80286 
-80386 


386 | LINK は 、 80386 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 用 の プロ グラ ム を リン ク す る 以外 に 、 
8086 お よび 80286 の マイ クロ プロ セッ サ 用 の プロ グラ ム も リン ク し ます 。 リン 
ク さ れ た プロ グラ ム を 8086、 80186、 あ る い は 8088 の シス テム 上 で 実行 する つ 
も りな ら 、 リ ンク 時 に "-8086" コマ ンド スイ ッ チ を 指定 し ます 。 プ ログ ラム を 
80286 シス テム の プロ テク トモ ー ド で 実行 する 場合 は 、"-80286'" コ マン ドス イ 
ッ チ を 指定 し ます 。 80286 の リア ルモード で 実行 する 場合 は 、"-8086" を 指定 
し ます 。 そ の 理由 は 、 80286 上 の リア ルモード が ちょ うど 8086 の よう に 動作 す 
る か ら で す 。"-80386" ス イッ チ は 、 タ ー ゲ ッ ト CUP が 80386 で ある こと を 指定 
し ます 。 リ ンカ の デフ ォ ル ト 指 定 は 80386 に な っ て いる の で "-80386" は あえ 
て 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 
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例 : 386 LINK MSCFIXS SIEVE -LIB \MNSCYSLIBC -8086 
(MS-D05 用 の マイ クロ ソフ ト C プ ログ ラム を リン ク し ます 。) 


386LINK NEWDOS -80286 


省略 形 : -8086 の 代わ り に -86 
-80286 の 代わ り に -286 
-80386 の 代わ り に -386 


3.8  -LIB コ マン ドス イッ チ 
構文 : -LIBfilel file2 file3.… 


コマ ンド スイ ッ チ -LIB は 、 オ プ ジ ェ クト ライ プラ リフ ァイル の リス ト を リン カ 
に 指定 する た め に 使わ れ ま す 。 ラ イブ プラ リフ ァイル 名 は "-LIB" ス イッ チ の 後に 
続け ます 。 フ ァイル 名 同士 を 区 切る に は スペ ー ス また は コン マ が 使わ れ ま す 。 
ファ イル 名 に 拡張 子 が な い 場合 は 、 リ ンカ は 拡張 子 を ".LIB" と みな し ます 。 

386 | LINK は 、 マ イク ロ ソ フト の ライ ブラリ マネ ジャ LIB に よっ て 作成 され 
た ライ ブラ リフ ァイル を 受け 付け ます 。 ラ イプ ラリ は 、 異 な る プロ グラ ム と リ 
ンク で きる オプ ジェ クト モジ ュー ル を 集め た も の で す 。 リ ンカ は まず プロ グラ 
ム の オプ ジェ クト 入力 ファ イル を リン ク し ます 。 外 部 シン ボル が 未定 義 の 場合 
(つま り 、 そ れ ら が どの オプ ジェ クト 入力 ファ イル に も 現れ な い 場 合 ) 、 リ ン 
カ は ライ ブラ リフ ァイル 内 で シン ボル を 揚 し ます 。 あ る ライ ブラ リ の オプ ジェ 
クト モジ ュー ル の 中 に 未定 義 の シン ボル が 見 つか っ た 場合 、 そ の オプ ジェ クト 
モジ ュー ル は プロ グラ ム に リン ク さ れ ま す 。 リ ンカ は 、 他 の モジ ュー ル に 参 照 
され る 外部 シン ボル の 定義 を 持つ これ ら の オプ ジェ クト モジ ュー ル を 、 ラ イブ 
ラリ か ら イ ンク ルー ド す る だ け で す 。 ラ イプ ラリ は 通常 、 標 準 の 実行 時 関数 を 
保持 する た め に 高級 言語 と 共に 使わ れ ま す 。 た と えば 、C 言 語 実行 時 ライ プラ 
リ は 、"printf"、"strcpy"、"aDs” な どの 関数 を 持ち ます 。 


説明 : 


例 : 386 LINK SIEVE -LIB \MSC\SLIBC -8086 
省略 形 : -LIB の 代わ り に -L 
3.9  -MAP ス イッ チ と -NOMAP ス イッ チ 


構文 : -MAPfile 
-NOMAP 


244 








3.10 


説明 : 


例 : 


省略 形 : 


-MAP ス イッ チ に より 、 リ ンカ に よっ て 生成 され る マッ プ フ ァ イ ル の 名 前 と 位置 
の 指定 が で きま す 。 通常 、 リ ンカ は 、 最 初 の オプ ジェ クト 入力 ファ イル と 同じ 
名 前 の マッ プ フ ァ イ ル を 作成 し ます 。 た だ し 、 フ ァイル 名 拡張 子 は ".MAP" に 変 
わり ます 。 マ ッ プ ファ イル は 最初 の オプ ジェ クト 入力 ファ イル と 同じ ディ スク 
お よび ディ レク トリ に 置か れ ま す 。 こ の デフ ォ ル トマ ッ プ ファ イル 名 が 受け 入 
れ ら れ な い 場 合 に は 、 そ の 名 前 を 変え る の に "-MAP" ス イッ チ を 使い ます 。MAP 
ファ イル が 不要 な 場合 "-NOMAP" ス イッ チ を 指定 し ます 。 リ ンカ は マッ プ フ ァ イ 
ル を 作成 せ ず に ユー ザ プ ロ グラ ム を リン ク し ます 。 


386 LINK MAIN -MAP MYMAP 

(デフ ォ ル ト 拡 張子 は ".MAP" と な る ) 
386LINK ABC -MAP A:MYMAP 

(ディ スク A に マッ プ を 送る ) 
386LINK NEWDOS -MAP \JUNK\NEWD0S 

(ディ レク トリ WUNK に マッ プ を 送る ) 
386LINK HELLO -NOMAP 

(リン カ は マッ プ フ ァ イ ル を 作成 し な い ) 


-MAP の 代わ り に -M 
-NOMAP の 代わ り に -NOM 


-MINDATA ス イッ チ と -MAXDATA ス イッ チ 


構文 : 


説明 : 


-MINDATA number 
-MAXDATA number 


MS-D0S は 、.EXBP フ ァイル を ロー ド す る と き 、.EXE フ ァイル を 保持 する の に 十分 
な 大 き さ の メモ リプ ロッ ク を 割り 当て る 必要 が あり ます 。MS-D05 は オプ ショ ン 
と し て 、 プ ログ ラム の 終り の あと に 、 そ の プロ グラ ム が 使え る 追加 メモ リ を 割 
り 当 て ます 。-MINDATA ス イッ チ と -MAXDATA ス イッ チ は 、.EXE フ ァイル を 形成 す 
る の に 使わ れ ま す 。 こ れ に より MS-DOS は 、 追 加 の デー タ を 何 バ イト 割り 当て る 
か が わか り ま す 。 
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3. 11 


例 : 


省略 形 : 


-MINDATA ス イッ チ は NMS-D0S が 割り 当て る 追加 デー タ の 最小 バイ ト 数 を 決定 し 
ます 。 バ イト カウ ント は 、 数 値 定数 と し て -MINDATA の 後ろ に 与え られ ます 。 特 
に 指定 が な けれ ば 、 リ ンカ は その 数 値 を 10 進 数 と みな し ます 。 異 な る 基数 を 指 
定 す る た め に 、 接 尾 文字 が その 数 値 に 付加 され ます 。 使 用 で きる 接尾 文字 を 次 


に 示し ます 。 


接尾 文字 基数 
B 2 進数 
H 16 進 数 
0 8 進数 


-MAXDATA ス イッ チ は 、 プ ログ ラム に 割り 当て られ る 追加 バイ ト の 最大 数 を 指 
定 す る の に 使わ れ ま す 。-MINDATA の よう に 、 最 大 バイ トカ ウン ト は スイ ッ チ の 
後ろ に 与え られ ます 。 

コマ ンド ライ ン に -MINDATA ス イッ チ が 与え られ な い 場 合 は 、 リ ンカ は ゼロ 
(0 ) バイ ト と みな し ます 。 こ れ は 、 プ ログ ラム が 確実 に 納まり 、 使 用 で きる 
バイ ト が 余分 に ある 場合 に 、 メ モリ に プロ グラ ム が ロー ド で きる こと を 意味 し 
て いま す 。-MAXDATA ス イッ チ の 指定 が な い 場 合 、 リ ンカ は すべ て の メモ リ が 利 
用 で きる も の と みな し ます 。 こ れ は 、 プ ログ ラム の ロー ド 時 、 す べ て の 利用 可 
能 メ モリ が プロ グラ ム に 割り 当て られ る こと を 意味 し て いま す 。 

注 : 最小 値 お よび 最大 値 は 、. EXEP フ ァイル に 置か れる 前 に 16 バ イト パラ グラ フ 
境界 に まで 丸め られ ます 。 


386 LINK SPECIAL -MINDATA 100H -MAXDATA 100H 


-MINDATA の 代わ り に -MIND 
-MAXDATA の 代わ り に -NMAXD 


-NOOUTPUT スイ ッ チ 


構文 : 


説明 : 


-NOOUTPUT 


リン カ は 通常 、 リ ンク され た プロ グラ ム を 格納 し た .EXE フ ァイル を 生成 し ます 。 
未定 義 シ ン ボ ル な どの エラ ー を 見 つけ る だ け の 目的 で プロ グラ ム を リン ク す る 
場合 は 、 "-NO0UTPUT" ス イッ チ を 指定 し て リン カ に 出力 ファ イル を 作成 し な い 
よう に 指示 で きま す 。 リ ンカ は プロ グラ ム を リン ク し 、 プ ログ ラム 内 に エラ ー 
が ある こと を 知ら せま す が 、 不 要 な . EXE フ ァイル は 生成 し ませ ん 。 エ ラー を 修 
正 し た 後 、 き れい に リン ク さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル を 得る た め に "-NOOUTU 
T" を 取り 除く こと が で きま す 。 
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例 : 


省略 形 : 


386 LINK BUGGY BUGS1 BUGS2 -NOOUTPUT 


-NO0UTPUT の 代わ り に -NO0 


3.12 -ONECASE ス イッ チ と -TWOCASE ス イッ チ 


構文 : 


説明 : 


省略 形 : 


-ONECASE 
-TWOCASE 


パプ リッ クシ ン ボ ル 、 セ グ メ ント 、 お よび グル ー プ の 名 前 を 処理 する 場合 、 リ 
ンカ は 名 前 を 形成 する 英文 字 の 大 文字 、 小 文字 を 区 別 し ま す 。 リ ンカ は 、 大 文 
字 、 小 文字 を 別々 の 文字 と みな し ます 。 た と えば 、 名 前 "abc" と "ABC" と は 上 異 
な り ま す 。 し か し な が ら 、 コ ン パ イラ に よっ て は 名 前 の 大 小文字 は 区 別 せ ず 、 
"abc” も "ABC" も 同じ 文字 み な す も の も あり ます 。 そ こ で 、 オ プシ ョ ン と し 
て 、 ユ ー ザ の コン パイ ラ て と 互換 性 を 持た せる よう に 、 リ ンカ が 名 前 の 大 文字 、 
小文字 を 区 別 し な いよ うに で きま す 。 ス イッ チ "-ONECASE" は 、 名 前 の 大 小文字 
の 区 別 を 無視 する こと を リン カ に 伝え る の に 使わ れ ま す 。 ス イッ チ "-TWOCAS 
BE" は 、 大 小文字 を 区 別 す る よう 指定 する の に 使用 し ます 。 リ ンカ の デフ ォ ル 
ト 操作 で は 大 小文字 を 区 別 す る の で "-TWOCASE" スイ ッ チ を 使用 する 必要 は あり 
ませ ん 。 


386 LINK MAIN SUB1 SUB2 -ONECASE 


-ONECASE の 代わ り に -0C 
-TWOCASE の 代わ り に -TC 


3.13 -STACK ス イッ チ 


構文 : 


説明 : 


-STACK size 


-STACK ス イッ チ は 、 プ ログ ラム の スタ ッ ク セ グ メ ント の サイ ズ を 指定 する の に 
使用 され ます 。 こ の スイ ッ チ の あと に は 、 ス タッ ク に 割り 当て られ る サイ ズ 
(単位 : バイ ト ) を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 サ イズ は 、386 1ASM に よっ 
て 許容 され る の と 同じ フォ ー マ ッ ト の 数 値 定 数 と し て 指定 され ます 。 特に 指定 
の な い 場 合 、 リ ンカ は この 数 値 を 10 進 数 と みな し ます 。 異な る 基数 を 指定 する 
に は 、 接 尾 文 字 が この 数 値 に 付加 され ます 。 使 用 で きる 接尾 文字 を 以下 に 示し 
ます 。 
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例 : 


接尾 文字 。 基 炒 
B 2 進 数 
H 16 進 数 
0 8 進数 





た と えば 、4K バ イト の スタ ッ ク を 割り 当て る に は 、"-STACK 4096" ある い は 
*-STACK 1000H "を 使用 で きま す 。 

スタ ッ ク セ グ メ ント が すでに プロ グラ ム に 存在 し て いる 場合 、 こ の セグ メン 
ト の サイ ズ を 変更 する た め に スイ ッ チ "-STACK" が 使わ れ ま す 。 ス タッ クセ グ メ 
ント は 、 そ の セグ メン ト が 定義 され る と き 、 組 合せ 型 の STACK を 指定 する こと 
で 作成 され ます 。-8TACK ス イッ チ は 、 プ ログ ラム に よっ て 割り 当て られ た サイ 
ズ を オー バー ライ ド し ます 。 し か し な が ら 、 リ ンカ は その スタ ッ ク セ グ メ ント 
の サイ ズ を 大 きく する こと が で きる だ け で す 。 ス タッ クセ グ メ ント の サイ ズ を 
小さ くし よう と する と 、 エ ラー に な り ま す 。 

プロ グラ ム に スタ ッ ク セ グ メ ント が 存在 し な い 場 合 は 、 リ ンカ は プロ グラ ム 
の 最終 セグ メン ト の あと に セグ メン ト を 作成 し ます 。 そ の セグ メン ト の サイ ズ 


は 
-STACK ス イッ チ に よっ て 指定 され た サイ ズ に な り ま す 。 そ の セグ メン ト 名 は 


*STACK" に な り ま す 。 

プロ グラ ム に スタ ッ ク セ グ メ ント の 定義 が され て お ら ず 、 コ マン ドラ イン に 
-STACK ス イッ チ が 与え られ て いな い 場 合 は 、 リ ンカ は スタ ッ ク セ グ メ ント か 存 
在 し な い 旨 の 警告 メッ セー ジ を 与え ます 。. EXE フ ァイル を 正しく 実行 する に は 、 
スタ ッ ク セ グ メ ント が 必要 で す 。 


386LINK HELLO -STACK 1024 
386LINK HELLO -STACK 200H 


省略 形 : -STACK の 代わ り に -5 
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コマ ンド ライ ン (オプ ショ ン ) を 以下 に 示し ます 。 


386LINK file1,. file2,... 
-LIB filel,file2,... 
-EXE file 
-HEX file 
-NOOUTPUT 
-MAP file 
-NOMAP 
-DUMP 
-MINDATA size 
-MAXDATA size 
-STACK size 
-ONECASE また は -TWOCASE 
-8086 、-80286、 ま た は -80386 
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入力 ファ イル (. 0BJ) 

ライ プラ リフ ァイル (.LIB) 

.EXE 出 力 ファ イル C.EXE) 

イン テル 16 進 出力 ファ イル 
出力 ファ イル な し 

マッ プ フ ァ イ ル (.MAP) 

マッ プ フ ァ イ ル な し 

オプ ジェ クト ファ イル を ダン プ す る 。 
最小 デー タ サ イズ を 設定 する 。 
最大 デー タ サ イズ を 設定 する 。 

スタ ッ ク サ イズ を 設定 する 。 

シン ボル の 大 文字 、 小 文字 を 選択 する 。 
ター ゲッ ト CPU を 選択 する 。 








ボ エラ ー メ ッ セ ー ジ 





B.1 エラ ー 


リン カ に 回 復 可能 な エラ ー が 発生 し た 場合 、 386 | LINK は 単純 エラ ー で ある こと を 通知 
し ます 。 単純 エラ ー が 発生 する と 386 1 LINK は 画面 に "Error:" を 表示 し ます 。 こ の 表示 の 
あと に は その エラ ー 内 容 を 説明 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 これ と 同じ メッ セー ジ が 
MAP フ ァイル に も 書き 込ま れ ます 。 

本 節 で は 386 | LINK で 起こ りう る 単純 エラ ー を すべ て 説明 し ます 。 ま た 、 そ の エラ ー に 
つい て 考え られ る 原因 と 処置 も 説明 し ます 。 エ ラー メッ セー ジ は 、 参 照 し や すい よう に ア 
ルフ ァ ベ ッ ト 順 に 示し ます 。 


ニュ ーー ニーー ニ ーー ニー ニーーーー ニ ーーーb ャ ツ ビー ヨ ーーーー 


Error: Duplicate definition of the symbol "XXX” in module "YYY". 


原因 : 同一 シ ン ボ ポル を 2 回 以上 定義 し よう と し た 。 
余分 な シン ポル 定義 を 削除 する か 、 あ る い は 二 つ の シン ボル 内 の 一 つの シン ポル 
の 名 前 を リネ ー ム (名 前 変更 ) する 。 

ーー で ーー た =ー ニ ーー 


Fix-up overflow in segment "XXX at offset "YYY"、Value is "222" 


Error: 

原因 : DS レジ ジス タ ま た は CS レジ ジス タ が 示す アド レス か ら 65. 535 バ イ ト 以 上 離れ て ぃ 
る 変 才 ま た は プロ シ ジ ャ を 参照 し よう と し た 。 

処置 : その 変数 また は プロ シ ジ ャ を 、DS レ ジス タ ま た は CS レジ スタ で アド レス 指定 で き 


る よう に 適切 な セグ メン ト に 移動 させ る 。 


ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ニー ニー ミニー 


Error: Segment "XXX" has overflowed. 


8086 ま た は 80286 の プロ グラ ム を リン ク す る 場合 、 一 つの セグ メン ト に 65.535 バ 


イト を 超え る デー タ を 置 こ うと し た 。 
オー バー フロ ー し た セグ メン ト を 2 個 以 上 の 、 よ り 小 さい セグ メン ト に 分 割 する 


原因 : 


処置 : 
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B.2 


フェ ー タ ル エ ラー 


リン カ に 続行 不能 な エラ ー が 発生 する と 、 386 1LINNK は フォ ー タ ル エ ラー を 表示 し ます 。 
フォ ー タ ル エ ラー が 発生 する と 、 3861LINK は "Fatal Error:” を 画面 に 表示 し ます 。 こ 
の 表示 の あと に は その エラ ー 内 容 を 説明 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 フォー タル エラ 
ー の 発生 し た 状態 に 関係 な く 、.EXEP フ ァイル また は .HEX フ ァイル は 処分 され 、 マ ッ プ ファ 
イル が 残さ れ ま す 。 こ の と き の マ ッ プ ファ イル は 空 か 、 一 部 だ け 書 き 込ま れ た 状態 で す 。 


本 節 で は 、 386 | LINK で 発生 する すべ て の フォ ー タ ル エ ラー を その 原因 と 考え られ る 処 
置 と 共に 説明 し ます 。 エ ラー メッ セー ジ は 、 参 照 し や すい よう に アル ファ ベッ ト 順 に 示し 
ます 。 





Fatal Error: Bad object file... 


原因 : 本 付録 の S 3. を 参照 し て くだ さい 。 





Fatal Brror: Cannot create linker output 『ile -- 
Access denied to『ile "XXX". 
Fatal Error: Cannot create map『ile -- Access denied to file "XXX". 
Fatal Error: Cannot open object input file -- Access 
denied to file "XXX". 


原因 : 1. 誤っ た ディ スク 名 が 指定 され た 。 
2. 別 の ユー ザ が ファ イル を ロッ ク し て いる 。 
処置 : アク セス 固 題 を 解 す る 。 





FatalError: Cannot create linker output file --Nosuchfile or 
directory "XXXT. 

FatalError: Cannot createmapfile --Nosuchfile or directory "XXX^. 

Fatal Error: Cannot open object input file --Nosuchfileor 
directory "XXX". 


原因 : 1. ファ イル 名 、 あ る い は その ファ イル が 常駐 し て いる ディ レク トリ 名 に スペ ル 


ミス が ある 。 
2. 当該 ファ イル 、 あ る い は その ファ イル が 常 駐 し て いる と 思わ れる ディ レク ト 
リ が な い 。 


処置 : その ファ イル 名 また は ディ レク トリ 名 の スペ ル を 正しく 綴り 直す か 、 そ の ファ イ 
ル ま た は その ディ レク トリ を 新しく 作成 する 。 





エエ ヤ エ ヤ エ ヤ エ ヤ エ ヤ ハ ヤ ハヤ ハ ユーーーーーーーー…ー…ーーーーーー ツ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


Fatal Error: Cannot create linker output file -- Disk full "XXX". 


Fatal Error: Cannotcreatemapfile -- Disk full “XX. 


指定 され た ファ イル の 置か れ て いる ディ スク が 一 杯 で これ 以上 ファ イル を 持つ こ 


原因 : 
と が で き な い 。 

処置 : 同一 ディ スク に 常駐 し て いる 未 使用 ファ イル を 処分 する か 、 別 ディ スク に その フ 
ァイル を 記 境 させ る 。 


ーー バー バー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


Cannot create linker output file -- Too many files open. 
Cannot create mapfile -- Too many files open. 
Cannot open object input file -- Too many files open. 


Fatal Error: 
Fatal Error: 
Fatal Error: 


原因 : リン カ が 、DOS の 許容 を 超え た 数 の ファ イル を オー プン し よう と し た 。 

処置 : CONPIG.SY9 フ ァイル の PILBS パ ラメ ー タ を 、 8 だ け 増やす 。D0S の マニ ュ アル に 
CONFIG. SYS の 変更 方 法 が 説明 され て いる 。CONFIG. SYS の 変更 後 は 、 こ の 変更 を 有 
効 に する た め に シス テム を リプ ー ト し な けれ ば な ら な い 。 
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Fatal Error: Cannot open command file -- "XXX. 


原因 : リン カ は コマ ンド ファ イル を 見 つけ る こと が で き な か っ た 。 
処置 : コマ ンド ファ イル 名 の スペ ル を 修正 する か 、 そ の コマ ンド ファ イル を 新た に 作成 

する 。 
ーー ニーー テ ニョ ニニ ニニ ニー ニー ニー テー ニニ ュー 
Fatal Error: Command too big -- "XXXT. 


原因 : コマ ンド ファ イル 内 で 、 コ マン ドス イッ チ 、 ス イッ チ の 値 、 あ る い は ファ イル 名 
が 255 文 字 を 超え て いる 。 
処置 : その 文字 列 を 短く する 。 
トト pbp6 ル も p& タ bb シシ ニ &《 シ & シ __- --__---- 一 ーーーーー ーーーーーー 
に ニー ニー ニニ ニー 
Fatal Error: Brrorreading from command file -- "XXX". 


原因 : リン カ が コマ ンド ファ イル を 読み 込め な か っ た 。 その 理由 は お そら く フ ァイル が 
ディ スク 上 で 損傷 し て いる た めで ある 。 

処置 : コマ ンド ファ イル を 再 作 成す る 。 

ーー ニニ ーー ニー ニー 


Fatal Error: Extra command line argument -- "XXX. 


原因 : オプ ジェ クト 入力 ファ イル 名 が コマ ンド スイ ッ チ の 後に 与え られ た 。 入 力 ファ イ 
ル 名 は すべ て コマ ンド スイ ッ チ の 前 に 与え な けれ ば な ら な い 。 
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処置 : オプ ジェ クト 入力 ファ イル 名 を スイ ッ チ の 前 に 移動 させ る 。 





Fatal Error: Invalid file name -- "XXX". 


原因 : 正しい ファ イル 名 構文 に 従わ な い フ ァイル 名 が コマ ンド ライ ン 上 に 与え られ た 。 
た と えば 、 
386LINK... XYZ 

処置 : ファ イル 名 を 修正 する 。 





Fatal Error: Missing Value to command switch -- "XXX". 


原因 : コマ ンド スイ ッ チ は 指定 され た が 、 そ の スイ ッ チ に 必要 な 値 が 与え られ な か っ た 。 
た と えば 、 
386LINK HELLO -MAP 

処置 : スイ ッ チ に 値 を 指定 する 。 





FatalError: Noobject input files were specified to be linked. 


原因 : リン ク す る オプ ジェ クト ファ イル が リン カ に 与え られ な か っ た 。 た と えば 、 
386LINK -EXE MYPROG -MAP MYPROG 
処置 : 一 つ 以 上 の オプ ジェ クト 入力 ファ イル を 正しく 指定 する 。 





Fatal Error: No other arguments are allowed with a command file name. 


原因 : コマ ンド ファ イル 名 を 持つ コマ ンド ライ ン に 、 他 の コマ ンド スイ ッ チ が 与え られ 
た 。 た と えば 、 
386LINK MYLINK -8086 

処置 : すべ て の コマ ンド スイ ッ チ を コマ ンド ファ イル に 移動 する 。 





Fatal Error: Out of memory. 


原因 : リン カ が メモ リ 不 足 に な っ た 。 

処置 : より 多く の メモ リ を 持つ シス テム 上 で リン ク す る 。 現 バー ジョ ン の 386 | LINK は 、 
リン ク さ れる 全 プ ログ ラム を メモ リ 内 に 保持 する 。 プ ログ ラム が 、 利 用 可能 な メ 
モリ より 大 きい 場合 、 そ の プロ グラ ム は リン ク で き な い 。 





Patal Error: Unknown Command Switch -- "XXX". 

原因 : リン カ に と っ て 理解 で き な い コマ ンド スイ ッ チ が リン カ に 与え られ た 。 た と えば 、 
386LINK HELLO -NOEXE 

処置 : その 無効 な コマ ンド スイ ッ チ の スペ ル を 修正 する 。 
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B. 3 


オブ ジェ クト ファ イル エラ ー 


386 1 LINK は 、 リ ンク する すべ て の オプ ジェ クト ファ イル と ライ プラ リフ ァイル の フォ 

ー マ ッ ト を チェ ッ ク し ます 。 無効 な フォ ー マ ッ ト を 持つ オプ ジェ クト ファ イル に 出会う と 、 
リン カ は フォ ー タ ル エ ラー を 通知 し 、 実 行 を 停止 し ます 。 リ ンカ は “Fatal Error: Bad o 
Dject file" を 画面 に 表示 し ます 。 こ の メッ セー ジ の 後に は 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル の 何 
が 間違っ て いる か を 説明 する メッ セー ジ が 続い て 表示 され ます 。 不良 オ プ ジ ェ クト ファ イ 
ル エ ラー の 原因 は 通常 、 そ の ファ イル を 生成 し た アセ ンプ ラ ま た は コン パイ ラ に あり ます 。 

アセ ンプ ラ ま た は コン パイ ラ が 不良 オプ ジェ クト ファ イル を 生成 する 一 般 的 な 理由 を い 
くつ か 次 に 示し ます 。 

オリ ジ ナ ル の ソー スプ ログ ラ ム に エラ ー が あっ た 。 
アセ ンプ ラ ま た は コン パイ ラ に バグ が ある 。 
アセ ンプ ラ ま た は コン パイ ラ が イ ン テ ル 0WF-86 規 格 に 従っ て いな い 。 

オプ ジェ クト ファ イル エラ ー メ ッ セ ー ジ が 現れ た ら 、 ま ず ソ ー ス ファ イル を 再 コ ン バ イ 
ル す る か 再 ア セン ブル し て 、 オプ ジェ クト ファ イル を 構築 し 直し ます 。 コ ン パ イラ また は 
アセ ンプ ラ が 何ら か の エラ ー を 通知 し た ら 、 再 リン ク す る 前 に これ ら の エラ ー を 修正 
し ます 。 ア セン プリ また は コン パイ ル に エラ ー が な く な っ た ら 、 リ ンク を も う 一 度 試み て 
くだ さい 。 

386 1 LINK で 発生 する オプ ジェ クト ファ イル エラ ー を 以下 に 示し ます 。 
ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーーー 
Fatal Error: Badobjectfile -- bad checksum in "XXX". 
原因 : ある レコ ー ド の チェ ッ ク サ ム バ イト に 間違っ た 値 が あり 、 レ コー ド の すべ て の バ 

イト の 総和 が ゼロ (0 ) に な ら な い 。 


ニニ ニー ニー ニー ーーー ニー ニー ーーーーー ニ ーー ニー ニー ニニ テー ニュ ニー ニニ ニニ ュー ニニ 
Fatal Error: Badobject file -- bad end record on "XXXT. 
原因 : オプ ジェ クト ファ イル に 、 不 適正 な 値 を 持つ エン ドレ コー ド が ある 。 


ニニ ンー ニニ ーー ニー ニー ニー ーーー ニー ニーーーー ニ ーー ニー ニニ テー ニー ニニ ニニ ニュ 

Falal Error: Badobjectfile -- bad explicit fix-up entry in "XXX". 

原因 : フィ ックス アッ プレ コー ド 内 の 明示 的 フィ ックス アッ プ エ ン トリ が 、 違 法 な 値 を 
持っ て いる 。 


ーー ーーーーーーー 

Fatal Error: Badobject file -- bad library file type in "XXX". 

原因 : ライ プラ リフ ァイル 以外 の ファ イル ある い は 正しい フォ ー マ ッ ト で は な い フ ァ イ 
ル を リン ク し よう と し た 。386 | LINK は 、 マ イク ロ ソ フト 社 の LIB ユー ティ リ テ 
ィ 、 ま た は LIB と 互換 性 の ある ライ プラ リ ユ ー テ ィ リ ティ に よっ て 作成 され る ラ 
イプ ラリ ファ イル を リン ク で きる 。 
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Fatal Error: Badobject file -- bad segment class name index in "XXX". 
原因 : セグ メン ト 定 義 時 に 、 ク ラス イン デック ス が セグ メン トク ラス で は な い 名 前 を 参 
照 し て いる 。 





Fatal Error: Bad object file -- fix-up record has no data record in “XXX". 

原因 : フィ ックス アッ プレ コー ド が 参照 で る する デー タレ コー ド が な い 。 こ の エラ ー は 、 
フィ ックス アッ プレ コー ド が デー タレ コー ド の あと で は な く 、 前 に 出力 され た 場 
合 に 発生 する 可能 性 が ある 。 





Fatal Error: Bad object file -- illegal name index in "XXXT. 
原因 : イン デック ス 値 を 使用 し て 論理 名 を 参照 よう と し た が 、 そ の 名 前 が LNAMES レ コ 
ー ド に まだ 定義 され て いな い 。 





Fatal Error: Bad object file -- illegal record type in "XXX. 
原因 : レコ ー ド の 最初 の バイ ト に レコ ー ド タイ プ が 指定 され て いる 。 こ の エラ ー は 、 そ 
の タイ プ バ イト に 有効 な し コー ド タ イ プ 番 号 が な い 場 合 に 発生 する 。 





FatalError: Bad object file -- improper record length in "XXX". 

原因 : オプ ジェ クト レコ ー ド が 短 か す ぎ て その レコ ー ド の すべ て の フィ ー ル ド を 記憶 す 
る と が で き な い か 、 そ の レコ ー ド の チェ ッ ク サ ム バ イト の 前 に 余分 な バイ ト が あ 
る 。 





Fatal Error: Bad object file -- logical name defined more than once. 
原因 : 論理 名 を 2 回 以上 定義 し よう と し た 。 





Fatal Error: Badobject file -- logical name defined more than once in "XXX". 
原因 : 単 一 の グル ー プ また は セグ メン ト を 2 回 以上 定義 し よう と し た 。 





Fatal Error: Badobject file -- logical name used before defined in "XXX". 
原因 : 論理 名 を それ が 定義 され る 前 に 使 お や うと し た 。 
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ュー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニョ 

Fatal Error: Badobjectfile -- Unexpected EOF 

原因 : リン カ が オプ ジェ クト ファ イル か ら 読 み 込 も うと し た が 、 フ ァイル に それ 以上 の 
デー タ が な いこ と が 分 か っ た 。 オ プ ジ ェ クト ファ イル を 作成 し た プロ グラ ム が フ 
ァイル の 書き 込み を 終了 し な か っ た か 、 フ ァイル の 最終 レコ ー ド と し て エン ドレ 
コー ド を 書く の に 失敗 し た 。 


ーー ニー ュー ビー ニー ーーー テー ニー ーー ニー ニニ ュー ニー ニー ニー 

Fatal Error: Badobject file -- unknown file format in "XXX"、 

原因 : オプ ジェ クト ファ イル 以外 の ファ イル 、 あ る い は OMF-86 規 格 に 準拠 し て な い フ ァ 
イル を リン ク し よう と し た 。 


ーー ババ ババ パパ パパ パパ パパ __-__ ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー. 
Fatal Error: Badobject file -- zero repeat count jin iteractive data record in 


JAX". 
原因 : 繰返し デー タレ コー ド の リピ ー ト カウ ント が ゼロ で ある 。 リ ピー トカ ウン ト G 正 
の 値 で な けれ ば な ら な い 。 
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付 
オブ ジェ クト モジ ュー ル 
の フォ ー マ ッ ト 





386 1LINK が オプ ジェ クト ファ イル 〈" .0BJ” ファ イル ) に 使用 する フォ ー マ ッ ト は 、 
* 簡易 OMF-386" と 呼ば れ ま す 。 簡易 OMNF-386 は 、 イ ン テ ル 社 と マイ クロ ソフ ト 社 が 使用 
し て いる OMF-86 の 単純 な 拡張 で す 。 本 付録 で は 簡易 OMF-386 と OMF-86 の 相違 に つい て 説明 
し ます 。0OMF-86 に つい て は 、 参 考 文献 を 参照 し て くだ さい 。 

アセ ンプ ラ ま た は コン パイ ラ は 、 次 の コメ ント レコ ー ド を オプ ジェ クト モジ ュー ル の 先 
頭 に 置く こと より 、 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル の ター ゲッ ト が 80386 で ある こと を リン カ に 
知ら せま す 。 





0 1 2 3 7 8 
レコ ー ド タイ プ フラ グ クラ ス チェ ッ ク サ ム 


80386 コメ ント レコ ー ド は 、 モ ジュ ー ル ヘッ ダレ コー ド (THEDER) の 直後 で 、 オ プ ジ ェ 
クト モジ ュー ル の 他 の レコ ー ド より 前 に 置く 必要 が あり ます 。 

オプ ジェ クト モジ ュー ル の 他 の レコ ー ド は 、8086 と 同じ よう に 簡易 OMF-386 に フォ ー マ 
ッ ト さ れ ま す 。 し か し 、8086 と 異な る 点 は 、 オ プ ジ ェ クト レコ ー ド の オフ セッ ト 、 変 位 、 
セグ メン ト 長 の 各 フ ィ ー ル ド の 長 さ が 2 バイ ト で は な く 4 バイ ト に な っ て いる こと で す 。 


次 の レコ ー ド は 、 サ イズ が 増加 する フィ ー ル ド を 持っ て いま す 。 





SEGDER オフ セッ ト お よび セグ メン ト 長 
PUBDEF オフ セッ ト 

LEDATA オフ セッ ト 

LIDATA オフ セッ ト 

Explicit FIXUP ター ゲッ ト 変 位 

BLKDBF 復帰 アド レス オフ セッ ト 
LINNUM オフ セッ ト 

MODEND ター ゲッ ト 変 位 
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フィ ックス アッ プレ コー ド に は 、 次 の 二 つ の "Loc " 値 が 新た に 定義 され て いま す 。 


5 一 32 ビ ッ ト オ フ セ ッ ト 
6 一 ベー ス +32 ビ ピット オフ セッ ト (ロン グ ポ イン タ ) 


参考 文献 
Intel Corp.. 8086 Relocatable 0bject Module Formats(Order Numbar 121748-001). 


1981 
2. Steven Armbrust and Ted Forgeron ".0BJLessons. "PC Tech Journal. October 


1985, Vol.3.No.10.p.62. 


1. 
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さ 
| .EXE フ ァイル 
の グ ォ ー マ ッ ト 


.EXE フ ァイル は 以下 の ヘッ ダ で 始ま り ま す 。 

















オフ セッ ト 届 、 
(16 進 数 ) 


0 0 サイ ン で MZ”) 


0 2 ファ イル サイ ズ を 5 1 2 で 割っ た 穫 余 





0 4 ファ イル サイ ズ を 5 1 2 で 割っ た 商 


06 再 配置 項目 数 


08 ヘッ ダサ イズ (単位 : パラ グラ フ ) 





0A 最小 デー タ (単位 : パラ グラ フ ) 





0 C 最大 デー タ (単位 : パラ グラ フ ) 





0E 初期 SS 





初期 SP 
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オフ セッ ト 内 容 
0 0 .EXE フ ァイル で ある こと を 示す ファ イル サイ ン 。 サ イン は 文字 "M" と 
"2~ で ある 。 
0 2 ファ イル サイ ズ を 512 で 割っ た 剰余 (単位 : バイ ト ) 。 
0 4 ファ イル サイ ズ を 512 で 割っ た 商 (単位 : バイ ト ) 。 


06 ファ イル 内 の 再 配置 項目 の 数 。 


ヘッ ダ と 再 配置 項目 の サイ ズ の 和 (単位 : 16 バ イト パラ グラ フ ) 。 こ の 


08 
数 は .EXP フ ァイル 内 の プロ グラ ム の 開始 位置 を 見 つけ る の に 使わ れる 。 

0A プロ グラ ム の メモ リロ ー ド 時 に 、 プ ログ ラム の 終端 に 割り 当て られ る 16 
バイ ト パ ラ グラ フ の 最小 数 。 

0 C プロ グラ ム の メモ リロ ー ド 時 に 、 プ ログ ラム の 終端 に 割り 当て られ る 16 
バイ ト パ ラ グラ フ の 最大 数 。16 進 数 "FFPFF" は 、 利 用 で きる すべ て の メ 
モリ を 割り 当て る こと を 意味 する 。 

0E この ワー ド と プロ グラ ム が ロー ド さ れる セグ メン ト と の 総和 が 、 ス タッ 
クセ グ メ ント レジ スタ 5S の 初期 化 に 使わ れる 。 

1 0 スタ ッ ク ポ イン タレ ジス タ 5SP の 初期 値 。 

1 2 ファ イル の チェ ッ ク サ ム 。 チ ェ ッ クサ ム は ファ イル の すべ て の ワー ド を 
加算 し 、 け た 上 げ を 無視 し 、 そ の 和 に 否定 演算 を 行う こと に より 、 計 算 
され る 。 

14 命 信 ポ イン タレ ジス タ IP の 初期 値 。 

1 6 この ワー ド と 、 プ ログ ラム が ロー ド さ れる セグ メン ト と の 総和 が 、 コ ー 


ド セ グ メン トレ ジス タ CS の 初期 化 に 使わ れる 。 
18 最初 の 再 配置 項目 の ファ イル の 始め か ら の オフ セッ ト (単位 : バイ ト ) 


1A オー バー レイ 番号 、 プ ログ ラム 主要 部 の 場合 は ゼロ 。 
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再 配置 項目 は ヘッ ダ の 次 に 置き ます 。 各 再 配置 項目 は 4 バイ ト 長 で す 。 一 つの 再 配置 項 
目 に は 、 フ ィ ッ クス アッ プ が 必要 な プロ グラ ム 内 の 、 セ グ メ ント : オフ セッ ト フ ォ ー マ ッ 
ト の アド レス が 含ま れ て いま す 。 再 配置 項目 の 最初 の ワー ド は オフ セッ ト で あり 、 2 番目 
の ワー ド は セグ メン ト で す 。 メ モリ ロケ ーション は 1 ワー ド 長 で あり 、 セ グ メ ント アド レ 
ス を 含ん で いま す 。 メ モリ ロケ ーション は 、 プ ログ ラム が ロー ド さ れる セグ メン ト ア ドレ 
ス を その ロケ ーション に 加算 し て 、 ロ ー ド 時 に フィ ックス アッ プ ま す 。 
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付 
イン テル 1 6 進 オ ブ ジ ェクト 


下 ファ イル フォ ー マ ッ ト 





386 | LINK の オプ ショ ン と し て 、 リ ンク され た プロ グラ ム は イン テル 16 進 オプ ジェ クト 
ファ イル の 形式 で 出力 する こと が で きま す 。 イ ン テ ル 16 進 オプ ジェ クト ファ イル フォ ー マ 
ッ ト は 、 ほ と ん どの PROM プ ログ ラム お よび CPU エミ ュ レ ー タ の 入力 ファ イル と し て 使用 さ 
れ ま す 。 本 付録 で は イン テル 16 進 オプ ジェ クト ファ イル フォ ー マ ッ ト に つい て 説明 し ます 。 


イン テル H EX オプ ジ ェクト ファ イル は 文字 と し て コー ド 化 され た レコ ー ド か ら 構 成 さ 
れ ま す 。 レ コー ド は 以下 の 基本 フォ ー マ ッ ト に 従い ます 。 


0 1 - 2 3 一 6 7ー8 9 
1$% 

Ee Em ee] 
1 5 


バイ ト 0 レコ ー ド の 開始 を 表す ASCII 文字 ":" 
バイ ト ユ 2 レコード の デー タバ イト 数 を 与え る 16 進 政 。 最 大 値 は 16 進 の "PP* 


バイ ト 3 一 6 。 メ モリ に 配置 され る レコ ー ド の デー タバ イト の ロー ドア ドレ ス (デー 
タレ コー ド に の み 有 効 。 こ の フィ ー ル ド は 、 他 の レコ ー ド タイ プ で は "0 
000" と な る ) 。 


バイ ト 7 一 8 2 桁 の 16 進 数 で 与え られ る レコ ー ド タイ プ 。 有 効 な 値 を 次 に 示す 。 
"00" デー タレ コー ド 
*01'" ファ イル レコ ー ド の 終り 
*02" 拡張 アド レス レコ ー ド 
^03" 開始 アド レス レコ ー ド 


バイ ト 9 一 n 。 この フィ ー ル ド は 可変 長 で ある 。 こ の フィ ー ル ド は 、 0 また は それ 以 
上 の 数 の 16 進 数 字 対 と し て コー ド 化 され た デー タバ イト か ら な る 。 
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最終 2 バイ ト レコ ー ド の 最終 2 バイ ト は 8bit チ ェ ッ クサ ム で ある 。 チ ェ ッ クサ ム は 、 
":" と チェ ッ ク サ ム フ ィ ー ル ド 自 体 を 除く 、 レ コー ド の すべ て の フ 
ィ ー ル ド の バイ ト 単 位 の 総和 に 否定 演 算 を 行っ た も の で ある 。 チ ェ ッ ク 
サム は 16 進 2 杵 と し し て コー ド 化 され る 。 


リン カ は 、80 文 字 を 超え る レコ ー ド の 出力 は し ませ ん 。 リ ンカ は 、 各 レコ ー ド の 後に キ 
ャ リッ ジリ ター ンプ ライ ン フ ィ ー ド を 組み 合わ せ て 出力 し ます 。16 進 数 字 は 、 数 字 ~ 0" 
" お よび "A" 一 "F" の ASCII 文字 で 表 さ れ ま す 。 


拡張 アド レス レコ ー ド 


9 て 12 13 一 14 


日 Le 1 し oe ]e Le eel 


拡張 アド レス レコ ー ド は 、 以 降 の すべ て の デー タレ コー ド を ロー ド す る セグ メン ト を 指 
定 する の に 使わ れ ま す 。 レ コー ド の デー タフ ィ ー ル ド に は 16 進 4 桁 と し て コー ド 化 され た 
16 ビ ッ ト の セグ メン ト ア ドレ ス が 含ま れ て いま す 。 セ グ メ ント アド レス が 指定 され て いな 
い 場 合 、、 ゼ ロ と みな され ます 。 


デー タレ コー ド 


0 1 14 3 6 7 一 8 9 一 
【 
IICCWIE7OIBCIIENNID 
5 


デー タレ コー ド に は 、 メ モリ に ロー ド さ れる デー タバ イト が 含ま れ て いま す 。 ロ ー ド ア 
ドレ ス フ ィ ー ル ド は 、 デ ー タ バイ ト を メモ リ に ロー ド す る 場合 の 16 ビ ッ ト オ フ セ ッ ト を 与 
えま す 。 こ の オフ セッ ト フ ィ ー ル ド は 、 前 の 拡張 アド レス レコ ー ド に よっ て 指定 され る セ 
グ メ ント ア 1 ロー ドア ドレ ス 全 体 を 作成 し ます 。 ロ ー ド され る デ 
ー タ バイ ト に は 、 デ ー タ レコ ー ド 内 の バイ ト オ フ セッ ト 9 で 始ま る 複数 組 の 16 進 数 字 が 与 
えら れ ま す 。 デー HMD ド は 、 存在 する デー タバ イト 数 を 指定 
し ます 。 
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開始 アド レス レコ ー ド 


1 2 7 一 8 9 て 12 13 一 16 隊 


開始 アド レス レコ ー ド は 、 フ ァイル の ロー ド 後 に 実行 され る 、 フ ァイル の 最初 の 命令 の 
アド レス を 指定 し ます 。 開 始 ア ドレ ス は 、 セ グ メ ント : オフ セッ ト フ ォ ー マ ッ ト て で 与え ら 
れ ま す 。 CS フィ ー ル ド に は セグ メン ト ア ドレ ス が 含ま れ て お り 、IP フ ィ ー ル ド に は 開始 ア 
ドレ ス の オフ セッ ト が 含ま れ て いま す 。 CS フィ ー ル ド と IP フィ ー ル ド は 16 進 で 4 桁 で 表現 
され る 16 ビ ッ ト の 数 字 で す 。 


ファ イル レコ ー ド の 終り 


1 一 2 7 一 8 9 一 10 


回 IIIEmlpm 


ファ イル レコ ー ド の 終り は 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル の 終り を マー ク し ます 。 こ の レコ ー 
ド は 、 常 に 16 進 オプ ジェ クト ファ イル の 最終 レコ ー ド で す 。 
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1 








付 ト 上 
使 用 例 





7. 


ファ イル HELL0.0B」 を LINK し て 、HELLO.EXE と HELLO.MAP と を 生成 する 。 
386LINK HELLO 

プロ グラ ム HELLO を サ プ ブル ー チ ン モ ジュ ー ル SUB1、SUB2 お よび SUB3 と リン ク す る 。 
386LINK HELLO SUB1 SUB2 SUB3 

プロ グラ ム HELLO を サ プ ブルー チン ライ プラ リ CLIB と リン ク す る 。 
386LINK HELLO -LIB CLIB 

80860 用 の プロ グラ ム HELLO を リン ク す る 。 
386LINK HELLO -8086 

リン ク を コマ ンド ファ イル か と 実行 する 。 
386LINK LINKIT 

マッ プ フ ァ イ ル を 抑止 する 。 
386LINK TEST -NOMAP 

.BXB フ ァイル を 抑止 する 。 


386LINK TEST -NOOUTPUT 
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8. .EXE フ ァイル と .MAP フ ァイル を リネ ー ム (名 前 変更 ) する 。 
386LINK CHDR TEST -LIB CLIB -EXE TEST -MAP TEST 


9. オプ ジェ クト ファ イル を ダン プ す る た め に リン カ を 使用 する 。 


386LINK TEST -NOOUTPUT -DUMP -MAP TEST.DMP 
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386 | ASM TOOLKIT ユー ザー ズ マ ニュ アル 
| 第 2 部 リン カ 3861LINK 
英 数 ・ 記 号 
-DUMP コマ ンド スイ ッ チ ーー ドド ーー 242 
EE 233 
-EXE コ マン ドス イッ チー ドー 242 
-HEX コ マン ドス イッ チー oo 243 
LE ス イッ チー 234 
-LIB コ マン ドス イッ チー ドー 244 
-MAP ス イッ チー ーー 245 
-MAXDATA ス イッ チー ーー 245. 246 
-MINDATA ス イッ チー ーー 245, 246 
-NOWAP ス イッ チー ドー 233, 245 
-NOOUTPUT スス イッチ oo 233. 246 
-ONECASE ス イッ チー ドー ーー 247 
-STACK ス イッ チー ドー ーー ドー 247 
-TWOCASE ス イッ チー ーーー で mm の ツバ ーー 247 
-8086. -80286. -80386 の コマ ンド スイ ルッ チー ドド ドド ーー ドー 243 
386 LINK ee 231 
ぁ 行 
簡易 OMF-386 RCCCCC こ CFPF で で デ で で ナイ で ヤヤ で 
コー ド セ グ メン ト 
コマ ンド スイ ッ チ 
コマ ンド ファ イル 
さ 行 
セグ メン デー ショ ジン で Rm た SOICHRSGSRSRetmcoe こ ee 237 
た 行 
デー タ セ グ メ ント で 10 - ド ーー ドド ドド ドド ドド ドド ドー ドーーーーーーーーー 237 
な 行 
入 カ フラ イル ドド 0 ドド oo 240 
ま 行 
マッ ーー 235 
ち 行 
ライ ブラ リフ ァイル ーー ドド ドド ドド ドド ドド ドド ーーーーーーーーーー 234 
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ボリ ッ ク デ バッ ガ 
388 1 DEBUG 


ン ン 





ひ ) 0 さる SN 


1 Ne 











R 386 | ASM TOOLKIT ユー ザー ズ マ ニュ アル 
火 第 3 部 シン ボリ ッ ク デ バッ ガ 386 | DEBUG 





選 遂 
博 


情 


386 | DEBUG の 使用 















2.1 コマ ンド ライ ン 構 文 
2.2 コマ ンド ライ ンス イッ チ 
2.2.1 ケー ス セ ン シ テ ィ ビ ティ スイ ッ チ 
2.2.2 省略 時 ポイ ンタ サイ ズ ス イッ チ 
2.2.3 3861D0S-Extender ス イッ チ 
2.3 386 IDEBUG の 起動 ooo 
2.4 コマ ンド 指 文 ーー 
2.4.1 コマ ンド オペ ラン ドー oo 
2.4.2 シン ボル 
24.3 式 ニー 
2.4.4 アド レス 
2.4.5 領域 ……… 
2.4.6 式 演算 子 
2.5 386|DEBUG ディ スプ レイ 出力 の 制御 
2.6 入出 力 リ ダイ レク ショ ン 
2.7 制御 の 獲得 …… AOAEROuESEfaAcGe ち 2 
2.7.1 プロ グラ ム ブ レイ ク ポ イン ト ぐ 命令 トレ ー ス ーー 286 
2.7.2 デー タウ ォ ッ チ ポ イン ト 
2.7.3 プロ セッ サ 全 人 ーー 
2.74 プロ グラ ム の 終了 ーー 
275 CR 
2.8 386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド と リア ルモード プロ グラ ム 
と の デバ ッ ク の で の 較 い ーー 289 





デバ ッ ガ コマ ンド の 説明 ーー トー 291 
3.1 BC、BD、BE、BL、BP コ マン ド - Breakpoint Control ーー 291 


3.2 C コ マン ド - Compare Memory ーー ドー ドー トー トー トー 293 
3.3 D、DA、DB、DD、DW コ マン ド - Display Memory ーー 293 
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3.4 

3.5 

3.6 

3.7 

3.8 

3.9 

3.10 
3.11 
3.12 
3.13 
3.14 
3.15 
3.16 
3.17 
3.18 
3.19 
3.20 
3.21 
3.22 
3.23 
3.24 
3.25 
3.26 


DG、DI、DL コ マン ド - Display System Tables 
E、EB、ED、EW コ マン ド - Enter(change) Memory 
F コ マン ド -Fill Memory ーー ドー ドド ーー トー ニー ニーーー 
6 コマ ン ド ここ Go に に ナナ エト エエ エナ エエ エエ ナ エ エ ミナ ミナ で で で テテ で ドナ ドド で ド です で で で で で で で と で で で すす で 
H コ マン ド - Hex ArithmetiCc ーー ーー トー 
1 コマ ンド - Input from Port ee 
K、KA コ マン ド - Stack Trace ーー トー トー ュー 
M コ マン ド - Move Memory 
MC 、ML、MM、MS、M? コ マン ド - Select Memory Model ーー 301 
0 コマ ンド - Output to PO ーー ドーeoeeneoeeeeeee 
P、P0 コ マン ド - Procedure Trace ーー ドー ドー ドー トー ュー 
PD、PT コ マン ド - Display Page Tables 
0 コマ ンド ーー OOt eee 
R コ マン ド - Display or Change Registers 
RX コ マン ド - Display Extended Registers 
S$ コ マン ド - Search Memory for String ーーーーーーー 
T、T0 コ マン ド - Trace(Single-Step) ーーーーーーーーーーーーーーーー 
U、U16 、U32 コマ ンド - Unassembly ーー ドーーーー 
WC、WD、WE、WL、WP コ マン ド - Watchpoint Control …… に 311 
X コ マン ド - Display Symbol Table ーー 

XS コマ ンド - Display Segment Names 
XW コ マン ド - Locate Symbol 
? コ マン ド - On Line Help 














38B6 1 DEBMG コテ ヌシ ドラ イー ーー ニー ルー ニッ ヘー 315 


386 1DEBUG コマ ンド の 要約 ーー 316 
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概 要 


と デデデ 
草 





386 | DEBUG は 、Intel 80386 マイ クロ プロ セッ サ 用 の シン ポリ ッ ク 機 械 語 デ バッ ガ で 、 
386 ネイ ティ プ モ ー ド また は リア ルモード の どちら か で 実行 する よう に 作成 され た プロ グ 
ラム を デバ ッ グ する の に 使用 し ます 。 

886 1DEBUG は 、386 1D0S-Extender に よっ て 提供 され る の と 同じ 386 ネイ ティ プ モ ー ド 
プロ グラ ム 実 行 環境 を 提供 し ます 。 ま た 、 リ アル モー ド プ ログ ラム は 標準 WS-DOS 環 境 で デ 
バッ グ さ れ ま す 。 


386 1DEBUG コマ ンド 名 と 一 般 形式 は 、MS-D0S で 提供 され る SYMDEB ユ ー テ ィ リ ティ に あ 
る コマ ンド 名 お よび 一 般 形式 と 同じ で す 。 386 1DEBUG で は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド と リ り 
アル モー ド の 両 モ ー ド に お いて 80386 の 全 レ ジス タ の 表示 と 変更 が 可能 で あり 、 ま た 、80 
386 の 全 命 令 を 逆 ア セン プル する こと が で きま す 。 さ ら に メモ リ の 表示 、 変 更 、 移 動 、 比 
較 を 行う 命令 や 、 プ ログ ラム 中 に プレ イク ポイ ント 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト を セッ ト す る 命令 
お よび シン グル ステ ッ プ を セッ ト す る 命令 が 追加 され て いま す 。 
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ビーー 
時 386 | DEBUG の 使用 








2.1 コマ ンド ライ ン 構 文 


デバ ッ ガ を 実行 する の に 使用 する コマ ンド ライ ン に は 、 デ バッ ガ EXE ファ イル 名 (386 
DEBUC) と 、 そ の あと に デバ ッ ガ コマ ンド ライ ンス イッ チ 、 デ バッ グ す る プロ グラ ム 名 そし 
て アプ リケーション プロ グラ ム に 受渡 す 引数 が 順に 並び ます 。 


386debug <debug switches> <DrOgram name> <aT8UmentS> 
デバ ッ ガ コマ ンド ライ ン の 例 を 以下 に 示し ます 。 


386debug myDr0g 
386debug -maxreal 200h myprog 
386debug pecho This is a protected mode DrOgram 


コマ ンド ライ ンス イッ チ は 、 デ バッ ガ の デフ ォ ル ト の 動作 を 変更 する の に 使用 し ます 。 
デバ ッ グ する プロ グラ ム 名 は 、 フ ルネ ー ム で 指定 する こと も 、 フ ァイル 拡張 子 を 付け ず に 
指定 する こと も で きま す 。 フ ァイル 拡張 子 の 指定 が な い 場 合 、386 | DEBUG は 、 まず す 拡張 季 
^.EXP" (386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の デフ ォ ル ト の ファ イル 名 拡張 子 ) の 付い た フ 
ァイル を 探し ます 。 "EXP" フ ァイル が な い 場 合 は 、“.EXE" (リア ルモード プロ グラ ム の デ 
フォ ルト の ファ イル 名 拡張 子 ) の 付い た ファ イル を 探し ます 。 


3861DEBUG は 、EXP 形式 (386 | LINK が 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム 用 に 作成 する 
デフ ォ ル ト の ファ イル 形式 ) 、BXE 形式 (386 | LINK が リア ルモード プロ グラ ム 用 に 作成 
する デフ ォ ル ト の ファ イル 形式 ) 、 お よび REX 形 式 (386 | LINK が 作成 する 別 の 386 ネ イ テ 
ィ プ モー ド プ ログ ラム 形式 ) の 三 つ の プロ グラ ム フ ァ イル 形式 の デバ ッ グ を サポ ー ト し ま 
す 。 さ ら に 、3861DEBUG は 、Phar Lap 社 の 386 1D0S-Extender と バイ ンド され た 386 ネ イ 
ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の デバ ッ グ に も 使用 で きま す 。 プロ グラ ム フ ァ イル 形式 の 詳細 は 、 
『 第 2 部 リン ク 』 を 参照 し て くだ さい 。 
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2.2 


2.2. 


コマ ンド ライ ンス イッ チ 


コマ ンド ライ ンス イッ チ は 、 3861DEBUC の デフ ォ ル ト の 動作 を 変更 する の に 使用 され 
ます 。 デ フォ ルト で は 、 386 1 DEBUG は 以下 の 仕様 に な っ て いま す 。 
・ ス モー ル メ モリ モデ ルプ ログ ラム が デバ ッ グ され て いる と みな す 。 
・ プ ログ ラム シン ボル の 検索 時 、 大 文字 小文字 の 区 別 を し な い 。 
・ デ バッ ガ コ マン ド 入 力 を シス テム キー ボー ド か ら 読 み 込み 、 デ バッ ガ 出 力 を シス テム 
画面 に 表示 する 。 


コマ ンド ライ ンス イッ チ は 、 マ イナ ス 符 号 (“-") で 始ま り 、 そ の 後に スイ ッ チ 名 が 続き 
ます 。 各々 の スイ ッ チ 名 に は 完全 形 と 短縮 形 の 2 形式 が あり ます 。 引 数 が ある 場合 は 、 ス 
イッ チ 名 の 後ろ に 区 切り 記号 と し て 1 スペ ー ス を あけ て 引数 を 指定 し ます 。 一 つの コマ ン 
ドラ イン に 矛盾 する 複数 の スイ ッ チ が 指定 され た 場合 、 最 後 (右端 ) の スイ ッ チ が 優先 し 
ます 。 

デバ ッ ガ スイ ッ チ に よっ て は 、 引 数 と し て 数 値 を 必要 と する も の が あり ます 。 デ フォ ル 
ト で は 、 こ の 数 値 は 10 進 数 (基数 10) と みな され ます 。 

16 進 数 を 指定 する に は 、 数 値 の 後に "h" また は "H" を つけ ます 。 次 の 二 つ の 例 は 、 ス イ 
ッ チ “-MAXREAL" の 引数 と し て 同じ 数 値 を 指定 し て いる こと に な り ま す 。 


386debug -maxreal 200h hello 
386debug -maxreal 512 hello 


1 ケー ス セ ン シ テ ィ ビ ティ スイ ッ チ 

-ONECASE ス イッ チ と -TWOCASE ス イッ チ は 、 386 1DEBUG が 大 文字 小文字 を 区 別 す る か 
どう か を 指定 する の に 使用 され ます 。 デ フォ ルト で は 、 デ バッ ガ は 、 す べ て の プロ グラ ム 
シン ボル の 大 文字 小文字 を 区 別 し ま せん 。 た と えば デフ ォ ル ト で は 、 "my-sym' 、 "my- 
SYM" 、"MY_SYM" は 、 す べ て 同じ シン ボル と みな され ます 。-TWOCASE ス イッ チ は 、 デ バッ ガ 
が 大 文字 小文字 の 区 別 を する よう 指定 し 、-0NECASE ス イッ チ は 、 大 文字 小文字 の 区 別 
を 無効 に する 場合 に 使用 し ます 。-ONECASE ス イッ チ は デフ ォ ル ト 指 定 と 同じ こと で す 。 

-TWOCASE ス イッ チ は 、 386 1 LINK の プロ グラ ムリ ンク 時 に -TWOCASE ス イッ チ を 使用 し た 
場合 に 限り め 、 デ バッ グ の 際 に 使用 し ます 。 


構文 : -ONECASE 


-TWOCASE 
省略 形 : -ONEC 
-TWOC 
例 : 386debug -twocase hello 
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2.2.2 省略 時 ポイ ンタ サイ ズ ス イッ チ 
-SMALL ス イッ チ 、-COMPACT ス イッ チ 、-MEDIUM スイ ッ チ お よび -LARGE ス イッ チ は 、 デ バ 


ッ グ 中 の プロ グラ ム の メモ リモ デル を 指定 する の に 使用 し ます 。 こ れ は 、K と KA(stack 
trace) コ マン ド お よび ポイ ンタ 間接 式 演 算 子 “*” を 正しく 動作 させ る の に 必要 な も の で す 。 
-SMALL ス イッ チ は スモ ー ル メモ リモ デル プロ グラ ム (NEAR コ ー ド と NEAR デ ー タ ポイ ンタ ) 

を 、-COMPACT ス イッ チ は コン パク トメ モリ モデ ルプ ログ ラム (NEAR コ ー ド と FAR デー タ ポ 
イン タ ) を 、-MEDIUM スイ ッ チ は ミディ アム メモ リモ デル プロ グラ ム (FAR コ ー ド と NEAR デ 
ー タ ポイ ンタ ) を 、 また -LARCE ス イッ チ は ラー ジ メ モ リモ デル プロ グラ ム (FAR コー ド と 

FAR デー タ ポ イン タ ) を それ ぞ れ 指定 し ます 。 プ ログ ラム の メモ リモ デル は 、 コ ン バ パイル 


時 に 決定 され ます 。 


ポイ ンタ サイ ズ ス イッ チ の 指定 が な い 場 合 、 デ フォ ルト の 設定 は スモ ー ル メモ リモ デル 
プロ グラ ム と な り ま す 。 ま た 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の デバ ッ グ 時 に は 、 ス モ 
ー ル メモ リモ デル を 必ず 選択 する 必要 が あり ます 。 現 バー ジョ ン の 386 | LINK で は 、 386 
ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム に 対し て は スモ ー ル メモ リモ デル で な けれ ば な ら な いか ら で 


す 。 


構文 : -SMALL 
-COMPACT 
-MEDIUM 
-LARGE 


省略 形 : -SM 
-COMP 
-MED 
-LG 


例 : -386debug -medium hello 
-386debug -large hello 


2.2.3 3861DOS-Extender ス イッ チ 
386 1 DEBUG は 、386 1 D0S-Extender で サポ ー ト され る コマ ンド ライ ンス イッ チ も すべ 


て 認識 し ます 。 し か し 、 プ ログ ラム は 、 こ れ ら の コマ ンド スイ ッ チ を 必要 と し ませ ん 。 以 
下 に 386 1D0S-Extender ス イッ チ の 概要 を 示し ます 。 各 コマ ンド スイ ッ チ の 詳細 は 、「38 
61D0S-Extender ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』 を 参照 し て くだ さい 。 


最低 限 必要 な り リア ルモード 空き メモ リ 
リア ルモード 空き メモ リ の 最大 量 
リア ルモード メモ リ に ロー ド す る アプ リケーション プロ グラ ム 量 


-MINREAL n 
-MAXREAL n 
-REALBREAK n 
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-CALLBUFS n プロ シ ジ ャ コー ル を 386 ネイ ティ プ モ ー ド と リア ルモード 間 で 行 
う 場合 に 、 デ ー タ 受渡 し 用 と し て アプ リケーション プロ グラ ム で 
利用 する モー ド 間 プロ シ ジ ャ コー ル バ ッ ファ に 割り 当て られ る メ 


モリ 量 

-MINBUF n DOS シス テム コー ル 時 に 使用 する デー タバ ッ フ ァ に 割り 当て る 最 
小 メ モリ 量 

-MAXBUF n DOS シス テム コー ル 時 に 使用 する デー タバ ッ フ ァ に 割り 当て る 最 
大 メモ リ 量 

-NISTACK n 割り 当て る 割込み スタ ッ ク バ ッ フ ァ の 数 。 こ の 数 は 、 実 行 され る 
386 ネイ ティ プ モ ー ド と リア ルモード 間 の 入れ 子 に され た 切り 換 
え の 最 大 数 を 制御 する 

-ISTKSIZE n 各 割 込み スタ ッ ク バ ッ フ ァ の サイ ズ 

-HWIVEC n ハー ドウ ェ ア 割 込み IRQO-IRQ7 を 再 配置 する 割込み ベク タベース 

-EXTLOW n アプ リケーション プロ グラ ム が HIGH メ モリ 中 で 使用 可能 な 領域 の 
最小 アド レス 

-EXTHIGH n アプ リケーション プロ グラ ム が HIGH メ モリ 中 で 使用 可能 な 領域 の 
最大 アド レス 


2.3 386|DEBUG の 起動 


デバ ッ グ され る プロ グラ ム に は 、 そ の プロ グラ ム 内 の すべ て の パプ リッ クシ ン ボ ル を 収 
め た シン ボル テー ブル が 組み 込ま れ て いな けれ ば な り ま せん 。 シンボル テー プ ブル を 組み 込 
む に は 、 プ ログ ラム を 386 | LINK で リン ク す る と き に 、 コ マン ドラ イン で -SYMBOL スイ ッ 
チ を 使用 し ます 。 シンボル テー プル また は .EXP フ ァイル か . EXE フ ァイル の 終り に 付加 され 、 
386 | DEBUG に よっ て 自動 的 に ロー ド さ れ ま す 。 

プロ グラ ム の デバ ッ グ を 3861DEBUG の 制御 下 で 開始 する に は 、2.1 節 で 述べ た よう に 
コマ ンド ライ ン を 以下 の よう に 入力 し ます 。 


C>386debug hello 


386 1DEBUC は 、 プ ログ ラム を メモ リ に ロー ド し 、 そ の あと に 次 の よう な メッ セー ジ を 
表示 し ます 。 


386 1 DEBUG:1.1--Copyright(C)1986, 1987 Phar Lap Sofrware Inc. 
[2000 bytes in the symbol table] 


[80386 protected mode] 

メッ セー ジ の 表示 後 、 3861DEBUG は マイ ナス 符号 (“-") を 表示 し ます 。 こ の 符号 は 、 
最初 の デア バッ ガ コマ ンド を 入力 で きる 状態 で も ある こと を 示す 。 386 1 DEBUG は 、 一 つの コ 
マン ド が 終了 し 次 の コマ ンド の 入力 準備 が で きる た びに この 符号 を 表示 し ます 。 
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2.4 


メッ セー ジ の 1 行 目 は 、 実行 中 の 386 | DEBUG の バー ジョ ン 番 号 、 2 行 目 は 、 プ ログ ラ 
ム の シン ボル テー ブル の サイ ズ を 示し ます (単位 : バイ ト ) 。 4 行 目 は 、 ア プリ ケー ショ 
ン が リア ルモード 、386 ネイ ティ プ モ ー ド の うち の どちら の モー ド で 実行 され て いる か で 
す 。 リ アル モー ドア プリ ケー ショ ン は 、80386 CPU を 8086/88 CPU の よう に 使用 し ます 。 
386 ネイ ティ プ モ ー ド で は 、 ア プリ ケー ショ ン は 80386 CPU の 全 機 能 を 使用 で きま す 。 


コマ ンド 構文 


386 1 DEBUC の コマ ンド は 、 す べ て 、 1 文字 か 2 文字 の コマ ンド 名 と その あと に 続く コ 
マン ド オ ペラ ンド か ら 構 成 さ れ ま す 。 複 数 の オペ ラン ド は 、 ス ペー ス ま た は タプ で 区 切り 
ます 。 本書 で は 、 省 略 可 能 な オペ ラン ド は 、 括 弧 “[ ] " で くく り ま す 。 こ れ ら の オペ 
ラン ド の 指定 が な か っ た 場合 は 、 デ フォ ルト 値 を 指定 し た も の と みな され ます 。 各 コマ ン 
ド の デフ ォ ル ト の オペ ラン ド は コマ ンド の 説明 の 中 で 説明 し ます 。 


2.4.1 コマ ンド オペ ラン ド 


386 | DEBUE コマ ンド の オペ ラン ド は 、 以 下 の 基 本 要素 か ら 構成 され ます 。 

・ そ の コマ ンド が 使用 する パプ リッ クシ ン ボ ル 名 

・80386 レジ スタ の 名 前 。 こ の レジ スタ 名 は 、 コ マン ド (た と えば 、change register 
コマ ンド ) に よっ て 操作 され る レジ スタ を 指定 する 場合 と その レジ スタ 内 容 を 値 と し 
て 使用 する (た と えば 、 デ ー タ セグ メン ト の EBX が 指す メモ リ を 表示 する ) 場合 が 
あり ます 。 こ れ は コマ ンド の 文脈 に より ます 。 

・ 絶 対数 。 3861DEBUG は すべ て の 絶対 数 を 16 進 数 と 解 息 し ます 。 

・ 単 一 引用 待 で くく っ た 文字 列 "ABC" な ど ) 

・":" 文字 。 こ の 文字 は 、 ア ドレ ス を セグ メン ト : オフ セッ ト 形 式 (た と えば 、 FS:100) 
で 入力 する の に 使用 され ます 。 

・ 記 号 “+" と “ー" 。 こ れ ら の 記号 は 、 簡 単 な 式 中 で 絶対 表 、 シ ン ボ ル お よび レジ ス 
タ 値 を 結合 する の に 使用 され ます 。 

・ 記 号 “*"。 こ の 記号 は 、 間 接 演算 子 と し て 式 中 で 使用 され ます 。 

・ 括 弧 ("と ⑦"。 式 を くく る の に 使用 され ます 。 


例 : -R EAX レジ スタ EAX の 内 容 を 表示 する 。 
-DB 100 DS:100 の メモ リ を 表示 する 。 
-U main 関数 main" を 逆 ア セン プル する 。 
-DD ptr-array *ptr-array′” の 内 容 を 表示 する 。 
-DB #bufptr 変数 "bufptr" が 示す メモ リ を 表示 する 。 
-DB FS:EBX FS: [EBX ] の メモ リ を 表示 する 。 
-F 0 50 '<# お " 文字 列 値 で メモ リ を 埋め る 。 
-DB EBX+50 DS: [EBX+50] の メモ リ を 表示 する 。 
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2.4.2 シン ボル 
デバ ッ グ セッ ショ ン の 開始 時 、 デ バッ ガ は 、.EXP フ ァイル か .EXE フ ァイル の 終り に ある 
シン ボル テー ブル を メモ リ に 読み 込み ます 。 こ の シン ポル テー ブル に は プロ グラ ム 中 の 各 
パプ リッ クシ ン ボ ル の エン トリ が 入っ て いま す 。 ア セン プリ 語 プ ログ ラム で は 、 シ ン ボ ル 
は PUBLIC デ ィ レ クティ プ に よっ て パプ リッ クシ ン ポ ボル と 宣言 され ます 。C プ ログ ラム の 場 
合 は 、 す べ て の 関数 と スタ ティ ッ ク 、 宣 言 さ れ て いな い グ ロー バル 変数 が すべ て パプ リッ 
クシ ン ボ ル と な り ま す 。 


各々 の シン ボル に は 、 そ の メモ リ 内 の アド レス と 同じ 値 が 割り 当て られ ます (シン ボル 
値 ) 。 シ ン ボ ル を コマ ンド 中 で 使用 する た びに 、 デ バッ ガ は 、 シ ン ボ ル を シン ボル 値 に 置 
換 し ます 。 し た が っ て 、 シ ン ボ ル は 、 デ バッ ガ コ マン ド 中 メモ リア ドレ ス が 置か れる と こ 
ろ な ら ど こ で も 使用 で きま すし 、 式 中 で 組み 合わ せる こと も で きま す 。X コ マン ド は 、 す 
べ て の パプ リッ クシ ン ボ ル と その 値 を リス ト し ます 。 ま た この コマ ンド は 、 特 定 の シン ボ 
ル 値 を 求め る の に も 使用 で きま す 。 

デフ ォ ル ト で は 、 3861DEBUG は 、 シ ン ボ ル 検 索 中 大 文字 小文字 の 区 別 を し ませ ん 。 
プロ グラ ム 構 築 の た め に 大 小文字 区 別 リ ンク を 実行 し た (-TWOCASE ス イッ チ が 386 1LINK 
と 一 緒 に 使わ れ た ) 場合 、 シ ン ボ ル 検 索 に お いて 大 小文字 区 別 を する た め 、386 1 DEBUG と 
一 緒 に -TWOCASEP ス イッ チ を 使用 する 必要 が あり ます 。 


リア ルモード プロ グラ ム 中 の シン ボル 値 は 、 完 全 な セグ メン ト : オフ セッ ト 形 式 の アド 
レス で す 。 オ フ セ ッ ト は 、 プ ログ ラム リン ク 時 に 決定 され 、 セ グ メ ント パラ グラ フ ア ド レ 
ス は 、 プ ログ ラム の メモ リ へ の ロー ド 時 に 決定 され ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ 
ム 中 の シン ボル 値 は 、 386 | LINK に よっ て 作ら れ た 単 一 プア ログ ラム セグ メン ト 中 の オフ セ 
ッ ト だ け で す 。 

絶対 牙 は すべ て 、16 進 数 で 入力 され る の で 、 386 1 DEBUG は 、 英 字 A 一 F を 数 字 の 一 部 
と みな し ます 。 し た が っ て 、 3861DEBUG は {0 一 9, AF) 以外 の 文字 が 1 文字 も 含 
まれ て いな い シ ン ボ ル を シン ボル と し て 認識 し ませ ん 。 た と えば 、 プ ログ ラム が パプ リッ 
クシ ン ボ ル “ABC" を 持っ て いる 場合 、 3861DEBUC は 、 こ の シン ボル を 16 進 数 字 と 解釈 し 、 
シン ボル テー プル を 検索 し な い の で 、 こ の シン ボル を 参照 する こと は で き な い わけ で す 。 


例 : -U chk_-err エラ ー チ ェ ッ クル ー チ ン を 逆 ア セン ブル する 


-DB buf140 バ ッ フ ァ "“buf" の 最初 の 64 バ イト の 次 の アド レス か ら メ モリ 内 容 (128 
バイ ト ) を 表示 する 
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2.4.3 式 
コマ ンド オペ ラン ド は 、(1) シ ン ボ ル 名 、 (② 絶 対数 、(3) そ の 内 容 が 値 と し て 使用 され る レ 


ジス タ と (4) シ ン ボ ル 名 、 絶 対数 、 レ ジス タ 内 容 を 組み 合わ せ て 386 |DEBUG に よっ て 一 っ 
の 値 が 求め られ る 式 で 構成 され ます 。 

式 中 の 演算 は すべ て 、32 ビ ッ ト 符 号 な し 数 字 と し て 扱わ れる 値 で 実行 され ます 。 

式 演算 子 は 4 種類 あり 、 そ の うち 加算 演算 子 (+) と 減算 演算 子 (-) だ けが 、 算 術 演算 子 
で す 。 間接 演 算 子 () は 、 1 レベ ル の 間接 アド レス 指定 を 行う の に 使用 され ます 。 セ グ メ 
ント オー バラ イド 演算 子 (:) は 、 セ グ メ ント : オフ セッ ト 形 式 の アド レス 中 で セグ メン ト 
セレ クタ 値 を オフ セッ ト と 分 ける の に 使用 され ます 。 演算 子 の 優先 順位 は 以下 の 通り で す 。 
演算 子 は 、 優 先 順位 の 高い も の が 低い も の より 先 に 評価 され 、 同 じ 順 位 の 演算 子 で は 、 た 


か ら 右 へ と 評価 され ます 。 


問 算 子 優先 順位 
* (間接 アド レス ) 最上 位 
+ー ! 

(セグ メン ト オ ー バ ライ ド ) 最 下位 


式 中 に 括弧 を 使用 する と 、 演算 子 の 優先 順位 を 変え る こと が で きま す 。 括 弧 内 の 注 算 は 
附 接 する 演 算 より 常に 先 に 評価 され ます 。 


例 : -R EAX ー つ EAX の 値 を 表示 する 。 
EAX=00000050 
-R BBX ーー EBX の 値 を 表示 する 。 
EBX=00000100 
-DB EBX ーー DS:00000100 の メモ リ を 表示 する 。 
-DB EBX-BAX ーー DS:00000080 の メモ リ を 表示 する 。 
-DB CS:20190-5 ーー CS:000000A4B の メモ リ を 表示 する 。 
-X bufptr ーー シン ボル “bufptr" を リス ト す る 。 


bufptr= 00000400 
-DD bufptr bufptrt4 一 "bufptr" に ある ポイ ンタ を 表示 する 。 


0014:00000400 00000800 


-DB *bufptr ーー “bufptr" が 指す メモ リ (DS:00000800) を 表示 す 
る 。 

-DB *bufptr+100 ーー DS:00000900 の メモ リ を 表示 する 。 

-DD BS:04 

004C:00000000 00000A00 

-DB CS:*(ES:0) ーー CS:00000A400 の メモ リ を 表示 する 。 
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2.4.4 アド レス 
386 | DEBUC コマ ンド の 多く は 、 メ モリ の アド レス を コマ ンド オペ ラン ド と し て 必要 と 
し ます 。 メ モリ アド レス は 、 セ グ メ ント セレ クタ 値 と その セグ メン ト 内 の バイ ト オ フ セッ 
ト で 指定 され ます 。 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド で は 、 セ グ メ ント セレ クタ は 、 セ グ メ ント を 記 
述 す る LDT か GDT 中 の エン トリ へ の イン デック ス で す 。 リ アル モー ド で は 、 セ グ メ ント セ 
レク タ は メモ リ の セグ メン ト の パラ グラ フ ベ ー ス アド レス で す 。 


386 | DBBUDC アド レス オペ ラン ド は 、 単 純 な オフ セッ ト で も 完全 な セグ メン ト : オフ セ 
ッ ト 形 式 の アド レス で も 指定 で きま す 。 オ フ セ ッ ト は 、16 進 数 で 指定 され る か 、 ま た は 3 
86 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム の デバ ッ グ 中 は プロ グラ ムシ ン ボ ル を 使っ て 指定 され ます 。 
式 に オフ セッ ト だ けし か 指定 され な い 場 合 、 コ マン ド に 従っ て デフ ォ ル ト の セグ メン ト が 
指定 され ます 。 U (unassemble) 、G (go) 、BP (set breakpoint) 、T (trace)、TQ 
(trace quality)、P (procedure trace)、 お よび PQ (Ptrace quietly) の コマ ンド は 、 
すべ て 、CS レ ジス タ の 示す セグ メン ト を デフ ォ ル ト の セグ メン ト と みな し 、 他 の コマ ンド 
は すべ て DS レジ スタ が 示す セグ メン ト を デフ ォ ル ト 値 と みな し ます 。 


完全 な セグ メン ト : オフ セッ ト 形 式 の アド レス は 、 式 中 で 以下 の いずれ か の 方 法 に よっ 
て 指定 で きま す 。 

1. リア ルモード プロ グラ ム を デバ ッ グ する 場合 、 プ ログ ラム シン ボル を 使う と 、 そ の 
シン ボル が 定義 され て いる セグ メン ト を 指定 で きま す 。 

2. 80386 レジ スタ の 内 容 を 式 中 に 使用 し た 場合 、 デ フォ ルト 時 の セグ メン ト は 、8038 
6 プロ セッ サ の 想定 する デフ ォ ル ト 時 の セグ メン ト と 同じ で す 。 つ まり 、ESP、EB 
F、SP ま た は BP の レジ スタ 内 容 で 形成 され た アド レス は 、SS セ グ メ ント を 想定 し 、 
EIP また は IP の レジ スタ 内 容 で 形成 され た アド レス は CS セグ メン ト を 相 定 し ます 。 
その 他 の レジ スタ 内 容 で 形成 され た アド レス は すべ て DS セグ メン ト を 想定 し ます 。 

3. セグ メン ト セ レク タ 値 は 、 セ グ メ ント オー バラ イド 演算 子 ~:” を 使っ て 指定 で きま 
す 。 

4. 間接 演算 子 “*” が 式 中 に 使用 され て いる と き 、FAR ポイ ンタ が メモ リ か ら 検 出さ れ 
る 場合 は 、 結果 の アド レス 値 に は セグ メン ト セ レク タ が 含ま れ ま す 。 NEAR ポ イン タ 
の 検出 時 は 、 ア ドレ ス 値 は オフ セッ ト だ け で す 。 


な お 、 式 演算 子 と 、 そ の 演算 子 を メモ リア ドレ ス の 作成 に 使用 する 方 法 は 、2.4.6 項 で 
詳し く 説 明 し ます 。 


例 : -DB 100 DS:100 の メモ リ を 表示 する 。 
-G =100 Go を CS:100 で 実行 する 。 
-DB EBX DS: [EBX] の メモ リ を 表示 する 。 
-DB ESP SS: [ESP] (スタ ッ ク の トッ プ ) の メモ リ を 表示 する 。 
-U #ESP スタ ッ ク の トッ プ の プロ シ ジ ャ リタ ー ン アド レス で 逆 ア セン 
プル する 。 
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ルー チン “fatal-err” で Go を 実行 する 。 


-G =fatal-err 
-DB buf バッ ファ "buf" の 内 容 を 表示 する 。 
-DB bufiEBX *Duf" の 最初 の PBX バイ ト の 次 の アド レス か ら メ モリ 内 容 


(128 バイ ト ) を 表示 する 。 
-DB FS:EBP+20 FS: [BBX120] の メモ リ を 表示 する 。 


-DB 3C:00 003C:00000000 の メモ リ を 表示 する 。 


2.4.5 領域 
アド レス 領域 内 の メモ リ に 作用 する コマ ンド は いく つか あり ます 。 アドレス 傾 域 は 、 開 


始 ア ドレ ス と 終了 アド レス を 指定 する こと に よっ て 定義 され ます 。 コマ ンド の 多く が か 傾 城 
を 必要 と し ます が 、 傾 域 の 定義 は 開始 アド レス の 指定 だ け で か まい ませ ん 。 傾 域 の 終り に 
つい て は デフ ォ ル ト の 終了 ア ドレ ス (通常 、 開 始 ア ドレ ス の あと の 特定 の バイ ト 数 ) が 相 
定 さ れ ま す 。 ま た 、 傾 域 の 開始 アド レス も 指定 し な く て も よい 場合 も 多く あり ます 。 そ の 
場合 、 コ マン ド は デフ ォ ル ト 値 (通常 、 最 後に コマ ンド を 使用 し た 時 の 指定 領域 の 終了 ア 
ドレ ス の すぐ あと の バイ ト か 、 コ マン ド の 使用 が 全く な か っ た 場合 に は ゼロ ) を 使用 し ま 
す 。 本 書 で は 、 オ ペラ ンド と し て アド レス 領域 を と る コマ ンド の 説明 に は 、 以 下 の 表 記法 


を 使用 し ます 。 
開始 アド レス と 終了 アド レス の 両方 を 指定 する 必要 が ある 場合 


range 
address |range 開始 アド レス は 必須 で 、 終 了 ア ドレ ス は 省略 可能 の 場合 
[range] 開始 アド レス と 終了 アド レス と も 省略 可能 の 場合 


アド レス 傾 域 を 指定 する 場合 、 開 始 ア ドレ ス に 対し て だ け 完 全 な セグ メン ト : オフ セッ 
ト ア ドレ ス が 指定 され ます 。 傾 域 の 終了 アド レス は 、 開 始 アド レス と 同一 セグ メン ト に な 
けれ ば な ら な い の で 、 終 了 ア ドレ ス に 対す る セグ メン ト オ ー バ ライ ド は で きま せん 。 


例 :  -DB buf buft100 “buf" の 最初 の 256 バイ ト を 表示 する 。 
-DB 100 200 DS:100 か ら DS:200 ま で の メモ リ 内 容 を 表示 する 。 
-DB CS:10 20 CS:10 か ら CS:20 まで の メモ リ 内 容 を 表示 する 。 
-DB 0 DS:0 か ら DS:7P まで の メモ リ 内 容 (128 バイ ト ) を 表示 する 。 
-DB DS:80 (最後 に 使用 し た DB コマ ンド の 終了 アド レス の すぐ ぁ 


と の アド レス ) か ら DS:FF まで の メモ リ 内 容 を 表示 する 。 
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2.4.6 式 演算 子 


(1) 加減 算 演算 子 

演算 子 +" と “-" は 、 2 個 の オペ ラン ド の 加算 また は 減算 を 実行 し ます 。 メ モリ アド レ 
ス に お いて は 、 ほ と ん どの 場合 、 一 つの オペ ラン ド だ けが 完全 な セグ メン ト : オフ セッ ト 
形式 の アド レス で 、 他 の オペ ラン ド は 単純 オフ セッ ト (絶対 数 ) で な けれ ば な り ま せん 。 
唯一 の 例外 は 、 シ ン ボ ル を レジ スタ の 内 容 と 組み 合わ せる 場合 で す 。 この 場合 は 、 指 定 さ 
れ た セグ メン ト セ レク タ が 異な る こと が あり 、 シ ン ボ ル か が 定義 され て いる セグ メン ト が レ 
ジス タ 用 に 想定 され た デフ ォ ル ト の セグ メン ト よ り 優 先 し ます 。 


例 : -DB 50+70-10 DS:BO の メモ リ 内 容 を 表示 する 。 
-T 3+5 8 つの 命 信 を トレ ー ス する 。 
-DB EBP+10 SS:10 [BBP] の メモ リ を 表示 する 。 
-DB buf+tBP “buf" の 最初 の BP バ イト の 次 の アド レス か ら メ モリ 内 容 (12 


8 バイ ト ) を 表示 する 。 


(2) セグ メン ト オ ー バ ライ ド 演 算 子 

セグ メン ト オ ー バ ライ ド 演 算 子 “:" は 、 メ モリ アド レス の セグ メン ト セ レク タ 部 を オー 
バラ イド する の に 使用 され ます 。“:" の 左側 の セグ メン ト セ レク タ 値 は 、 右 側 の 式 に よっ 
て 指定 され た セグ メン ト セ レク タ を 置き 換え ます 。 こ の 演算 子 は 、 一 つの コマ ンド に 対し 
て 386 1 DEBUG が 指定 し た デフ ォ ル ト の セグ メン ト が 望み の セグ メン ト で な い 場 合 に 役 立 
ち ま す 。 


例 : -DB CS:20 コー ド セ グ メン ト 内 の メモ リ を 表示 する 。 
-DB FS:EBP FS: [EBP] の メモ リ を 表示 する 。 
-G =4C:10 実行 を 004C:10 か ら 開始 する 。 

(3) 間接 演算 子 


間接 演算 子 (《) は 、 メ モリ に 格納 され た ポイ ンタ を 介し て 1 レベ ル の 間接 アド レス を 行 
う の に 使用 し ます 。 こ の 演算 子 を 使用 する と 、 メ モリ に 格納 され た ポイ ンタ は 、 そ の ポイ 
ンタ の 示す メモ リ 位 置 に 直接 アク セス で きま す 。 つ まり 、 2 個 の コマ ンド (ポイ ンタ を ダ 
ンプ する コマ ンド と 、 こ の コマ ンド か ら 得 た 16 進 の ポイ ンタ 値 を 使う コマ ンド ) を 入力 す 
る 必要 が な く な る わけ で す 。 


“* 人 算 子 は 、NEAR (オフ セッ ト の み ) か FAR ( セグ メン ト : オフ セッ ト ) の ポイ ンタ 
の うち どちら を 選択 する か を 決め る の に 、 プ ログ ラム の メモ リモ デル を 使用 し ます 。 プロ 
グラ ム の メモ リモ デル は 、-SMALL、-COMPACT、-MEDIUM また は -LARGE の コマ ンド ライ ンス 
イッ チ か 、MS, MC, MM また は ML の デバ ッ ガ コマ ンド で 指定 し ます 。 
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2.5 


デー タ と コー ド に 別 タ イプ の ポイ ンタ を 使用 する メモ リモ デル (COMPACT, MEDIUM な ど ) 
の 場合 、"*" 演 算 子 は 、 コ ー ド ポイ ンタ と デー タ ポ イン タ の どちら か を 選択 し ます 。 こ れ 
は 、 コ マン ド の デフ ォ ル ト の セグ メン ト が コー ド セ グ メン ト で ある か 、 デ ー タ セグ メン ト 
で ある か に 基づき ます 。 た と えば 、 コ マン ド が U(unassemble) の 場合 、“*#" 演算 子 は 、 コ 
ー ド ポイ ンタ を 選択 し 、DB(display memOry) コ マン ド の 場合 に は 、“*#" 演算 子 は 、 デ ー タ 
ポイ ンタ を 選択 し ます 。 各 コマ ンド の デフ ォ ル ト の セグ メン ト は 、2.4.4 項 で 説明 し て い 


ます 。 


*#" 演算 子 の オペ ラン ド は 、 ポ イン タ が 格納 され て いる メモ リア ドレ ス で す 。 通常 、 ポ 
イン タ の アド レス は 、 完全 な セグ メン ト : オフ セッ ト か 、 オ フ セ ッ ト の みか どちら か の 形 
式 で 指定 し ます 。 オ フ セ ッ ト だ け の 指定 が ある 場合 、 デ バッ ガ コ マン ド の デフ ォ ル ト の セ 
グ メ ント が ポイ ンタ を 格納 し て いる セグ メン ト を 知る の に 使用 され ます 。 


メモ リ か ら 検 出し た ポイ ンタ アド レス は 、 そ の ポイ ンタ を 検出 する の に 使っ た アド レス 
を 完全 に 置き 換え ます 。NEAR ポ イン タ が 検出 され た 場合 、 結 果 の アド レス は 、 オ フ セ ッ ト 
値 だ け を 指定 し ます 。 こ の 指定 は 、 ポ イン タ を 格納 し て いる メモ リア ドレ ス が セグ メン ト 
セレ クタ を 指定 する か どう か に は 関係 な く 行 われ ます 。 


例 :  -DB#bufptr 変数 “bufptr" の 指示 する メモ リ を 表示 する 。 
-S #bufp #bufp 二 400FF “bufp" の 示す 配列 を 検索 し て 、 値 FF を 持つ バイ ト を 見 
つけ る 。 
-U #(EBP+4) カレ ント ルー チン か ら の リタ ー ン アド レス の 命令 を 逆 
アセ ンプ ブル する 。 
-DD FS:10 14 


NEAR ポ イン タ 値 を 表示 する 。 


0054 :00000010 000002A0 
-DB *(FS:10) DS:2A40 の メモ リ を 表示 する 。 
-DB CS:*#(FS:10) CS:2A0 の メモ リ を 表示 する 。 


386 | DEBUG ディ スプ レイ 出力 の 制御 


386 1DEBUG の コマ ンド に は 、 膨 大 な 量 の 表示 出力 (た と えば 、 巨 大 な メモ リプ ロッ ク 
の 表示 ) を 生成 する コマ ンド が いく つか あり ます 。 これ が 発生 し た 場合 、(1) 希 望 する 情報 
が 上 方 スク ロー ル さ れ て 画面 か ら 消 える の を 防ぐ た め に ディ スプ レイ へ の 出力 を 一 時 的 に 
停止 し た り 、(2) デ ィ ス プレ イ へ の 出力 を 取消 し て 、 デ バッ ガ コ マン ド プ ロン プ ト に 戻す こ 


と が 可能 で す 。 


CTRL/S 文 字 (CTRL キ ー を 押し た まま S キー を 押す ) は 、 デ ィ ス プレ イ へ の 出力 を 時 的 
に 停止 する の に 使用 され ます 。 画 面 上 の 情報 を 見 た 後 、 任 意 の キー を 押せ ば 、 デ バッ ガ は 
ディ スプ レイ へ の 出力 を 再開 し ます 。 
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2.6 


CTRL/C は 、 一 つの コマ ンド の 残り の ディ スプ レイ 出力 部 分 を 取消 し 、 デ バッ ガ コ マン ド 
プロ ンプ ト に 戻る の に 使用 され ます 。 


入出 力 リ ダイ レク ショ ン 


通常 、 デ バッ ガ コ マン ド は キー ボー ド か ら 入 力 さ れ 、 デ バッ ガ 出 力 は ディ スプ レイ に 表 
示さ れ ま す 。 し か し 、 デ バッ ガ コ マン ド を ディ スク の スク リプ ト フ ァイル か ら 読 み 込み 、 
デバ ッ ガ 出力 を ディ スク の ログ ファ イル に リダイレクト する こと も 可能 で す 。 


コマ ンド 入力 の リダイレクト は 、 記 号 “<" と 、 そ の あと に コマ ンド が 登録 され た ファ イ 
ル 名 と を コマ ンド ライ ン に 入力 し て 指定 し ます 。 入 力 フ ァイル の 空白 行 は 無視 され ます 。 
また 、 コ メン ト 行 (注釈 な ど を 入れ て お く た め の 行 で 、 実 行 さ れ な い ) で ある こと を 示す 
に は 、 行 の 先頭 に 特殊 文字 “*" を 置き ます 。 コ マン ド の 処理 は 、Q(quit) コマンド に ぶつ 
か る か 、 フ ァイル が 終了 する まで 続け られ ます 。Q コ マン ド が ファ イル に な い 場 合 、 デ バ 
ッ ガ は 、 フ ァイル の 終り に 達し た と き に コマ ンド 処理 を や め ま す 。 


デバ ッ ガ 出力 の リダイレクト は 、 >" と 、 そ の あと に 出力 を 書き 込む ファ イル 名 と を コ 
マン ドラ イン 上 に 入力 し て 指定 し ます 。 


入力 の リダイレクト な し に 、 出 力 だ け を リダイレクト する こと も で きま す 。 し か し 、 ち 
ょ っ と 注意 が 必要 で す 。 と いう の は 、 出 力 が リダイレクト され る と き は 、 画 面 に 表示 され 
る 文字 すべ て が 出力 ファ イル に 書き 込ま れ ま す が 、 こ れ に は 、 通 常 、 画 面 に エコ ー で 返さ 
れる キー スト ロー ク も 含ま れ ま す 。 し た が っ て 、 入 力 の リダイレクト な し に 出力 だ けが リ 
ダイ レク ト さ れ て いる 場合 は 、 何 が キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た か を 見 る こと が で き な い の 
で す 。 


例 : 386debug hello 
コマ ンド を キー ボー ド か ら 入 力 し 、 デ バッ ガ 出 力 を ディ スプ レイ に 表示 する 。 
386debug <script hello 
“script' フ ァイル か ら コ マン ド を 読み 込み 、 デ バッ ガ 出 力 を ディ スプ レイ に 表示 
する 。 


386debug <script >log hello 


*script(' フ ァイル か ら コ マン ド を 読み 込み 、 デ バッ ガ 出 力 を “log~ ファ イル に 書 
込む 。 
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2.7 


制御 の 獲得 

386 1 DEBUC コマ ンド は 、 デ バッ ガ に 制御 権 が あり 、 コ マン ド プ ロン プ ト “-" を 表示 し 
て いる と きだ け 入 力 で きま す 。 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 実行 時 、 デ バッ ガ に 制御 を 
戻す 方 法 は いろ いろ あり ます 。 3861DEBUG は 制御 を 取り 戻す た びに 、 そ の 理由 と すべ て 
の 80386 レジ スタ の 内 容 を 表示 し ます 。 


2.7.1 プロ グラ ム ブ レイ ク ポ イン ト で 命令 トレ ー ス 


プロ グラ ム の プレ イク ポイ ント に くる と 、 3861DEBUG は 指定 され た プレ イク ポイ ント 
アド レス の 命令 を 実行 する 直前 に 、 ア プリ ケー ショ ン の 実行 を 停止 し ます 。 386 1DEBUG 
に 制御 が 移る と 、80386 レジ スタ の 内 容 と コマ ンド 入力 の た め の プ ロン プ ト が 表示 され ま 
す 。 プ レイ ク ポ イン ト で は 、 メモ リ と レジ スタ の 内 容 を 調べ て エラ ー の 原因 を 究明 する た 
め に 、 エ ラー の あり そう な 地点 まで プロ グラ ム を 実行 させ る こと が で きま す 。 

プレ イク ポイ ント に は 、 テ ン ポ ラリ ー (一 時 的 ) プレ イク ポイ ント と パー マネ ント ( 党 
置 ) プレ イク ポイ ント の 2 種類 が あり ます 。 テ ン ポ ラリ ー プ レイ ク ポ イン ト は so(G) コマ 
ンド で 設定 され 、 3861DEBUG が 制御 を 取り 戻す と 、 そ の 理由 に か か わら ず 、 必 ず 消 去 さ 
れ ま す 。 テ ン ポ ラリ ー プ レイ ク ポ イン ト を 有効 な まま に し て お くに は 、G コ マン ド の 入力 
の た びに 指定 する 必要 が あり ます 。 パ ー マ ネ ント プレ イク ポイ ント は 、BP コ マン ド で 設定 
され ます 。 こ の プレ イク ポイ ント は BC コマ ンド で 消去 され る か BD コ マン ド で 無効 に され る 
まで 有効 で す 。 パ ー マ ネ ント プレ イク ポイ ント は 、 た と えば 、 何 回 も 呼び 出さ れる 重要 な 
関数 に プレ イク ポイ ント を 設定 する の に 役に立ち ます 。 テ ン ポ ラリ ー プ レイ ク ポ イン ト は 
いち いち 消去 する 必要 が な い の で 、 プ ログ ラム を 段階 的 に 進め る 場合 に 役立ち ます 。 


プレ イク ポイ ント は 、 命令 の 境界 に 設定 する 必要 が あり ます 。 命令 の 途中 に 設定 され た 
プレ イク ポイ ント は 認識 され な い の で 、 デ バッ ガ に 制御 が 戻り ませ ん 。 特 定 の 命 信 の アド 
レス を 調査 する に は 、 逆 アセ ンプ ル (U) コマ ンド を 使用 し ます 。 


プレ イク ポイ ント に 関係 する コマ ンド と し て 、T(trace) コ マン ド が あり ます 。 こ の コマ 
ンド は 、 テ スト 中 の プロ グラ ム の 命令 を 一 つ 実 行 し 、 そ の あと に 制御 を デバ ッ ガ に 戻し ま 
す 。 こ の コマ ンド は 、G コマ ンド を 使っ て 次 の 命令 に プレ イク ポイ ント を 設定 する の と 同 
じ 効 果 が あり ます 。 こ の 機能 は 、 バ グ が あり そう な 一 連 の 命 合 を 段階 的 に 実行 する 場合 に 
役立ち ます 。 


パー マネ ント プレ イク ポイ ント を プリ ント ルー チン に セッ 


例 : -BP printf 
ト す る 。 
-G fatal-err テン ポラ リー プレ イク ポイ ント を フォ ー タ ル エ ラー ルー チ 
ン に セッ ト す る 。 
-G 55 7B テン ポラ リー プレ イク ポイ ント を CS:55 と CS:7B に セッ ト 
する 。 
-T 5 五 つ の 命 令 を トレ ー ス する 。 
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2.7.2 デー タウ ォ ッ チ ポ イン ト 
デー タウ ォ ッ チ ポ イン ト を 指定 する と 、 3861DEBUG は 、 特 定 の メモ リロ ケー ショ ン を 
読書 きす る 命令 の 実行 直後 に アプ リケーション の 実行 を 停止 し ます 。 デ ー タ ウォ ッ チ ポイ 
ント に くる と 、 デ バッ ガ は アク セス され た メモ リロ ケー ショ ン と 現在 の レジ スタ の 内 容 を 
表示 し た 後 、 コ マン ド 入 力 の た め の プ ロン プ ト を 表示 し ます 。 デ ー タ ウォ ッ チ ポイ ント は 、 
プロ グラ ム 内 の コー ド ま た は デー タ を くず し て し まう バグ を 見 つけ る 場合 に 役立ち ます 。 


ウォ ッ チ ポイ ント は 、WP コ マン ド で 設定 し ます 。 ウォッ チ ポ イン ト の 設定 時 、 ウ ォ ッ チ 
ポイ ント の アド レス と 予想 され る アク セス の サイ ズ (1 バイ ト 、 2 バイ ト ま た は 4 バイ 
ト ) の 両方 を 指定 する 必要 が あり ます 。 デ ー タ サイ ズ が 正しく な いと 、 そ の メモ リロ ケー 
ショ ン へ の アク セス を し ませ ん 。 さ ら に 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト は 、 和 書込み アク セス だ け か 、 
読出 し と 書込み の 両方 の アク セス に 設定 する か を 指定 する こと が で きま す 。 デ フォ ルト で 
は 、WP コ マン ド は 書込み だ け の ウォ ッ チ ポイ ント を 設定 し ます 。 読出 し 書込み ウォ ッ チ ポ 
イン ト を 設定 する に は 、 文 字 "r" を WP コマ ンド の 最後 の パラ メー タ と し て 加え ます 。 


例 : -WP bufp 4 ポイ ンタ 変数 "bufp" の 変更 時 だ け に 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト が 
発生 する よう に 設定 する 。 

-WP errf 2r エラ ー フ ラグ の 読出 し 時 か 書込み 時 に ウォ ッ チ ポイ ント が 
発生 する よう に 設定 する 。 

-WP main+t20 1 main" ル ー チ ン の プロ グラ ム が ワイ プア ウト され る と き に 


ウォ ッ チ ポイ ント が 発生 する よう に 設定 する 。 


2.7.3 プロ セッ サ 例 外 
80386 プロ セッ サ は 、 い くつ か の プロ グラ ム エ ラ ー を 検出 する こと が で きま す 。 こ れ ら 
の エラ ー が 発生 する と 、80386 CPU は プロ セッ サ 例 外 を 発生 させ ます 。 割 込み 番号 00 か ら 
20 (16 進 ) まで は 、 プ ロ セ ッ サ 例外 用 と し て 確保 され て いま す 。 3861DEBUG は 、 す べ て 
の 80386 プロ セッ サ 例 外 の ハン ドラ を イン スト ー ル し て いる の で 、 例 外 が 発生 する と 必ず 
制御 を 獲得 し ます 。80386 プロ セッ サ 例 外 を 以下 に 示し ます 。 





番号 (16 進 ) エラ ー 

00 ゼロ で 除算 する 

01 デバ ッ ガ トレ ー ス と プレ イク ポイ ント 

02 マス ク 不 能 外部 割込み 

03 INT3 デ バッ ガ プ レイ ク ポ イン ト 

04 オー バフ ロー (INTO 命 令 ) 

05 BOUND 命令 (配列 バウ ンド チェ ッ ク ) 

06 n 令 op コー ド 違 反 (通常 、 プ ログ ラム が デー タ 内 へ ジャ ン 
プ す る こと に よっ て 発生 する ) 

07 演 算 コ プロ セッ サ が 使用 で き な い 

08 ダ プ ルフ ォ ー ル ト 
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コ プ ロ セッ サ セ グ メン ト オ ー バ ラン ( コ プ ロ セッ サ が セグ 


09 
メン ト の 終り を 超え て デー タ を アク セス し よう と し た ) 

0A TSS 無効 (タス クス イッ チ に 使用 する タス ク 状 態 ゲ メン 
ト が 無効 ) 

08 セグ メン ト 不 在 (CDT また は LDT に な い セ グ メ ント 記述 子 
を 使用 し よう と し た ) 

Oc スタ ッ ク フ ォ ー ル ト (SS セグ メン トレ ジス タ を 使用 する 操 


作 で の セグ メン ト 制 限 違 反 ) 
0D 一 般 的 な 保護 規則 違反 
OE ペー ジフ ォ ー ル ト (ペー ジ が 存在 し な い ) 


2.7.4 プロ グラ ム の 終了 


2. 


heJ 


テス ト 中 の プロ グラ ム が 終了 する と 、 制 御 は 当然 デバ ッ ガ に 戻り ます 。 デ バッ ガ は 、 DO 
S exit コ ー ル 発生 場所 と 、 コ ー ル 時 の レジ スタ 値 を 記 識 し て いな い の で 、 レ ジス タ 内 容 は 
表示 され ませ ん (デバ ッ ガ は 、DO0S プロ グラ ム 終 了 コ ー ド が 実行 され る まで て 制御 権 が あり 
ませ ん ) 。 代わ り に 、 プ ログ ラム に よっ て DOS に 受渡 され た exit 値 が 表示 され ます 。 


プロ グラ ム 終 了 後 、G(g0) コマ ンド 、T(trace) コ マン ド お よび P(procedure trace) コ マ 
ンド 以外 な ら ど ん な コマ ンド で も 実行 で きま す 。 この 3 コマ ンド が 実行 で き な い の は 、 プ 
ログ ラム に 大 り 当 て られ た メモ リ が すでに 解放 され て いる た め 、 有 効 な 命令 また は スタ ッ 
クス ペー ス が な いか ら で す 。 


5 CTRL/C 
DOS コー ル を 行う プロ グラ ム へ の 割込み は 、CTRL/C を 入力 し ます 。D0S は CTRL/E を キー 


ボー ド バ ッ ファ 中 に 認識 する と 制御 を 獲得 し 、 割 込み 番号 23 (16 進 ) を 出し ます 。 こ の 割 
込み 番号 は 、 デ バッ ガ に よっ て 処理 され ます 。 こ の 機能 は 、 無 限 ル ー プ に 陥っ た プロ グラ 
ム に 割 込 む 場合 に 役立ち ます 。 


リア ルモード プロ グラ ム と 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム と の デバ ッ グ で は 、 CTRLC 
に 対す る 動作 に 少し 違い が あり ます 。 

386 ネイ ティ プ モ ー ド で の プロ グラ ム 実 行 中 に (結果 と し て CTRL/C 割 込み を 招く ) DOS 
コー ル を 出し た 場合 、 レ ジス タ 表 示 は 00S コー ル 発 行 時 の レジ スタ 内 容 を 表示 し ます 。 【T 
RL/C の 入力 で 制御 を 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム か ら 得 た 後 、 3861DEBUG は 、 レ ジ 
スタ の 内容 の 変更 を すべ て 禁止 し ます 。 こ れ は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラ ム が 再び 制御 
を 得る 前 に D0S コー ル は 処理 を 完了 し て いる か ら で す 。 た だ し 、 プ レイ ク ポ イン ト と T(tr 
ace) コ マン ド は 自由 に 使用 で きま す 。 
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CTRL/C を 入力 し て リア ルモード プロ グラ ム に 割 込 む と 、 レ ジス タ 表 示 に は 、DOS が CTRL 
/C 割 込み を 出す 時 の レジ スタ の 内 容 を 表示 し ます 。 こ の 時 デバ ッ ガ は 、 レ ジス タ 内 容 の 変 
更 を 許可 し ます が 、 変 更 は し な い ほ う が よ いで し ょ う 。 変更 する と 、 割 込み され た シス テ 
ムコ ー ル の 処理 を D0S が どう 終了 する か に 影響 し て くる か ら で す 。T(trace) コ マン ド は 、 
この 場合 386 1DEBUG に アプ リケーション プロ グラ ム の 命令 で は な く 、00S の 命令 を トレ 
ー ス させ ます (386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 場合 と 異な り ま す ) 。 


2.8 386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド と 
リア ルモード プロ グラ ム と の デバ ッ グ の 違い 


386 | DEBBUGC は 、 リ アル モー ド プ ログ ラム と 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 両方 を 
デバ ッ グ で きま す 。 リ アル モー ド プ ログ ラム は 、 デ フォ ルト で は ファ イル 拡張 子 ^.EXE^ を 
持ち 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム は 、 デ フォ ルト で は ファ イル 拡張 子 ^.EXP" を 持ち 
ます 。 3861DEBUG は どら ら の モー ド で プロ グラ ム を 実行 する か を メッ セー ジ で 表示 し ま 
す 。 


386 1DEBUC は 、 ど らち の モー ド で デバ ッ グ する 場合 も 、 同 一 の 基本 コマ ンド を 提供 し 
ます 。 リ アル モー ド プ ログ ラム の デバ ッ グ 時 に 利用 で き な い コマ ンド は 、386 ネイ ティ プ 
モー ド シ ス テム テー プル 表示 用 コマ ンド (DG. DL, DI, PD. PT) だ け で す 。 他 の コマ ンド 
は すべ て どちら の モー ド で も 全く 同じ 動作 を し ます 。 


リア ルモード と 386 ネイ ティ プ モ ー ド と の デバ ッ グ 上 の 大 き な 違 い は 、 セ グ メ ント セレ 
クタ に 使用 され る 値 に あり ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 場合 、 セ グ メ ント セ 
レク タ は 、LDT( ロ ー カ ル 記 述 子 テー プル 、DL コ マン ド で 表示 で きる ) の イン デック ス で 、 
小さ な 値 に な り ま す (た と えば 、 コ ー ド セグ メン ト に 対し て 16 進 数 "0C"^、 デ ー タ セグ メン 
ト に 対し て 16 進 数 "14") 。 リ アル モー ド プ ログ ラム の 場合 に は 、 セ グ メ ント セレ クタ 値 は 、 
セグ メン ト ベ ー ス の パラ グラ フ ア ド レス で ある た め 、16 進 数 "3D069'" な どの 大 き な 値 に な り 
ます 。 


また 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 場合 、 シ ン ボ ル 値 は 、CS と DS の 示す 単 一 プロ 
グラ ム の セグ メン ト 内 の 32 ビ ッ ト オ フ セ ッ ト で す 。 一 方 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の 場合 
は 、 セ グ メ ント : オフ セッ ト 形 式 (セグ メン ト 値 は 、 シ ン ボ ル の 位置 する セグ メン トメ モ 
リ 内 の 16 ビ ッ ト の パラ グラ フ ベ ー ス アド レス で あり 、 オ フ セ ッ ト 値 は セグ メン ト 内 の 16 ビ 
ッ ト オ フ セ ッ ト ) と な り ま す 。 
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386 ネイ ティ ブ モ ー ド コマ ンド 例 : 


DB buf バッ ファ "buf" 内 の デー タ を 表示 する 。 
DB CS:100 CS の 示す セグ メン ト の オフ セッ ト 100 に ある デー タ を 表 
示す る 。 


DB C:100 *0C" の セレ クタ 値 を 持つ セグ メン ト の オフ セッ ト 100 に 
ある デー タ を 表示 する 。 


リア ルモード コマ ンド 例 : 


DB buf バッ ファ "buf" 内 の デー タ を 表示 する 。 
DB CS:100 CS の 示す セグ メン ト の オフ セッ ト 100 に ある デー タ を 表 
示す る 。 


DB 3D69:100 3D69 の セレ クタ 値 (パラ グラ フ ア ド レス ) を 持つ セグ メ 
ント の オフ セッ ト 100 に ある デー タ を 表示 する 。 
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3.1 





本 還 


ロ 


BC、 


構文 


説明 : 





ーー 
時 デバ ッ ガ コマ ン 


ド の 説明 











で は 、 各 3861DEBUG コマ ンド に つい て 、 以 下 の 事 項 を 説明 し ます 。 


コマ ンド の 構文 。 オ プシ ョ ン の (省略 可能 な ) オペ ラン ド は 、 大 か っ こ ([ ] ) で 
囲ん で 表示 する 。 

コマ ンド の 説明 

コマ ンド の 使用 例 


BD、BE、BL、BP コ マン ド 
Breakpoint Control (プレ イク ポイ ント の 制御 ) 


BC breakpts 
BC * 

BD breakpts 
BD * 

BE breakpts 
BE * 

BL 

BP address 


プレ イク ポイ ント 制御 コマ ンド は 、 プ レイ ク ポ イン ト の 設定 、 消 去 、 有 効 化 、 
無効 化 お よび リス ト に 使用 され ます 。 プ レイ ク ポ イン ト は 、 命令 の 境界 に 設定 
し な けれ ば な り ま せん 。 プ レイ ク ポ イン ト を セッ ト す る と 、 デ バッ ガ は 、 そ の 
命令 の 実行 前 に 制御 を 獲得 し ます 。 


BP コ マン ド は 、 プ レイ ク ポ イン ト を セッ ト す る の に 使用 し ます 。 コ マン ド オ ペ 
ラン ド は 、 プ レイ ク ポ イン ト を セッ ト す る 命令 の アド レス で す 。BP コ マン ド で 
セッ ト さ れる プレ イク ポイ ント は 、 有 効 (オン ) に も 無効 (オフ ) に も で きま 
す 。 プ レイ ク ポ イン ト は 、BP コ マン ド で 初め て セッ ト さ れ た と き は 必ず 有効 に 
な っ て いま す 。 
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例 : 


コマ ンド は 、BP コ マン ド で セッ ト し た プレ イク ポイ ント を リス ト し ます 。 各 
プレ イク ポイ ント は 、 386 1 DEBUG に よっ て 割り 当て られ た 番号 で 識別 され ま 

す 。 BL コマ ンド は 、 個 々 の プレ イク ポイ ント に 対し て その プレ イク ポイ ント 番 
号 、 プ レイ ク ポ イン ト を セッ ト し た 命令 の アド レス 、 お よび 386 | DEBUG が プ 
レイ ク ポ イン ト の 設定 に 用 いた 内 部 メカ ニズム (80386 ハー ドウ ェ ア レ ジス タ 

の 1 つ を 使用 し た 場合 は 、“"Debug res" 、 1 バイ ト デ バ ッ グ 割込み 命令 を 使用 
し た 場合 は 、"INT3") を 表示 し ます 。 加 えて 、 プ レイ ク ポ イン ト が 無効 に な っ 

て いる 場合 に は 、BL コ マン ド は 、 プ レイ ク ポ イン ト 情 報 の 後に 、“###disabled 
*#*" を 表示 し ます 。 

BD コ マン ド は プレ イク ポイ ント を 一 時 的 に 無効 に する の に 使用 され 、BE コ マン 
ド は BD コ マン ド で 無効 に し た プレ イク ポイ ント を 有効 に する の に 使用 され ます 。 
これ ら の コマ ンド は 、 プ レイ ク ポ イン ト 番 号 の リス ト か 、 特 殊 文 字 『" (すべ 
て の プレ イク ポイ ント を 意味 する 短縮 形 ) の どちら か を 引数 と し て と り ま す 。 


BC コマ ンド は 、 プ レイ ク ポ イン ト を クリ ア す る の に 使用 し ます 。 こ の コマ ンド 
は 、 プ レイ ク ポ イン ト 番 号 の リス ト か 特殊 文字 "*"” (すべ て の プレ イク ポイ ン 
ト を 意味 する 短縮 形 ) を 引数 と し て と り ま す 。 プ レイ ク ポ イン ト は いっ た ん ク 
リア され る と 、B 所 コマ ンド で リス ト す る こと も 、BE コ マン ド で 有効 に する こと 
も で き な く な り ま す 。 ク リア 後 再び プレ イク ポイ ント が 必要 に な っ た 場合 は 、 
BP コ マン ド で 再 設定 する 必要 が あり ます 。 


-BP main 

-BP err-chk 

-BP main+9 

- 刀 

0 MAIN mechanism=Debug reg 

1 ERR_-CHK mechanism=Debug reg 

2 MAIN+O9 mechanismsDebug reg 

-BD 0 2 

-BL 

0 MAIN mechanism=Debug reg ###disabled##* ま 
1 ERR_CHK mechanism=Debug reg 

2 MAINIO9 mechanism=Debug reg ###disabled*## 
-BE # 

-BC 1 

-BL 

0 MAIN mechanism=Debug reg 

2 MAIN+09 mechanism=Debug reg 
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3.2 C コマ ンド 
- Compare Memory (メモ リ の 比較 ) 


構文 : C range address 


説明 : C コマ ンド は 、 2 個 の メモ リプ ロッ ク を 比較 し て 、 等 し いか どう か を 判断 し ま 
す 。 メ モリ プ ブロック 間 に 相 違 点 が あれ ば 、 画 面 に 表示 され ます 。C コマ ンド は 
三 つ の オペ ラン ド を 持ち ます 。 最初 の 二 つ の オペ ラン ド に は 、 比 較 す る 最初 の 
メモ リプ ロッ ク の アド レス 領域 を 指定 し ます 。 最後 の オペ ラン ド は 、 2 番目 の 
メモ リプ ロッ ク の 開始 アド レス で す 。 2 番目 の プロ ッ ク の 終了 アド レス は 指定 
する 必要 は あり ませ ん 。 デ バッ ガ は 、 常 に 2 番目 の プロ ッ ク の サイ ズ を 最初 の 
プロ ッ ク と 同じ と みな し ます 。 両 プロ ッ ク の どちら に ち も セ グ メ ント セレ クタ が 
指定 され な いと き は 、 デ フォ ルト 値 と し て 、DS レ ジス タ の 値 が 使わ れ ま す 。 


例 : -C 100 1FF 200 
メモ リロ ケー ショ ン 100 か ら 1FF まで と 200 か ら 2FF まで を バイ ト ご と に 比較 す 
る 。 対応 する バイ ト が 異な る 場合 、 デ バッ ガ は 各 バ イト の アド レス と 値 を 次 の 形 
式 で 表示 する 。 
0014:00000115 FF A5 0014:00000215 


プロ ッ ク 1 o ア ャ | | の アド レス 
プロ ッ ク 1 の 内 容 プロ ッ ク 2 の 内 容 


-C buf1 buf1+100 buf2 
バッ ファ “buf1" と “buf2" の 先頭 の 256 バイ ト を 比較 する 。 





3.3 D 、DA、DB、DD、DW コ マン ド 
- Display Memory (メモ リ の 表示 ) 


構文 : D [range] 
DA [range] 
DB [range] 
DD [range] 
DW [range] 


説明 : メモ リ 表 示 コ マン ド は 、 メ モリ ロケ ーション を 画面 に 表示 する の に 使用 し ます 。 
これ ら の コマ ンド は 、 表 示す る メモ リプ ロッ ク を 指定 する 人 域 オペ ラン ド ( オ 
プシ ョ ン ) を 持ち ます 。 開始 ア ドレ ス の 指定 が な い 場 合 、 最 後に 使用 され た 表 
示 コ マン ド で 表示 され た 領 域 の 終了 の バイ ト の 次 の バイ ト か ら 表 示さ れ ま す 。 
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例 : 


終了 アド レス の 指定 が な いり 場合 、128 バイ ト の メモ リ 領 域 が 表示 され ます 。 
DB コマ ンド は メモ リロ ケー ショ ン を バイ ト 形 式 で 表示 し ます 。 デ ー タ バイ ト は 、 
16 進 と ASCII の 両 形 式 で 表示 され 、 印 字 不 可能 な ASCII 文字 は ピリ オド (*”") 


と し て 表示 され ます 。 

DW コ マン ド は 、 メ モリ ロケ ーション を 16 進 ワー ド (16 ビ ッ ト 値 ) 形式 で 表示 し 
ます 。 

DD コマ ンド は 、 メ モリ ロケ ーション を 16 進 ダ プ ブル ワー ド (32 ビ ッ ト 値 ) 形式 で 
表示 し ます 。 

DA コマ ンド は 、 デ ー タ を ASCII 形式 で だ け 表 示し ます 。 こ の コマ ンド は 、 ゼ ロ 


バイ ト デ ー タ を 見 つけ る まで 、 ま た は (ゼロ バイ ト が な い 場 合 ) 指定 され た 傾 
域 の 終了 ポイ ント まで デー タ を 表示 し ます 。 


D コマ ンド は 、 最 後に 使用 され た 表示 コマ ンド を 短縮 形 に し た も の で す 。 た と 
えば 、DD コ マン ド の 後に D コマ ンド を 指定 し た 場合 、 メ モリ ロケ ーション は ダ 
プル ワー ド 形 式 で 表示 され ます 。 


アド レス で セグ メン ト が 指定 され な か っ た 場合 、 メ モリ 表示 コマ ンド は 、 DS$ の 
示す セグ メン ト を デフ ォ ル ト 値 と 想定 し ます 。 


-DB buf buffP 
0014:00000100 45 72 72 6F 72 00 01 02-12 64 00 00 00 00 00 00 Error.…d 


-DW buf buffF 
0014 :00000100 7245 6F72 0072 0201 6412 0000 0000 0000 


-DD buf bufiP 
0014:00000100 6F727245 02010072 00006412 00000000 


-DA buf buffF 
0014 :00000100 Brror 


-DW CS:OF 
000C:00000000 139A 0000 0005 0200 A5A5 0090 001A 0000 
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3.4 


DG、DI、DL コ マン ド 
- Display System Tables (シス テム テー ブル の 表示 ) 


構文 


説明 : 


DG [range] 
DI [range] 
DL [range] 


DG コ マン ド 、DI コ マン ド お よび DL コマ ンド は 、 そ れ ぞ れ シ ステ ム GDT (グロ ー 
バル ディ スク リプ タテ ー プ ブル ) 、IDT (割込み ディ スク リプ タテ ー プ ブル) お よ 
び LDT (ロー カル ディ スク リプ タテ ー プ ブル ) を 表示 し ます 。 各 コマ ンド は 、 表 
示す る テー プル エン トリ の 開始 イン デック ス と 終了 イン デック ス と の 二 つ の オ 
ペラ ンド (オプ ショ ン ) を と り ま す 。 イ ン デ ックス 番号 0 は テー プル の 最初 の 
エン トリ を 指定 し 、1 は 2 番目 の 揃 を 指定 し ます 。 


オペ ラン ド の 指定 が な い 場 合 、16 個 の テー プル エン トリ が 表示 され ます 。 こ の 
エン トリ の 表示 は 、 前 に コマ ンド を 使用 し た と き に 最後 に 表示 され た エン トリ 
の 次 か ら 始 まり ます 。 開始 イ ン デ ックス だ け 指 定 し た 場合 、 指 定 イ ン デ ックス 
の エン トリ か ら 16 の エン トリ が 表示 され ます 。 開始 イン デック ス と 終了 イン デ 
ックス の 両方 が 指定 され た 場合 、 開 始 イ ン デ ックス か ら 終 了 イ ン デ ックス まで 
の すべ て の エン トリ が 表示 され ます 。 


GDT は 、 3861DEBUG の 使用 する セグ メン ト を マッ ピン グ し ます 。LDT は 、 ア 

プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 使用 する セグ メン ト を マッ ピッ グ し ます 。 特定 セ 

グ メ ント 割当 て の 詳細 は 、『386 1 00S-Extender ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』 を 参照 

し て くだ さい 。DG コ マン ド ま た は DL コマ ンド は 、GDT また は LDT の エン トリ ご 

と に 以下 の 情報 を 表示 し ます 。 値 は 、 す べ て 16 進 で 表示 され ます 。 

・ セ グ メ ント の アク セス に 使用 する セグ メン ト セ レク タ 

・ セ グ メ ント リニア ベー ス ア ドレ ス 

・ セ グ メ ント 制限 (バイ ト 制 限 ま た は 4 KB ペー ジ 制 限 の どちら か で ある こと に 

注意 ) 

・ セ グ メ ント ディ スク リプ タ の フラ グ バ イト (アク セス 権 バ イト ) 

・ セ グ メ ント 使用 型 …ー…… 16 ビ ピット セグ メン ト に は USE16 、32 ビ ッ ト セ グ 
メン ト に は USE32 

・ セ グ メ ント 制限 の 細分 性 … バイ ト 細 分 また は ペー ジ 組 分 


セグ メン トディ スク リプ タ (フラ グ バ イト の ビッ ト 定 義 を 含む ) の 詳細 は 、803 
86 プ ログ ラマ 用 文法 書 を 参照 し て くだ さい 。IDT に は 、80386 の サポ ー ト する 
256 個 の 各々 の 割込み に 対し て 割込み 処理 ルー チン を 示す ディ スク リプ タ が 含 
まれ て いる 。 DI コマ ンド は 、IDT の エン トリ ご と に 以下 の 情報 を 表示 し ます 。 
値 は 、 す べ て 16 進 で 表示 され ます 。 
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3. 5 





・IDT の エン トリ に 対応 する 割込み 番号 (テー プル 内 の エン トリ の イン デック 
ス と 同じ ) 

・ 割 込み 処理 ルー チン の セグ メン ト セ レク タ と オフ セッ ト 

・ デ ィ ス クリ プ タ の フラ グ バ イト 


な お 、DG コ マン ド 、DI コ マン ド 、DL コ マン ド は 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の デバ ッ グ 時 は 
使用 で きま せん 。 


例 : -DG 0 1 
#0000 segment not Dresent 
#0008 base=00025900 1imit=0000FFFF flags=9B USE32 byte granularity 


-DL 0 1 
#0004 base=00044D60 1imit=000000FF flags=92 USE32 byte granularity 


#000C base=00400000 limit=00000345 flags=9A USE32 page granularity 


-DI PF 
#OOFF selector=0008 offset=0000AFF5 flags=8E 


E 、EB、ED、EW コ マン ド 
-Enter (change) Memory (メモ リ の 入力 (変更 ) ) 


構文 : E address value(s) 
BB address value(s) 
ED address value(s) 
EW address value(s) 


説明 : メモ リ 入 力 コ マン ド は 、 メ モリ ロケ ーション を 変更 する の に 使用 し ます 。 B コ 
マン ド と EB コ マン ド は 、 同義 で あり 、 メ モリ を 1 バイ ト ず 変更 し ます 。 本 コ 
マン ド は メモ リ を 1 ワー ド ず つ 変 更 し 、BD コ マン ド は 、 メ モリ を ダ プ ブル ワー ド 


単位 で 変更 し ます 。 


メモ リ 入 力 コ ママ ンド の オペ ラン ド は 、 変 更 する メモ リ の アド レス と その 後に 置 
く 入力 用 の リス ト ( 一 つ 以上 の 値 ) か ら 構成 され ます 。 ア ドレ ス と 一 緒 に セ ケ 
メン ト セ レク タ が 指定 され な か っ た 場合 、DS の 示す セグ メン ト が デフ ォ ル ト 値 
と し て 想定 され ます 。 


E コマ ンド と BB コマ ンド は 、 メ モリ 入力 用 値 と し て 16 進 値 の ほか に 文字 列 も 受 
入れ ます 。 文字 列 中 の 文字 は 、 別 々 の バイ ト と し て メモ リ に 格納 され ます 
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例 : 


-DB buf buftF 
0014:00000100 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 で orort 


-BW buf 1234 
-DB buf buffF 
0014:00000100 34 12 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 4 ……… の im… 


-EB buf FF "HELLO FP 
-DB buf bufF 
0014:00000100 FF 48 45 4C 4C4FFF 00-00 00 00 00 00 00 00 00 .HELLO… 


-BD 200 12345678 
-DB 200 20F 
0014 :00000200 78 56 34 12 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 xV4 …… の … 


36 F コマ ンド 
- Fill Memory (メモ リ の 充て ん ) 


構文 


説明 : 


F range Value(s) 


F コ マン ド は 、 1 プロ ッ ク の メモ リ を 特定 値 に 初期 化す る の に 使用 され ます 。 
F コ マン ド の オペ ラン ド は 、 メ モリ 領域 と その あと に 続く 一 つ 以 上 の 充て ん 用 
の デー タバ イト か ら 構 成 さ れ ま す 。 領域 は 、 充 て ん され る メモ リ の ロケ ー シ ョ 
ン を 指定 し ます 。 充て ん 用 の 値 は 、 バ イト 値 か 文字 列 の うち の どちら か で な く 
て は な り ま せん 。 ま た 、 こ の 値 は 、 指 定 領域 の 充て ん に 必要 な 回 数 だ け 繰 返さ 
れ ま す 。 ア ドレ ス と 一 緒 に セグ メン ト が 指定 され な か っ た 場合 、DS の 示す セグ 
メン ト が デフ ォ ル ト 値 と し て 想定 され ます 。 


-F 100 1FF 0 
DS:100 か ら 1FF まで の メモ リロ ケー ショ ン を すべ て ゼロ に セッ ト す る 。 


-F 1000 1200 "HELLO 


DS:1000 か ら 1200 ま で の メモ リロ ケー ショ ン を 文字 列 “HELLO" を 何 度 も 繰返し 
て 充て ん する 。 
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3.7 





G コマ ンド 


- 60 


説明 : 


例 : 


G [=address] [address] 


(6 コマ ンド は 、 プ ログ ラム の 実行 を 開始 する の に 使用 され ます 。 最 も 単純 な 形 
式 の go コマ ンド は 、 オ ペラ ンド を と り ま せん 。 こ の コマ ンド は 、CS:BIP (命令 
ポイ ンタ ) の 示す 命令 か ら 実 行 を 開始 し ます 。2.7 節 で 述べ た いずれ か の 条件 
が 発生 する と 制御 は デバ ッ ガ に 戻り ます 。 


6 コマ ンド は 、 制 御 を プロ グラ ム 内 の 任意 の 位置 に 移す の に も 使用 で きま す 。 
制御 を 移す 開始 アド レス は 、 ア ドレス の 前 に 等 号 に に) を つけ る こと で 示さ れ ま 
す 。 

6 コマ ンド は 、 さ ら に テン ポラ リー プレ イク ポイ ント を プロ グラ ム 内 に 設定 す 
る こと も で きま す 。 テ ン ポ ラリ ー プ レイ ク ポ イン ト を 設定 する 命令 の アド レス 
を コン ド オ ペラ ンド と し て リス ト し ます 。 プ レイ ク ポ イン ト は 、 1 度 に 最大 4 
個 まで 指定 で きま す 。 す べ て の テン ポラ リー プレ イク ポイ ント は 、 886 10DEBU 


C が 制御 を 取 戻 す と クリ ア さ れ ま す 。 テ ン ポ ラリ ー プ レイ ク ポ イン ト を 設定 の 
まま に し て お きた い 場 合 、 次 の 6 コマ ンド で その プレ イク ポイ ント を 再 人 入力 す 


る 必要 が あり ます 。 

プレ イク ポイ ント アド レス か 、 開 始 ア ドレ ス で セグ メン ト セ レク タ が 指定 され 
な い 場 合 、CS レ ジス タ の セグ メン ト セ レク タ が デフ ォ ル ト 値 と し て 使用 され ま 
す 。 


-6 
現在 の CS:EIP か ら 実 行 を 続行 する 。 


-G rd-line 
テン ポラ リー プレ イク ポイ ント を 関数 “rd-line" に 設定 する 


-G =C:20 
000C:20 か ら 続行 する 。 


-G =fatal-err printf exit 
実行 を "fatal-err" か ら 続 行 し 、 プ レイ クボ ポイ ント を “printf" と "exit" に 設 
定 する 。 
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3.8 


3.9 


3.10 


H コマ ンド 
- Hex Arithmetic (16 進 帝 算 ) 


構文 : H value value 


説明 : H コマ ンド は 、16 進 計算 器 と し て デバ ッ ガ 中 で 使用 され ます 。 こ の コマ ンド は 、 
二 つ の 32 ビ ッ ト の 16 進 数 字 を オペ ラン ド と し て と り ま す 。H コマ ンド は 、 そ の 二 
つの 数 値 の 合計 と 差 を 計算 し 、 結 果 を 画面 に 16 進 数 で 表示 し ます 。 


例 : -H AAAAA 12345 
000AAAAA + 00012345 = 000BCDEF 
000AAAAA - 00012345 = 00098765 


山 


1 コマ ンド 
- Input from Port (ポー ト か ら の 入力 ) 


構文 : Iport 


説明 : I コマ ンド は 、 入 力 ポ ー ト か ら バ イト 値 を 読み 取る の に 使用 し ます 。 こ の コマ ン 
ド の オペ ラン ド は 、 読 み 取 る 入力 ポー ト の 番号 だ け で す 。 デ バッ ガ は 、 読 み 取 っ 
た 値 を 、16 進 数 で 表示 し ます 。 

例 : -1 0 
Port 0000 = 00 


K 、KA コ マン ド 
- SLlack Trace (スタ ッ ク ト レー ス ) 


構文 : K [arg-count] 
KA 


説明 : スタ ッ ク ト レー スコ マン ド は 現在 の プロ シン ジャ コー ルス タッ ク を 表示 する の に 使 
用 され ます 。 表 示 の 1 行 目 に は 現 プ ロ シ ジ ャ と プロ シ ジ ャ 内 の オフ セッ ト が 表示 
され ます 。 2 行 目 以降 に は 、 プ ロ シ ジ ャ コー ル を 最高 レベ ル の プロ シ ジ ャ まで ト 
レー スバ ッ ク し 、1 行 に 1 プロ シ ジ ャ コー ル ず つ 表 示し ます 。 た と えば 、 2 行 目 
に は 、 現 プロ シ ジ ャ を 呼び 出し た プロ シ ジ ャ と 、 現 プロ シ ジ ャ の 復帰 時 に 実行 さ 
れる 命令 の アド レス と が 表示 され ます 。 


スタ ッ ク ト レー スコ マン ド は 、 プ ロ シ ジ ャ ご と に 設定 され る 標準 スタ ッ ク フ レー 


ム に 影響 され る こと に 注意 し て くだ さい 。 コン パイ ラ の 多く は 、 ロ ー カ ル 変 数 の 
な い プ ロ シ ジ ャ を 活用 する た め に スタ ッ ク フ レー ム を 設定 し ませ ん 。 その 場合 ス 
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例 : 


タッ クト レー スコ マン ド は 、 完 全 な トレ ー ス 情報 を 表示 し ませ ん ( つま り 、 リ ン 
ク 情報 が 1 個 以上 抜け する) 。 ス タッ クト レー スコ マン ド で 完全 な 情報 表示 を する 
に は 、 各 プロ シ ジ ャ ご と に 標準 スタ ッ ク フ レー ム を 強制 的 に 設定 する た め に コン 
パイ ラス イッ チ を 使用 する 必要 が あり ます 。 


High C と コン パイ ラ は 、 プ ロフ ァイル ファ イル 中 か 、 各 ソー ス フ ァ イル の 先頭 に 
文 "pragma off(optimize-fp):" を 置い て くだ さい 。 


K コマ ンド で は 、 各 プロ シ ジ ャ に 受け 渡す 引数 の 数 は 決ま っ て いま せん 。 任意 の 
数 字 ( 各 プ ロ シ ジ ャ ご と に リス ト す る 引数 の 数 ) を コマ ンド オペ ラン ド と し て 指 
定 で きま す 。 オ ペラ ンド が な い 場 合 、K コマ ンド は 、 プ ロ シ ジ ャ 引数 を 表示 し ま 
せん 。 プ ロ シ ジ ャ 引数 は 、386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の デバ ッ グ 時 、32 ビ 
ッ ト の 値 と し て 表示 され 、 リ アル モー ド プ ログ ラム の デバ ッ グ 時 で は 16 ビ ッ ト の 


値 と し て 表示 され ます 。 


KA コマ ンド は 引数 を 伴い 、 各 プロ シ ジ ャ の 持つ 引数 の 数 を 自動 的 に 決定 し ます 。 
その 結果 、KA コ マン ド は 、 各 プロ シ ジ ャ の 正確 な 引数 の 数 を 表示 で きま す 。 こ の 
コマ ンド は 、 表 示す る 引数 の 数 を 自動 的 に 決め る の で 、 コ マン ド オ ペラ ンド は 必 
要 あ り ま せん 。 KA コマ ンド は 、 プ ロ シ ジ ャ コー ル の 直後 に 引数 を スタ ッ ク か ら ポ 
ッ プ オフ する 呼出 し 元 の プロ シ ジ ャ に 左右 され る こと に 注意 し て くだ さい 。 し た 
が っ て 、 呼 び 出 され た プロ シ ジ ャ は リタ ー ン 前 に その 引数 を ポッ プ し な けれ ば な 
ら な いと いう 規則 に 従う 言語 (Pascal な ど ) と 一 緒 に 、KA コ マン ド を 使用 する こ 
と は で きま せん 。 ま た 、 引 数 の ポッ プ を 遅らせ る コン パイ ラ 使 用 は 、KA コ マン ド 
の 使用 時 に は 無効 に し な けれ ば な り ま せん 。High C コ ン パ イラ の 場合 、 プ ロフ 
ァイル ファ イル 中 か 各 ソ ー ス コー ド フ ァイル の 先頭 に 文 “"pragma off (postpon 
e-callee-pops):" を 置い て くだ さい 。 


K コマ ンド と KA コマ ンド は 、 正 し く 機 能 す る た め に は 、 デ バッ グ 中 の プロ グラ ム 
の メモ リモ デル が 正しく 指定 され て いな けれ ば な り ま せん 。 メ モリ モデ ル は 、-SM 
ALL 、-COMPACT、-MEDIUM 、 -LARGE の 各 コ マン ドラ イン スイ ッ チ か 、 NS、 MC、 
MM、 ML の デバ ッ ガ コマ ンド で 指定 で きま す 。 


-K 

get-line 
scan-line+0B5 
read-filet012C 
main+03A 


-K 2 
get-line (000000001, 0002AF44) 
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scan-1linet0B5 (0000C252, PFFFFFFF) 
read-file+012C (00000000, 00000000) 
main+03A (00000228., 00000003) 


-KA 
get_-line (000000001.0002AF44) 
scan-line+0B5 (0000C252) 


read-file+012C (00000000. 00000000. 0000A400.00000002) 
main+03A (00000228. 00000003) 


3.11 M コマ ンド 
- Move Memory (メモ リ の 移動 ) 


構文 : 


説明 : 


例 : 


M range address 


M コマ ンド は 、 メ モリ プロ ッ ク を 別 ロ ケー ショ ン に コピ ー す る の に 使用 され ます 。 
この コマ ンド に は 三 つ の オペ ラン ド が 必要 で す 。 最初 の つ 二 つの オペ ラン ド は 、 コ 
ピー され る プロ ッ ク の アド レス 領域 を 指定 し ます 。 3 番目 の オペ ラン ド は 、 そ の 
プロ ッ ク を コピ ー す る 位置 を 指定 し ます 。 ソ ー ス プロ ッ ク た 移動 先 プ ロッ ク は 、 
オー バラ ッ プ で きま せん 。 オ ー バ ラッ プ し て いる 場合 に は 、 移 動 先 プロ ッ ク の 内 
容 は 予測 で き な い も の と な り ま す 。 開始 ア ドレ ス で も 、 移 動 先 アド レス で セグ メ 
ント セレ クタ が 指定 され な い 場 合 、DS の 示す セグ メン ト が 、 デ フォ ルト と し て 相 
定 さ れ ま す 。 


-M 100 IFF 200 
DS:100 か ら 1FF まで の ロケ ーション を 0S:200 か ら 2FF まで に 移動 する 。 


-M Duf1 buf1120 buf2 
"buf1" の 先頭 32 バ イト を "buf2" の 最初 に コピ ー す る 。 


3.12 MC、ML、MWM、MS、M? コ マン ド 
- Select Memory Model (メモ リモ デル の 選択 ) 


構文 : 
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3.13 


3.14 


メモ リモ デル 選択 コマ ン ド は 、 デ バッ グ 中 の プロ グラ ム の メモ リ モデ ル を 指定 し 
ます 。K コマ ンド 、KA コ マン ド (スタ ッ ク ト レー ス ) お よび ポイ ンタ 間接 式 演算 
子 “を 正しく 使用 させ る た め に 、 メ モリ モデ ル の 指定 が 必要 で す 。 

MS コマ ンド は 、 ス モー ル メ モリ モデ ル (NEAR コ ー ド ポイ ンタ と NEAR デ ー タ ポイ ン 
タ ) を 選択 し ます 。 MC コマンド は 、 コ ン パ クト メモ リモ デル (NEAR コ ー ド ポイ ン 
タ と FAR デー タ ポ イン タ ) を 選択 し ます 。 MM コマ ンド は 、 ミ ディ アム メモ リモ デ 
ル (FAR コー ド ポ イン タ と NEAR デ ー タ ポイ ンタ ) を 選択 し ます 。 ま た 、ML コ マン 
ド は 、 ラ ー ジ メモ リモ デル (PAR コー ド ボ ポイ ンタ と FAR デー タ ポ イン タ ) を 選択 
386 1DEBUG は 、 ス モー ル メ モリ モデ ル の 指定 が あっ 


説明 : 


し ます 。 デ フォ ルト で は 、 
た も の と 想定 し ます 。 


M9 コマ ンド は 、 現 在 相 定 され て いる メモ リモ デル を 表示 する の に 使用 し ます 


例 : -MM 中 型 メ モリ モデ ル を 指定 する 。 
-ML 大 型 メ モリ モデ ル を 指定 する 。 
-M? 
Current memory model=LARGE 


0 コマ ンド 
- Output to Port (ポー ト へ の 出力 ) 


構文 : 0 Port values 


0 コマ ンド は 、 デ ー タ バイ ト を 出力 ポー ト に 出力 する の に 使用 され ます 。 こ の 
コマ ンド は 二 つ の オペ ラン ド を と り ま す 。 最 初 の オペ ラン ド は デー タバ イト を 送 
る ポー ト 番 号 、 2 番目 の オペ ラン ド は ポー ト に 書き 込む デー タバ イト で す 。 

注意 ) この コマ ンド を 誤っ て 使用 する と シス テム が 破壊 され 、 リ プー ト が 必要 に 
な り ま す 。 使用 時 に は 、 必 ず 、 その ポー ト 番 号 と デー タバ ベイ ト が 正しい か どう か 


を 確認 し て くだ さい 。 


説明 : 


例 : -0 100FF 
バイ ト 値 FF を ポー ト 100 に 出力 する 。 


P 、PO コ マン ド 
Procedure Trace (CALL 命 令 を 越え る シン グル ステ ッ プ トレ ー ス ) 


構文 : P [=address] [count] 
PQ [=address] [coun] 
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説明 : 


例 : 


プロ シ ジ ャ トレ ー ス コマ ンド は 、 プ ログ ラム の 実行 を 1 度 に 1 命令 ずつ CALL 命 令 
を 越え て トレ ー ス する の に 使わ れ ま す 。 た だ し CALL 命 令 で 呼び 出さ れ た プロ シ ジ 
ャ へ は 進み ませ ん 。 こ の コマ ンド は 、 ト レー ス し て いる プロ シ ジ ャ の 実行 内 容 の 
み が 知 り た く て 、 そ れ に 呼び 出さ れる プロ シ ジ ャ に は 興味 が な い 場 合 に 役に立ち 
ます 。 

P コマ ンド は 、T コマ ンド と 同じ よう に 動作 し ます 。T コマ ンド と 異な る 点 は 、 
CALL 命 令 を 越え て トレ ー ス し 、 呼 び 出 され た プロ シ ジ ャ へ は 進ま な いこ と で す 。 
同様 に 、PQ コ マン ド は 、TQ コ マン ド と 同じ よう に 動作 し ます 。TQ コ マン ド と 異な 
る 点 は 、PQ コ マン ド は CALL 命 令 を 越え て トレ ー ス する こと で す 。T コマ ンド と TQ 
コマ ンド に つい て は 3.20 節 を 参照 し て くだ さい 。 


-PT 3 
CS:EIP か ら 三 つ の 命令 を トレ ー ス する 。 


-PQA 
10 個 の 命令 を トレ ー ス し 、 最 後に レジ スタ の 内 容 を 表示 する 。 


3.15 PD、PT コ マン ド 
- Display Page Tables (ペー ジテ ー プ ブル の 表示 ) 


構文 : 


説明 : 


PD [range] 
PT table [range] 


PD コマ ンド は 、 シ ステ ムペ ー ジ ディ レク トリ を 表示 する の に 使用 され ます 。PT コ 
マン ド は 、 シ ステ ムペ ー ジ テー プル の 一 つ を 表示 する の に 使用 され ます 。 こ の 二 
つの コマ ンド は 、 表 示す る テー プル エン トリ の 開始 イン デック ス と 終了 イン デ ッ 
クス の 二 つ の オペ ラン ド (オプ ショ ン ) を 持ち ます 。 イ ン デ ックス 番号 0 は 、 テ 
ー プ ブル の 最初 の エン トリ を 、 1 は 2 番目 の 拉 を と いう よう に 指定 し ます 。 


オペ ラン ド の 指定 が な い 場 合 、16 個 の テー プル エン トリ が 表示 され ます 。 こ の エ 
ント リ の 表示 は 、 前 回 の 本 コマ ンド 使用 時 、 最 後に 表示 され た エン トリ の 次 か ら 
始ま り ま す 。 開始 イ ン デ ックス だ け 指 定 さ れ た 場合 は 、 指 定 イ ン デ ックス の エン 
トリ か ら 16 個 の エン トリ が 表示 され ます 。 開始 イン デック ス と 、 終 了 イ ン デ ッ ク 
ス の 両方 が 指定 され た 場合 、 開 始 イ ン デ ックス か ら 終 了 イ ン デ ックス まで の すべ 
て の エン トリ が 表示 され ます 。 
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3.16 


PT コマ ンド は 、 必 須 の オペ ラン ド と し て 、 表 示す る ペー ジテ ー プ ブル の ペー ジ デ ィ レ クト リ 
中 の イン デック ス 番 号 を と り ま す 。 ペ ー ジ ディ レク トリ と ペー ジテ ー ブ ル は 、80386 が リ 
ニア アド レス を 物理 アド レス へ 変換 する の に 使用 され ます 。 詳 細 は 、80386 プロ グラ マ 用 
文法 書 を 参照 し て くだ さい 。 ペ ー ジ ディ レク トリ の 各 エ ント リ に は ペー ジテ ー プ ブル が マッ 
ピン グ さ れ 、 ペ ー ジ テー ブル の 各 エ ント リ に は 物理 メモ リ ペ ー ジ が マッ ピン グ さ れ ま す 。 

PD コマ ンド と PT コマ ンド は 、 テ ー プ ル エ ント リ ご と に 以下 の 情報 を 表示 し ます 。 値 は すべ 

て 16 進 数 で 表示 され る ます 。 

・ エ ント リ の イン デック スズ 番号 

・ マ ッ ピ ング され た メモ リ ペ ー ジ の 物理 ベー ス ア ドレ ス 

・ メ モリ ペー ジ に 対し て 許さ れ た アク セス ( “read": 読 出し 専用 、 “rd/wr" : 読 取り 書 込 
みみ アクセス) 

・ ペ ー ジ の 使用 状況 ( "none': ペ ー ジ に アク セス され て いな い 、 “read" : ペ ー ジ は 読取 ら 
れ た が 和書 込ま れ て いな い 、 “write": ペ ー ジ は 書 込 ま れ た ) 80386 は 、 ペ ー ジ テー プル 
の 読取 り ア クセ ス と 、 書 込み アク セス と の 区 別 を し な い の で 、 ペ ー ジ ディ レク トリ の エ 
ント リ の 使用 状況 は 、 “none" か “rd/wr" で す 

・ ペ ー ジ アク セス に 必要 な 特権 レベ ル ( “user": す べ て の 特権 レベ ル が アク セス 可能 な 場 
合 、 "supervisor": プ ログ ラム は 特権 レベ ル 0.1 ま た は 2 で 実行 中 で な けれ ば な ら な い ) 


PD コマ ンド と PT コマ ンド は 、 リ アル モー ド の デバ ッ グ 時 は 使用 で きま せん 。 


例 : -PD 0 1 
#0000 Base addr=00045000 access=rd/wr usage=rd/wr Drivilege=user 
#0001 Not present-Vvalue=00000000 


-PT015 15 
#0015 Base addr=0005A000 access=rd/wr usagenone privilege=user 


0Q コマ ンド 

- Quit (終了 ) 

構文 : 0 

説明 : 0 コマ ンド は 、 デ バッ ガ を 終了 する の に 使用 され ます 。 他 の プロ グラ ム を 実行 
する に は 、 こ の コマ ンド を 使用 し て デバ ッ グ セッ ショ ン を 終了 させ て 、 DOS に 
戻し ます 。 

例 : -Q 


C >(D0S8 プ ロン プ ト ) 


3 0 4 


3.17 R コマ ンド 
- Display or Change Registers (レジ スタ の 表示 また は 変更 ) 


構文 : 


説明 : 


R [register] [value] 


R コマ ンド は 、 内 部 80386 レジ スタ の 内 容 を 表示 また は 変更 する の に 使用 され 
ます 。 こ の コマ ンド に は 三 つ の 形 が あり ます 。 

まず 、 オ ペラ ンド を 指定 し な い 場 合 、 す べ て の 80386 汎用 レジ スタ が 画面 に 表 
示さ れ ま す 。 レ ジス タ 内 容 は 次 の よう に 表示 され ます 。 

-R 

EAX=00000000 EBX=00000000 ECX=00000000 EDX=00000000 

ESI=00000000 EDI=00000000 EBP=00000000 ESP=00001FFE 

DS=0014 SS=0014 ES=0014 FS=0014 GS=0014 

CS:EIP=000C:0000200 EFLAGS=00000202 NV UP EI PL NZ NAPONC 
000C:0000200 B409 NOV AH, 09 


1 行 目 は 4 個 の デー タレ ジス タ EAX 、EBX 、ECX 、EDX を 、2 行 目 は 4 個 の ア 
ドレ スレ ジス タ ESI 、EDI 、EBP 、ESP を 示し て いま す 。 3 行 目 は 6 個 の セグ 
メン トレ ジス タ の 内 の 5 個 の レジ スタ DS、SS、ES、FS、GS を 表示 し て いま す 。 
4 行 目 に は 、 次 に 実行 する 命令 の アド レス (CS:EIPD と フラ グレ ジス タ EFLAGS の 
内 容 が 表示 され て いま す 。EFLAGS は 、16 進 値 と 最も 重要 な フラ グ ビ ッ ト の ニー 
モニ ッ ク の 両 方 で 表示 され ます 。 以 下 の ニ ー モ ニッ ク は 、 フ ラグ ビッ ト が オン 
か オフ か を 示す た め に 使用 され ます 。 








仮想 8086 モ ー ド 
オー バー フロ ー 
方 向 

割込み 有効 
符号 

ゼロ 
補助 けた 上 げ 
パリ ティ 


けた 上 げ 





2 番目 の 形式 の OR コマ ンド は 、 単 一 の 80386 レジ スタ の 内 容 表示 に 使用 され ま 
す 。 こ の 形 で は コマ ンド オペ ラン ド は 表示 する レジ スタ 名 で す 。 有効 な レス ジ 
タ 名 を 以下 に 示し ます 。 
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3.18 


32 ビ ピット デー タレ ジス タ  EAX 、BBX 、ECX 、BDX 
16 ビ ッ ト デ ー タ レジ スタ AX 、X 、CX、 DX 

8 ビッ ト デ ー タ レジ スタ 氏 、 刀 、CL、 DL、AH、 BH 、CH、DH 
32 ビ ッ ト ア ドレ スレ ジス タ BSI 、ED】 、BBP 、ESP 

16 ビ ッ ト ア ドレ スレ ジス タ 81、 DI 、BP、 SP 


セグ メン トレ ジス タ CS、 DS 、SS、 ES 、FS、6GS 
命 合 ポ イン タ EIP 、IP 

制御 レジ スタ CRO 、CR2 、CR3 

デバ ッ グ レジ スタ DRO 、DRI 、DR2 、DR3 、DR6 、DR7 


テス トレ ジス タ TR6 、TR7 


3 番目 の 形式 の R コマ ンド は 、80386 レジ スタ の 内 容 を 変更 する た め に 使用 さ 
れ ま す 。 こ の 形 の R コマ ンド は 、 オ ペラ ンド が 二 必 要 で す 。 最初 の オペ ラン 
ド は 変更 する レジ スタ 名 で あり 、 2 番目 の オペ ラン ド は レジ スタ に ロー ド す る 


値 で す 。 


な お 、386 ネ ィ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 実行 中 に CTRL/C を 入力 し て デバ ッ ガ に 制御 を 戻 


し た 場合 、 


386 1 DEBUG は 、 レ ジス タ 値 を 変更 で き な い よう に する こと に 注意 し て くだ さ 


い 。 プ レイ ク ポ イン ト と ウォ ッ チ ポイ ント は 、CTRL/C 入 力 後 も 通常 通り 設定 で きま す 。 


例 : 


-R BSI 
ESI=00000000 
-R ESI 123 
-R ESI 
ESI=00000123 


RX コ マン ド 
- Display Extended Registers (拡張 レジ スタ の 表示 ) 


構文 : 


説明 : 


RX 


RY コマ ンド は 、80386CPU の すべ て の 内 部 レジ スク を 表示 する の に 使用 され ます 。 
RX コ マン ド は 、R コマ ンド と 同様 に 、 汎 用 レジ スタ (EAX 、EBX な ど ) 、 セ ケ 
メン トレ ジス タ (DS 、C8 な ど ) お よび フラ グ を 表示 し ます 。 さ ら に 、RX コ マン 
ド は 以下 に 示す 80386 専用 レジ スタ も 表示 し ます 。 

・ デ バッ グレ ジス タ DRO、 DR1、 DR2、 DR3、 DR6、 DR7 

・ 制 御 レ ジス タ CRO、 CR2、 CR3 

・ テ スト レジ スタ  TR6、 TR7 

・GDTR、LDTR、IDTR の 各 レ ジス タ 
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例 : 


-RX 

BAX=00000000 BBX=00000000 BCX=00000000 EDX=00000000 
ESI=00000000 EDI=00000000 EBP=00000000 ESP=00001FFE 
DS=0014 SS=0014 ES=0014 FS=0014 GS=0014 
CS:EIP=000C:0000200 NVUPEIPLNZNAPO 

NC 

CRO=00000001 CR2=00000000 CR3=0000F000 

DRO=00021360 DR1=00000000 DR2=00000000 DR3=00000000 
DR6=0000EOOF DR7=00000003 

TR6=00000000 TR7=00000000 

GDTbase=00011D96 GDTIimit=002F IDTDase=00011EF4 
IDTIimit=07FF 

LDT=0028 TR=0000 


3.19 S コマ ンド 
- Search Memory for String (メモ リ 中 の 文字 列 探 索 ) 


構文 : 


例 : 


S range Values 


S コ マン ド は 、 メ モリ プロ ッ ク 内 の デー タバ イト の 列 を 探索 する の に 使用 され 
ます 。 最 初 の 二 つ の オペ ラン ド は 、 検索 する メモ リプ ロッ ク の アド レス 領域 を 
指定 し ます 。 残り の オペ ラン ド は 、 探索 する メモ リ の バイ ト 列 を 指定 し ます 。 
値 は 、 単 独 の バイ ト ま た は 文字 列 と し て 与え る こと が で きま す 。 開始 ア ドレ ス 
で セグ メン ト セ レク タ を 指定 し な か っ た 場合 、DS の 示す セグ メン ト を 指定 し た 


も の と 想定 され ます 。 


$S コマ ンド は 、 指 定 さ れ た バイ ト ま た は バイ ト 列 を 求め て 指定 され た 全 領 域 を 
検索 し ます 。 指 定 値 が 見 つか る た びに 、 値 列 の 最初 の バイ ト ア ドレ ス が 表示 さ 


れ ま す 。 


-DB 0 1F 


0014 :00000000 B4 09 BA 10 00 00 00 CD-21 66 B8 00 4C CD 21 00 
0014 :00000010 48 65 6C 6C 6F 20 77 6P-72 6C 64 21 21 21 21 21 Hello worl 


-S 0 IF CD 21 
0014 :00000007 
0014 :0000000D 
-S DS:0 1F HELLO 
-S DS:0 1F 'Hello' 
0014 :00000010 
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-S 14:0 1F『 
0014:00000008 
0014:0000000E 
0014:0000001B 
0014:0000001C 
0014 :0000001D 
0014:0000001E 
0014:0000001F 


3.20 T 、TO コ マン ド 
- Trace(Single-Step)( ト レー ス ( 単 一 ステ ッ プ ) ) 


構文 : 


説明 : 


T [=address] [count] 
TO [=address] [count] 


トレ ー ス コマ ンド は 、 プ ログ ラム の 実行 を 1 命令 ずつ トレ ー ス する の に 使用 さ 
れ ま す 。 最も 単純 な 形 で は 、T コマ ンド は オペ ラン ド を と り ま せん 。 こ の 場合 
は 、80386 命令 を 一 つ 実行 し 、 そ の 次 に 80386 レジ スタ の 内 容 を 画面 に 表示 し 
ます 。 そ の レジ スタ 内 容 は R コマ ンド と 同じ 形式 で 表示 され ます 。 ま た 、 命令 
ポイ ンタ GS:EIP に よっ て アド レス 指示 され た 命令 は 実行 され ます 。 


T コマ ンド の オペ ラン ド と し て count 数 を と る と 、 指 定 さ れ た 数 だ け 命 令 を ト 
レー ス し ます 。 こ の 場合 も 、80386 レジ スタ の 内 容 は 各 命 令 の 実行 後に 表示 さ 
れ ま す 。 こ の 形 の T コマ ンド は 、 何 度 も T コマ ンド を 入力 する こと な し に プロ 
グラ ム を トレ ー ス する の に 便利 で す 。 “*” 文字 は 、 無 限 値 を 指定 する の に 使 
用 され ます 。 無限 値 の 指定 が ある 場合 、 プ ロ セ ッ サ 例外 が 発生 する か プロ グラ 
ム が 終了 する まで 、 命 令 は トレ ー ス され ます 。 


TO(trace quietly) コマ ンド は 、T コマ ンド と ほぼ 同じ 動作 を し ます 。 異な る 
点 は 、T コマ ンド で は 各 命令 の トレ ー ス ご と に レジ スタ 内 容 が 表示 され ます が 
TO コマ ンド で は 、 指 定 され た 数 の 命令 の トレ ー ス 後 か 、 プ ロ セ ッ 例外 の 発生 
後に だ け レ ジス タ 内 容 が 表示 され る こと で す 。 デ バッ ガ は 、10 命 令 の あと に 制 
御 を 獲得 する と 、 ト レー ス さ れ た 命令 の 数 を 表示 し ます 。 


T コマ ンド と TQ コ マン ド の 22 番目 の オペ ラン ド と し て 、 実 行 開始 アド レス を 指 
定 する こと が で きま す 。 実行 開始 アド レス の 前 に 等 号 (=) を 入力 し て 指定 し 
ます 。 開 始 ア ドレ ス に 対し て セグ メン ト セ レク タ が 指定 され て な い 場 合 、CS レ 
ジス タ の セレ クタ が デフ ォ ル ト と し て 指定 され ます 。 
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例 : 


トレ ー ス され る 命令 が ソフ トウ ェ ア 割 込み (INT) 命令 の 場合 、80386 アー キテ 
クチ ュ ア で は 、 一 つの 命令 で は な く 二 つの 命令 が 実際 に は トレ ー ス され ます 。 
T コマ ンド は 、INT 命令 の トレ ー ス 後 、 メ ッ セ ー ジ “stepped 【wo instructio 
ns to0... を 表示 し ます 。 


-T5 
CS:BIP の 5 個 の 命令 を トレ ー ス する 。 


-TQ =100 A 
CS:100 の 10 個 の 命令 を トレ ー ス し 、10 番 目 の 命令 の トレ ー ス 後に だ け レ ジス タ 内 
を 表示 する 。 


-TO * 
エラ ー が 発生 する まで 命 信 を トレ ー ス する 。 


3.21 U、U16、U 32 コ マン ド 
- Unassembly ( 逆 ア セン プリ ) 


構文 : 


説明 : 


U [range] 
U16 [range] 
U32 [range] 


U 、U16 、U32 の 各 コ マン ド は 、 メ モリ プロ ッ ク を 逆 ア セン プル し 、 そ の 内 容 
を 80386 命令 と し て 表示 する の に 使用 され ます 。 こ れ ら の コマ ンド は 、 逆 アセ 
ンプ ル す る メモ リ 領 域 を 指定 する 二 つ の オペ ラン ド (オプ ショ ン ) を と り ま す 。 
オペ ラン ド の 指定 が な い 場 合 、32 バ イト が 逆 ア セン プル され ます 。 逆 アセ ンプ 
ル は 、 前 回 この コマ ンド が 実行 され た 時 、 逆 アセ ンプ ル さ れ た 領域 の 最後 の バ 
イト の 次 か ら 始 まり ます 。 開始 アド レス だ けが 指定 され た 場合 、 開 始 ア ドレ ス 
か ら 32 バ イト が 逆 ア セン ブル され ます 。 開 始 ア ドレ ス と 終了 アド レス の 両方 が 
指定 され た 場合 、 そ の プロ ッ ク 全 体 が 逆 ア セン プル され ます 。 逆 アセ ンプ ル の 
開始 アド レス に 対し て セグ メン ト セ レク タ が 指定 され て いな い 場 合 、CS レ ジス 
タ の セレ クタ が デフ ォ ル ト と し て 使用 され ます 。 


386 | DEBUG は 、 逆 アセ ンプ ル さ れ た 命令 ご と に 、 命令 アド レス 、0P コ ー ド バ 
イト の 16 進 値 、 命 令 に オペ ラン ド に 対す る アセ ンプ リ 語 文 を 1 行 に 表示 し ます 。 
オペ ラン ドサ イズ は 、 必 要 に 応じ て PTR 演算 子 で 指定 され ます 。 ま た 、 セ グ メ 
ント オー バラ イド は 六 算 子 “:" で 表示 され ます 。 


開始 アド レス の 命令 を 逆 ア セン プル する 前 に 、 そ れ 以 前 の シン ボル 中 で 最も 近 
い シ ン ボ ル か ら の 命令 の オフ セッ ト が 表示 され る 。unassemble コ マン ド が 、 一 
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例 : 


群 の 命令 の 逆 ア セン プル 中 に 新しい 関数 に 入り 込ん だ 場合 、 新 し い 関数 の 名 前 
が 表示 され る 。 


一 群 の コー ド を 正しく 逆 ア セン プル する た め に 、 386 1 DEBUG は 、 各 命令 の 実 
行 時 、 コ ー ド セグ メン トディ スク リプ タ 内 の D ビ ッ ト が どの 値 を 持つ か を 知る 
必要 が あり ます 。D ビ ッ ト は 80386CPU が 、 命 令 オ ペラ ンド と メモ リア ドレ ス の 
デフ ォ ル ト サ イ ズ を 決定 する の に 使用 され ます 。D ビ ッ ト が 設定 され て いる 場 
合 、80386 は 、 す べ て の 変位 た すべ て の フル サイ ズ オ ペラ ンド が と も に 32 ビ ッ 
ト 幅 で ある と 想定 し ます 。D ビ ッ ト が クリ ア さ れ て いる 場合 、16 ビ ッ ト サ イズ 
が 相 定 され ます 。 こ の 値 は 80386 の 命令 0P コ ー ド 解釈 方 法 に 影響 する の で 、 3 
861DEBUG は 同一 の 想定 を 行う た め に 、D ビ ッ ト の 値 を 知る 必要 が ある の で す 。 


U16 形 か U32 形 の 逆 ア セン プル コマ ンド が 使用 され て いる 場合 、 386 | DEBUG 
は 、 コ マン ド 名 に 基づい て 、 デ フォ ルト の オペ ラン ド と アド レス の サイ ズ を 相 
定 し ます 。U 16 は 、 3861DEBUG に 対し デフ ォ ル ト の オペ ラン ド 幅 と アド レス 
幅 を 16 ビ ピット で 想定 する よう 命じ ます 。U 32 の 場合 は 省略 時 の 幅 を 32 ビ ピッ ト に 


想定 し ます 。 


U 形 の 逆 ア セン プル コマ ンド は 、 デ フォ ルト の オペ ラン ドサ イズ また は アド レ 

ス サ イ ズ を 指定 し ませ ん 。386 1 DEBUG は 、 次 の 論理 を 使っ て 推論 し ます 。 
・CPU が リア ルモード の 場合 、16 ビ ッ ト の デフ ォ ル ト サ イ ズ が 想定 され ます 。 
これ は 、 80386 ア ー キ テク チア の 要件 で す 。 

・CPU が 386 ネ ィ テ ィ プ モー ド の 場合 、 386 | DEBUG は 、 逆 アセ ンプ ブル 中 の ア 
ドレ ス の セグ メン ト セ レク タ を 使っ て その サイ ズ を 根 定 し ます 。 386 | DEBU 
6 は 、 デ ィ ス クリ プ タ テ ー プ ブル 内 の セレ クタ を 摘 索 し 、D ビ ッ ト を テー プル 
エン トリ か ら 直 接 取り 出し ます 。 


多く の 場合 、U 形 の 逆 ア セン プル コマ ンド で 二分 問 に 合い ます 。U16 コマ ンド 
と U32 コマ ンド は 、 シ ステ ムコ ー ド を 書く 時 か デー タ セ グ メ ント 内 の コー ド の 
逆 ア セン プル 時 (た と えば 、 物 理 メ モリ の 下位 1 メガ バイ ト を マッ ピン グ す る 
USE32 デー タ セ グ メ ント 内 の DOS コー ド を 逆 ア セン プル する と き ) に 時 々 必要 


と な り ま す 。 


リア ルモード の 逆 ア セン プル 例 


-u MAIN MAINHB 

MAIN: 

4E46:00000000 B84C4B MOV AX. 4E4C 
4E46:00000003 8BD8 MOV DS. AX 
4E46:00000005 66BA1F000000 MOV EDX, 0000001F 
4E46:0000000B E81900 CALL 0027 


386 ネ ィ ティ プ モ ー ド の 逆 ア セン プル 例 


-u 2e40 2e48 

SCAN+056: 

000C:00002E40 0400 ADD AL.00 
000C:00002E42 00E8 ADD ALCH 


000C:00002E44 A2070000B4 MOV [B400007] ,AL 


32 ビ ッ ト の 逆 ア セン プル を 強制 的 に 実行 する 例 

-U32 SCAN+6f SCAN+79 

SCAN to 6FP: 

000C:00002A59 6650 PUSH AX 
000C:00002A5B 8DIDE9000000 LEA  EBX. [000000E9] 
000C:00002A61 E8840B0000 CALL 000035EA 


32 ビ ッ ト の 386 ネ ィ ティ プ モ ー ド に し た まま で 16 ビ ッ ト コ ー ド を 逆 ア セン プル す 
る 例 (この コー ド は ROM BIOS の 一 部 で ある ) 
-U16 34:f000D f0010 


0034 :000F000B 8BFO MOV SILAX 
0034 :000F000D B84000 MOV AX.0040 
0034 :000F0010 8ED8 MOV DS.AX 


3.22 WC、WD、 WE 、ML、 WP コマ ンド 
- Watchpoint Control (ウォ ッ チ ポイ ント 制御 ) 


構文 : 


説明 : 


WC watchpts 

WC* 

WD watchpts 

WD* 

WE watchpts 

WE* 

WL 

WP address datalen [r/w] 


ウォ ッ チ ポイ ント 制御 コマ ンド は 、 デ ー タ ウォ ッ チ ポイ ント の 設定 、 ク リア 、 
有効 化 、 無 効 化 お よび リス ト 作 成 を 行う の に 使用 され ます 。 デ ー タ ウォ ッ チ ポ 
イン ト は 、 特 定 メ モリ ロケ ーション の 読取 り 命 令 、 書 込み 命令 の 実行 直後 アプ 
リケーション 実行 を 停止 させ ます 。 デ ー タ ウォ ッ チ ポイ ント が 発生 する と 、 デ 
バッ ガ は 、 ア クセ ス さ れ た メモ リロ ケー ショ ン と 現 レ ジス タ の 内 容 と を 表示 し 
た あと コマ ンド の 入力 を 促し ます 。 デ ー タ ウォ ッ チ ポイ ント は 、 プ ログ ラム 中 


の コー ド ま た は デー タ ア ドレ ス を 破壊 する よう な バグ を 見 つけ る の に 役に立ち 
ます 。 
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WP コマ ンド は 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト を 設定 する の に 使用 され ます 。 最 初 の オペ ラ 
ンド は 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト す る 位置 アド レス で 、 2 番目 の オペ ラン ド は 、 ア ク 
セス の 予想 され る デー タ の サイ ズ (1 バイ ト 、2 バ イト ま た は 4 バイ ト ) で す 。 
衣 っ た デー タ サ イズ が 使用 され た 場合 、 ハード ウェ ア は 、 そ の メモ リロ ケー シ 
ョ ン へ の アク セス を し ませ ん 。 3 番目 の オペ ラン ド は 、 オ プシ ョ ン で あり 、 ウ 
ォ ッ チ ポ イン ト が 書込み アク セス 時 に 限っ て 発生 する か 、 ど の 種類 の アク セス 
(読取 り 、 書 込み の 両方 ) に 対し て も 発生 する か を 指定 し ます 。 英 小文字 "wr 
は 、 書 込み 専用 ウォ ッ チ ポイ ント を 指定 する の に 使用 され ます 。 英 小文字 *r* 
は 、 読 出し 書込み ウォ ッ チ ポイ ント を 指定 する の に 使用 され ます 。 3 番目 の オ 
ペラ ンド の 指定 が な い 場 合 、 書 込み 専用 ウォ ッ チ ポイ ント が 設定 され ます 。 
過 コ マン ド は 、WP コ マン ド で 設定 され た ウォ ッ チ ポイ ント を リス ト し ます 。 各 
ウォ ッ チ ポイ ント は 、 3861DEBUG に よっ て 割り 当て られ る 番号 に よっ て 識別 
され ます 。 記 コマ ンド は 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト ご と に 、(1) ウ ォ ッ チ ポ イン ト 番 号 、 
(の 設定 され た ロケ ーション の アド レス 、 お よび (3) ウ ォ ッ チ ポ イン ト が 書込み 再 
用 か 読出 し 書込み 用 か 、 を リス ト し ます 。 さ ら に 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト が 無効 に 
な っ て いる 場合 、WL コ マン ド は 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト 情 報 の あと に 。。。disabled 
<。 を 表示 し ます 。 

WD コ マン ド は ウォ ッ チ ポイ ント を 無効 に する の に 使用 され 、WB コ マン ド は 、 ウ 
ォ ッ チ ポ イン ト を 有効 に する の に 使用 され ます 。 両 コマ ンド と も 、 ウ ォ ッ チ ポ 
イン ト 番 号 の リス ト か 、 特 殊 記号 “* " (すべ て の ウォ ッ チ ポイ ント を 意味 す 
る 記号 ) の いずれ か を 引数 と し ます 。WD コ マン ド は 、 活 動 し て 欲し く な い ウ ォ 
ッ チ ポイ ント を 一 時 的 に 無効 に する の に 使用 され 、WEP コ マン ド は 、WD コ マン ド 
で すでに 無効 に され た ウォ ッ チ ポイ ント を 有効 に する た め に 使用 され ます 。 


WC コマ ンド は 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト を クリ ア す る の に 使用 され ます 。 こ の コマ ン 
ド は 、 ウ ォ ッ チ ポ イン ト 番 号 の リス ト か 、 特 殊 記号 “**"( すべ て の ウォ ッ チ 
ポイ ント を 意味 する 記号 ) の いずれ か を 引数 と し ます 。 ウ ォ ッ チ ポ イン ト は 、 
いっ た ん クリ ア さ れる と 、WL コ マン ド に よっ て リス ト さ れる こと は な く 、WW コ 
マン ド を 使っ て 有効 に する こと も で きま せん 。 ク リア 後 再度 ウォ ッ チ ポイ ント 
が 必要 に な っ た 場合 、WP コ マン ド で その ウォ ッ チ ポイ ント を 再 設定 し な けれ ば 
な り ま せん 。 


-WP buft21 1 

-WP bufp 4r 

-WP errf2w 

-WL 

0 BUF+021 datalen=1 write only 
1 BUFP datalen=4 read/write 
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3.23 


3.24 


2 ERRF datalen=2 write only 

-WD 1 

-WL 

0 BUF+021 datalen=1 write only 

1 BUFP datalen=4 read/write *** disabled*** 
2 ERRF datalen=2 write only 

-WE * 

-WC 02 

-WL 

1 BUFP datalen=4 read/write 


X コマ ンド 
- Display Symhbol Table (シン ボル テー プ ブル の 表示 ) 


構文 : 


説明 


例 : 


X [symbol] 


X コマ ンド は 、 デ バッ グ 中 の プロ グラ ム の パプ リッ クシ ン ボ ル と その シン ボル 値 
を 表示 する の に 使用 され ます 。X コマ ンド で コマ ンド オペ ラン ド が 指定 され な い 
会 


合 、 シ ン ボ ル テ ー プ ル 全 体 が 表示 され ます 。 文字 列 値 が コマ ンド オペ ラン ド と 
し て 指定 され て いる 場合 、 指 定 文字 列 で 始ま る 名 前 の 全 シ ン ポ ル が 表示 され ます 。 


-X ma 

MAIN = 0000000A 
MAKE_PTR = 000032C 
MARK_-P0S = 000045B0 
- mak 

MAKE_-PTR = 0000032C 


XS コマ ンド 
- Display Segment Names (セグ メン ト 名 の 表示 ) 


構文 : 


説明 : 


XS 


セグ メン ト 名 表示 コマ ンド は 、 プ ログ ラム の 各 セ グ メ ント の 名 前 、 セ グ メ ント セ 
レク タ 値 (セグ メン ト を アド レス 指定 する た め に セグ メン トレ ジス タ に ロー ド さ 
れる 値 ) お よび サイ ズ (単位 : バイ ト ) を 表示 し ます 。386 ネイ ティ プ モ ー ド プ 
ログ ラム に 対し て は 、 リ ンカ は 、 “PROGRAM" と いう 名 の 単 一 の セグ メン ト を 作成 
し 、 セ グ メ ント セレ クタ 000C と 0014 が 、 常 に その セグ メン ト を 指す た め に 設定 さ 
れ ま す 。 し た が っ て 、XS コ マン ド は 、 386 ネ イ テ ィ プ モ ー ド プロ グラ ム に 対し て 
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3. 25 


3.26 


は 、 い つも 同じ 情報 を 表示 し ます 。 リ アル モー ド プ ログ ラム に 対し て は 、 ソ ー ス 
コー ド で 定義 され た の と 同じ よう に セグ メン ト と グル ー プ 名 が 表示 され ます 。 セ 
グ メ ント 値 は 、 そ の セグ メン ト か グル ー プ の パラ グラ フ ベ ー ス アド レス で す 。 


例 : 386 ネイ ティ プ モ ー ド プロ グラ ム の 場合 : 
-%S 
PROGRAM 000C Size = 0001A800 


リア ルモード プロ グラ ム の 場合 


-XS 

-BSS 2E76 Size = 00000200 

-CODE 2350 Size = 0000B260 

-DATA 2E96 Size = 000039E4 

DGROUP 2E76 Size = 00003BE4 
XW コ マン ド 


- Locate Symbol (シン ボル の 位置 を 知る ) 


構文 : XW address 


XW コ マン ド は 、 プ ログ ラム 中 の 特定 アド レス より 前 に ある シン ボル で 最も 近い シ 
ン ボ ル を 見 つけ る た め に 使用 され ます 。 コ マン ド オ ペラ ンド は 、 シ ン ボ ル テ ー プ 
ル の 中 で 検索 する 、 プ ログ ラム アド レス で す 。 指定 アド レス より 前 で 、 最 も 近い 
シン ボル と 、 そ の シン ボル の アド レス か ら 指 定 ア ドレ ス ま で の オフ セッ ト と か が 表 
示さ れ ま す 。 指定 され た アド レス が シン ボル の アド レス と 全く 等 し い 場 合 、 シ ン 
ボル は オフ セッ ト な し で 表示 され ます 。 


説明 : 


例 : -XW 400 
CHK_-ERR+O1C 
-XW dgroup:30 
DATBUF 


2 コマ ンド 
- On Line Help 


構文 : ? 


説明 : 9? コマ ンド は 、 オ ン ラ イン ヘル プ を 386 1DEBUC コマ ンド 形式 で 得る の に 使用 さ 
れ ま す 。 ヘ ルプ 画面 に は 、 各 コマ ンド の リス ト 、 各 コマ ンド の オペ ラン ド 、1 行 
の コマ ンド 説明 が 表示 され ます 。 2 
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386 | DEBUG コマ ンド ライ ン 








386 | DEBUG 


Switches 


name 
param(s) 








switches name param(S) 


デバ ッ ガ の デフ ォ ル ト 時 動作 を オー バラ イド する た め の オ プシ ョ ンコ マン 
ドラ イン スイ ッ チ 

デバ ッ グ する .EXP フ ァイル 名 .EXEP フ ァイル 名 また は .REX フ ァイル 名 
追加 の コマ ンド ライ ン パ ラメ タ を デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム に 受け 渡す 
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付 
水 386 | DEBUG コマ ンド の 要約 


386 1DEBUG コマ ンド : 










BC numberlist |*# 
BD numberlist |# 
BE numberlist |# 
BL 

BP address 

C range addreSs 

D [range] 

DA [range] 

DB [range] 

DD [range] 

DW [range] 

DG [range] 

DI [range] 

DL [range] 

E address value(s) 
EB address value(s) 
ED address value(s) 
EW address value(s) 
F range Value(s) 












H value Value 






1 port 

K [arg-count] 
KA 

M range addreSs 










6 [=address] [address(es)] 











Clear breakpoints 
Disable breakpoints 

Enable breakpoints 

List all breakpoints 

Set breakpoints 

Compare memOrV 

DumD memory 

Dump memory in ASCII 

Dump memory as hex bytes 

Dump memory as hex doublewords 
Dump memory as hex words 

Dump GDT 

Dump IDT 

Dump LDT 

Enter(change)memory by bytes 
Enter(change)memory by bytes 
Enter(change)memory by doublewords 
Enter(change)memory by words 

Fill memory 

GO (and set breakpoints) 

Hex arithmetic 

Inpout from port 

Display procedure call stack 
Display call stack with arguments 
MoOVe memory 














MS 

0 port value 

P 

PD [range] 

PQ 

PT table [range] 
0 


R [register] [value] 


RX 
S range Value(s) 


T [=address] [count] 
TQ [=address] [coun] 


U [range] 

U16 [range] 

U32 [range] 

WC numberlist |* 
WD numberlist |* 
WE numberlist |# 
WEL 

WP addr datalen 

X [symbol] 

AA5 

XW address 





[rlm] 









Show current memory model 
ASSume COmDaCt memory model 
Assume large memory model 






ASsSume medium memOry model 

ASsume Small memory model 

Output to port 

Trace across CALL instruction 

Dump page directory 

Trace quietly across CALL instructions 
Dump page table 

Quit 

Display or change registers 
Dispaly extended registers 

Search memory for string 
Trace(single-step) 

Trace quietly 

Unassemble memory 

Unassemble memory in USE16 segment 
Unassemble memory in USE32 segment 
Clear watchpoints 

Disabel watchpoints 

Enable watchpoints 

List all watchpoints 

Set watchpoints 

Display symbol table 

Display segment names 

Locate symbol at address 
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式 形式 : 





に 








アド レス 




















16 進 
"ABC" 文字 列 
AL レジ スタ の 内 容 
F51AA 加算 
ms 
12A オフ セッ ト 
main シン ボル 
CS:145 セグ メン トレ ジス タオ ー バ ライ ド 
8:145 セレ クタ オー バラ イド 
BSP レジ スタ を 介し た 間接 アド レス 指定 
SS:ESP セグ メン ト オ ー バ ライ ド の ある レジ スタ を 介し 
た 間接 アド レス 指定 
butt10 加算 
EBP-10 減算 
buf DuffPF 単純 領域 
CS:100 1FF セグ メン ト オ ー バ ライ ド の ある 領域 
14:100 1FF セレ クタ オー バラ イド の ある 領域 
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付 


C. 1 














この 付録 で は 、 デ バッ ガ に 発生 する 可能 性 の ある エラ ー、 そ の 原因 と 修正 方 法 に つい て 
述べ ます 。 エ ラー メッ セー ジ は 、 二 つ に 分 け て 説明 し ます 。 C. 1 で は 、 386 1 DEBUG が 最 
初 の コマ ンド プロ ンプ ト の 表示 前 に プロ グラ ム を ロー ド し よう と する と き 発 生 す る エラ ー 
を 示し ます 。C. 2 で は 、 コ マン ド 入 力 時 に 発生 する エラ ー を 示し ます 。 エ ラー メッ セー ジ 
は アル ファ ベッ ト 順 に な っ て いま す 。 


プロ グラ ムロ ー ド エラ ー 








ジェー * ? Can't open executable file:filename 
原因 : 存在 し な い .EXP フ ァイル 、.EXE フ ァイル また は .REX フ ァイル を デバ ッ グ し よ 
うと し た 。 
処 加 : 1 ) .EXP フ ァイル 名 の スペ ル を 訂正 する 。 
2 ) .EXP フ ァイル の ある ディ レク トリ 名 を 正しく 入力 する 。 
3 ) 386 | LINK を 使用 し て 、.EXP フ ァイル を 作成 する 。 
エラ ー ミ 2 Error reading file:filename 
原因 : .EXP フ ァイル が 損傷 し て いる 。 
処置 : リン クエ ラー が な いこ と を 確認 し て 、.BXP フ ァイル を 再 構築 する 。 
エラ ー: 2 Insufficient memory to load program 
原因 : プロ グラ ム の サイ ズ が 使用 可能 な メモ リ よ り 大 きい 。 
処置 : 1) プロ グラ ム を 縮小 する 。 


2 ) より 大 き な メ モリ を 購入 する 。 
3 ) メモ リ 常 駐 プ ログ ラム を シス テム か ら 除 去 する 。 
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財 | ーー デー アァ 





エラ ー: ? Load error 
MS-D08 が リア ルモード .EXE フ ァイル を ロー ド し よう と し た と き に 、 原 因 不 明 





原因 
の エラ ー が 発生 し た 。 

処置 : シス テム を リプ ー ト する 。 

エラ ー 2 Missing file name 

原因 デバ ッ グ する プロ グラ ム フ ァ イル を 指定 し な いで 386 1 DEBUG を 実行 し よう 
と し た 。 

処置 デバ ッ グ する プロ グラ ム の ある . EXP フ ァイル 名 を 与え る 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ラー ? Not an executable file:filename 


エラ ー 
原因 : ファ イル が . EXP 形 式 、. EXE 形 式 ま た は . REX 形 式 の ファ イル で は な い 。 


C.2 コマ ンド エラ ー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー っ 


ラー: 2 Bad commmand operand 


エマ ラー 

原因 : コマ ンド に 対す る オペ ラン ド の 形式 が 間違っ て いる 。 た と えば 、 
1G (違法 な 16 進 数 字 ) 
1+ ("+" の 右側 に オペ ラン ド が な い ) 
*ABC (右側 の 引用 符 が な い ) 

処置 オペ ラン ド を 修正 し 、 コ マン ド を 再 入力 する 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-_ 


エラ ー: ?Can't alter registers after CTRL/C in 


protected mode 
デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム が 386 ネイ ティ プ モ ー ド で 実行 中 、CTRL/C で 制御 多 
得 後 80386 レジ スタ の 内 人 容 を 変更 し よう と し た 。 この 変更 は 禁止 され て いる 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー__ 


ラー 3 ? Extra characters at end of line 


原因 : 


生 ラ 一 
原因 コマ ンド 行 の 最後 の コマ ンド オペ ラン ド の あと に まだ 文字 が ある 。 
処置 余分 な 文字 を 行か ら 削 除 し て 、 コ マン ド を 再 入力 する 。 
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エラ ー: ? Invalid address: segment:offset 
原因 : 無効 な セグ メン ト セ レク タ 値 か 、 セ グ メ ント 制限 値 を 越え た オフ セッ ト の い 
ずれ か を 持つ アド レス が 指定 され た 。 





エラ ー: 2 Missing required command operand 

原因 : コマ ンド に 必要 な オペ ラン ド が 一 つも 指定 され て いな い 。 

処置 : help(?) コマ ンド を 使っ て 、 必 要 な オペ ラン ド を 指定 する 。 

エラ ー: 2 Only count bytes could actually be entered 

原因 : 途中 で セグ メン ト の 終り に 達し た た め 、 要 求 よ り 少 な い バ イト 数 が 、 い ずれ 


か の 入力 コマ ンド (E、EB、EW、ED) に よっ て 実際 に メモ リ に 書き 込ま れ た 。 


エラ ー: ? Only count bytes were actually filled 
原因 : セグ メン ト の 終り に 達し た た め 、 要 求 より 少な い バ イト 数 が 、fill(F) コマ 
ンド に よっ て メモ リ に 実際 に 書き 込ま れ た 。 





エラ ー: ? Segment selecter: value not readable 

原因 : 旧 定 され た セグ メン ト の 読取 り が で き な い 。 

処置 : 同一 の メモ リ を マッ ピン グ す る 別 セ グ メ ント を 使っ て デー タ を 読取 る 。 

エラ ー : 2 Segment selector: value not writable 

原因 : 指定 され た セグ メン ト の 書き 込み が で き な い 。 

処置 : 同一 メモ リー を マッ ピン グ す る 別 セ グ メ ント を 使っ て デー タ を 書き 込む 。 

エラ ー: ? Unknown command 

原因 : 正しく な い コ マン ド 名 を 386 | DEBUG に 与え た 。 

処置 : コマ ンド 名 の スペ ル を 修正 する 。 正 し い コ マン ド の 一 覧 表 に つい て は 付録 A 
を 参照 の こと 。 

エラ ー: ? Value out of range 

原因 : コマ ンド オペ ラン ド と し て 指定 され た 値 が 、 コ マン ド の 最大 許容 値 を こえ て 
いる 。 
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| 第 3 部 シン ボリ ッ ク デ バッ ガ 
英 数 ・ 記 号 

0 RESAEaa っ > ン 
-LARGE スイ ッ チ …… KSHKCMRO 当 
-WEDIUM スイ ッ チ  … 休 500GCKMNWSMRPGSAK32 AL 
SONEGASE スイ ウ デー ジー ジラ PS の か ーー 6 
-SWALL スイ ッ チ … IWAARMOKCSOSNDRCARNRN 6 
-SYMBOL スイ ッ チ … RNNOMAORNN 人 8 
っ MDONSE 和仁 放 み eeYeeeSaeee。 - 抽 
.EXE フ ァイル ………… が DMR 0 
.EXP フ ァイル … 5 2 
CTRL/C  ………… 絢 IUCN 招 
CTRL/S 文 字 … ciKGttdkgeosCoon ーー 
0 物 
EE 
EE 且 
FAR ポイ ンタ … Lee PER 約 較 ル 
NEAR ポ イン タ  … 65 生生 2 回 ご 着 
RE 呈 SM 
0 コー 中 
人 58853BCS206 に SR 279 
PP や マロ ブロ ヤ で の m0" や T こ vncocraoGcscscsd 287 
1 0 
38610EBUG one 剖 
386100S-Extender ーー 人 0 の 
386 | DOS-Extender スイ ッ チ の 
3861LINK 0 moon 


386 ネ イ テ ィ ブ モ ー ド 


アド レス 
アド レス オペ ラン ド 

アド レス 領域 ………… 
ウオ ッ チ ポイ ント  ……… 
ウオ ッ チ ポイ ント 制御 
オフ セッ ト 値  …………… 
オン ライ シン ヘル プー omo 





交 2 
拡張 レジ スタ の 表示 還 


0 生 有 2 和 00530 た GRz3eCSKShret6e ec 





加算 演算 子 PPEPCCPPYEPPPPPPPPPEEEYYCY で で で で で で で で ミミ で ミド で エミ で で で で PPP で で SE 
間接 安 ' RA 指定 で FT 
間接 演算 子 …………… ak 

完全 形 POCPEPPPF で FFP で で で PF で で で PP で ドド PP で と PP ドド で で 
0 の アセ ツブ ルリ | OTHERO 和 RSZRRNRERHAC HIRO22IREEoTEREESSrkegcs 
りー 

ケー ス セ ン シ テ ィ ビ ティ スイ ッ チ ーー ドー トー マー 
減 引 渋 條 守 ーーー"ー MAMArtkcch 
コー ド ポ イン ター ……… 32 ccaSccztnkxResss 

コマ ジッ オペ ラシン ド Ren ジ an0ohSaom 

コマ ンド 情 O eee 

コマ ンド 

コマ ンド の 処理 eee 

コマ シド ライ シン = 

コマ ンド ライ ン 構 文 ……- EEKEECECEEEEEEEREEE 
コマ ンド ライ ンス イッ チー ……ーー…… ーー 274. 
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シン グル ステ ッ プ トレ ー ズ ーー トド ーー 
シン ボル ーー パト トー ドド こく oo こく < ニー ュー 
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シン ボル テー ブル ーー 
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シン ボル の 位置 を 知る wm 
レ そ た エー 間 EEEOECOEEEEEEEEEEREEEREEEEEEEREERE 
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スモ ー ル メモ リモ デル プロ グラ ムー ーーー 
セグ メン ト オ ー バ ライ ド 演 算 子  ……………ーー…ーーー… 
セグ メン ト セ レク ター 
セグ メン ト セ レク タ 値 teen 


セグ メシ ント 名 の 表示 mo ホー ニー ニー ニー トー ドー ドー ドー 


短縮 形 。 で ooo:2ARS2ZERRSSSSSSSNESSS 
テン ポラ リブ レイ ク ポ イン ト - 
デー タウ オッ チ ポ イン ト  …… 

デー タ ポ イン ター ………………ー 
ディ スプ レイ 出力 の 制御 
デバ ッ ガ ドド ーー ドー ドー 
デバ ッ ガ コマ ンド …………… 
デバ ッ ガ コマ ンド ライ ン 
デバ ッ ガ 出力 ーーー 
デバ ッ ガス イ ツ チ で ここ るる な の る る る る る さる る eeaeoeeeeeeeeaoeeseoooeee 


32 3 





デバ ッ グ 
ト レー ス OPC ドド エ エナ エナ トト エト ミミ エナ ナメ エ ミエ エミ エド で ドド で ドド アミド ドド ドド ドド ドド すす 
人 e 308 
MO 285 


入出 カリ ダイ レク ショ ン 











パー マネ ント プレ イク ポイ ント ドー ドー ドーeeereeoe 
パブ リッ クジ シン ボル …… ド ドド ーー ドド renanraopx Ce 286 
引数 ror … 279 
ファ イル 拡張 子 。 … ー… 275 
ブレ イク ポイ ント ………… ーー 274 
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ダダ モリ 293 
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R 386 | ASM T00L KIT ユー ザー ズ マ ニュ アル 
次 第 4 部 ライ ブラ リア ン 3861LlB 





2.1 コマ ンド ライ ン 構 文法 
2.2 間接 コマ ンド ファ イル 
2.3 コマ ンド ライ ンス イッ チ 
2.3.1 オブ ジェ クト モジ ュー ルス イッ チ 
2.3.2 マッ プ フ ァ イ ルス イッ チ パッ 2 に こ ら rareastiedieinmeeiegsiseezaiaaseaesisas sasosstig。 
2.3.3 ライ ブラ リバ ッ ク ア ッ プ ファ イル スイ ッ チ 
2.3.4 ライ ブラ リ ペ ー ジ サイ ズ ス イッ チ 
2.3.5 大 文字 小文字 の 判別 スイ ッ チ 
2.4 ライ ブラ リア ン 動 作 の 順序 oe oseea amoes る RiseoseerGSSSs ee ass 
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2.6 ライ ブラ リマ ッ プ 記述 
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ピー 
ー デ 概 要 


386 | LIB は 、OMFP-86 と Easy OMF-386 の オプ ジェ クト ・ フ ァイル 用 ライ プラ リア ン で す 。 

これ は Phar Lap Software 社 の 『80386 ソフ トウ ェ ア 開 発 シ リー ズ 』 の 一 つ で 、Phar L 
ap Software 社 の リン カ :386 LINK お よび LinkLoc で 処理 で きる オプ ジェ クト ライ プラ リ 
ファ イル を 、 作 成 、 修 正 、 テ スト する た め に 使用 する も の で す 。 こ こ で は 3861LIB の 使 
用 法 を 説明 し ます 。 
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ーー 
- 詩 。 3861LIB の 使用 法 





2.1 


コマ ンド ライ ン 構 文法 


ライ プラ リア ン を する た め に 使用 する コマ ンド ライ ン は 、 ラ イブ プラ リア ンタ スク イメ ー 
ジ 名 の 386LIB と 、 そ の あと に 続く ファ イル 名 の リス ト と スイ ッ チ か ら 構 成 さ れ ま す 。 ス 
イッ チ は ライ ブラ リア ン の デフ ォ ル ト オ プ ショ ン を 無効 に し ます 。 ラ イプ ラリ の 処 理 中 に 
エラ ー が 発生 する と スク リー ン 上 に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 マ ッ プ ファ イル が あれ 
ば それ に 書き 込ま れ ま す 。 

ファ イル 名 は 、 完 全 な ファ イル 名 (ファ イル 名 . 拡張 子 ) か 、 386|LIB が デフ ォ ル ト 


拡張 子 を 提供 し て いる 場合 は 拡張 子 な し で 指定 する こと が で きま す 。 
何 も 指定 し な い 場 合 、 ラ イプ ラリ アン は 以下 の よう な ファ イル 名 拡張 子 を 想定 し ます 。 


デフ ォ ル ト 拡 張子 


ファ イル タイ プ 

オプ ジェ クト ファ イル .0BJ 
ライ プラ リフ ァイル .LIB 
ライ プラ リバ ッ ク ア ッ プ ファ イル .BAK 
ライ プラ リマ ッ プ ファ イル -MAP 
ライ プラ リア ンコ マン ド ・ フ ァイル .LBC 


さら に 、 完 全 ま た は 部 分 的 な パス を 、 フ ァイル と 共に 指定 する こと が で きま す 。 
何 も 指定 し な い 場 合 は 、 現 在 の アデ フォルト デバ イス 、 デ ィ レ クト リ と 見 な され ます 


スイ ッ チ は “-"( マ イナ ス 記 号 ) で は じ ま り , その あと に スイ ッ チ 名 が きま す 。 マ イナ ス 
記号 と スイ ッ チ 名 の 間 に ス ペー ス を 入れ る こと は で きま せん 。 引 数 は スペ ー ス を 区 切り と 
し て スイ ッ チ の すぐ あと に きま す 。 入力 ファ イル 名 や モジ ュー ル 名 は 、 ス ペー ス や コン マ 
で 区 切っ て 指定 する こと が で きま す 。 スイ ッ チ が 続く と き 、 も し く は スイ ッ チ と 入力 ファ 
イル 名 また は モジ ュー ル 名 が 続く と き は 、 ス ペー ス で 区 切ら な く て は な り ま せん 。 入 力 フ 
ァイル 名 と スイ ッ チ は コマ ンド ライ ン 上 に どの 順序 で 置い て も か まい ませ ん 。 入力 ファ イ 
ル 名 と モジ ュー ル 名 は 頭 に マイ ナス 記号 を も ちっ て くる こと は で き な い の で 、 386 1LIB は 
ファ イル 名 と スイ ッ チ を 区 別 す る こと が で きま す 。 「 コ マン ドラ イン スイ ッ チ 」 の 項 に 、 
色々 な 3861LIB の 動作 を 示す た め の コ マン ドラ イン の 例 を 入れ て あり ます 。 
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2.2 


2.3 


2.3. 


間接 コマ ンド ファ イル 


Phar Lap 社 の 他 製品 と 同様 に 、 間 接 コ マン ド フ ァイル 中 で 共通 的 に 使用 され る 3861LI 
B コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 置く こと が で きま す 。 3861LIB コマ ンド ライ ン パ ラメ ー 
タ は 、 コ マン ドラ イン で 入力 され る の と 同じ 方 法 で 間接 ファ イル に 入り ます 。 間接 コマ ン 
ド フ ァイル 中 の コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ は 、 必 要 に 応じ た 行 数 を 入れ る こと が で きま す 。 
間接 コマ ンド ファ イル を 使用 する た め に は 、 コ マン ドラ イン 上 の ファ イル 名 の 前 に "@ を 
付け ます 。 386 1LIB が '⑲′ で 始ま る コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 認識 する と 、 そ の ファ 
イル を オー プン し 、 た だ ち に その 中 の コマ ンド を 処理 し ます 。 

この ファ イル に 拡張 子 が 指定 され て いな い 場 合 、 拡 張子 は ".LBC" と みな され ます 。 例 を 
あげ る と 


386LIB @comfile -add newmod 


は “COMFILE.LBCC と いう 名 の ファ イル 中 の コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 、“-add newmod" 
パラ メー タ を 処理 する 前 に 処理 し ます 。 


コマ ンド ライ ンス イッ チ 


コマ ンド ライ ンス イッ チ は デフ ォ ル ト の 指定 を 変更 し ます 。 デ フォ ルト で は 3861LIB 
は 以下 の 仕様 に な っ て いま す 。 
・ 入 力 ラ イプ ラリ と 同じ 名 前 の 出 カ ライ プラ リ を 生成 する 。 
・ 全 て の シン ボル 名 を 大 文字 / 小文字 の 区 別 な く 処 理 する 。 
・16 バ イト の ライ ブラ リ ペ ー ジ を 使用 する 。 
・ ラ イプ ラリ マッ プ や バッ クア ッ プ ファ イル を 生成 し な い 。 
コマ ンド ライ ンス イッ チ は “-" (マイ ナス 記号 ) で 始ま り 、 そ の あと に スイ ッ チ 名 が きま 
す 。 各 スイ ッ チ 名 に は 一 般 型 と 省略 型 が あり ます 。 引 数 は スペ ー ス を 区 切り と し て スイ ッ 
チ の すぐ あと に きま す 。 コマ ンド ライ ン 上 に 矛盾 する 複数 の スイ ッ チ が 置か れ た 場合 は 、 
一 番 最後 (右端 ) の スイ ッ チ が 優先 され ます 。 


1 オブ ジェ クト モジ ュー ルス イッ チ 

オプ ジェ クト モジ ュー ルス イッ チ は 、 ラ イプ ラリ か ら オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を 引き 出 
し た り 、 加 えた り 、 消 去 し ます 。 フ ァイル 中 に 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル に 働 
く ス イッ チ は 、 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を 含ん で いる ファ イル 名 を 引数 と し て 使用 し ます 。 
ライ プラ リ 中 に 含ま れ て いる モジ ュー ル に 働く スイ ッ チ は 、 ラ イプ ラリ 中 の モジ ュー ル 名 
を 引数 と し て 使用 し ます 。 2.5 節 で は 386|LIB が 準じ て いる モジ ュー ル の 名 付け 規則 を 
説明 し て いま す 。 ス イッ チ が その 引数 と し て ファ イル 名 を 使用 する か モジ ュー ル 名 を 使用 
する か に つい て は 、 そ れ ぞ れ の スイ ッ チ の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 
注意 : オプ ジェ クト ファ イル 名 を 引数 と し て 使用 する スイ ッ チ は 、 オ プ ジ ェ クト ライ プラ 
リ も 引数 と し て 受け 付け ます 。 オ プ ジ ェ クト ライ プラ リ を スイ ッ チ 引数 と し て 指定 する と 、 
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ライ プラ リ 中 の 各 モ ジュ ー ル か 適切 に 処理 され ます 。 こ れ は 2 つの ライ ブラ リフ ァイル の 
内 容 を マー ジ す る の に 便利 で す 。 


ーCREATE 
-CREATE スイ ッ チ は 、 ス イッ チ 引 数 で 指定 し た モジ ュー ル を 使用 し て ライ プラ リ を 新た 


に 作り ます 。 そ の ライ ブラ リフ ァイル が すでに 存在 する 場合 、 そ の 内 容 は 新しい ライ プラ 
リ が 作成 され る 前 に 消さ れ て し まい ます 。 


構文 : -CREATE ファ イル 1 ...… フ ァイル n 


省略 形 : -C ファ イル 1 ..… ファ イル In 


386Iib newlib -create mod1.0bjmod2.0 mod3 
3861ib newlib -c \obj\mod1 \newobj\nod2 \obj\mod3 


ーADD 
-ADD ス イッ チ は 、 現 在 あ る オプ ジェ クト ライ ブラ リ に 新た な オプ ジェ クト モジ ュー ル を 


付け 加え る の に 使用 し ます 。 モ ジュ ー ル は -ADD ス イッ チ の 引数 で 指定 され ます 。 付 け 加 え 
よう と する モジ ュー ル が すでに ライ ブラ リ 中 に 存在 する 場合 は 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 
され 更新 は 行わ れ ませ ん 。 指 定 さ れ た ライ ブラ リ が 存在 し な い 場 合 は 、 ワ ー ニ ング ェ ラー 
が 表示 され 指定 し た モジ ュー ル を 付け 加え る 前 に その ライ ブラ リ を 作成 し ます 。 


構文 : -ADD ファ イル 1...… ファ イル n 
省略 形 :-A ファ イル 1...… ファ イル n 


例 : 3861ib mlib -add newmod 
3861ib mlib -a \obj\nm. obDj \newobj\mod2 \obj*mod3 


ーDELETE 
-DELETE スイ ッ チ は 、 処 理 中 の ライ プラ リ か ら 指 定 し た モジ ュー ル を 除去 し ます 。 -DElE 


TE スイ ッ チ は 、 引 数 と し て ファ イル 名 で は な く モ ジュ ー ル 名 を 使用 し ます 。 引 数 は すでに 
ライ ブラリ 中 に 挿入 され て いる モジ ュー ル を 参照 する か ら で す 。 


構文 : -DELETE モジ ュー ル 1...… モジ ュー ル n 
省略 形 : -D モジ ュー ル 1..… モジ ュー ル n 


例 : 3861iD mathlib -delete trigfunc 
3861ib mlib -d sin cos tan 
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ーREPLACE 

-REPLACE ス イッ チ は 、 ラ イブ プラ リ 中 の オプ ジェ クト モジ ュー ル を 置き 換え ます 。 

スイ ッ チ の あと に 、 置 き 換 える オプ ジェ クト モジ ュー ル を 含ん だ ファ イル 名 が きま す 。 
置き 換え る モジ ュー ル が すでに ライ プラ リ 中 に 存在 する 場合 は 、 そ れ を 消去 し 新た な オプ 
ジェ クト モジ ュー ル を 付け 加え ます 。 ラ イブ プラ リ 中 に モジ ュー ル が 存在 し な い 場 合 、 ワ ー 
ニン グ エ ラ ー を 表示 し その モジ ュー ル を ライ プラ リ に 付け 加え ます 。 指定 され た ライ プラ 
リ が 存在 し な い 場 合 は 、 ワ ー ニ ング エラ ー を 表示 し 、 指 定 し た モジ ュー ル を 付け 加え る 前 
に ライ ブラ リ を 作成 し ます 。 


構文 : -REPLACE ファ イル 1.... ファ イル n 
省略 形 :-R ファ イル 1..… ファ イル n 


例 : 3861ib clib -replace newmod 
3861ib hce -r \newobj\mod2 \nobj3\newmod3.0 


ーEXTRACT 

-BEXTRACT ス イッ チ は 、 ラ イプ ラリ か ら オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル の コピ ー を 引き 出し ます 。 
この スイ ッ チ の あと に 、 引 き 出 され る モジ ュー ル 名 の リス ト が 続き ます 。 引き出さ れる 各 
モジ ュー ル は 、 そ の モジ ュー ル 名 に デフ ォ ル ト の オプ ジェ クト ファ イル 拡張 子 が 付い た フ 
ァイル 名 の ファ イル に 置か れ ま す 。 ラ イプ ラリ か ら オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を 引き 出す こ 
と に よっ て 、 元 の ライ プラ リ が 変更 され る こと は 全く あり ませ ん 。 


構文 : -EXTRACT モジ ュー ル 1 ..… モジ ュー ル n 
省略 形 :-P モジ ュー ル 1 ..… モジ ュー ル n 


例 : 3861ib mathlib -extract trigfunc 
3861ib mlib -e sin cos tan 


ーEXTRACTALL 
-BXTRACTALL スイ ッ チ は 、 ラ イプ ラリ 中 に 含ま れる 全て の オプ ジェ クト モジ ュー ル の コ 
ピー を 引き 出し ます 。 こ の スイ ッ チ は -EXTRACT ス イッ チ で ライ プラ リ 中 の 各 モ ジュ ー ル を 
旨 定 し た と き と 全く 同じ 働き を し ます 。 引き出さ れる 各 モ ジュ ー ル は 、 デ フォ ルト の オプ 
ジェ クト ファ イル 拡張 子 の つい た モジ ュー ル 名 と 同じ 名 前 の ファ イル に 置か れ ま す 。 
-EXTRACT ス イッ チ 同 様 に 、-BXTRACTALL スイ ッ チ も 元 の ライ ブ プラ リ を 変更 する こと は 全 
く あ り ま せん 。 
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構文 : -EBXTRACTALL 


省略 形 : -EALL 


例 : 386lib mathlib -extractall 
386Iib mlib -eall 


2.3.2 マッ プ フ ァ イ ルス イッ チ 


ーMAP 
-MAP ス イッ チ は 、 各 モジ ュー ル 中 で 定義 され て いる 全て の パプ リッ クシ ン ボ ル の リス ト 


と 共に 、 ラ イプ ラリ 中 の 全て の オプ ジェ クト モジ ュー ル の リス ト を 含ん だ ライ ブラ リマ ッ 
プ フ ァ イ ル を 作成 し ます 。 ス イッ チ の あと に は マッ プ フ ァ イ ル 名 が 続き ます 。 指定 され た 
マッ プ フ ァ イ ル 名 が 拡張 子 を 含ま な い 場合 、 デ フォ ルト で ある “.MAP" が 拡張 子 と な り ま す 。 
ライ プラ リマ ッ プ ファ イル の フォ ー マ ッ ト に つい て は 本 書 の 2.6 節 で 説明 し ます 。 


構文 : -MAP ファ イル 名 
省略 形 :-M ファ イル 名 


例 : 3861ib mathlib -map mathlib 
386l]ib libc -m libc. Imp 


ーNOMAP 
-NOMAP ス イッ チ は 、 処 理 中 の ライ プラ リ に 対す る ライ ブラ リマ ッ プ が 生成 され な いよ う 


に し ます 。 こ れ は 386 1LIB の デフ ォ ル ト の 指定 で も あり ます 。 


構文 : -NOMAP 
省略 形 : -NOM 
例 : 3861ib mathlib -extract Sin -nomap 


3861ib mlib -delete coS -nom 
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2.3.3 ライ ブラ リバ ッ ク ア ッ プ ファ イル スイ ッ チ 
ーBACKUP 
-BACKUP ス イッ チ は 、 ラ イブ ラリ に 修正 を 加え る 前 に その ライ プラ リ の バッ クア ッ プ コ 
ピー を 作成 し ます 。 バ パック アッ プ フ ァ イ ル の 名 前 は ライ プラ リ 名 に “.BAK" 拡張 子 を 付け た 
も の に な り ま す 。 


構文 : -BACKUP 
省略 形 : -B 
例 : 386lib libc -replace printf -backup 


386lib mlib -delete cos -b 


ーNOBACKUP 

-NOBACKUP ス イッ チ は ライ ブラ リ に 修正 を 加え る 前 に その ライ プラ リ の バッ クア ッ プ コ 
ピー を 作成 し ませ ん 。 これ は 386 |LIB の デフ ォ ル ト の 指定 で も あり ます 。 

構文 : -NOBACKUP 


省略 形 : -NOB 


例 : 3861ib libc -replace printf -nobackup 
3861ib mlib -delete cos -nob 


2.3.4 ライ ブラ リ ペ ー ジ サイ ズ ス イッ チ 
ーPAGESIZE 
-PAGES1Z7E スイ ッ チ は 、 ラ イプ ラリ ファ イル の ライ プラ リ ペ ー ジ サイ ズ を 指定 し ます 。 
この スイ ッ チ を 指定 し な いと 、 処 理 さ れる ライ ブラ リ の 現在 の ペー ジ サ イズ を 使用 し ます 。 
ライ ブラリ の 作成 中 に -PAGES1ZE を 指定 し な い 場 合 は 、386 |LIB は ライ プラ リ ペ ー ジ サ 
イズ の デフ ォ ル ト 値 、16 バ イト を 想定 し ます 。 ペ ー ジ サイ ズ は 、 ラ イブ ラリ 中 に オプ ジェ 
クト モジ ュー ル が 並ん で お り 、 ラ イプ ラリ サイ ズ の 最大 値 を 限定 し て いる と き に 使用 され 
ます 。 大 き な ペ ー ジ サイ ズ を 指定 すれ ば 、 よ り 大 き な ラ イプ ラリ サイ ズ の 最大 値 を 得 ら れ 
ます が 、 そ の 分 ライ プラ リ 中 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 間 で スペ ー ス を 消費 し ます 。-PAG 
ESIZE スイ ッ チ パラ メー タ は 16 か ら 512 まで の 2 の 巾 乗数 で な けれ ば な り ま せん 。 ペ ー ジ 
サイ ズ と 許さ れる ライ ブラ リサ イズ の 最大 値 は 以下 の 表 の 通り で す 。 
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ベ ページ サ イズ ライ プラ リサ イズ の 最大 値 


16 1 メガ バイ ト 
32 2 メガ バイ ト 
64 4 メガ バイ ト 
128 8 メガ バイ ト 
256 16 メガ バイ ト 
512 32 メガ バイ ト 


ライ プラ リ ペ ー ジ サイ ズ パ ラメ ー タ は 、 ラ イブ ラリ の 修正 を 行う 時 に も 使用 され ます 。 
つま り 、-PAGESIZE スイ ッ チ を 使用 する こと に よっ て 、 フ ァイル を 修正 し て いる 最 中 に 存 
在 す る ライ ブラ リフ ァイル の ペー ジ サ イズ を 変え る こと が 可能 で す 。 


構文 : -PAGESIZE サイ ズ 


省略 形 : -PAGESIZE サイ ズ 


例 : 64 バ イト の ペー ジ サ イズ で ライ プラ リ を 作成 する 場合 
386Iib newlib -create mod1.0bjmod2.0 mod3 -pagesize 64 


*small.liD" と いう ライ プラ リ の ペー ジ サ イズ を 128 バ イト に 変更 し 、 新 し い ラ イブ プラ リ 
に "large.Iib" と 名 付け る 場合 
3861ib large -create small -pagesize 128 


2.3.5 大 文字 ノ 小 文字 判別 スイ ッ チ 
デフ ォ ル ト で は 386 1LIB は ユー ザ 定義 の シン ポル に 対し て 大 文字 小文字 を 区 別 し ま 
せん 。 た と えば 、 "my - sym' も "my - SYM" も "MY - SYM も 3861LIB で は 全て 同じ と 見 な 
され ます 。 以 下 の 大 文字 小文字 を 区 別 す る スイ ッ チ を 指定 する と 上 記 例 の 三 っ の シン ポ 
ル は 別 の も の と 見 な され ます 。 
ーTWOCASE 
-TWOCASB ス イッ チ は ユー ザ 定 義 の シン ボル を 大 文字 小文字 の 区 別 を し て 処理 する よう 
に し ます 。 こ の スイ ッ チ が 使用 され る と 同じ アル ファ ベッ ト 文字 の 大 文字 と 小文字 が 区 別 
され ます 。 


構文 : -TWOCASE 


省略 形 : -TC 
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例 : 386lib libc -replace printf -twocase 
3861ib mlib -add cos -tc 
ーONECASE 
-ONECASE ス イッ チ は ユー ザ 定 義 の シン ボル の 大 文字 ノ 小 文字 の 区 別 を し な いよ うに し ま 
す 。 これ は 386 |LIB の デフ ォ ル ト の 指定 と 同じ こと で す 。 


構文 : -ONECASE 
省略 形 : -0C 
例 : 3861ib slibc -replace scanf -onecase 


3861ib mlib -add cos -oc 
2.4 ライ ブラ リア ン 動 作 の 順序 


386 | LIB が ライ ブラリ 中 で 複数 の 動作 を 行う と き 、 前 も っ て 決ま っ た 順序 で 実行 され 
ます 。 
ユー ザ は 普段 は この 順序 に 対し て 特に 考慮 する 必要 は あり ませ ん 。 ラ イプ ラリ アン 動作 
の 順序 は 以下 の よう に な り ま す 。 
1. 指定 され た オプ ジェ クト ライ プラ リ が まだ 存在 し な い 場 合 は 、 ま ず そ れ を 作成 し 
ます 。 
2. 存在 する ライ プラ リ か ら モ ジュ ー ル を 引き 出す 場合 は 、 モ ジュ ー ル は ライ プラ リ 
が 修正 され る 前 に 引き 出さ れ ま す 。 
消去 され る か 置き 換え られ る モジ ュー ル は 、 ラ イプ ラリ か ら 除 去 さ れ ま す 。 
4. ライ プラ リ の 修正 は 、 新 た な モジ ュー ル を ライ ブラ リ に 付け 加え る こと に よっ て 
完了 し ます 。 
5. -MAP ス イッ チ が 指定 され て いる と 、 最 後に ライ プラ リマ ッ プ ファ イル が 生成 され 
れ ま す 。 


2.5 モジ ュー ル 名 設定 規則 


386 | LIB が ライ プラ リ に オプ ジェ クト モジ ュー ル を 付け 加え る と き は 、 常 に オプ ジェ 
クト モジ ュー ル 中 の モジ ュー ル 名 レコ ー ド を 、 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を 含む ファ イル の 
ベー ス 名 に 設定 し ます 。 この 特徴 は Microsoft の ライ プラ リア ン と 互換 を と る た め の も の 
で 、 言 語 翻 訳 プ ログ ラム が 正しい モジ ュー ル 名 情報 を 生成 し な い 場 合 に 役に立ち ます 。 
た と えば 

*c:\ 386obj\ startup. obj" 


と いう DO0S ファ イル に 含ま れ て いる モジ ュー ル は 、 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル の 持っ て いた 
元 の 名 前 と は 無関係 に 、“startup" と 設定 され た モジ ュー ル 名 レコ ー ド で ライ プラ リ に 付 
加 さ れ ま す 。 
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2.6 


386 | LIB は 、 同 じ ラ イプ ラリ フォ ー マ ッ ト を 持ち な が ら 異 な っ た モジ ュー ル 名 設定 規 
則 を 使用 する ライ ブラ リア ン で 作成 され た オプ ジェ クト ライ ブラ リ も 処理 する こと が で き 
ます 。 3861LIB の モジ ュー ル 名 設定 規則 に 従っ て いな い オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル に 出 会 
っ た 場合 は 、 モ ジュ ー ル 名 レコ ー ド か ら ベ ー ス ファ イル 名 を 引き 出し 、 モ ジュ ー ル 名 を 必 
要 と する スイ ッ チ で その 名 前 を 使用 で きる よう に し ます 。 し た が っ て 

*d:\Obj\new\recalc. asm' 

と いう モジ ュー ル 名 レコ ー ド を 持っ た オプ ジェ クト モジ ュー ル は 、 モ ジュ ー ル 名 を 必要 と 
する スイ ッ チ で "recalc" を 使用 する こと に よっ て 参照 され ます 。 


ライ ブラ リマ ッ プ 記述 


ライ ブラ リア ン で 作成 され る マッ プ フ ァ イ ル は 、 各 モジ ュー ル で 定義 され た パプ リッ ク 
シン ボル の リス ト と 共に 、 ラ イブ プラ リ 中 に オプ ジェ クト モジ ュー ル の リス ト を 含み ます 。 
マッ プ の 先頭 に ある ヘッ ダ が 386 1LIB の バー ジョ ン ナ ン バ と 処理 され る ライ プラ リ 名 
を 識別 し ます 。 各 モジ ュー ル の パプ リッ クシ ン ボ ルリ スト は 、 モ ジュ ー ル 中 で 定義 され た 
シン ボル と 同様 に 並べ さら れ ま す 。 モ ジュ ー ル 中 で の 各 ル ー チ ン の 位置 の 情報 は リン ク 時 に 
計算 され る た め 、 こ の マッ プ 中 に は 含ま れ ま せん 。 次 に 例 を 示し ます 。 こ れ は *init.obj" 
と “testmain.0Dj と いう 二 つ の オプ ジェ クト モジ ュー ル か ら 構 成 さ れる “test.1iD" と いう 
小さ な ライ プ ブラリ の ライ プラ リマ ッ プ ファ イル で す 。 


386 LIB:1.1z--Copyright (c)1986-88 Phar Lap Software, Inc 
Library File - test.lib 


Module: init 
-Start 
-exit 


Module: testmain 
-main 
-Sub1 
-Tecalc 
-redisp 
-makecell 
-delcell 
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付 
求 コマ ンド ライ ンス イッ チ 


386LIB Iibname ライ プラ リ 名 〔(.L !I B] 


オプ ジェ クト ファ イル か ら ラ イプ ラリ を 作成 する 




















-CREATE ファ イル 名 … 


-ADD ファ イル 名 … 新た な オプ ジェ クト モジ ュー ル を ライ プラ リ に 付け 加 


える 








-REPLACE ファ イル 名 … ライ プラ リ 中 の オプ ジェ クト モジ ュー ル を 置き 換え る 














-DELETE モジ ュー ル 名 … | オプ ジェ クト モジ ュー ル を ライ プラ リ か ら 消 去 する 


-EXTRACT モジ ュー ル 名 … | オプ ジェ クト モジ ュー ル を ライ プラ リ か ら 引 き 出 す 


-EXTRACTALL 





全て の オプ ジェ クト モジ ュー ル を ライ ブラ リ か ら 引 き 
出す 





-BACKUP バッ クア ッ プ ライ プラ リフ ァイル を 作る 

















-NOBACKUP バッ クア ッ プ ライ プラ リフ ァイル を 作ら な い 


ライ プラ リマ ッ プ ファ イル [.MAP] を 作成 する 
ライ プラ リマ ッ プ ファ イル を 作成 し な い 


ライ プラ リ の ペー ジ サ イズ を n と する 







-MAP ファ イル 名 






-PAGESIZE n 
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-TWOCASE 







@ フ ァイル 名 
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付 
ポ エラ ー メ ッ セ ー ジ 





B. 1 


ライ プラ リ 処 理 中 に エラ ー が お きた 場合 、 386 | LIB は エラ ー を 確認 し 、 そ の 重要 度 と 
エラ ー メ ッ セ ー ジ を スク リー ン に 表示 し ます 。 エ ラー が モジ ュー ル や ユー ザ 定 義 の シン ボ 
ル に よる 場合 、 そ の モジ ュー ル 名 また は シン ボル 名 が 表示 され ます 。 ラ イプ ラリ マッ プ フ 
ァイル が 作成 され る 場合 は 、 同 じ エ ラー メッ セー ジ が マッ プ フ ァ イ ル 中 に も 記さ れ ま す 。 


エラ ー は 、 ワ ー ニ ング エラ ー、 エ ラー、 フ ォ ー タ ル エ ラー の 3 つ に 分 類 さ れ ま す 。 ワ ー 
ニン グ エ ラ ー は 、 ラ イプ ラリ の 保全 が 脅かさ れる こと は な く 、 無 視 す る こと も で きる エラ 
ー で す 。 こ の エラ ー が お き て も 、 他 の 処理 は 行わ れ ま す 。 エ ラー、 フ ォ ー タ ル エ ラー は 、 
正常 で な い ラ イブ ラリ が 作成 され た た め に お こる エラ ー で す 。 エ ラー、 フ ォ ー タ ル エ ラー 
が お こる と ライ ブ プラ リフ ァイル は 更新 され ませ ん 。 

以下 に エラ ー メ ッ セ ー ジ を 上 記 の 三種 類 に 分 け て 説明 し ます 。 


ワー ニン グ エ ラ ー 





Warning: Library file "XXX" does not exist so it will be created 

原因 : 存在 し な い ラ イプ ラリ ファ イル に オプ ジェ クト モジ ュー ル を 追加 する よう に 命令 
され た た め 。 こ の エラ ー が お こる と 、386 1LIB は 自動 的 に ライ プラ リ を 作成 し 、 
指定 され た モジ ュー ル を 加え ます 。 

処置 : ワー ニン グ エ ラ ー な の で 、 無 視 で きま す 。-CREATE を 使用 し て ライ ブラリ を 作成 
する こと に よっ て この ワー ニン グ エ ラ ー を 避け る こと が で きま す 。 





Warning: Module "XXX" not found -- delete ignored 
原因 : ライ プラ リ 中 に な い モ ジュ ー ル を 消去 し よう と し た た め 。 
処置 : ライ プラ リ 中 の モジ ュー ル 名 の 綴り を チェ ッ ク し て くだ さい 。 





B. 2 





Warning: Module "XXX" not found -- extract ignored 
原因 : ライ プラ リ 中 に な い モ ジュ ー ル を 引き 出 そ う と し た た め 。 
処置 : ライ ブラ リ 中 の モジ ュー ル 名 の 綴り を チェ ッ ク し て くだ さい 。 





Warning: Module "XXX" not found -- module was added,not replaced 

原因 : ライ プラ リ 中 に な い モ ジュ ー ル を 置き 換え よう と し た た め 。 

処置 : ワー ニン グ エ ラ ー な の で 、 無 視 で きま す 。 ラ イプ ラリ 中 の モジ ュー ル 名 の 級 り を 
チェ ッ ク し て くだ さい 。 





Error: Because of errors. Iibrary file "XXX" has not been updated 

原因 : この エラ ー メ ッ セ ー ジ は 、 処 理 中 の ライ プラ リフ ァイル が 正常 で な いた め 更 新 さ 
れ て いな いこ と を 、 他 の エラ ー と と も に 表示 し ます 。 

処置 : 表示 され た 他 の 全て の エラ ー を 、 修 正 し て くだ さい 。 





Error: Cannot create object file for module "XXX" -- jnvalid file name. 

原因 : 3861LIB が ライ ブラ リ か ら 引 き 出 され る モジ ュー ル に 対し て 使用 する ファ イル 
名 が 適切 で な いた め 。386 | LIB は この ファ イル 名 を 、 ラ イブ ラリ 中 の モジ ュー 
ル 名 に デフ ォ ル ト オ プ ジェ クト ファ イル の 拡張 子 を 付け て 作成 し ます 。 





Error: Duplicate definition of symbol "XX in file “YYY" 
原因 : パプ リッ クシ ン ボ ル が 複数 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 中 で 定義 され て いる 。 
処置 : 1) 問 題 の パプ リッ クシ ン ボ ル 名 を 変更 すれ ば 、 他 の パプ リッ クシ ン ボ ル 名 と ぶつ 
か り ま せん 。 
2) モ ジュ ー ル か ら パ プリ ッ ク シ ン ボ ル を 消去 し ます 。 
3) シ ン ボ ル を 定義 し て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル の 一 つ を ライ ブラ リ 中 に 置か な 
いよ うに し ます 。 
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B.3 


goes 
Error: Module "XXX" is already in the library 
原因 : ライ ブラ リ 中 に すでに 存在 し て いる モジ ュー ル と 同じ 名 前 の オプ ジェ クト モジ ュ 
ー ル を 、 追 加 し よう と し た た め 。 
処置 : 1) オ プ ジ ェ クト ファ イル 名 を 変更 し ます 。 
2) -ADD ス イッ チ の 代わ り に -REPLACE ス イッ チ を 使っ て 、 新 し い オ プ ジ ェ クト モジ 
ュー ル を 追加 する 前 に 旧 オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を ライ プラ リ か ら 消 去 し ます 。 





フォ ー タ ル エ ラー 


Fatal Error: Bad library file "XXX" 
原因 : 指定 し た ライ プラ リフ ァイル が 黄 当 な も の で は な か っ た た め 。 
処置 : 指定 し た ファ イル が Phar Lap ま た は Microsoft の ライ プラ リフ ァイル の フォ ー マ 
ッ ト と 適合 し て いる か どう か 確認 し て くだ さい 。 


Fatal Error: Bad number specified on the command line -- "XX 

原因 : コマ ンド スイ ッ チ 引数 と し て 不当 な 数 字 が 指定 され た た め 。 こ の エラ ー は 数 字 が 
まち が っ た 型 (不適 切な 数 文字 で ある か 、 ス イッ チ の 指定 範囲 を 引 え て いる た 
め に お こる も の で す 。 

処置 : 指定 し た 数 字 が 有効 範囲 か どう か 確認 し て くだ さい 。 


FatalError: Bad object module in file "XXX" 
原因 : 386 | LIB の 動作 が 不適 切な オプ ジェ クト モジ ュー ル に 対し て 行わ れ よ うと し た 
た め 。 
処置 : 1) オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル が OMF-86 ま た は Easy OMF-386 フ ァイル に 適し た も の か 
どう か 確認 し て くだ さい 。 
2) フ ァイル の コン パイ ル 中 また は アセ ンプ リン グ 中 に エラ ー が お こっ た 場合 は 、 
オプ ジェ クト ファ イル を ライ プラ リ に 付加 する 前 に エラ ー を 修正 し て くだ さい 。 
3)Phar Lap の リン カ (386LINK か LinkLoc) で リン ク す る こと に よっ て 、 オ プ ジ ェ ク 
ト フ ァイル の 誤り に つい て の 詳細 を 得る こと が で きま す 。 リ ンカ は "invalid o 


bject file" と いう 同義 の メッ セー ジ を 表示 し 、 続 いて ファ イル が 不適 当 な 理 
由 を 表示 し て くれ ます 。 
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Fatal Error: Cannot create "XXX" file -- その 理由 

原因 : オペ レー ティ ング シス テム エラ ー に より 、386 LIB は "XXX" と いう 名 前 の ファ イ 
ル を 作成 する こと が で き な か っ た た め 。 

処置 : オペ レー ショ ン シ ス テム の マニ ュ ア ル を 調べ て 、 エ ラー の 原因 を 解明 し 、 そ れ を 
取り 除い て くだ さい 。 





Fatal Error: Cannot open "XXX” file -- そ の 理由 

原因 : オペ レー ティ ング シス テム エラ ー に より 、386 1LIB は "XXX" と いう 名 前 の ファ 
イル を オー プン する こと が で き な か っ た た め 。 

処置 : オペ レー ショ ン シ ス テム の マニ ュ ア ル を 調べ て 、 エ ラー の 原因 を 解明 し 、 そ れ を 
取り 除い て くだ さい 。 





Fatal Error: Command too long -- "XXX" 

原因 : 間接 コマ ンド ファ イル 中 で 指定 し た コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ が 255 文 字 よ り 長 
いた め 。 

処置 : パラ メー タ を 短く し て くだ さい 。 





Fatal Error: Error reading from "XXX” file -- そ の 理由 

原因 : オペ レー ティ ング シス テム エラ ー に より 、3861LIB は "XXX” と いう 名 前 の ファ 
イル か ら デ ー タ を 読み 込む こと が で き な か っ た た め 。 

処置 : オペ レー ショ ン シ ス テム の マニ ュ ア ル を 調べ て 、 エ ラー の 原因 を 解明 し 、 そ れ を 
取り 除い て くだ さい 。 





Fatal Error: Error writing from "XXX” file -- そ の 理由 

原因 : オペ レー ティ ング シス テム エラ ー に より 、3861LIB は "XXX" と いう 名 前 の ファ 
イル に デー タ を 書き 込む こと が で き な か っ た た め 。 

処置 : オペ レー ショ ン シ ス テム の マニ ュ ア ル を 調べ て 、 エ ラー の 原因 を 解明 し 、 そ れ を 
取り 除い て くだ さい 。 





Fatal Error: Extra command line argument -- "XXX" 

原因 : コマ ンド ライ ン 上 に 複数 の ライ プラ リフ ァイル を 指定 し た か 、 余 計 な スイ ッ チ 引 
数 を 指定 し た た め 。 

処置 : コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を チェ ッ ク し 、 無 関係 な 引数 を 取り 除い て くだ さい 。 
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ーー ニー ニテ ニニ ミュ ニラ ニー ステ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 

Fatal Error: Invalid file name -- "XXX" 

原因 : コマ ンド ライ ン 上 に 、 フ ァイル 名 の 正しい 構文 法 に 従わ な い フ ァイル 名 が 指定 さ 
れ て いる た め 。 

処置 : 適切 な ファ イル 名 を 使用 し て くだ さい 。 





Fatal Error: Library file has overflowed -- increase page Size 
原因 : ライ プラ リフ ァイル の サイ ズ が 、 ラ イプ ラリ ペー ジ サ イズ の 65536 倍 を 超え た た 
め 。 


処置 : -PAGESIZE スイ ッ チ を 使用 し て 、 よ り 大 き な ペ ー ジ サイ ズ を 指定 し て くだ さい 。 
一 度 ラ イプ ラリ の ペー ジ サ イズ を 更新 し て 使用 で きれ ば 、 再 び オ ー バ ー フ ロー が 
起き る まで は -PAGESIZE スイ ッ チ を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 


Fatal Error: Missing value to command switch -- "XXX" 

原因 : 386ILIB コマ ンド スイ ッ チ で 引数 が 必要 な も の が 引数 な し で 指定 され て いる た 
め 。 

処置 : スイ ッ チ に 値 を 指定 し て くだ さい 。 


Fatal Error: One command file cannot call another command file -- "XXX" 
原因 : 間接 コマ ンド ファ イル を 他 の 間接 コマ ンド ファ イル 中 で オー プン し よう と し た た 
め 。386 | LIB は 間接 コマ ンド ファ イル の 入れ 子 を サポ ー ト し て いま せん 。 
処 資 : 1) 二 つの コマ ンド ファ イル を 一 つ に 結合 し て くだ さい 。 
2) 2 番目 の 間接 コマ ンド ファ イル を 、 1 番目 の 間接 コマ ンド ファ イル 中 で は な 
く 386 | LIB 上 で オー プン し て くだ さい 。 


Fatal Error: Unknown command switch -- "XXX" 
原因 : 3861LIB の コマ ンド スイ ッ チ で な いも の が コマ ンド ライ ン 上 に 指定 され た た め 。 
処置 : スイ ッ チ 名 の 綴り が 正式 な 386 | LIB ス イッ チ と 合っ て いる か どう か チェ ッ ク 

し て くだ さい 。 
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